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例   言

1 本書は、長野県北佐久郡御代田町所在の川原田遺跡の発掘調査報告書である。

2 本発掘調査は、佐久地方事務所の委託を受け、御代田町教育委員会が実施した。

3 調査の内容の一部については『川原田遺跡 平安 。中世編』 (1993)お よび、

F川 原田遺跡 縄文図版編』(1995)と して刊行済である。

4 本発掘調査報告書作成の作業分担は以下のとおりである。

◎ 遺物復原    伴野有希子、小山内玲子、内堀久代、中山祐子、田村朗子、竹原久子。

◎ 遺物実測    `鳥居 亮、伴野有希子、齋藤真理、中山祐子、シン航空写真仰。

◎ 遺物拓本    伴野有希子、内堀久代、佐藤夫美子。

◎ 遺物 トレース  鳥居 亮、齋藤真理、竹原久子。

◎ 遺構 トレース  鳥居 亮。

◎ 遺構・遺物写真 堤  隆、鳥居 亮。

◎ 遺物観察表作成 堤  隆、中沢道彦、贄田 明。

◎ 版 組 み    堤  隆、鳥居 亮、中込輝子、砂連尾恵美子。

5 出土遺物の石材鑑定は都立青山高校柴田 徹氏、筑波大学山本 薫氏にお願いした。

6 本書に使用した航空写真は、帥協同測量社が撮影したものである。

7 本書に使用した土器集合写真と土器展開写真は、小川忠博氏が撮影したものである。

8 本書は第 I・ H・ Ⅲ章を堤 隆が執筆した。他は寄稿により、寄稿者は日次に記してある。

9 本書の英文要旨は堤 隆が作成し、Sophia English Academyの 古清水正幸氏とBradley

James Egerton氏 に校閲をいただいた。

10 本書の編集は、御代田町教育委員会の責任のもとに、堤 隆が行なった。

11 本調査 。本報告書作成に際しては、以下の方々から貴重な御助言・御配意を得た。御芳名を

記して厚 く御礼申し上げる次第である。 (順不同・敬称略)

坪井清足、戸沢充則、西本豊弘、桐原健、川島雅人、諏訪間順、佐野隆、建石徹、近藤尚義、

自田武正、木内捷、児玉卓文、小林謙一、須藤隆司、小林具寿、翠川泰弘、竹原学、

市沢英利、下平博行、西井幸雄、贄田明、早田勉、辻本崇夫、金子直行、樋口昇一、土肥孝、

野村一寿、藤森英二、小口達志、吉井雅勇、上野修一、赤山容造、佐藤雅一、水沢教子、

山口逸弘、寺内隆夫、藁科哲男、永嶋正春、細田勝、中沢道彦、山本薫、柴田徹、島田哲男、

今福利恵、寺崎祐介、山本輝久、恩田勇、高橋保、高橋保雄、森幸彦、馬場秀之、小川忠博、

山形員理子、岡村道雄、阿部芳郎、山本孝司、古清水正幸、塚本師也、本橋恵美子、綿田弘実、

Bradley James Egerton



夕J

1 遺構の名称

J→ 縄文時代竪穴住居址   D → 土坑   T → 土器集中遺構

F→ 掘立柱建物址   M→  溝状遺構   H→  平安時代竪穴住居址

2 遺構のナンバーは、時代別・時期別にはなっていない。

3 挿図の縮尺

竪穴住居址 。掘立柱建物址・土坑 =1/80 炉 =1/40

土器 =1/4  石器 =1/2、 1/3、 1/4  土器展開図=縮尺不同

以上が基本的なものである。これ以外のものも含めて挿図中にその縮尺を明示 してある。

4 図版の縮尺

遺構写真の縮尺については統一されていない。

遺物写真の縮尺については、土器が1/4、 石器 =1/2、 1/3、 1/4で、その縮尺は図版中に明記

してある。

5 遺構面積の計測にはプラニメーターを用い、 3回の計測の平均値を面積 として示 した。

6 出土遺物一覧表 く縄文土器〉の法量は、上から口径。器高 0底径の順に記載 し、一は不明、 ( )

は推定値、く 〉は大幅な推定値を示す。単位はcmである。

7 出土遺物一覧表 く石器。土偶〉の法量は、一は不明、それ以外は現存値を表わす。単位は、mm・

gである。

8｀ 遺構の層序説明は本文中に記 した。

9 土層の色調、遺物胎土の色調については、 F新版標準土色帖』の表示に基づいて示 した。

10 石器石材では、頁岩を頁岩 I・ 頁岩 Hと して分別 した。頁岩 Iは黒色で頁岩 Hよ りやや緻密

なもの、頁岩Ⅱは肌色で頁岩 Iよ りやや緻密さにかけるものをさす。これ以外にチョコレー

ト色で緻密で良質なもの (た とえば東北地方にあるような)を 硬質頁岩 とした。

11 土器文様表現で、隆線はその頂部が尖るもの、隆帯はその頂部が尖らず平坦な面をなす もの

を口乎称 した。

12 挿図中におけるスクリーン トーンは以下のものを表わす。

(1)遺構

遺構断面=斜線 ただし、切 り合いによる破壊部分は斜線を逆方向にした。

(2)遺物

土器断面   繊維混入=網点 (太 )、 赤彩部 =網点 (細 )

石器外面   磨製石斧・磨石研祗面範囲、石器使用痕等磨滅範囲 =網点
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(|)調 査に至る動機

長野県北佐久郡御代田町大字塩野・小諸市大字塩野・八幡・柏木にかかる一帯、北大井地区に

おいて、水田経営の合理化を目的とした県営土地改良総合整備事業が平成 2年より実施された。

一方、この地区には周知の遺跡が群在化しており、その保護問題が表面化してきた。このため、

その原因者である佐久地方事務所と、保護部局である長野県教育委員会、御代田町教育委員会の

三者において話し合いがもたれ、該当する遺跡について緊急発掘調査を実施し、数ヵ年計画で記

録保存をはかることとなった。

第 1図 塩野西遺跡群と発掘調査地点 (網点)(|:10′ 000)



これを受けて、平成元年には翌年度工事実施地区にかかる弥堂 。細尾 。上西田・城之腰・川原

田遺跡の 5遺跡について試掘調査が実施された。その結果、平成 2年度工区に直接かかる遺跡は

城之腰 と川原田の 2箇所に絞 り込まれ、翌平成 2年にその 2遺跡の本発掘調査が実施された。

(2) 発掘調査の概要

1遺 跡 名

2所 在 地

3 発掘期間

4 整理期間

5 発掘理由

6 発掘方針

7 費用負担

8事 務 局

調 査 団

顧 間

参 与

団 長

担当者

調査員

川原田遺跡

長野県北佐久郡御代田町大字塩野字川原田

平成 2年 4月 9日 ～平成 2年 9月 30日 (平成 2年度 )

平成 2年 11月 1日 ～平成 3年 3月 30日 (平成 2年度 )

平成 3年 4月 15日 ～平成 4年 3月 27日 (平成 3年度 )

平成 4年 4月 3日 ～平成 5年 3月 25日 (平成 4年度 )

平成 5年 4月 2日 ～平成 6年 3月 25日 (平成 5年度 )

平成 6年 4月 4日 ～平成 7年 3月 24日 (平成 6年度 )

平成 7年 4月 3日 ～平成 8年 3月 25日 (平成 7年度 )

平成 8年 4月 3日 ～平成 9年 3月 21日 (平成 8年度 )

平成 2年度北大井地区県営土地改良総合整備事業に伴い、り|1原 田遺跡の破壊が

予想されたため、緊急発掘調査を実施 し記録保存を行なった。

広大な調査対象区について、居住域・生産域・墓域等全体の検出に努める。

調査費用総額のうち、77.5%は原因者である農政部局 (佐久地方事務所)が負

担 し、残 りの22.5%に ついては文化財補助事業 として文化財保護部局が負担 し

た (国庫補助金50%、 県補助金15%、 町費35%)。

教育次長 山本岩正、藤巻興樹、柳沢忠良、土屋和雄

社会・同和教育係長 萩原茂、古越恵美夫、内堀篤志、茂木康生

社会 。同和教育係  堤 隆、小山岳夫

柳沢 薫 (御代田町長 )

内山俊雄、小林太郎、桜井為吉、田村泉、柳沢恒二郎、小林五郎、大井源寿、

萩原弘祐 (御代田町文化財審議委員 )

原田正夫、土屋秀憲、柳沢忠良 (御代田町教育長 )

堤  隆 (御代田町教育委員会 )

鳥居 亮 (主任 )、 吉井雅勇、山口逸弘、水沢教子、山本薫、寺内隆夫、



補助員

協力者

柴田徹、諏訪間順、贄田明、中沢道彦

伴野有希子、小山内玲子、竹原久子、小日達志、小林嘉孝、宮下泰、高瀬武男、

吉田政行、加藤学、中沢祐一、美安慶子

高地正雄、森川宗治、尾沼けさと、山本まさる、飯田すえの、内堀ときい、

日向万平、日向愛子、甘利隆志、古川まち子、小杉静江、古越邦和、掛川孝子、

萩原正子、内堀久代、佐藤夫美子、内堀久美子、内堀美保子、小林満子、

松原昭一、大井けさみ、田村朗子、中山祐子、中込輝子、斎藤真理、本橋典子、

砂連尾恵美子、神蔵惇子、行田祐子

(3) 発掘区の設定と遺構の検出

本調査の発掘区については第 1図に示したとおりで、図の約8,800m2が該当する。

この発掘区については、一軸を磁北にとって10m四方のグリッドを設定し、北から南に向かっ

て 1・ 2・ 3～、西から東に向かってA・ B・ C～ と名称を付した。なお、地区全体の把握につ

いては、土地改良総合整備事業に関する遺跡総体において、国家座標第Ⅷ系を用い位置付けた。

調査は、調査対象区についてまずは自然地形と遺跡の範囲をみきわめるため、重機により東西。

南北に試掘 トレンチを入れてみた。その結果おおよその自然地形と遺跡の範囲をとらえることが

できたので、つぎに遺跡全部分の表土を重機によって除去した。

調査地区から検出された遺構の概要は第 1表のとおりである。

第 1表 川原田遺跡の検出遺構数

※その後の時期訂正も含む最終的な遺構数

5

遺構

時代

竪

穴

住

居

址

掘
立
柱
建
物
址

土

坑

礎

石

建

物 石

屋

　

外

　

炉

溝

状

遺

構

計

縄文前期 6 0 8

縄文中期 1 1

縄文中期 ?

平  安

中  世 0

不   明 0 1 1 4

計 2 1 4 1

第 2図 川原田遺跡 (左)と 城之腰遺跡 (右 )
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(4)発掘調査の経緯

平成 2年度

4月 9日

発掘調査準備開始

4月 13日

重機による表土削平開始

プレハブ設置

4月 19日

H-4よ り火焚斗出土

4月 ～ 7月 中旬

平安時代 を中心 とした調査

7月 中旬～ 9月 下旬

縄文時代を中心 とした調査

9月 27日

航空写真撮影 (第一回)

9月 30日

発掘調査終了

10り118日

航空写真撮影 (第二回)

平成 3年度  川原田遺跡ほか遺物整理

平成 4年度     〃   遺物整理

平成 5年 3月 平安時代編刊行

平成 5年度  川原田遺跡ほか遺物整理

平成 6年度 〃   遺物整理

平成 7年 3月 縄文時代図版編刊行

平成 7年度  川原田遺跡ほか遺物整理

平成 8年度 〃   遺物整理

平成 8年 11月  縄文時代本文編原稿完成

平成 8年 11月  縄文時代本文編報告書入札

平成 9年 3月 縄文時代本文編報告書刊行

第 4図 表土削平とプラン確認

第 5図 作業風景

第 6図 住居清掃

第 7図 現地説明会



第 8図 住居実測作業 第 9図 発掘参加者

第 10図 発掘参加者 第H図 遺物 トレース

第 12図 土器実測 第 13図  土器復元

第 14図 土器拓本 第 15図 一覧表作成
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(|) 自然環境

川原田遺跡は、浅間山南麓の細い尾根上に位置してお り、標高872～ 882mを 測る。

遺跡の背後にそびえる浅間山は標高2,560mを 測 り、その火山の形態 (コ ニーデ型の裾野・二重

式噴火口・寄生火山など)か ら、わが国においても代表的な活火山といわれてお り、現在 も盛ん

にその活動を続けている。

浅間火山の最初の噴火は、およそ数万年前から始まったといわれ、その変遷は、古い順から黒

斑山期 (数万年前)・ 仏岩期 (1万 5千年前頃)。 軽石流期 (1万 4千年前～ 1万 1千年前頃)。 前

推卜山期 (数千年前)と されている。ちなみに、前推卜山期における天仁元年 (1108年)お よび天明

3年 (1783年)の噴火は、歴史時代の記録に残る大噴火 として、あまりにも有名である。

この地域の基盤層は、その浅間山の火山噴出物により構成される。本遺跡の基盤層は主 として

軽石流期のうち、第 2軽石流による堆積物からなっている。また、天仁元年の噴火によると推定

される追分火砕流堆積物は、本遺跡の約 l km以 束の御代田町・軽井沢地域を覆っている。

ところで、この遺跡を包括する標高800～ 900m地帯は、浅間山麓の第一伏流水が、地表の各所

に湧出する地帯である。本遺跡の西側、真楽寺の「大沼の池」をたたえる豊富な湧水をはじめ、

本遺跡の東方の湧玉の湧水など随所に湧水がみられ、往時の集落形成のための要件となっている。

なお、湧水や河川の流下は、山麓末端部の軽石流堆積物を刻んで、当地方特有ないわゆる「田切

り地形」を発達させている。

この地帯の現在の植生を見ると、北側に植付されたカラマツの林地があり、これにアカマツ、

クリ、などが点在している。縄文時代以降の自然植生を想定するなら、コナラ類やクリなどの落

葉広葉樹を主とする自然林を含む景観が展開したと見て、差し支えないであろう。

(2)歴 史的環境

川原田遺跡の位置する浅間山南麓の標高800～ 900m内外には、さきに述べた豊富な湧水や動植

物など生活環境や自然環境を背景に、縄文時代を中心とし弥生 。古墳・奈良平安時代の、数多く

の遺跡が分布している(第 16図 )。 近年の発掘調査成果にも基づいて、以下には時代ごとに遺跡の

あり方を追い、歴史的環境についてふれてみたい。



第 16図 川原田遺跡 (7)と 周辺の遺跡分布図 (|:20′ 000)



第 2表 周辺遺跡一覧表

番
　
号

遺 跡 名 所 在 地

時 代

備 考
旧
石
器

縄

　
文

弥

　

生

古

　

墳

奈
良
平
安

中
　
世

1 滝  沢 御代田町大字塩野字滝沢 ○ ○ 1992・ 1993年 度発掘調査

西荒神 御代田町大字塩野字西荒神 ○ ○ 1993年 度発掘調査

下大宮 御代田町大字塩野字下大宮 ○ ○ 1993年 度発掘調査

関 屋 御代田町大字塩野字関屋 ○ ○ ○ 1993年 度発掘調査

中屋際 御代田町大字塩野字中屋際 ○ ○ 1992年 度発掘調査

下荒田 御代田町大字塩野字下荒田 ○ ○ ○ 1991年 度発掘調査

川原田 御代 田町大字塩野字川原田 ○ ○ ○ 1991年 度発掘調査

城之腰 御代田町大字塩野字城之腰 ○ ○ ○ 1991年 度発掘調査

細田塚古墳 御代田町大字塩野字細田 ○ 1991・ 1992年 度発掘調査

細  田 御代田町大字塩野字細田 ○ ○ 1991年 度発掘調査

下弥堂 御代田町大字塩野字下弥堂 ○ 1991年度発掘調査

上弥堂 御代田町大字塩野字弥堂 ○

西  畠 御代田町大字塩野字西畠 ○

上西田 御代田町大字塩野字上西田 ○

下藤塚 御代田町大字塩野字下藤塚 ○

塩野城 御代田町大字塩野字荒屋 ○

細尾根 御代田町大字塩野字細尾根 ○ ○

広 畑 御代田町大字塩野字広畑 ○ ○ 1987年度発掘調査

狸  窪 御代田町大字塩野字狸窪 ○

西駒込 御代田町大字塩野字西駒込 ○ 1991年 度発掘調査

上藤塚 御代田町大字塩野字上藤塚 ○

東ニツ石 御代田町大字塩野字東ニツ石 ○ 1991年 度発掘調査

塩野西原 御代田町大字塩野字西原 ○

湧  玉 御代 田町大字塩野字湧玉 ○ 1991・ 1993年 度発掘調査

馬 場 御代田町大字塩野字馬場 ○

馬瀬口城 御代田町大字馬瀬口字北原 ○

東十石城 御代田町大字馬瀬口字東十石 ○

めがね塚古墳群 御代田町大字馬瀬口字戻場 ○ 1996年 度発掘調査

下原古墳群 御代田町大字馬瀬口字下原 ○ 1974年 度発掘調査

下前田原遺跡群 御代田町大字馬瀬口字西向原 ○

根  岸 御代田町大字御代田字根岸 ○ 1987年 度発掘調査

根岸古墳 御代田町大字御代田字根岸 ○ 1991年 度発掘調査

十  二 御代田町大字御代田字十二 ○ 1986年 度発掘調査

前  田 御代田町大字御代田字前田 ○ ○ 1985年 度発掘調査

谷地域 御代田町大字御代田字棚場 ○

塚  田 御代田町大字塩野字塚田 ○ ○ 1991年 度発掘調査

塚田古墳群 御代田町大字塩野字塚田 ○ 1991年 度発掘調査

西城西 御代田町大字御代田字西城 ○

西城東 御代田町大字御代田字西城 ○

大 沼 御代田町大字御代田字大沼 ○ ○ 1985年 度発掘調査

塩野山 御代田町大字御代田字塩野山 ○

下 ノ平 御代田町大字御代田字下ノ平ほか ○ ○

Jヒ   "訳 御代田町大字塩野字北原ほか ○ ○

東荒神 御代田町大字塩野字東荒神 ○ ○ ○ 1992・ 1993年 度発掘調査

戻 場 御代田町大字馬瀬口字戻場 ○

Iθ



1 縄文時代

縄文時代の草創期では、本遺跡 (第 8図 7)か らは有茎尖頭器が、東荒神遺跡 (44)では微隆

起線文土器が出土しており、御代田町においては最も古い時期の遺物として位置付けられる。

縄文時代の早期の遺跡としては、塚田 (36)。 下荒田 (6)。 滝沢 (1)・ 城之腰 (8)な どの遺

跡がある。このうち塚田遺跡からは、山形文・楕円文・格子目文の押型文土器、完形に復元され

た鵜ケ島台、式土器、山梨県古屋敷遺跡のⅣ群とされる土器との類似をみせる縄文施文の尖底土器、

田戸上層式土器や、東海系の木島式土器の破片も出土しており多様である。また、下荒田遺跡で

は早期後半の沈線文系土器群が数多く出土しており注目される。

縄文時代前期初頭では、下弥堂遺跡 (11)か ら竪穴住居址14軒 と土坑16基、塚田遺跡 (36)で

竪穴住居址12軒からなる集落が検出された。この両遺跡出土の尖底土器は、従来「中道式」とも

呼称されたものであるが、塚田遺跡の資料によって「塚田式」との型式設定があらためてなされ、

注目を浴びるところである。

縄文時代の前期の遺跡としては、本遺跡および城之腰遺跡・塚田遺跡・関屋遺跡 (4)。 東荒神

遺跡 (44)がある。このうち城之腰遺跡においては、神ノ木式土器を含む竪穴住居址が 5軒検出

されている。塚田遺跡は神ノ木式土器および関山H式 を伴う集落で本遺跡の南側約 l kmに 位置す

る。塚田遺跡は平成 3年に調査がなされ、当該期の竪穴住居址の10数軒をはじめ数多くの土坑よ

り構成されており、良好な資料を提示するに至った。

縄文時代中期の遺跡としては、本川原田遺跡のほか城之腰遺跡と滝沢遺跡がある。滝沢遺跡で

は中期初頭の五領ヶ台式並行の土器や深沢類型とされる土器を出土した住居がみられる。中葉

～後葉前半の遺構は、隣接する城之腰遺跡でも住居数軒が検出されているが、本川原田遺跡での

竪穴住居址46軒の検出は注目されるところであろう。竪穴住居により構成される舌状台地上の集

落全体の検出は、県内でも有数の調査事例となった。集落から出土した中期中葉の「焼町土器」

は、長野・群馬を中心に分布しており、本遺跡から出土した「焼町土器」は、これまでのものを

質量ともに上回り充実した資料となった。

中期後葉では、滝沢遺跡において加曽利E3・ 4段階の土器をもつ敷石住居が検出されており

良好な資料となっている。

縄文時代後期の前葉では、同じく滝沢遺跡において称名寺式・堀之内 I・ Ⅱ式土器等が充実し

て出土している。また、西荒神遺跡 (2)においても称名寺式土器をもつ竪穴住居址が検出され

た。

縄文晩期の遺跡は、本遺跡の 2 km南にある戻場遺跡 (45)が確認されているにすぎない。戻場

では、表面採集ではあるが、氷式土器や細密条痕のある土器がみられる。
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2 弥生時代後期～古墳時代初頭

弥生時代後期の遺跡には、細田遺跡・下荒田遺跡がある。細田遺跡からは、竪穴住居址10軒が

検出されている。従来、当町一帯の地域は、標高が高く気温が低いことから、稲作が営まれ始め

て間のないこの時代の遺跡は存在しないのではないかと言われてきた。しかし、はからずも平成

3年の発掘調査によってこの時代の住居址が確認されたのである。ただ、遺跡付近では残念なが

ら水田跡は検出されなかったが、当時の人々が付近の湿地などを利用して水稲耕作を行なってい

たことは十分に推測されうる。一方、下荒田遺跡からは、当該期の竪穴住居址 5軒が検出されて

いる。これらの住居址からは、ベンガラで染められた千曲川流域特有のいわゆる「赤い土器」を

含む箱清水式土器が一括して出土した。

その弥生時代後期に続 く古墳時代初頭では、塚田遺跡より竪穴住居址 6軒からなる集落が検出

された。そのなかには、長辺10mを 測る佐久地方最大の大形住居が含まれている。集落出土の土

器群は前時期より継続した様相を呈している。

3 古墳時代後期

当町の北部馬瀬口・塩野地区には、従前から古墳が散見されていたが、最近の発掘調査 (平成

3年度)に よって、塚田古墳群 (円墳 5基)の調査がなされた。しかし残念なことに、これらの

いずれも畑地造成などにより墳丘が削られ、その存在が明確でなかったものである。したがって

1基 を除いてはいずれも周溝のみが検出されたにすぎない。また、細田塚古墳 (9)も 塚田古墳

群に隣接して存在している。

また、国道18号線沿いにある下原 1号墳 (29)は 昭和49年に発掘調査が、めがね塚 1号墳 (28)

は平成 8年夏に発掘調査がなされ直刀 4本が出土した。

4 平安時代

この時代の遺跡は、城之腰遺跡 (8)・ 下荒田遺跡 (6)。 関屋遺跡 (4)。 東荒神遺跡 (44)・

西荒神遺跡 (2)。 中屋際遺跡 (5)お よび本川原田遺跡があり、いずれも竪穴住居址が検出され

ている。

本遺跡の竪穴住居址19軒からは、土師器・須恵器・灰釉陶器が出土した。特筆すべきは、土師

器のいくつかに「大内寺」もしくは「大平寺」の墨書が認められており、文献はもちろん伝承に

もない、いわば幻の寺「大内寺」もしくは「大平寺」が、存在したことを想定させることである。

また、溝の巡る礎石建物址も検出されており、寺院の可能性がある。このほか竪穴住居址の 1軒

からは、全国で10例前後といわれる青銅製の火愛斗も出土した。

平安時代の当地域は、延喜式に見られる御牧「塩野牧」が存在したといわれている地域である。
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現在、その「塩野牧」の遺構とみられ、通称、「駒飼の土堤」と呼ばれる一辺50mの方形状の土堤

構築物が、本遺跡の北東約 l kmに 塩野山遺跡 (41)と してある。

なお、この「塩野牧」の明確な範囲については不明であるが、その入口は、柵口 (ま せ ぐち)

ともされた現在の御代田町馬瀬口と推定されることや、駒などのついた牧に由来する地名から考

えるに、相当広範囲に及んでいたことが推定される。先に述べた本遺跡や、下荒田などの各遺跡

も当然この範囲に包括されていたものと考えられる。したがつて、これらの遺跡の集落に住んで

いた人々について、「塩野牧」との何らかの係 りも想定できる。

さて、延喜の官道といわれる「東山道」が、当時、本地域を横断していたことが推定されてい

る。小諸から東進した「東山道」は、軽井沢・碓井峠を経て群馬へと通ずるが、そのためには必

然的に本地域近隣を通過せねばならない。本地域では、残念なことにこれまで「東山道」そのも

のの発見には至っておらず、またその通過ルー トについても諸説が提示されたままで決着に至っ

ていない。想定されている「東山道」通過ルー ト説は、大きくは 3つ あって、それぞれ「小田井

ルー ト」。「馬瀬ロルー ト」。「塩野ルー ト」となっている。ここで、仮に、「塩野ルー ト」を採った

場合、奈良平安時代の本川原田遺跡の集落付近をこの「東山道」が通っていたことになり、その

関連も無視できない。

ところで、昭和59年から62年にかけて発掘調査のなされた鋳師屋遺跡群 (31～ 34)では、奈良

平安時代の集落が充実して検出された。それに伴って多数の馬骨も出土したことなどから、鋳師

屋の集落は「東山道」や「御牧」に関連が深いとする見解がある。かつて一志茂樹氏も、「東山道

長倉駅」が存在したのは鋳師屋遺跡群に隣接する中屋敷地籍 (小 田井ルー ト)であると推定した

経緯がある。鋳師屋遺跡群前田遺跡では、「長倉寺」と墨書された土器も検出されており、その関

連性も窺わせている。本遺跡以外にもそうした関連性が考えられるところである。

5 中 世

城之腰遺跡は、その小字名から「城」との関連が想定されていたが、果たして発掘調査によっ

て二重に巡らされた堀跡など検出され、中世城郭としての機能の一端をになっていたことが明ら

かになった。

また、城之腰の周辺には、「塩野城」 (16)。「西城」。「馬瀬口城」 (26)と される史跡が、中世城

郭として周知されている。

ちなみに、本遺跡の南方 5 kmに 位置する金井城跡については、破格の 8万 m2が調査され、16世

紀における中世城郭の構造が明らかにされた。

以上、川原田遺跡を取り巻 く歴史的環境について述べてみた。

lδ



川原田遺跡の基本層序については、第17図 に示した。以下にその基本層序を説明する。

I層 耕作土層

H層  黒褐色土層

Ⅲ層 黒褐色土層

Ⅳ層 暗褐色土層

V層 漸移層

Ⅵ層 ローム層

黒褐色 (10YR2/3)を 呈し、粒子細かくてやや粘性あり。層厚30～ 40cm前

後。

黒褐色 (10YR3/2)。 細粒パミスをよく含む。層厚20～ 30cm前後。

黒褐色 (10YR3/1)。 細粒パミスを大量に含む。層厚30～ 40cm前後。

暗褐色 (10YR3/3)。 拳大の軽石を大量に含む。部分的に認められるのみ。

にぶい黄褐色(10YR4/3)。 ローム粒子を多く含み始める。細粒パミスをよ

く含む。

灰黄褐色 (10YR6/2)。 浅間山軽石流期の第2軽石流堆積物 (約 1万 1千年

前)。 径15～ 30mm前後の軽石を主体的に含み、わずかに拳大の軽石を多く含

む。

一
　

二

　

一

-lm

第 17図  川原田遺跡の基本層序 と浅間の火山堆積物の分布
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J一 日号住居

出 土 土 器





(|) J一 1号住居址

住居址  第18図

J-1号 住居址は、G-10グ リッドにおいて検出された。D-73号土坑 と重複 し、土坑が新 しい。

本址は、南北5.5m。 東西4.8mの 円形を呈 し、床面積 18。 7m8を 測る。壁の残存高は、10～ 20cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。中央帯部分には礫が散布 している。

ピットは、住居址の南壁よりP2・ P3・ P4が まとまって認められた。北側には内部に安山岩礫

ミ

聟

―  ＼
8わ   d6Sげ♂ヤ ヨ

∫つつ2

第 18図  J― 1号住居址 (|:80)
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のあるPlが存在する。ピットの大きさは、Plが 94× 68× 54cm、 P2が 60× 34× 36cm、 P3が 30× 26×

18cm、  P4が30× 26× 12cmを 沢1る 。

住居覆土は、 4層に分層された。 I層 はローム粒子を若千含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 H層は

ローム粒子をよく含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅲ層は人為埋土的でローム粒子をよく含む褐色土

層 (10YR4/6)、 Ⅳ層はロームを小プロック状に含む褐色土層 (10YR4/4)であった。

Plの覆土は、V層はローム粒子・カーボンを含む黒褐色土層 (10YR2/3)、 Ⅵ層はロームを小ブ

ロック状に含む暗褐色土層(10YR3/4)、 Ⅲ層はローム粒子をよく含むにぶい黄褐色土層(10YR4/

3)、 Ⅶ層はロームをプロック状に含む褐色土層 (10YR4/4)で あった。 P2覆土は、VⅢ層はローム

粒子をよく含むにぶい黄褐色土層 (10YR4/3)、 Ⅸ層はロームを小プロック状に大量に含む暗褐色

土層 (10YR3/3)であった。

炉  第20図

炉は、住居址の北西よりに存在している。扁平な安山岩礫11個 を配した長方形の石囲い炉で、

75× 55cm深さ17cmを 測る。

覆土は 2層に分層された。 I層 は焼土。カーボンを若千含む暗褐色土層 (10YR3/4)、 Ⅱ層は焼

土・カーボンをまったく含まないロームの埋土 (火床)の黄褐色土層 (10YR5/6)である。

遺 物  第19～ 22図 。第 3・ 4表

遺物は、石器では石鏃 (1・ 2)・ スクレイパー (3)。 打製石斧 (4～ 7)。 敲石 (8)が出土

した。

土器は少ない。主なものでは環状突起・組紐上の隆帯・刻みのある隆帯・沈線などで器面を構

成した 9の深鉢がある。また11は 台付土器の台の部分で、円形の透かしに沿って 2本の沈線がみ

られる。26も 台付土器の台の部分である。16。 17・ 18は撚糸文の施された土器、22・ 23。 24は 2

本の隆線によるS字状モチーフを回縁部にもつものである。12は 、縦位の平行沈線の施された土

偶の下半部分で、内部には細い穴が貫通しており、おそらく製作時の部分連結のための穿孔と考

えられる。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第11期)に位置付けられる。

5∠
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第 19図  J― 1号住居址出土遺物 (土偶)(|:2)
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第 3表  J― 1号住居址出土遺物一覧表く石器 0土偶>
図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

l 石   鏃
ガラス質
黒色安山岩

4

鏃
品成

石
未

ガラス質
黒色安山岩

7

スクレイ ガラス質
黒色安山岩

6 欠損

打製石斧 頁 岩 166.0

打製石斧 安 山岩

打製石斧 安山岩 基部欠損

7 打製石斧 安 山岩 8 矢端欠損

敲   石 安 山岩 470 0

土   偶

(単位mm,8)

£

‐
」― 1号住居址出土石器 (|:2, |:3)

2θ
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第22図  」― 1号住居址出土土器 (|:4)
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第 4表  」― 1号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註  記 備   考
外  面 断  面

9 深  鉢 胴部 一　
一鶴

環状突起
編み込み状の隆帯
刻みのある隆帯

ヨコナデ
黒雲母

白色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通常 一括

D-73の 破 片

と接合

深  鉢 口縁 環状突起 ヨコナデ
白色粒子

角閃石

赤褐色

5YR 4/6

橙色

5YR 6/6
通 常

深  鉢 台部
一　
一
Ｌ

四方に、 2条の沈線の縁 どりのあ

る円形の透か し
ヨコナデ

白色粒子

角閃石

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

41・ 42

216

深  鉢 口緑
平行沈線と、沈線の間に連続する

刻みを施す
横位の ミガキ

黒雲母

白色粒子

によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい責褐色

7 5YR 5/3
良

深  鉢 胴 部 平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通常

深  鉢 ]同 部
縦位の平行沈線

粘土紐数本 を東ねた隆帯
ヨコナデ 白色粒子

明褐色

5YR 5/6

にぶい橙色
7.5YR 6/4

良

‐３

十

１４

深  鉢 月同部
平行す る隆帯

撚糸文 L
横位の ミガキ

黒雲母

白色粒子

暗赤褐色

5YR 3/4

暗赤褐色

5YR 3/6
通常

深  鉢 胴部
地文撚糸文 L

渦巻 き状沈線
ヨコナデ 白色粒子

褐色

7 5YR 4/4

褐色

7.5YR 4/4
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナ デ 白色粒子
にぶい赤褐色
5YR 5/4

にぶい赤褐色
5YR 5/4

通常 7

深  鉢 胴部 沈線、撚糸文 L ヨコナデ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4
励
５ＹＲ
褐

７
．

通常

・２

＋

７０

深  鉢 胴部
地文縄文 LR
平行沈線、U字状沈線

ヨコナデ
黒雲母

白色粒子

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 R ミガキ 白色粒子
暗赤褐色

5YR 3/6

にぶい褐色

7.5YR 5/3
通常

６８

＋

７５

深 鉢 胴部
渦巻 き状の隆帯 とその末端に双突起

半裁竹管による細沈線
ナ デ

黒雲母 目立 明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
良

３８

十

５８

深 鉢 口縁
地文は撚糸文 L

粘土紐による横 S字状文
ヨヨナデ

黒雲母

白色粒子

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
良

深  鉢 口 縁
地文は撚糸文

粘土紐による横 S字状文
ヨコナ デ

黒雲母

白色粒子

によい赤褐色

5YR 5/4

によい賞褐色

10YR 5/3
通常

173

炉

深 鉢 口縁
地文は撚糸文

粘土紐による横 S字状文
ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 4/4

明褐色

5YR 5/6
通常

深 鉢 底部

(95)
わずかに LR縄文が残 る ヨコナデ 白色粒子

にぶい褐色

7.5YR 5/3

暗褐色

7 5YR 3/3
通常

深  鉢 台部

(8.0)

台付深鉢台部

無文
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

(単位cm)

(2) J-2号 住居址

住居址  第23図

J-1号 住居址は、H-11グ リシヽドにおいて検出された。平安時代の住居H-16に 切られてい

る。また、 J-46号住居址、D-81号土坑 と重複するがそれらとの新旧関係は不明である。

本址は、南北3.6m。 東西推定3.6mの 円形を呈 し、床面積9.5m2を 測る。壁の残存高は、10～ 15

cmを 測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

25



ピットは、壁際に Pl～ P6が不規則に分布する。ピットの大 きさは、Plが 34× 28× 26cm、 P2が

26× 18× 10cm、  P3が 30× 24× 20cm、  P4が 36× 28× 10cm、  P5が 30× 20× 10cm、  P6が32× 16× 4 cm

を測る。

住居覆土は、 2層 に分層された。 I層 はローム粒子を含まない黒色土層 (10YRl.7/1)、 H層は

ローム粒子をよく含む暗褐色土層 (10YR3/4)であった。

炉

住居内からは炉に相当する施設は検出されなかった。

遺 物  第24～ 26図・第 5・ 6表

遺物は、石器ではチャー トの石匙 (1)・ スクレイパー (2),黒曜石原石 (3)・ 磨製石斧 (5)・

打製石斧 (6)。 磨石 (7)が出土 した。

土器は、10・ 11・ 12が遺存のよいものである。 8は焼町土器の深鉢で 4単位の環状突起 とそれ

を連結する隆線沈線など口縁部のみに文様が集中し胴部以下は無文である。 11は 器面に縄文の施

し、刻みのある隆帯を波状 口縁に沿わせ、あるいは垂下させている。 12も 器面に縄文の施された

ラッパ状の深鉢で、 2～ 3条の沈線によって区画される。 10のバケツ形の深鉢は小形で、日縁に

突起 を もち、垂 下 沈

線 。鋸歯状沈線の間を

斜行沈線が埋めるもの

である。

また、28(図版184)

はつ り上がった切れ長

の目をもつ顔面把手で

ある。

時 期

本住居址は、縄文時

代中期中葉 (川 原田遺

跡第 9期)に位置付け

られる。

Q呵

D口 |

0       1m
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第 5表  」-2号住居址出土遺物一覧表 <石器・把手 >
図
号

挿
番 器 Flrl 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 ?浄  鵞rl 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 url Fil  考

イ 匙 硬質頁岩 6 磨製乙f斧 蛇紋岩 8 両端欠lll

2
スクレイ

安山岩 9 打製石斧 基部 欠 lll

ua1. 黒8t石 7 7 磨   石 安 山岩 欠‖1

4 原   石 黒 1磁 石 顔面把手

(lli4庄mm,g)

σ

第24図  」-2号住居址出土石器 (|～ 4=|:2,

―

…

5～ 7=|:3)

＼

響

―薇¶=鰺
~        3

超―
〇

岬
5

鳳
Ⅲ
Ⅲ
υ

σ 7

第25図  」-2号 住居址出土遺物

(809011=|:4′ 28=|:2)

″
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第 6表  」-2号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

1「 図

番サ
器 

“

1 部位 ツ:  it 器形および文様
調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼成 l主 記 側   考
外  面 断  面

8 深  鉢
llホよ

lpl部

(22 眼鏡状突起

‖l隆線とそれに付随する沈ltl

ヨコナデ
黒雲 lサ

|コ 色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 7/6
通常 一 括

9 深  鉢
眼鏡状突起

‖l降線
ヨコナデ 熟雲 |サ 多燎

にぶい栓色

7 5YR 6/4

栓色

7 5YR 6/6
通11

深  鉢 嘘
‐螂

4単位の突起

沈線による縦位 IXldlJ内 に鋸歯状文
ヨコナデ

白色粒子

角閃石

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

深  鉢
::縁

1‖部

刻みのある隆帯

縄文 LR
ョョナ デ

黒雲 1サ

角閃石

lり1赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通 常 一 括

深  鉢
H縁

llll部

llltt L R

3条の平行沈線
ヨヨナデ

長イ「多■

白色llt子

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい橙色

5YR 6/4
通lI

深  鉢 H縁
隆帯 とその脇に半裁竹管による爪

形の j菫 続刺突
ヨコナデ 黒雲 lサ含

にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
良

深  鉢 胴部
千下す る隆帯 とそれに沿 う沈線

半載竹管の連続中り突
ヨコナ デ 白色llt子

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
良

深  鉢

"‖

部
11交す る幅広隆帯

Tl下 す る沈線
ヨコミガキ 由色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

黒褐色

5YR 3/1
通常 一括

深  鉢 lll・l部
枠1人 ]1具 の刺突文
TC下 する沈線を平行沈線によって
帯状にIX dliす る

ヨコミガキ |コ 色llt子
熟褐色

5YR 3/1

!月 赤褐色

5YR 5/6
通 1諄 一括

深  鉢 !:ホよ
波状 日縁

隆帯上に刻み
ヨコナ デ 黒雲 l寸

lり]赤 褐 色

5YR 5/6

llJl赤褐 色

5YR 5/6
通 常

４６

＋

‐７

深 鉢 JLl部 隆帯 と平行す る沈線 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 一括

深  鉢 ll・l部
横位隆帯

斜位・横位の平行沈線
ヨコナデ 白色粒子

1月赤褐色

5YR 5/6

|り]赤 褐色

5YR 5/6
通常 一括

深  鉢 |1縁
逆 T字状隆帯

沈 ltl

ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

1明赤褐色

5YR 5/6
通lI

深  鉢 用‖部
横位隆1‖

渦巻き状沈線
ヨコミ〃キ 11色粒子

暗褐色

10YR 3/4

灰責褐色

10YR 4/2
通常 一括

深  鉢 胴部 沈線 :′ l色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

灰褐色

5YR 5/2
通常

深  鉢 月‖部 沈線の

“

ilり lgFJ内 に

'1点

刺突
黒雲 |サ

白色粒子

暗赤褐色

5YR 3/4

赤褐色

5YR 5/6
通常 一括

深  鉢 Лllll部
:垂 下す る隆帯

斜行沈線
ヨコナ デ 黒雲 |サ

にぶい褐色

7 5YR 5/4

:月 褐色

7 5YR 5/6
通常

深  鉢 月‖部 llltt L Rを 縦位施文 ナ デ 熟雲 |サ

によい赤褐色

5YR 5/4

|り :赤褐色

5YR 5/6
通常

浅  鉢 llネ及 平ホよ、無文 ヨコミガキ 黒雲 |サ 多量
にぶい褐色

7 5YR 5/4

黒褐色

75YR 3/1
良

深  鉢 ‖‖部 無文 ヨコナデ 白色ホ立fr
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 一 ‖

(単位cm)

(3) J-3号 住居址

住居址  第27図

J-3号 住居址は、G-11グ リッドにおいて検出された。 J-4号 住居址 と重複するが、本址

が新 しい。

″



φ ttQ
08 ;i 3?

B   0               2m

ｑ
旦

o 5ot'

H27g 」-3号住居址 (住居 =|:80,炉 =|:40)

本址は、南北4.5m。 東西4.5mの 円形を呈し、床面積15.Om2を 測る。壁の残存高は、10～ 20cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、主柱穴と考えられるPl・ P2・ P3・ P4が方形に配列されて検出された。北佃1に は内部

に安山岩礫のあるPlが存在する。ピットの大きさは、Plが 54× 48× 64cm、 P2が 50× 42× 64cm、 P3

が42× 38× 58cm、  P4が 54× 48× 70cmを 測る。 イ手ピット内には20cm日 |イ麦の柱痕跡が硝蝙忍された。

住居覆土は、 3層に分層された。 1層 は若千のカーボンを含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 H層 は

ロームをプロック状に多く含み人為的な埋土の可能性のある褐色土層 (10YR4/4)、 Ⅲ層はローム

粒子をよく含む壁の崩落土である暗褐色土層 (10YR3/4)であった」
・

ピットの覆土は、Ⅳ層はローム粒子をよく含む暗褐色土層(10YR3/3)、 V層はロームを小ブロ

ック状に含む褐色土層 (10YR4/4)、 Ⅵ層は人為的埋土でロームをプロック状に含む暗褐色土層

(10YR3/4)であった。

3θ



第 7表  J-3号 住居址出土遺物一覧表 <石器・土偶 >
図
号

挿
番 器  11 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器 IIT 材  質 長 さ 厚 さ 重 量 4Fil 考

石   鏃 黒 B薇 石 5
ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒色安山岩

石  鏃 硬質頁岩 6 7 石   匙
ガラス質
黒色安山岩

欠ll、 山本分析NQ l

人風山産

ピエス・
エスキーユ 黒1“石 7 12 石   匙

ガラス質
黒色安山岩

4
ua^.

黒曜石 9 9 打製石 斧 安山岩 l

5
L".rX.
r7'+-:a 黒 gl石 土  lrl 脚 部

(lli4瞳mm,g)

∠::⊇ゝ
   4 く三〉:

０

６

` 
し

0                9

O 5cm

lm―
“
∠三二〕

ン
2

9-6-
くこ

=Eゝ
   3

第28図  」-3号住居址出土遺物
(|～ 8′ 34=|:2'10=|:4)

炉  第27図

炉は、住居 l■Lの中央に存在 している。安山岩礫 7個 を配 した円形の石囲い炉で、60× 60cm深 さ

30cmを 測 り、中央には底の抜けた深鉢 (10)力洒己されている。

覆土は 4層 に分層された。 I層 は焼土を若千含む黒褐色土層 (10YR2/3)、 Ⅱ層は焼土をよく含

みロームをプロック状に含む褐色土層 (10YR4/4)、 Ⅲ層は焼土を大量に含む褐色土層 (10YR3/

4)、 Ⅳ層は焼土を大量に含む明赤褐色土層 (10YR5/6)である。

八 勘

θI



hr″

12

27

難
Л
批



第 8表  」-3号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
器  種 部位 法 it 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 鑑  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢
口 緻

胴部

125 日縁に刻みのある横 S字状隆帝

撚糸文
ヨコナデ 黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通常 炉

深  鉢 |二1縁
幅広の隆帯

一部に沈線による刻み
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

暗赤褐色

5YR 3/3
通常

深 鉢 用同部 棒状工具による連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
黒褐色

5YR 3/2

赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 用F・l部 半哉竹管の連続刺突文 ナ デ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい節橙色

10YR 6/3
通常

深  鉢 用同部 沈線 と隆帯 ナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 |=:縁

渦巻き状の小突起から隆帯が垂下
する
波状日縁

ョコナ デ 黒雲母 多量
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

深 鉢 胴部 隆帯上に刻み ナ デ 白色粒子
暗赤褐色

5YR 3/4

赤褐色

5YR 3/6
通常

深 鉢 胴部
垂下す る隆帯

平行沈線
ナ デ 黒雲母多量

にぶい赤褐色

5YR 4/4

赤褐色

5YR 4/6
通常

深  鉢 胴部 曲隆帯 とそれに平行す る沈線 ナ デ 黒雲母多量
暗赤褐色

5YR 3/2

暗赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 llLJ部 曲隆帯 と沈線 ナ デ 黒雲母 多」1
黒褐色

5YR 2/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
良

深  鉢 日隷
平 日縁

沈線
ョコナデ 黒雲 lll

赤褐色

5YR 4/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
良

深  鉢 日 緑
日縁は横方向に折 り返す

撚糸文 L
ヨコナデ 黒雲 母多量

赤褐色

5YR 4/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

162

P3

深  鉢 頸部

サな圧押続
す

連
出

に
を

帯
果
Ｒ

隆
効
Ｌ

の
の
文

横
状
縄

ョコナ デ 白色粒子
略赤褐色

5YR 3/2

赤褐色

5YR 4/6
通常

深  鉢 胴部
縄文 RL
沈線

ヨコナデ 黒雲 母
橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL タテナデ 黒雲母多il
にぶい橙色

75YR 7/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

６０

十

２８

深  鉢 胴部
横の隆帯

縄文 RL
ヨコナデ 白色粒子

褐色

7 5YR 4/3

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通1=

深  鉢 口縁 無節の縄文 L ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい褐色

7 5YR 5/4

灰褐色

7 5YR 6/2
通常

２６

十

２６

深  鉢 用同部 無節の縄文 L ヨコナ デ 黒雲母
にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴 部 縄文 LR ヨコナデ 白色粒 子
赤褐色

5YR 4/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 1「

深  鉢 胴部
無節の縄文 L

縄文 LR
ヨコナ デ 黒雲母

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色
5YR 5/6

通常
45

H0

深  鉢 胴部 撚糸文 L タテナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/4

赤褐色

5YR 4/6
通常

深  鉢
底部

付近
縄文 RL ナ デ 白色粒子

橙色

7 5YR 6/6

明褐色

7 5YR 5/6
通常

11

214

深  鉢 底部 縄文 LR ョコナ デ 白色粒子
橙色

75YR 6/6
にぶい桂色

7 5YR 6/4
通常 256

深  鉢 底部 撚糸文 L ヨコナデ 黒雲母
にぶい橙色

7 5YR 5/4

橙色

75YR 6/6
通常

深  鉢 日縁
平 日緑

縄文 LR、 渦巻 き状隆帯
ヨコナデ

角閃石

白色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通,I

(lli4Lcm)

"



遺 物  第28図 。第 7・ 8表

遺物は、石器では石鏃 (1・ 2)。 ピエス・エスキーユ (3～ 6)。 石匙 (7・

が出土 した。

土器は少ないが、良好なものでは炉に配置されていた10の小形深鉢がある。

され口縁部には無文帯の下に刻みのある横 S字状の隆起帯がつ く土器である。

分で、沈線がみられる。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第11期)に位置付けられる。

8)。 打製石斧 (9)

胴部に撚糸文が施

34は 土偶の足の部

(4) 」-4号住居址

住居址  第30・ 31図

J-4号 住居址は、G-11グ リッドにおいて検出された。 J-3号 住居址 と重複するが、本址

が古い。

本址は、南北4.2m。 東西4.3mの 円形を呈 し、床面積11.2m2を 測る。壁の残存高は、20～ 40cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、 2個が対をなす 4組が規則的に配置されている。ピットの大 きさは、Plが 22× 18×

26cm、 P2が 28× 14× 62cm、 P3が 32× 24× 30cm、 P4が 48× 36× 64cm、 P5が 24× 20× 60cm、 P6が 32×

20× 48cm、  P7が20× 16× 22cm、  P8が28× 22× 60cmを 測る。

住居覆土は、 3層 に分層された。 I層 はカーボンを含む黒褐色土層 (10YR2/1)、 H層はローム

粒子を多く含み人為的な埋土

の可能性のある褐色土層 (10

YR4/4)、 Ш層はロームをブ

ロック状に含む褐色土層 (10

YR3/4)で あった。遺物は中

に廃棄されたような状況を呈

していた。

炉  第31図

炉は、住居址のほぼ中央に

存在している。安山岩礫 4個

と凹石を配した石囲い炉で、

残 りの半分は石材が抜き取ら

θ4

1       9               2m  l

第 30図  」-4号 住居址遺物分布 図 (|:80)
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れたのか石がみられない。60× 55cm深 さ20cmを 測る。

覆土は I層 のみで、焼土を若千含む極暗赤褐色土層 (5 YR2/3)である。

遺 物  第32～ 36図 。第 9～ 11表

遺物は、石器では石鏃未成品 (1)・ ピエス・エスキーユ (2～ 7)。 スクレイパー (809・

19)・ 石核 (10011)・ 黒曜石原石 (12～ 14)。 棒状石製品 (15)・ 磨石 。打製石斧 (20～ 29)。 磨製

石斧 (30)が出土 した。12は蛍光 X線分析により浅間産 と判明した黒曜石の原石である。

土器は、焼町土器の深鉢の破片が主体的に検出されている。

m

靡

裔

Ｂ
一

第31図  」-4号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)
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第 9表  J-4号 住居址出土遺物一覧表 <石器・土偶 >

第34図  」-4号住居址出土土器 (|:4)

31は 、日唇に 4単位の環状突起を配し、日辺に曲隆線が S字状に巡るもので、胴部には 4単位

の眼鏡状突起をもつ焼町土器の小形深鉢である。32も 焼町土器の小形深鉢で、日辺が隆線で帯状

に区画され、その中に列点刺突をもつ隆線による楕円区画が配される。また、胴部にも口辺より

大きな楕円区画が配されている。34～ 40・ 55も l艮鏡状突起や:曲隆線 。列点刺突をもつ焼町土器の

破片である。

55は 沈線の施された土偶の胴部である。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 9期)に位置付けられる。

J

図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ、 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  Flrl 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

]

鏃
品成

石
未 黒曜石 磨   石 安山岩 4711 欠11

ピエス・
エスキーユ 黒略石 5 磨   石 安山岩 欠

"1ur^.
aA+-a 黒曜石 5

スクレイ
頁岩 I

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 7

製
斧

打
石

ホルン
欠損

Url . ガラス質
黒色安山岩

7
山本分析No 2
人風山産

製
斧

打
石

ura' ホルン 打  製
石  斧

頁岩 I

7
ur^.

頁 岩
製
斧

打
石 安山岩 93 5

スクレイ ガラス質
黒色安山岩

22 2
製
斧

打
石 安山岩 83 9

スクレイ ガラス質
黒色安山岩

打  製
石  斧

ホルン
欠損

石   核 黒曜石 12
製
斧

打
石 頁岩 I 115.9 欠IA

11 石   核 黒曜石 11
打  製
石  斧

ホルン
欠lfl

原   石 黒曜石 226 2
藁科分析No38293

産地不明

製
斧

打
石 頁岩 I 欠IA

原   石 黒 曜石
製
斧

打
石 安 山岩 ７６

原   石 黒略石
製
斧

磨
石 蛇紋岩 86 6 欠損

棒状石製品 緑泥片岩 222 1.1090 欠損 土   偶 胴部

磨   石 安山岩 7

(単位mm,g)
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第35図  J-4号 住居址出土遺物 (|:4,65=|:2)
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第36図  」-4号 住居址出土土器 (|:4)



第 10表  」-4号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   上

色 調
焼成 離  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 「
l串融

‖同書ド

20 0 眼銑状突起、環状突起

曲隆線 とそれを埋め る沈線
ヨコナデ

黒雲 Iサ 多量

角閃石

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢
:~1縁

月‖吉Ь

160 隆線による構円形区画

平行沈線
ヨコナデ

黒雲 |じ

白色粒子

赤褐色

5YR 4/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

159

508

深  鉢 噛
～螂

(160)
波状 日織

隆帯、沈線
ョコナデ 黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

455

591

深  鉢 「1ホま
眼鏡状突起、コイル状突起

‖l隆線、平行沈線
ヨコナデ

角閃石

白色粒子

赤褐色

5YR 4/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 日 縁
限銑状突起、 コイル状突起

曲隆線、平行沈線
ヨコナ デ

角閃石

白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

深  鉢 口縁
限鏡状突起

曲隆線、沈線
ョコナ デ

角閃石

白色粒子

暗赤褐色

5YR 3/6

栓色

10YR 6/6
通常 245

深  鉢 日縁
眼鋭状突起

曲隆線、沈線
ヨコナデ

角閃石

黒雲 lサ

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

10YR 6/6
通常 557

深  鉢 日縁
眼銑状突起

曲隆線、沈線
ナ デ 黒雲 母

赤褐色

5YR 4/6

杜色

5YR 6/8
通常

深  鉢 日縁
眼鏡状突起

曲隆 lla、 沈線
ヨコナデ

角閃■i

黒雲 Iサ

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
良好

深  鉢 日 隷
曲隆線

列点刺突
ヨコナ デ 白色粒子

栓色

5YR 6/8

糧色

5YR 6/6
良好

242

247

深  鉢 「
:縁

眼鏡状突起

沈線
ヨコナデ 角閃石 多Jl

晴赤褐色

5YR 2/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

同一個体

深  鉢 に1 11ti;|:

眼銑状突起

沈線
ヨコナデ 角閃石多11

晴赤褐色

5YR 2/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 :11縁
頚部に横位隆線

縄文 LR
ヨヨナデ 角閃石 多■

赤褐色

5YR 4/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常

77

391

深鉢 ? 胴部 甲高の隆帯 ヨコミガキ 白色鉱物
橙色

5YR 6/8

にぶい橙色

5YR 6/3
良 好

472

502
内外面赤彩

深  鉢 底部
58

下半部は無文

小形品
ヨコナデ 黒雲 |↓

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 580

深 鉢 口 縁
隆帯による楕円区画に沿 う連続刺

突。沈線
ヨコナデ 黒雲 11多Jl

にぶい赤褐色

5YR 4/4

り]赤褐色

5YR 5/8
良

深  鉢 日縁 日縁以下は大い隆帯 と沈線 ナ デ 黒雲母
t: jrr, ',rFitl&
5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

102

430

41・ 42

と同一個体

深  鉢 口 縁
隆帯に交互に刻み を入れ蛇行文の

効果 を出す
ヨコミガキ 黒雲 母

略赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
刻みのある隆帯 と沈線による渦巻

き状の文様
タテミガキ 白色粒子

にぶい褐色

10YR 5/4

にぶい褐色

10YR 5/4
通常

深 鉢 Blll部
垂下す る隆帯

失羽根状沈線
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通lI 296

深 鉢 胴部 沈線 黒雲母
赤褐色

5YR 4/6

赤褐色

5YR 4/6
通常

深  鉢 胴部 密接す る連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
赤褐色

5YR 4/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 月H部 横位の隆帯上に刻み ヨコナデ 白色粒子
暗赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通1「

深 鉢 日縁 環状突起 ヨコナ デ 黒皇封u多 量
にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通

'I

351

413

深  鉢 胴部
曲隆帯、沈線

列点刺突
ヨコナ デ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 249

(単位cm)

イI



第 ‖表  J-4号 住居址出土遺物一覧表  <縄 文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   上
色   調

焼成 言主  言己 備   考
外  面 断  面

深  鉢
弧状沈線

三叉区画内に円文
ヨコナデ 黒雲 Iサ

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 ね しり状隆 ll■ ヨコナ デ 黒雲 母
赤褐色

5YR 4/6

明赤褐色

5YR 5/6
通 常

深  鉢 ,同 部
沈線

列点刺突
ヨコナデ 黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ 多量
栓色

7 5YR 6/6

明褐色

7 5YR 5/6
通1=

深  鉢 用同部 沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 口縁
横位の隆帯

縄文
ヨコナデ 黒雲 母

晴赤褐色

5YR 3/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常 503

深  鉢 口縁
頚部に横位の隆帯

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母 多量

暗赤褐色

5YR 3/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 日縁
横位隆帯に刻み

無節の縄文 L
ヨコナデ 黒雲母 多量

橙色

7 5YR 6/6

灰褐色

7 5YR 6/2
通常

深  鉢 口縁 日縁部内湾 ヨコミガキ 白色粒子
褐色

7 5YR 4/3
通常

(単位cm)

(5) 」-5号住居址

住居址  第37図

J-5号 住居址は、 I-10グ リッドにおいて検出された。 J-5号 住居址は、 J-6・ 7号住

居址 と重複 し、その両者よりも古い所産である。

本址は、南北5.3m。東西推定5.6mの 円形を呈 し、床面積20.5m2を 測る。壁の残存高は、10～ 20

cmを 測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。中央部分には礫が散布 している。

ピットは、住居址の壁を取り巻くようにPl～ P7・ P9が認められた。また、住居の中央にはP8

が存在する。ピットの大きさは、Plが 30× 24× 60cm、 P2が 38× 36× 86cm、 P3が 30× 26× 68cm、

P4が 50× 42× 60cm、  P5が44× 32× 56cm、  P6が 42× 40× 68cm、  P7が 32× 24cm、  P8が 36× 24× 40

cm、  P9が 36× 32× 24cmを 測る。

住居覆土は、 3層 に分層された。 I層はローム粒子を含 まない黒褐色土層 (10YR2/2)、 H層は

ローム粒子をよく含むにぶい黄褐色土層 (10YR4/3)、 Ⅲ層はロームのブロック状堆積である黄褐

色土層 (10YR5/6)であった。

炉  第37図

炉は、住居址の中央に存在する。埋甕炉で、口縁の欠けた部分には安山岩の礫を添え、40× 40

cm深 さ40cmを 測る。

覆土は 3層 に分層された。 I層はロームをよく含むが焼土・カーボンを含 まないにぶい黄褐色

土層 (10YR4/3)、 Ⅱ層は焼土・カーボンをブロック状に含む赤褐色土層 (5 YR4/8)、 Ⅲ層はロ

42
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―ムを多量に含む黄褐色土層 (10YR5/6)である。Ⅲ層上面が火床 と考えられる。

遺 物  第38～46図 。第12～ 18表

遺物はt住居中央に集中し、廃棄パターン的出土状態を示 していた。

出土 した石器には、
.石

鏃 (1～ 6)・ 石鏃未成品 (7～ 12)・ 石錐 (13・ 14)・ 石核 (15～ 17)。

黒曜石原石 (18。 19)・ スクレイパー (20・ 21・ 27～ 30)・ 盤状の軽石製品 (22・ 23)。 磨石 (24・

25)。 盤状石皿 (26)一 打製石斧 (31～ 34)。 敲石 (35)がある。

土器は、焼町土器が主体的に出土 している。

36は 、 4単位の大形環状把手をもち、頚部にも環状突起がつ く。また、胴部には列点刺突を充

填 した隆線による楕円区画のある大形の焼町土器で、環状把手一環状突起―楕円区画はそれぞれ

対をなし4単位 となっている。41の大形の焼町土器は眼鏡状突起の上に環状突起をのせて把手 と

したもので、胴部下半は隆線に沈線を沿わせて逆U字状のモチーフをなしている。列点刺突もみ

られる。

42は 口辺において連弧する曲隆線をコイル状の突起で結ぶもので、その突起から垂下 した曲隆

線は環状突起に結びさらに垂下 している。47は 炉胎土器で、平行する隆線によって口縁・頚部・

胴部の文様帯の区分がなされ、 4単位の I艮鏡状把手が頚部につ く。列点刺突がない点で36・ 41と

は異なる焼町土器である。

49は 、隆帯による方形区画の中に平行沈線が充損されるほか、隆帯による環状モチーフなどが

みられる勝坂式の大形深鉢である。50は 阿玉台式土器の破片で、楕円区画の中に連点 (有節沈線 )

がみられる。120の無文浅鉢は、外面に赤色塗彩がみられるざ

時 期

本住居tlLに は、縄文時代中期中葉、川原田遺跡第 9期から第11期にかけての遺物が認められる。

第 12表  」-5号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  llTI 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   鏃 チャー ト 5
石  鏃
未 成 品

黒曜石

2 石   鏃
ガラス質
黒色安山岩

5
欠損・山本分析No 3

八風山産
石   錐 黒 B祖石

石   鏃 黒略石 17 5 石   錐 黒曜石 先端欠lJl

4 石   鏃 黒曜石 4 石   核 黒曜石

石   鏃 黒曜石 6 17 欠損 石   核 黒曜石

石   鏃 黒曜石 4 欠損 石  核 黒曜石 17

鏃
品成

石
未 黒曜石 17 6 原  石 黒曜石

鏃
品成

石
未 黒曜石 6 原   石 黒曜石

鏃
品成

石
未 黒昭石

スクレイ
安山岩

鏃
品成

石
未 黒 喘石

スクレイ
安山岩

11
鏃
品成

石
未 黒曜石 9 円   盤 軽  石 欠IA

(単位mm,g)
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第 13表  」-5号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器 lri 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 側  考

方   盤 軽  石
スクレイ

頁岩 I 272 1

磨   石 安 山岩 4518 欠損 打製石斧 安山岩 1099 欠根

磨   石 安 山岩 l135 欠損 打製石斧 安 山岩 欠根

盤状石皿 安 山岩 350 6 欠Jl 打製石斧 安山岩

スクレイ
安 山岩 9 打製石斧 安山岩 325 0

スクレイ
頁岩 I 158 5 敲   石 安 山岩 236 1

スクレイ
頁岩 I 166 6

(単位mm,g)
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第40図 5号住居址出土土器 (|:4)
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47展開図 (1:8)

36展開図 (1:8)

第42図  」-5号住居址

出土土器
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第 14表

第46図  」-5号住居址出土土器 (|:4)

」-5号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

(lll ttcm)

53

め
＝
＝
用
Й

⌒礁 過2

lF隊 |

番け
‖゙  ふn 部ri/ ツ: :蹴 器形お よび文様

調  整

(内 trl)

llfi   :|
色 調

焼,よ JL ‖じ 悌l  考
外  ll i 脚: ini

深  鉢 嗽
～螂

411位の力lみ のある環状把千

‖l降 線、列点刺突
ヨコナ デ

角閃イi

l■雲 lサ

赤褐色
5YR 4/8

俺色

5YR 6/6
通常

深  鉢 llホ茨
ult鏡状突起

‖l降線、沈線に沿い連続刺突
ヨコナデ 角体iイ i

|り l功 tlL色

5YR 5/6

構色

5YR 6/6
通常

深  鉢

"‖

部
限鏡状突起

‖1降 線、列点中り突
ヨコナデ ll雲 け

1り l赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通常

深  外
環状突起

曲降 ltl

ヨコナデ ,■■|サ 多it
にぶい赤褐色

5YR 5/4

檜色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月‖部
眠鏡状突起

コイル状突起、‖1降 線、沈線
ヨコナデ ■ヽ■け

にぶい赤褐色

5YR 5/4

檜色

5YR 6/6
通常 652

深  鉢
おそらく411位の環状把 千

‖1降 線、沈線、列点中り突
ヨコナデ l沐 雲 |サ 多it

に í:い赤褐色

5YR 5/4

椎色

5YR 6/6
通常

563

756



第 15表  J-5号 住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部 位 法  量 l器形および文様

調  整

(内面 )

胎  土
色 調

焼 成 註 記 備  考
外  面 断  面

深  鉢

口縁

底部

4単位の波状 回縁
環状突起、 コイル状突起
列点刺突

ヨコナデ 黒雲 母多量
によい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

471

732

深  鉢 月同部
環状突起

曲隆線、沈線
ヨコナ デ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 469

深  鉢 日縁
環状突起

曲隆線、沈線
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶぃ橙色

5YR 6/3.
通常

深  鉢 胴部 Hlltt L R ヨコナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/8

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

863

914

深 鉢

胴部
S

底部 115

刻みをもう隆帯

沈線   .
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/8

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

深  鉢 轍
～剛

(388)
起突状

ず

線

ル
れ

隆
イ
ら

曲

コ
み

ヽ

はヽ

起
線
突

突
沈
刺

状
行
点

環
平
列

ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 炉 炉胎土器

深  鉢 l二1縁
幅広い隆帯 とその中を埋め る平行

沈線、三又文
ヨコナ デ 角閃石

明赤褐色

5/ダ

橙色

5YR 6/6
通 常

49と 同一個体

か P

深  鉢

胴部
S

底部

刻みのある隆帯による区画内を半

隆起線で埋め る
ヨコナデ 角閃石

明 郡 色 橙色

5YR 6/6
通常

588

212

48と 同一個体

か P

深  鉢 l二1縁
隆帝によるV字状の添付

複列結節沈線
ヨコミガキ 黒雲 母多量

にぶい橙色

7 5YR 6/4

によい黄橙色

10YR 7/2
良

深  鉢 :二l縁
隆帯とそれに沿うペン先状の連続

刺突文
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい褐色

7.5YR 5/3
,こ ぶい褐色
7.5YR 5/4

通常 257

深  鉢 日 縁 半裁竹管の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
黒褐色

75YR 2/2

明・13色

7 5YR 5/6
通 常

深  鉢 胴部 半裁竹管の連続刺突文 ョコナデ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/8
通 常 535

深  鉢 8同部 ベ ン先状の連続刺突 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤橙色

5YR 5/4

灰褐色

7 5YR 4/2
通常

深  鉢 月同部 隆帯上に連続刺突 ヨコナデ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常 233

深  鉢 ″同部 連続刺突文の施された隆帯沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい褐色

7.5YR 5/4
通常

深  鉢 口縁 刻みの入 る隆帯 ヨコナデ 黒雲母
暗褐色

7 5YR 3/4

橙色

7 5YR 6/6
通常 222

深  鉢 胴部
隆帯上に矢羽根状の刻み

半裁竹管腹面による沈線
ヨコナデ 白色粒子

暗褐色

10YR 3/3

にぶい黄橙色
10YR 7/4

良

深  鉢 胴部 隆帯上に刻み ヨコナデ 白色粒子
にぶい責橙色

10YR 6/4

にぶい黄橙色

10YR 6/4
通 常

深  鉢 胴部 平行沈線内に連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
によい赤褐色

5YR 5/4

黒褐 色

5YR 2/1
通常

深  鉢 胴部
隆帯上に連続刺突文

隆帯 を交互に刻み蛇行状の文様
ヨコナデ 黒雲母

褐色

7 5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 日縁 沈線 ョコナデ 黒雲 母
にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢
刻みをもつ隆帯

沈線
ヨコナ デ 黒雲 母

橙色

7 5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 渦巻 き状隆帯に単沈線 を施す ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
良

深  鉢 胴 部 渦巻 き状隆帯内に矢羽根状の沈線 タテナデ 黒雲母
t:iiL.ffig
7.sYR 6/4

橙色

5YR 6/6
良

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナ デ 黒雲 多量
l:irL.&e
sYR 6/3

にぶい橙色

5YR 6/4
良

(単位cm)
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第 16表  J-5号 住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 ツi lit 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土

色 調
焼 成 離  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 層同部
渦巻 き状沈線

隆帯上に刻み
ョコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 5/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 ::l緑 隆帯 ヨコミガキ 黒雲 母
l: j$.tit€o
sYR 5/4

橙色

5YR 6/6
ill常

深  鉢 日縁 縄文 RL ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
良

深  鉢 lil縁
縄文 LR
口唇に とぐろ状の突起

ヨコナデ 白色粒子
褐灰色

7 5YR 4/1

橙色

7 5YR 6/6
通常

706

551

同一個体

深  鉢 :::縁
縄文 LR
口唇に とぐろ状の突起

ヨコナデ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
組文 LR
直交す る無文帯

ヨコナデ 白色粒子
杜色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部
縄文 RL
磨消 しによる円形モチーフ

ヨコナデ 黒雲母
黒褐色

7 5YR 2/2

褐色

7 5YR 4/6
通1=

深  鉢 口緑
平縁、逆 V字状隆帯

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲多量

にぶい賞褐色

10YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

305

163

深  鉢 :二1縁 平緑、逆 V字状隆帯 ヨコナデ 黒雲母多量
にぶい褐色

7 5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 に1ボま
波状 日縁、隆帯

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 1サ 多量

褐灰 色

5YR 4/1

明赤褐色

5YR 5/8
通 ,I

456

212

深  鉢 胴部 垂下す る隆帯上に刻み ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部
U字状沈線

撚糸文 R
ヨコナ デ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい黄橙色

10YR 7/3
通常

深  鉢 胴部
隆帯により三角状区画を描出

地文縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通 常

深  鉢 に1縁 環状突起 ョコナ デ 黒雲母 多i■

黒褐色

10YR 2/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 日 縁 環状突起 ナ デ 黒雲母
明赤褐色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 6/6
通常 722

深  鉢 日 縁 眼鏡状突起 ナ デ 黒雲 母
にぶい橙色

7 5YR 6/4

明褐灰色

7 5YR 7/2
通1[

深  鉢 日縁 隆帯による構円区画内に沈線 ヨコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

栓色

5YR 6/6
通常

深  鉢 l二1縁 隆帯 と沈線 ヨヨナデ 黒雲 母
褐灰色

7 5YR 4/1

明褐色

7 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯による区画内に沈線 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
良

同一個体

深  鉢

'同

部 隆帯による区 ldli内 に沈線 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
良 一括

深  鉢 胴部 隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲 母
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
ATD常 629

深  鉢 胴部
刻み をもつ隆帯

沈線
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 隆帯 と沈線 ナ デ 黒雲 母
黒褐色

5YR 2/1

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 沈線 ナ デ 黒雲 母
赤褐色

5YR 4/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 lF・l部 格円隆帯の連鎖 ヨコナデ 黒雲母多JFL

橙色

75YR 6/6
橙色

7 5YR 6/6
通 1ヤ

01位 cm)
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第 17表  」-5号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎  二L
色 調

焼成 討:記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 隆帯および沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ 多量
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 ―括

深 鉢 胴部 隆帯 とそれに沿 う沈線 ヨコナデ 黒雲 lま

明赤褐色

5YR 5/6

l明赤褐色

5YR 5/8
通,I

深  鉢 胴部 ね しれた眼鏡状突起 と沈線、円文 ヨコナ デ |コ 色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

!月 褐色

7 5YR 5/6
通lF

深  鉢 胴部 垂下隆帯 と沈線、円文 タテナデ |コ 色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
iErl常 739

深  鉢 胴部 隆帯および沈線 ヨコナデ 黒雲 l寸

黒褐色

7 5YR 3/1

明褐色

7 5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ

明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色
5YR 5/6

通常

深  鉢 :■ 縁 縦位の沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ

晴褐色

7 5YR 3/3

明褐色

7 5YR 5/6
通常 455

深  鉢 胴部 突起」1に 横位の沈線 ヨコナ デ 黒雲 |サ

明褐色

7 5YR 5/6

明褐色

7 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 環状突起 と列′点刺突 ョコナ デ 黒雲 |よ

にぶい褐色

7 5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深 鉢 胴部
垂下隆帯、沈線による円形区画内

に列 .点 刺突
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 用同部
曲隆帯 とそれに沿 う沈線内部に列

点刺突
ヨコナ デ 黒雲 |サ

晴赤褐色

5YR 3/3

赤褐色

5YR 4/6
通常 632

深  鉢 胴部
隆帯による格円区 lnJと それに沿 う

沈線、ダ1点 刺突
ヨコナ デ 黒雲 母多量

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 曲隆帯 ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい褐色

7 5YR 5/4

によい■證色
10YR 6/4

通常

深  鉢 胴部 曲隆帯と沈線 ヨコナデ 黒雲 1じ

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通 常

深  鉢 胴部 渦巻き状の隆帯と沈線 ヨコミガキ 黒雲 1サ
暗赤褐色

5YR 3/2

灰褐色

5YR 4/2
通常

深  鉢 胴部 隆帯 と沈線 ナ デ 黒雲11
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 垂下隆帯 と横位の隆帯 ヨコナデ 黒雲 IJ
明赤褐色
5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通 常

深  鉢 胴部 縦位の平行沈線 ヨコミ〃キ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
良

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/8

にぶい責褐色

10YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 横位の沈線 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 横位の平行沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 3389

深  鉢 胴部 縦位の平行沈線 ョコナ デ 黒雲 |サ 多量
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 月‖部 無文 ヨコナデ 黒雲 1じ

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい褐色

7.5YR 6/3
通 常

深  鉢
底部

付近
ケズ リ 黒雲 母

によい赤褐色

5YR 5/4

赤褐色

5YR 4/8
通常

深  鉢 :Il縁 無 文 ヨコナデ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通 常

(単位cm)
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第 18表  」-5号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

ll図

番号
器  Fri 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   上

色    調
焼成 註  記 備   考

外  面 断  面

浅 鉢 日縁 無文 ヨコミガキ 白色粒子
暗赤褐色

5YR 3/6

暗赤褐色

5YR 3/6
通常

浅 鉢 日緑 無文 ヨコミガキ 黒雲母 多量
暗赤褐色

5YR 3/6

にぶい黄褐色

10YR 5/4
通常 606

浅  鉢 日縁
外面赤色塗彩

内面は不明
ヨコミガキ 白色粒子

赤褐色

5YR 4/8

褐色

7 5YR 4/3
良

浅  鉢 胴部 無文 ミガキ 黒雲母
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

深  鉢 突起 環状突起 ナ デ 黒雲 母
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 日緑 隆帯による情円区画内に縄文 RL ヨコミガキ 黒雲 母
黒褐色

10YR 3/1

にぶい黄褐色

10YR 6/4
通常

深  鉢 胴部
沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 母

黒褐色

10YR 2/3

灰黄褐色

10YR 4/2
通常 582

(単位cm)

(6) 」-6号 住居 llL

住居址  第47図

J-6号 住居址は、 I-10グ リッドにおいて検出された。 J-5号 住居址 と重複 し、本住居址

が新 しい。

本址は、南北4.5m。 東西推定4.5mの 円形を呈 し、床面積15.9m2を 測る。壁の残存高は、10～ 15

cmを 測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、壁際に Pl～ P4が対で酉己置されるほか、 P5° P6が存在する。ピットの大 きさは、Pl

が26× 20× 58cm、  P2が 36× 24× 68cm、  P3が 32× 28× 82cm、  P4が 36× 28× 54cm、  P5が 54× 32× 54

Cmヽ  P6が46× 44× 32cm、  を測る。

住居覆土は、 2層に分層された。 I層 はカーボンを多く含みローム粒子を含む暗褐色土層 (10

YR3/4)、 H層 はローム粒子を多量に含む褐色土層 (10YR4/4)であった。

炉  第47図

炉は、住居址の中央に存在 している。安山岩礫 5個 を配 した石囲い炉で、一辺は礫が欠落、48×

30cm深 さ18cmを 測る。

覆土は 3層 に分層された。 I層 はカーボンを少量含む褐色土層 (10YR4/4)、 H層 は埋土 と考え

られ焼土を含まない黄褐色土層 (10YR5/8)、 Ⅲ層はカーボンを若千含む褐色土層 (10YR3/4)で

ある。Ш層からみると、炉中にあるいは埋甕が存在 した可能性 も考えられる。

遺 物  第48～ 50図 。第19～ 21表

出土 した石器には、石鏃 (1・ 2)・ 石錐 (3)・ 石核 (5・ 6)。 石匙 (8)・ スクレイパー (9。
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第47図  」-6号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)     ,

10)・ 打製石斧 (11～ 14)・ 磨石 (15～ 17)・ 石皿 (18)がある。      ヽ

土器はあまり多く出土 していない。19の 深鉢が遺存のよいもので、曲隆線 と平行沈線が口縁部

文様帯を構成 し、胴下半部が無文の焼町土器の小形深鉢である。20～ 22'38・ 39も 焼町土器で、

眼鏡状突起 。曲隆線などの部分 である。

50は 赤色塗彩のなされた耳飾 りである。

時 期

本住居址は、縄文時代 中期 中葉 (川 原田遺跡第11期 )

58
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第 19表  J-6号 住居址出土遺物一覧表 <石器・耳飾 り>

(単位mm,g)

刃音日こ光沢あり

第20表 」-6号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼 成 註  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 ‐二‐縁～脚

140
曲隆線 とその間を埋め る平行沈線 ョコナデ 黒雲母多fir

によい赤褐色

2 5YR 5/4

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通常 382

深  鉢 把手
環状突起

曲隆線
ナ デ 黒雲母多量

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通 常

深  鉢 突起
眼鏡状突起

曲隆線
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 突起 環状突起 ョコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢
胴部

下半
垂下す る隆帯 タテナデ 黒雲母 多量

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常

224

155

深  鉢 日縁 沈線による精円区画内に連続刺突 ナ デ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通 常

深  鉢 層同部
縦位波状沈線

半裁竹管の連続刺突文
ヨコミガキ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 4/4
良

深  鉢 胴部 沈 線 不 明 白色粒子
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

深 鉢 日縁

ハの字状の沈線

ベ ン先状の連結刺突文
ヨコナデ 黒雲 母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 層F・1部
刻み をもつ隆帯による構円区画内

に平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 隆帯 ナ デ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 底 部
刻みをもつ垂下隆帯とそれに平行

する沈線
ナ デ 黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 口縁
半裁竹管の連続刺突文

斜位の沈線
ヨコミガキ 黒雲 母多量

明赤褐色

5YR 5/6

l:i$ 'tiige,
5YR 5/4

通常

深  鉢 月同部
隆帯、波状沈線

地文縄文 RL
ナ デ 黒雲母

暗赤褐色
5YR 3/3

赤褐色

5YR 4/6
通常

深  鉢 用同部
隆帯 とそれに沿 う沈線

ベ ン先状の連続刺突文
ナ デ 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 蛇行す る隆帯 とそれに沿 う沈線 ヨコナデ 黒雲 母多量
にぶい褐色

754/3
明褐色

7 5YR 5/6
通 常

(単位cm)

″



第21表  」-6号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   上
色 調

焼成 註 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 El・1部 垂下す る沈線 と斜めの平行沈線 ョコナ デ 黒雲 母
褐色

7 5YR 4/4

明褐色

7 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 沈線 をハの字状に配す る ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 206

深  鉢 胴部 沈線 と隆帯 ヨコナデ 黒雲母 多量
褐色

7 5YR 4/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 突起 より隆線が伸びる ヨコナデ 黒雲母
にぶい黄褐色

10YR 4/3

褐色

10YR 4/4
通常

深  鉢 胴部 隆帯、沈線、列点刺突 ヨコナ デ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 平行沈線 ヨコナデ 黒雲 母
灰褐色

7 5YR 4/2

明褐色

7 5YR 5/6
通常 11

深  鉢 月同部 隆帯 と平行沈線 ョコナデ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

にぶい賞燈色

10YR 6/3
通常

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯 とそれに平行す る沈線 ョコナデ 黒雲母
にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい黄橙

10YR 7/3
通常

深  鉢 月同部
渦巻 き状の突起か ら垂下す る隆帯

区画内に斜位の沈線
ヨヨナ デ 黒雲 母

暗褐 色

10YR 3/3

明褐色

7 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲 母
Eii''.-fii€6
5YR 1/4

明褐色

7 5YR 5/6
通常

深  鉢 1同 部
横位の隆帯 と平行す る沈線

地文に縄文
ヨコナデ 黒雲 母

晴赤褐色

5YR 3/3

赤褐色

5YR 4/6
通 常

深  鉢
日 縁

付近
隆帯上に縄文 RL ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部
地文に縄文 RL
縦位の沈線

不 明 白色粒子
にぶい橙色

7 5YR 7/4

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 白色粒子
暗赤褐色

5YR 3/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常

(114"cm)

(7) 」-7号 住居址

住居址  第51図

J-7号住居址は、H-11グ リッドにおいて検出された。 J-5号住居址と重複するが、本」L

が新しい。

本址は、南北4.Om。 東西3.7mの 円形を呈し、床面積9。 9m2を 測る。壁の残存高は、10～ 20cmを

測る。壁溝は認められない。床面は貼り床である。

ピットは、Pl～ P4が不規貝Jと もいえる酉己置で検出された。柱穴と考えられるのは Pl・ P2・ P3

である。P4は 柱かどうかはわからない。ピットの大きさは、Plが 28× 26× 84cm、 P2が 30× 22×

60cm、  P3が 30× 30× 68cm、  P4が 42× 40× 60cmを 測る。

住居覆土は、 2層に分層された。 I層はローム粒子を多く含み若千のカーボンを含む暗褐色土

“



Pl     ヽ

02つ
^8。 5

;". ., ffi;:*-'
.o:WB,
n.o

a?
a? 

'6

Oo,

つ
|

」瘤
|｀

31.

ら電

第51図  」-7号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)

層 (10YR3/4)、 H層はローム粒子を大量に含み人為的な埋土の可能性のある黄褐色土層 (10YR5/

6)であった。

炉  第51図

炉は、住居址の中央よりやや南よりに存在している。安山岩礫 7個 を配した長方形の石囲い炉

で、55× 40cm深 さ35cmを 測る。

覆土は 3層に分層された。 I層はカーボン・焼土を若千含む褐色土層 (7.5YR4/3)、 H層は火

床でロームをブロック状に含み焼土を含まない褐色土層(10YR4/4)、 Ⅲ層はローム粒子をよく含

む暗褐色土層 (10YR3/4)である。

遺 物  第52～ 54図 。第22～ 24表

遺物は、石器ではスクレイパー (1)・ 打製石斧 (2・ 3)が出土したのみである。

土器は少ないが、良好なものでは炉の周囲に遺存していた曽利 I式の深鉢 4・ 5がある。 4は

ク
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第52図  」-7号 住居址出土石器 (|

第22表  」-7号 住居址出土遺物一覧表 <石 器 >
図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

1
スクレイ ガラス質

黒色安山岩

2 打製石斧 頁岩 I 11 欠損

打製石斧 ］石

(単位mm,g)

頚部に蛇行する粘土紐を貼 り付け、日唇から胴部にかけて刻みのある垂下隆線が飾るもので、そ

の垂下隆線の中途には渦巻き状の貼り付けと環状突起がつく。胴部は縦位の平行沈線とU字状・

逆U字状の沈線で埋められ、その間をまま連点が埋める。 5は 口縁に 2単位 2条の大い垂下隆線

が貼 り付けられ、胴部は横位の沈線 (半隆起線)で区画された後縦位の平行沈線 (半隆起線)で

埋められている。

6・ 7は加曽利E2式の土器である。 6は横位の隆線による口縁の区画内に 2条の隆線によっ

て横 S字状文が施され、日唇には沈線でアレンジされた環状把手がつき、胴部には 3条の沈線が

縦横に施される。地文は撚糸文である。 7は、 4単位の波状口縁で横位の隆線による口縁の区画

内に 2条の隆線によって横しの字状文が施される。地文は縄文である。

10は 口縁部に横位の撚糸文、日縁部以下には縦位の撚糸文が地文として施され、日縁部には隆

線 。沈線によって涙状の区画が描かれる。

9は蛇体把手で蛇体頭部には渦巻き状の貼り付けがなされている。この破片は炉のそばから置

かれたような状態で出土し、破損後も象徴的な意味で保有されていたかのようである。

時 期

本住居址はまとまりのある曽利 I式土器などから、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第12期)に

位置付けられよう。

: 3)

“
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第53図 」-7号 住居址出土土器 (|:4)
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第54図  」-7号住居址出土土器 (|:4)
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第23表  」-7号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法 il 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註 記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 噌
～螂

刻みのある隆帯
粘土紐 を横に蛇行 させ貼付
縦位の平行沈線

ョコナデ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

5 深  鉢 噌
～螂

胴部に横位の半隆起線を施 し、そ

の中を縦位の半隆起線で埋め る
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

内面底部に

こげつき

6 深  鉢 嘘
～脚

21 0 沈線 をもつ環状把手
2条の横 S字状隆線
撚糸文 R

ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

赤掲色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 l二l縁
17 0 2条の隆線による横 Lの字状文

縄文 LR、 波状 口縁
ョョナ デ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

96

100

8 深  鉢 底部
uo

底部付近は文様 な し ヨコナデ 角閃石
橙色

7 5YR 7/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

9 深  鉢 口縁

把手は蛇体 をモチーフ

環状突起
刻みのある隆帯による鋸歯状文

ョコナデ 角閃石多量
橙色

5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 嘘
～脚

日辺部は、 5分割 して、 2条の曲

隆線 を横に速結す る撚糸文 R
ヨコナデ 角閃石多量

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

ll 深  鉢 日縁 沈線に刻 まれた突起 ヨコミガキ 白色粒子
赤褐色

5YR 4/8

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
蛇行す る隆帯

平行沈線
ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 4/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 平行沈線 ョコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部 垂下す る隆帯 と平行沈線 ョコナデ 白色粒子
l: irt'.-,j-ri€tl

5YR 4/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通1'

深  鉢 口縁
蛇行する隆帯とその内側に縄文 R

L
ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通 常

深  鉢 月同部
平行す る沈線間に縄文

隆帯
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

l月赤褐色

5YR 5/6
通常

17 深  鉢 胴部
刻みをもつ横位の隆帯

撚糸文 R
ヨコナデ 白色粒子

黒褐色

7 5YR 3/1

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深 鉢 胴部
カギ状に巻 く隆帯

地文は撚糸文 R
ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通 常

深  鉢 胴 部 曲隆線 ヨ コナ デ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7.5YR 5/3
通常

深  鉢 IIn部
12行 す る沈線

地文縄文 RL
ョコナ デ 白色粒子

によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢
沈線による情円区画

地文に撚糸文 R
タテナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常 一 括 10と 同一 個体

深  鉢 胴部
沈線

地文に撚糸文 R
ナ デ 白色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 撚糸文 L ナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通1=

深  鉢 縄文 LR ヨコミガキ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 Hlltt R L ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 白色粒子
1月 赤 褐 色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通,I

深  鉢 日同部 縄文 LR ョコナデ 黒雲母少量
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/4
通 常

,夫  鉢 B同 部 内面赤色塗彩 ミガキ 白色粒子
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通 常 上部一括

(単位cm)

“



第24表  」-7号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

llTj図

番号
器 種 部位 法 il 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色   調

焼 成 謝:記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 El・ l部
地文に平行する半隆起線

細い粘土紐を添付
ナ デ 白色粒子

灰褐色

5YR 4/2

にぶい糧色

7 5YR 6/4
通常

J-7
の束

遺ht外

深  鉢 月同部
縦の沈線

Flltt R L
タテナデ 白色粒子

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

J-7
の東

遺構外

深  鉢 1同部 隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

J-7
の東

遺llll外

(麟1布たcm)

本址は、南北推定

4.3m。 東西4.6mの

やや方形に近い円形

を呈 し、床面積15.0

m2を 測る。壁の残存

高は、10cm程度であ  ヽ

る。切 り合いで不明

な部分以外は、一部

切れるが、大部分に

(8) J-8号 住居址

住居址  第55図

J-8号 住居址は、 J-5グ リッドにおいて検出された。平安時代のH-11・ 19号住居力Lに切

られて存在する。またD-84号土坑 と重複するが、新旧関係は不明である。

可 Q‖

いQ ト

,O・

卜 .ツ ,I 』

9     撃Cn

第55図  」一 8号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)

69
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第56図  」-8号住居址出土石器 (l-3: | 12, 4-6: | :3)

幅10～ 20cm深さ10～ 30cmの壁溝が巡る。床面は貼 り床である。

ピットは、 Pl～ P5が検出されているが、 Pl・ P2が対をなす柱穴 と考えられる。ピットの大き

さは、Plが 30× 24× 38cm、 P2が 30× 30× 10cm、 P3が 40× 22× 38cm、 P4が 24× 18cm、 P5が 74× 54×

70cmを 測る。また、セクションポイン トBよ りには、90× 85× 80cmの袋状土坑が検出された。

住居セクションは削平により観察不能であった。

炉  第55図

炉は、住居址の中央より北よりに存在 している。安山岩礫 8個 を配 した円形の石囲い炉で、南

側の一辺は石材が抜き取られたのか石がみられない。60× 60cm深 さ18cmを 測る。炉の中央には深

鉢11が据えられていた。

炉の覆土は 4層 に分層された。 I層 が焼土層で極暗赤褐色土層(5 YR2/3)、 Ⅱ層はカーボンを

若千含む暗褐色土層 (10YR3/4)、 Ⅲ層はカーボン・焼土を若千含む褐色土層 (10YR4/6)、 Ⅳ層

はカーボン・焼土を含まない黄褐色土層 (10YR5/6)である。

遺 物  第57～ 59図 。第25～ 28表

遺物は、石器では石鏃 (1)・ ピエス・エスキーユ (2・ 3)。 打製石斧 (4～ 6)が出土 して

いる。

土器は、炉の中央に残された11の 資料が良好である。口縁部は無文、胴部に撚糸文を施 し、頚

部に刻みのある隆帯が横位に巡 り、突起で結ばれている。また、10は鋸歯状態の回縁 と曲隆線を

4

―
ヽ

第25表  J-8号 住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

1 石   鏃 黒 1む石 4 欠lll

2
ur^.

黒曜石

3
UiLx .

黒曜石

打製石斧
ホルン

5 打製石斧 頁岩 I】 欠11

6 打製石斧 安山石 欠lll

(単位mm,g)
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第57図  」-8号住居址出土土器 (|:4)

もち地文に縄文が施された焼町系の深鉢である。

時 期

本住居址は、各期資料の混在が目立つが、10の 資料をもって、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡

第11期)に位置付けられようか。
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第26表  」-8号 住居址出土遺物一覧表  <縄 文土器 >

llTI図

番号
器  種 部 位 ツ: 」1 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成 割:記 備   考
外  面 断  面

7 深  鉢 !「l縁
(408) 環状突起

刻みのある隆帯 を縦横渦巻 き状に

施す

ヨコナデ 角供i石
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

3

8 深  鉢 突起
環状突起

刻みのある隆帯
ヨコナデ 角 1刈イi

橙色

5YR 6/8

構色

5YR 6/6
通常 2

9 深  鉢 突起 顔面状の突起 ョコナデ 角閃Z「

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

(1に位cm)

簿



第27表  」-8号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土

色 調

焼成 註 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 口縁

(200) 錯歯状 口唇、半隆起線
地文縄文 RL
曲隆線

ヨコミガキ 黒雲母多量
橙色

5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通11 外北側

ll 深  鉢 嘘
～邸

． 　
．
７
．

０

頚部に刻みのある隆帯

撚糸文 R
ヨコナ デ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい杜色

5YR 6/4
通常 4

深  鉢 日縁 3条の縦位平行沈線 ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通 常 北側

深  鉢 口 縁 突起上に 2条の沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 北側

深  鉢
渦巻 き状の突起および渦巻 き状沈

線
ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

深  鉢
平行沈線

半裁竹管の連続刺突
ヨヨナデ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常 北側

深  鉢 胴部
刻みのある隆帯による格円区画内

に平行沈線
ナ デ 黒雲母

橙色

5YR 7/6

によい赤褐色

5YR 5/4
通常 北側

深 鉢 胴部 横位隆帯 と縦位の平行沈線 不 明 白色粒子
灰褐色

5YR 4/2

にぶい褐色

5YR 5/4
不 良 北側

深  鉢 口 縁 横位隆帯 と縦位の平行沈線 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
不 良

深  鉢 胴部 沈 線 ヨコミガキ 白色粒子
黒褐色

7.5YR 3/1

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常 H区

深  鉢 口縁
口唇は棒状工具の押 し付けにより

波状 とす る。平行決線
ヨコナデ 黒雲母

黒褐色
5YR 3/1

橙色

5YR 6/6
通 常

深  鉢 胴 部 撚 糸文 L ヨコナ デ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

橙色

7.5YR 6/6
通常 北 側

深  鉢 胴部
横位隆帯

縄文 RL
ヨコミガキ 白色粒子

橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通 常 北側

深  鉢 ]同 部
横位沈線

縄文 LR
ナ デ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常 北側

深  鉢

'同

部 縄文 LR ナ デ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

Ⅳ区

ピット

深  鉢 胴部
隆帯による区画内に

沈線 と縄文 LR
ヨコナ デ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
縦位の沈線

縄文 LR
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常 北側

深  鉢 胴部
垂下隆帯 と沈線

縄文 LR
ョコナデ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2_5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部
結節沈線

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 北側

深  鉢 B同部
環状突起。沈線

地文に縄文
タテナデ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 環状突起 よ り隆帯が派生 ョョナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 北 側

深  鉢 胴部
ねしり状隆帯に円文

刻みのある隆帯
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 5/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常 北側

深 鉢 胴部 横位隆帯 とそれに沿 う沈線 ヨコミガキ 白色粒子
灰褐色

5YR 4/2

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 曲隆帯 不 明 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 H区

(単位cm)

Z



第28表  」-8号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

)F図

番サ
器  ITl 部位 ッ:  rt 器形および文様

調  整

(内 lri)

胎   J
色 調

焼 成 ‖i 記 側   考
外  面 断  面

深  鉢 突起か らfr下 す る隆帯 ヨコナ デ 白色llt子
にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 北 側

深  鉢
樹位隆帯から逆 V字状に隆帯が派

rL
ヨコミガキ |コ 色粒子

略赤褐色

5YR 3/3

l:i1\'di?llo
5YR 5/4

良

深  鉢
llホよ

f・ li丘

隆帯

撚糸文 LR
ヨコミガキ |コ 色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
良

深  鉢 用‖部 無文 |コ 色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常 北側

浅  鉢
無文

赤彩不明
ヨコミガキ 黒雲

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい構色

5YR 6/4
通常 l

深  鉢 月‖部
横位沈線による区 i山i内 に無節の組

文 L
ヨコミガキ 白色粒子

灰黄褐色

10YR 5/2

黒褐色

10YR 3/1
良 後jul

深  鉢 用‖部 沈線 と地文に無節の縄文 L ヨコミガキ 白色粒子
に■■ヽ■橙色
10YR 7/3

熟褐色

10YR 3/1
良 後期

深  鉢 渦巻 き状突起 ヨコナデ 山色粒子
1月赤褐色

2 5YR 5/8

:月赤褐色
2 5YR 5/8

通 常

深  鉢 用‖部
渦巻き状突起から刻みのある隆帯

が派生
ヨコナデ 白色lil子

り]赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色
5YR 5/6

通常 l

深  鉢
llホよ

f・ li壼

横位 沈線 ヨコナ デ 白色粒子
|り]赤 褐 色

5YR 5/6

にぶ い褐 色

7.5YR 5/4
通lF

浅鉢 ? |:ホま 波状 日は 、 日唇 に j/11み ヨコミガキ 白色粒子
晴赤 褐 色

5YR 3/2

晴赤褐色

5YR 3/6
通常 北 側

浅  鉢 :‐ l縁
内面 日唇に刻み

内外面赤色塗彩
ヨコミガキ 山色粒子

Ilif赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通常

深  鉢 月‖部 重下す るコイル状の隆帯 ヨコミガキ |コ 色粒子
赤褐色

5YR 4/6

赤褐色

5YR 4/6
通常 1

深  鉢 月H部 力lみ をもつ隆帯 ョコナデ 〔l色粒子
栓色

5YR 6/6

にぶい俺色

7 5YR 6/4
迪 常 風化激 しヽ

深  鉢 底 部 ナ デ |コ 色粒子
1月 赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通lI Ⅲ区

深  鉢 1‖ 部 縄文 RL ョコナ デ |′ 1色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通 常

深  鉢

"‖

部 隆帯 ヨコナデ 白色llt子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通,I

深  鉢 El・l部 環 状 突起 ヨコナデ 熟雲 |サ
黒褐色

5YR 3/1

明赤 褐 色

5YR 5/6
通常 北 側

深  鉢 胴 部 切■人の小突起か ら曲隆帯が伸びる ヨコミガキ 熟雲 |サ

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

赤 褐 色

2 5YR 4/6
良 3

深  鉢 1‖ 部
芽状 の小 突起か ら曲隆帯 が伸 び

る。地文組文 RL
ヨコミガキ 熟雲 |サ

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2 5YR 4/6
良 3 10と 同一個体

深  鉢 月l・l部 曲隆帯 と地文に組文 ヨコミ〃キ 黒雲 lサ

によい赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2.5YR 4/6
良 2 10と 同一個体

深  鉢 月l・l部 功■人の小突起 ヨコミ〃キ 熟雲 |サ

にぶい赤褐色

2.5YR 4/3

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4
良 2 10と 同一個体

深  鉢 l・l部 無 文 ヨコナデ 黒雲 け
!りl赤褐色

2 5YR 5/6

りI赤褐色

2 5YR 5/6
逝常 北側

(単位cm)

75



(9) J-9号 住居址

住居址  第60図

J-9号住居址は、K-6グ リッドにおいて検出された。本住居址は、その南半分を水田の削

平によって失う。また、D-85・ D-86号土坑と重複するがその新旧関係は明らかでない。M一

4は本址を切る新 しいものである。

本llLは 、推定径5.6mの 円形を呈す。壁の残存高は、10～ 30cmを 測る。壁溝は幅10cm深 さ15cmほ

どのものが南壁に認められた。床面は貼り床である。中央部分には礫が散布している。

ピットは、 Pl・ P2が認められたのみである。大きさは、Plが 40× 36× 56cm、 P2が 28× 24× 48

cmを 測る。

住居覆土は、 I層のみで、パ ミスを多く含みローム粒子を若千含む黒褐色土層 (10YR2/3)で

あった。

炉  第60図

炉は、住居址の中央に存在する。地床炉で、半分を失うが、径70～ 80cmの 円形を呈し、深さ10

%

第60図  」-9号 住居址 (住居 =|:80,炉 =|:40)
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第61図  」-9号住居址出土石器 (|～ 7=|:2, 8=|:3, 9=|:4)

第29表  J-9号 住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

挿図
番号

器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 佃   考

1 石  鏃 黒曜石 欠l■ 6
ピエス・
エスキーユ 黒畷石

2
石  鏃
未 成 品

黒 曜石 11 7 石   核 黒畷石

3
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 8 打製石 斧 頁岩 I 欠ljt

4
Urx.l.x+-: 黒曜石 11 9 石   皿 安 山岩 欠ll

5
L'a1 '

黒曜石

(単位mm,g)

η



第62図  」-9号住居址出土土器 (|:4)

cmを 測る。

覆土は 2層 に分層された。 I層は焼土・カーボンを含まない黒色土層 (10YR2/1)、 H層は焼土

を大量に含む赤褐色土層 (5 YR4/6)である。

遺 物  第61～ 63図 。第29～ 31表

遺物は、あまり多く出土 していない。

出土 した石器には、石鏃 (1)・ 石鏃未成品 (2)・ ピエス・エスキーユ (3～ 6)。 石核 (7)・

石Illl(9)・ 打製石斧 (8)がある。

土器

'ま

、10のハの字状の部分が 4単位 をなす波状 口縁の浅鉢が遺存良好 な もので、床面に伏せ

られた状態で出土 した。 この浅鉢の器面には赤彩が残 らなか ったが、本来赤彩がなされていた可

能性 もある。

11は 、平 口縁で、地文に縄文 を施 し、曲隆線・眼鏡状突起 をもつ焼町系の土器 である。 このほ

か12～ 18は勝坂系の土器である。

時 期

本住居址は、縄文時代 中期 中葉 (川 原田遺跡第 7期 )に位置付け られよう。

簿
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第30表  J-9号 住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

浅  鉢 嘘
～邸

・

５

０

３

３０

９

．
７

．

ハの字状、 4単位の回縁

無文
ヨコナデ 白色粒子

赤褐色
2 5YR 4/6

赤褐色
2 5YR 4/6

通常

内外に赤彩がな
されていたかど
う力1ま不明

深  鉢 嘘
～脚

(368) 眼鏡状突起、曲隆線

沈線、地文縄文 LR
ヨコナ デ

黒雲母多量

角閃石多量

明赤褐色

2 5YR 5 6

明赤褐色

2.5YR 5.6
通 常

深 鉢 底部

一

一

５

．

2条の垂下隆線、その間に綾杉状

沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色
2 5YR 5/6

赤褐色

2.5YR 4/6
通常 274

深  鉢 日縁
横位に平行沈線と連続刺突文、ペ

ン先状刺突文
ヨコミガキ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

にぶい赤橙色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
平行沈線による小区画内に幅広の

連続刺突文とベン先状刺突文
ヨコミガキ 白色粒子

橙色
5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 横位のベン先状刺突文 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通 常

74

71

深  鉢 胴 部
隆帯に沿って、並べてベ ン先状の

連続刺突文 を施す
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

褐灰色
5YR 4/1

通常

深  鉢 胴部 平行沈線 ナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯に沿わせキャタピラ文を施す ナ デ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

赤褐色

2 5YR 4.6
通 常

深  鉢 日縁 環状突起上に刻み ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

灰褐色

5YR 4/2
通常

深  鉢 口 縁 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/3

にぶい赤褐色

2.5YR 5/4
通常 135

深  鉢 日縁
縄文LR
隆帯、補修孔

ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/2

暗赤褐色

5YR 3/6
通 常

深  鉢 口縁 横位の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
によい赤褐色

5YR 5/3

にぶい賞橙色

10YR 7/2
通常

深  鉢 用同部 隆帯および沈線 不 明 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5 6

灰赤色

2.5YR 4/2
通常

深  鉢 胴部
隆帯、沈線

地文f・ltt L R
ョコナ デ 白色粒子

赤褐色

2.5YR 4/6

赤褐色

2.5YR 4/6
通常

深  鉢 胴部
沈線 (蛇行・平行 )

地文縄文 LR
ョコナ デ 白色粒子

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色
2.5YR 5/6

通常

深 鉢 胴部
沈線 (蛇行・平行 )

縄文 LR
ヨコナデ 白色粒子

赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい橙色

75YR 74 通常

深  鉢 層同部 沈線による幾何形の区画 不 明 黒雲母 多量
にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 白色粒子
赤褐色

2.5YR 4/6

にぶい赤褐色

25YR 4/4
通常

深  鉢 胴部
曲隆帯。結節沈線

斜めの沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2.5YR 5/6

通常

深  鉢 胴部 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲母多量
にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 口縁 舌状の突起 ョコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

2.5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 4/3
通常

深  鉢 8同 部 斜めの平行沈線 ヨヨナデ 黒雲母 多量
暗赤褐色

5YR 3/3

赤褐色

2 5YR 4 6
通 常

深  鉢 胴部 小突起か ら曲隆線が派生す る ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通常

深  鉢 胴部 曲隆線とそれに沿う沈線 ヨコナデ 白色粒子
赤褐色

2 5YR 4/6
によい赤褐色
2 5YR 4/3

通常 炉

(単位cm)

"



第31表  」-9号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

小「 |メ |

番 け
オヽ  ill 部位 ツ: it 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調
焼成 ‖:記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 月‖部 曲隆線 とそれに沿 う沈線 ヨコナデ (1色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 帯状の区 l■l内 を平行沈線が埋め る ナ デ 黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

り1赤褐色

2 5YR 5/6
良

深  鉢 lTt下 す る隆帯 と沈線 ョョナ デ 黒雲 lサ

l: j:r''rliiti&
2.'YR 4/4

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4
通常

深  鉢 月‖部
曲隆線

地文縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母多■

にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 ヨコナデ 黒雲 l・
j

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

(4142cm)

(10) J一 10号住居址

住居址  第64図

J-10号 住 居 址 は、

G-12グ リッドにおいて

検出された。D-83号土

坑 と重複するが新旧関係

は不明である。

本址は、南北4.5m。 東

西 4。 lmの円形を呈 し、床

面積13.3m2を 測る。壁の

残存高は、10～ 20cmを 測

る。壁溝は認められない。

ピッ トは、 Pl～ P4が

不規則な配置で認められ

た。ピットの大 きさは、

Plが 34× 34× 18cm、  P2

が34× 30× 20cm、  P3が

36× 30× 36cm、 P4が 28×

28× 22cmを 測る。

住居覆土は、 3層に分

層された。 I層 はローム

C                       ユ

９
　
　
　
２

４ヽ　
（０）Ｐ

◎
Ｐ‐

第64図  J― 10号住居址 (|:80)
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粒子をほとんど含まない黒褐色土層 (10

YR2/3)、 II層 はローム粒子を多量に含

む黄褐色土層(10YR5/6)、 Ⅲ層はローム

粒子をプロック状に含む褐色土層 (10

YR4/6)であった。

炉

炉は検出されなかった。

遺 物  第65図 。第32表

出土 した石器には、石鏃 (1・ 2)。 石

鏃未成品 (3)・ 磨石 (4)がある。

中期の土器片が少量出土 したが、図示

しうる土器はみられなかった。

時 期

本住居址は、少量の土器片から中期で

あることはわかるが、中葉か後葉かの判

断はつかなかった。

洸

◇

Ａ
Ⅲ
Ｖ

―尚―

`―

了

―徒―Ю-0
3

=_5cm

第65図  」一 10号住居址出土石器  
。     Ⅲ

(l～ 3=|:2, 4=|:3)

第32表  J― 10号住居址出土遺物一覧表  <石 器 >
図
サ

挿
番 ォ辞  lrl 材 llr 長 さ 幅 厚 さ 重 ‖ 備   考

l 石  鏃 熟曜イf 欠lll

2 イ 鏃 黒 Illiイ「 4 欠 lll

3
鏃
品成

石
未 チャー ト

磨   イ 安山岩 549 8

01位mm, g)

(||) J一 日号住居址

住居址  第66図

J-11号住居IILは 、H-12グ リッドにおいて検出された。 J-18号住居址 (前期 )・ J-30号住

居 l」L(中期)と 重複するが、本址が新 しい。

本址は、南北4.6m。 東西4.5mの 円形を呈 し、床面積13.3m2を 測る。壁の残存高は、20～ 40cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、 Pl～ P5が五角形に配され、壁際からは P6・ P7が検出された。 ピッ トの大 きさは、

Plが 38× 34× 58cm、  P2が 32× 32× 72cm、  P3が 34× 28× 28cm、  P4が 28× 24× 50cm、  P5が 48× 38×

68cm、  P6が 18× 18× 16cm、  P7が30× 24× 42cmを 測る。

住居覆土は、 5層 に分層された。 I層はローム粒子をあまり含まず多量のカーボン 。若千の焼

土を含む黒褐色土層 (10YR2/2)、 H層 はロームをプロック状に含む褐色土層 (10YR4/4)、 Ш層

はローム粒子を多く含む暗褐色土層 (10YR3/4)、 Ⅳ層はローム粒子を若千含む暗褐色土層 (10

YR3/4)、 V層 はロームをプロック状に含む褐色土層 (10YR4/4)であった。

遺物は、床面直上から24・ 26・ 27の深鉢が遺存度の高い状態で出土 している。また、住居の床

"



―

も

'

ヽ

♀ 辛
m~は

~

面の一部には粘土塊がみられた。

18の磨製石斧も床面直上から出土

している。

炉  第66図

炉は、住居址のほぼ中央に存在

している。安山岩礫 6個 を配 した

石囲い炉で、50× 35cm深 さ20cmを

おlJる 。

覆土は 4層 に分層された。 I層

はカーボンを多く含み焼土を含ま

ない黒色土層(10YR2/1)、 H層 は

口ニム粒子を多量に含む焼土を含 :40)

"

第66図  」―‖号住居址 (住居址=|:80,炉 =|
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第67図  J― ‖号住居址出土石器 (|:2)

まない黄褐色土層 (10YR5/6)、 Ⅲ層は焼土層である赤褐色土層 (5 YR4/8)、 Ⅳ層はローム埋土

の黄褐色土層 (10YR5/8)である。

遺 物  第67～ 75図 。第33～ 37表

遺物は、石器では、石鏃 (1・ 2)・ 石鏃未成品 (3～ 6)・ ピエス・エスキーユ (7～ 9)・ 石

匙 (10)。 スクレイパー (11)。 石核 (12～ 16)。 軽石製の小形石鉢 (17)。 磨製石斧 (18)。 打製石

斧 (19～ 23)が出土 している。

土器は良好な遺存状態のものがいくつかあり、なかでも焼町土器の出土が目立った。

24は 山椒魚文が器面にみられl艮鏡状把手がつ く勝坂系の深鉢である。25は 地文に縄文が施され、
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第68図

21

J― ‖号住居址出土石器 (|:3)

第33表  」―‖号住居址出土遺物一覧表  <石 器 >

(単位mm,g)

図
号

挿
番 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

l 石   鏃 黒曜石 欠損 石   核 黒曜石

2 石  鏃 黒曜石 欠損 石  核 黒曜石

3
鏃
品成

石
未 黒曜石 欠損 石   核 黒略石

鏃
品成

石
未 黒曜石 石   核 黒畷石

5
鏃
品成

石
未 黒略石 石   鉢 軽  石 欠IIt

6
石  鏃
未 成 品

黒 曜石 ピエスか 磨製石斧 蛇紋岩 349 6

7
ビエス・
エスキーユ 黒曜石 6 打製石斧

ホルン
144.7

8
urx.r7.+-: チャー ト 打製石斧 頁岩 I no.9 欠損

9
L'rx.rX+-f l‐t質頁岩 打製石斧 頁岩 H H35 欠IA

石   匙 打製石斧 頁岩 I 欠 lll

スクレイ
頁岩 H 尖頭形 打製石斧 安山岩 欠ll

石  核 黒曜石

“



曲隆線・沈線が施された大形の深鉢である。26～ 37は 焼町土器の深鉢である。26は 底部など一部

を欠損するが遺存状態の良好な小形の深鉢で、口縁に 4単位の環状把手が配され横位の隆線・沈

線が巡る。胴部は1艮鏡状突起 と曲隆線 。平行沈線が飾る。27も′焼町土器の深鉢で、回縁に 4単位

の眼鏡状把手が配され、器面を1艮鏡状突起 と曲隆線・沈線が飾 り、逆U字状区画の中に列点刺突

がなされている。33は 口縁に 4単位の眼鏡状把手がみられないが、刻みをもつわずかな突起が配

される焼町土器である。このほか、79～ 102も 焼町土器の破片である。

118は 無文の浅鉢の破片である。

時 期

本住居llLは 、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 9期)に位置付けられよう。

ジ外ヽ

8δ

第69図  」一‖号住居址出土土器 (|:4,展 開図=|:6)



第70図  」一‖号住居址出土土器

(土 器 =|:4,展 開 図

26=|:6, 27=|:8)
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第72図  」―‖号住居址出土土器 (|:4)
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第34表  」一‖号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 噌
～螂

環状把手

山椒魚文、平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 7/6

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

深  鉢 聴
～脚

(280) 地文縄文 RL
曲隆線、沈線

ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 聴
～螂

4単位の環状把手
刻みのある曲隆線
コイル状突起、平行沈線

ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 峠
～脚

24 0
起突

起
状

突

ル

状
イ

環

コ

の

突ヽ

位
線
刺

単
隆
点

４
曲
列

ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

1103

1165

深  鉢 脚
～螂 116

環状突起、王抱三又文
曲隆線、沈線
列点刺突

丁寧な

ヨコナデ
黒雲母

橙色

2.5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

570

756

深  鉢 脚
～螂

環状突起、 コイル状突起

曲隆線、沈線
ヨコナデ

黒雲母

角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 295

深  鉢 底部
108

垂下す る隆線、沈線

列点刺突
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通1'

119

535

深  鉢 底部
130

環状突起

曲隆線、沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい黄橙色

10YR 7/3
通常

1106

938

深  鉢 脚
～螂 12 0

隆線による構円区画

ハの字状沈線
不 明

黒雲母

角閃石

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 口 縁

26 0 日緑には 4単位の刻みのある小突
起。隆線による三角区画内に玉抱
三叉文、列点刺突

ヨコナア 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢 突起 環状突起 ナ デ 黒雲母
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 突起 環状突起 ナ デ 角閃石
によい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 7/4
通常 622

深  鉢 口縁
環状突起、 コイル状突起

曲隆線、列点刺突
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

2.5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
環状突起

列点刺突

丁寧な

ヨコナデ
黒雲母

橙色

2.5YR 6/6

橙色
2 5YR 6/6

通常

深  鉢 嘘
～脚

(264) 刻みのある三角の区画内にRL縄
文 と沈線 をそれぞれ施す

ナ デ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2.5YR 6/6
通常

1008

1136

深  鉢 回 縁 2条の隆線が環状突起に結ぶ ヨコナデ 黒雲母多量
橙色

2 5YR 6/6

栓色

2 5YR 6/6

やや

不良

深  鉢 口縁 蛇行する刻みのある隆線 ナ デ 透明粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

667

1099

深  鉢 胴部 隆帯 とキャタピラ文 ヨコナデ 黒雲母
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常 1259

深  鉢 口縁 円文とそれに沿う連続刺突文 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤掲色

5YR 5/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

同一 個体

深  鉢 胴部 平行沈線、連続刺突文 ョコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 :同部
沈線間に連続刺突文

沈線による蛇行状のモチーフ
ョコナ デ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

黒褐色

5YR 2/1
通 常

深  鉢 胴部 平行沈線間に連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 265

深  鉢
底部

付近

縦位の平行沈線

間隔をあけ沈線間に連続刺突文
ョコナデ 白色粒子

赤褐色

5YR 4/8

赤褐色

5YR 4/8
通常

154

36

深  鉢 胴部
三角状の添付内を平行沈線 と半裁

竹管の連続刺突が埋め る
ヨコナ デ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

によい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 口縁
平行およびV字状の刻みのある隆

帯
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常 600

(単位cm)

"



第35表  」―‖号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 誰  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
沈線による方形区画内を斜位の平

行沈線が埋め る
ヨコナデ 白色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
良好

深  鉢
日縁

付近

楕円区画内を構円沈線が埋め る

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母 多量

に」fい 赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 隆帯 ヨコナデ 黒雲 母
暗赤褐色

5YR 3/6

暗赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯による楕円区画 ヨコナ デ 白色粒子
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 層口部 幅広隆帯による格円モチーフ ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 楕円の隆帯の脇に連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 隆帯状に半裁竹管のi菫 続刺突 ヨコナデ 白色粒子
にぶい橙色

7 5YR 7/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 半裁竹管の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 口緑 力lみ をもつ横位と縦位の隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

同一個体深  鉢 口 縁 刻みをもつ横位隆帝 ヨコミガキ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 :二1縁 刻みをもつ横位隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
明赤褐色

2.5YR 5/8

明赤褐色
2.5YR 5/8

通常

深  鉢 口 縁 ハの字状隆帯 とそれに沿 う沈線 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 日 縁
刻み をもつ横位隆帯の間に鋸歯状

の隆帯
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

同一個体深  鉢 ::l縁
刻みをもつ横位隆帯の間に鋸歯状

の隆帯
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 |::縁
刻み をもつ横位隆帯の間に鋸歯状

の隆帯
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

2.5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 用同部 垂下す る隆帯にハの字状の沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

317

1016

深  鉢 胴部
垂下隆帯の間に平行およびハの字

状沈線
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 ハの字状沈線 ヨコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
隆帯・沈線による構円区画内に′

の字状沈線
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通 常

深  鉢 胴部 隆帯上に連続刺突 ヨコミガキ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 :二l緻
平行沈線

縄文 RL
ヨコミガキ 白色粒子

l:i:r \ifi?ge

sYR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  S41 日縁
蛇行沈線

縄文 LR
ナ デ 黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部
隆帯

縄文 RL
ナ デ 黒雲母

赤褐色

2 5YR 4/8

明赤褐色

2.5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部
刻み をもつ隆帯

縄文 RL
ナ デ 黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部
沈線

縄文 LR
ナ デ 白色粒子

黒褐色

5YR 2/1

黒褐色

5YR 2/1
通常

(単位cm)

%



第36表  」一‖号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  flrl 部位 法 fl 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 日 縁 沈線、蛇行沈線 ヨコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 渦巻 き状の隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通 常

深  鉢 |二1縁
刻み をもつ曲隆線に沈線 と刺突に

よる蛇行文 を沿わせ る
ョコナデ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通 常

深 鉢 胴部 曲隆帯の間を沈線が埋め る ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 635

深 鉢 l二1縁 環状突起 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 口 縁
環状突起

隆帯による環状区画内に列点刺突
ヨコナデ 黒雲母

暗赤褐色

5YR 3/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 477

深  鉢 日 縁 隆帯による区画内に列 .貞 刺突 ョコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 日縁 突起か ら横位の隆帯が派生 ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 口縁 隆帯 と縦位の平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁 横位隆帯 と横・縦位の平行沈線 ョコナ デ 白色粒子
によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 696

深  鉢 日 縁
日唇か らハの字状に下 りる隆帯、

および平行沈線
ヨコナデ 白色粒子

晴赤褐色
5YR 3/3

灰褐色

5YR 4/2
通常

深  鉢 :11縁 平行沈線 ョコナ デ 黒雲 母
にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 日縁 小突起か ら隆帯が派生 ヨコミガキ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/4

明赤褐 色

5YR 5/8
通常 一括

深  鉢 日 縁
舌状の突起に刻みをもつ隆帯が付

属
ョョナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

灰褐色

5YR 5/2
通1=

深  鉢 胴部 眼鏡状突起 ヨコナデ 黒雲 母
略赤褐色

5YR 3/6

赤褐色

5YR 4/6
通常 一括

深  鉢 胴部 横位の コイル状突起 ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/6

にぶい赤褐色

5YR 4/6
通常

深  鉢 胴部 コイル状突起 ナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通 1杵

深  鉢 胴 部 E■鏡状突起か ら曲隆帯が派生 ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 一 括

深  鉢 層同部 隆帯 と曲隆線 ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 円文 ナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 隆帯による円形区画内に列点刺突 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通 1‖ 777

深  鉢 胴部
横位隆帯、沈線

列点刺突
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

深  鉢 用同部 隆帯による区画内に列点刺突 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
横位隆帯 と沈線

円文
ヨコミガキ 白色粒子

t: j:r, \ifiili&

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常 一括

深 鉢 胴部
小突起から派生する曲隆帯とそれ

に沿う沈線
ヨコナデ 白色粒子

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常

(411と cm)

%



第37表  J― ‖号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 曲隆帯とそれに沿う沈線円文 ヨコミガキ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 4/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 垂下隆帯 と沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぶい褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 H同部 縦位沈線 ヨコナデ 黒雲 母
にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常

同一個体

深  鉢 =胴部 縦位沈線 ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

栓色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 ハの字状の沈線 ヨコナデ 白色粒子
赤褐色

2.5YR 4/6

明赤褐色

2.5YR 5/8
通常

952

1107

深  鉢 胴部 曲隆帯、沈線 ヨコミガキ 角閃石
明赤褐色

2.5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 4/6
通常

深  鉢 下半割
弧状の隆帯 と沈線

小形
ヨコナデ 白色粒子

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色
2 5YR 5/8

通 常
623

312

深  鉢 口 縁 刻みのある隆帯 と斜位の平行沈線 ナ デ 白色粒子
によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 日縁
半裁竹管の連続刺突のある隆帯に

よる楕円区画
ナ デ 白色粒子

にぶい橙色

7.5YR 7/4

にぶい橙色

7.5YR 6/4
通常 1088

深  鉢 口縁 Flltt R L ヨコナデ 白色粒子
赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2.5YR 5/8
通常

128

269

深  鉢 口縁 縄文RL ヨコナデ 白色粒子
灰黄褐色

10YR 4/2

灰黄褐色

10YR 4/2
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL
密な

ヨコミガキ
白色粒子

黒褐色

5YR 3/1

灰褐色

5YR 4/2
良

深  鉢 胴部 縄文RL ナ デ 白色粒子
灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 白色粒子
によい赤褐色

5YR 4/3

褐色

7 5YR 4/3
通常

浅  鉢 日縁 折 り返 し口縁 ョコナ デ 白色粒子
にぶい褐色

7.5YR 5/3

灰褐色

7.5YR 4/2
通常

深  鉢 口 縁 無文、小形 ヨコナデ 黒雲母
褐色

7.5YR 4/3

明赤I13色

5YR 5/6
通常

深  鉢 口縁 無 文
丁寧な

ヨコミガキ
白色粒子

にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい褐色

7.5YR 5/4
通常

860

718

深  鉢 日縁 無文、粗製、小形 ヨコナデ 白色粒子
黒褐色

7 5YR 3/1

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 無 文 ヨコナ デ 黒雲母
橙色

5YR 6/8

明赤褐色

5YR 5/6
通常

浅 鉢 上半割
無文

内外面赤色塗彩
ヨコ ミガキ 黒雲母

明赤褐色

2.5YR 5/8

明赤褐色

2.5YR 5/8
通常

(単位cm)

(12)J一 12号住居址

住居址  第76・ 77図

J-11号住居址は、G-12グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-26号住居址 (前期)を

切って存在 している。

9δ



本址は、南北4.3m。 東西4.6mの 円形を呈し、床面積13.lm2を 測る。壁の残存高は、20～ 35cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼り床である。

ピットは、Pl～ P4がハの字に配されている。ピットの大きさは、Plが 26× 22× 62cm、 P2が 38×

32× 64cm、  P3が 18× 18× 60cm、  P4が32× 30× 68cmを 測る。

住居覆土は、 4層に分層された。 I層 は多量のカーボンを含み焼土をあまり含まない黒色土層

(10YR2/1)、 H層 は焼上を含む黒褐色土層 (10YR3/2)、 Ш層は多量のローム粒子およびローム

の小プロックを含む人為的埋土とみられる暗褐色土層 (10YR3/4)でその上面の硬化が激しかっ

た。Ⅳ層は多量のローム粒子およびロームの小プロックを含む人為的埋土とみられる暗褐色土層

(10YR3/4)であった。

o              2m

第76図  J― 12号住居址 (|:80)

97
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罐

第77図  」一12号住居址 (炉 =|:40,
遺物分布=|:80)

上記の住居覆土をみるに、おそらく次の二段階の堆積状況が考えられる。まず、住居廃絶後そ

の くぼ地をⅣ・Ⅲ層で埋め、その面で火が焚かれた。つづいて、H・ I層 が埋められ、その層に

大量の土器が廃棄された。

したがって、本住居の遺物は、その細かな時期については三段階にわけて考えなくてはならな

い。第一段階は住居廃絶までの遺物で、炉縁に用いられている42の深鉢破片 と、壁際から出土 し

た45の小形深鉢胴下半部がそれにあたる。第二段階はⅣ・Ⅲ層堆積時の遺物で25・ 26・ 29な どの

打製石斧などがそれで、あまり遺物数が多くない。第二段階はH・ I層堆積時で多量の廃棄遺物

がみられる。39～ 41の焼町土器、43・ 82・ 83な どの土器もこの段階の遺物である。 H・ I層 の遺

物の出土状況は『図版編』の図版30・ 31に 示 してある。

炉  第77図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。安山岩礫 4 4LJと 42の深鉢破片を配 した石囲い炉で、

40× 35cm深 さ15cmを 測る。

覆土は 3層 に分層された。 I層 は焼土を多く含みカーボン・骨片を含む赤褐色土層 (5 YR4/

8)、 H層はカーボン・焼土粒子を含む暗褐色土層 (10YR3/4)、 Ⅲ層はローム粒子・焼土粒子を含

む褐色土層 (10YR4/6)である。

遺 物  第78～ 91図 。第38～ 43表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 6)・ 石鏃未成品 (7～ 9)。 石錐 (10)・ ピエス・エスキーュ

(H～ 16)・ 石匙 (17～ 19)・ スクレイパー (20・ 25。 26)・ 石核 (21～ 24)。 磨製石斧 (27)・ 打製

石斧 (28～ 36)・ 磨石 (38)。 軽石製円盤 (37)・ 石皿 (39)が出土 している。

土器は、一定の復元が可能な個体が多くみられ、なかでも焼町土器はほぼ完形に近い状態に復

元されたものがいくつかある。

9∂
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第38表  」―12号住居址出土遺物一覧表 <石器・円盤 >
挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 ful 備   考

石   鏃 黒暇石 2 石  核 黒曜石 9

2 石   鏃 黒曜石 5 石   核 黒 曜石

3 石   鏃 黒 曜石 石   核 黒曜石 56

石   鏃 黒曜石 5 欠損 石   核 黒曜石

石   鏃 黒略石 欠損
スクレイ

安山岩 0 欠投

石   鏃 黒曜石 3 欠損
スクレイ

安山岩

7
鏃
品成

石
未 黒曜石 7 磨製石斧 蛇紋岩

石  鏃
未 成 品

黒曜石 7 打製石斧
ガラス質
黒色安山岩

欠損

鏃
品成

石
未 黒曜石 6

uI1.r.7,+-f 打製石斧 安 山岩 1151 欠損

石  錐 黒曜石 5 打製石斧 安山岩 194.4 欠lJt

11
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 打製石斧 安山岩 109 9 欠損

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 打製石斧 頁岩 I 欠根

ピエス・
エスキーユ 黒喘石 8 打製石斧 頁岩 II 欠lJl

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 打製石斧 安 山岩 欠根

ピエス・
エスキーユ チャー ト 打製石 斧 安山岩 9 欠

"1
ピエス・
エスキーユ チャー ト 11 打製石斧 安 山岩 欠根

石   匙
ガラス質
黒色安山岩

欠損、山本分析NQ 5

人風山産
円   盤 軽  石

石  匙 頁岩 I 欠損 磨  石 安山岩 187.7 欠損

石   匙 頁岩 H 52 3 欠損 石   皿 安山岩 欠IA

スクレイ
安山岩 欠損 円   盤 土  製 ll

(単位mm,g)

Iθ′



ただし、層位の部分で記したが本住居には三段階の廃棄過程が想定でき、その時間的近接性は

ともかく、出土した土器を一括扱いするには問題が残る。

まず、第一段階では、炉縁に用いられた42の 焼町土器の深鉢破片がある。壁際から出土した45

の小形深鉢は胴下半部に縄文のみられるものである。

第二段階では、39～ 41の焼町土器、43・ 82・ 83な どの土器がある。

39040は ともに焼町土器の大形の深鉢で優品である。両者は器形や口縁の 4単位の環状把手こ

そ共通するが、文様構成には差がみられる。39の列′点刺突は40に はみられず、40の胴部上半の 4

単位の環状突起をつなぐ平行隆線は39に はない。口縁の環状把手の方向・刻みの有無も両者は異

なっている。

41も 39・ 40と 比べると小ぶりの焼町土器であるが口縁に 4単位のV字状の把手がみられるのが

大きな特徴で、これに1艮鏡状突起 。曲隆線・沈線がつ くが列点刺突はない。このほか51～ 65も 焼

町土器の破片である。

43・ 44・ 47は 勝坂系の深鉢で、43に は鋸歯状の鍔が口縁に巡 り逆ハの字状の器形を呈する特徴

的な土器で、富士見町井戸尻遺跡などに出土例がみられる。

113は 、小形の有孔鍔付土器の破片である。

時 期

本住居址は、さきに述べたように廃棄の段階がいくつかあるが、炉縁に用いられた42の焼町土

器によれば川原田遺跡第10期に位置付けられよう。

Iθ2

第81図  」― 12号住居址出土土器 (|:4)
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第39表 」―12号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

llli図

番号
器 種 部位 法 il 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 離  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢

::l縁

S

底部

4単位の環状突起
曲隆線、列点刺突
Irt部 は横位隆線で区切 られなし

ョコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい橙色

2 5YR 6/4
通常

1907

918

深  鉢 噌
～螂

裏蓋倍♀層挙:す憂努樫職ヽそ〒詭
位の環状突起に接続 し、区切 られ る

ヨコナデ 角閃石
赤褐色
2 5YR 4/6

l: j*'mfJ
2.5YR 6/4

良好

深  鉢 嗽
～螂

4単位の V字状把手
環状突起。曲隆線
列点刺突は認め られず

ョコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい橙色

2 5YR 6/4
通常

深  鉢 轍
～師

37 2
冊螢奇彙:鶏監督平行する2条の
隆線で区切 られる

ヨコナデ 角 1刈石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
良好

炉の睦‖いとし

て使用

深  鉢 嘘
～脚

口緑には鋸歯状の鍔がつ く

胴部は垂下す る 4本の隆帯で四面
に区画 され る

ヨコミガキ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

2 5YR 6/4
通常

】470

1477

深  鉢 噌
～螂

(196)
30 4
12 0

環状把手
幅広い隆帯による円形文
刻みのある隆帯

ヨコミガキ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

E j:r,.rlii€&

2.5YR 5/4
通 1柱

深  鉢 底部
90

縄文 LR ヨコミガキ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 底部
130

王繋|:続雙券桑をまねたかのよう
な密な沈線

ヨコナデ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

2 5YR 6/4
通常

901

972

深  鉢 噛
～螂

地文にNlltt L R

胴部に蛇行する刻みのある隆帯を
付す

ョコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日 縁

ね しれた眼鏡状突起
コイル状突起、曲隆線
沈 lr■

ョコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通常

l144

深  鉢 日 縁
隆線による羽根状の区画

平行す る曲沈線
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴 部
曲隆線、沈線、列点刺突

円文、交互の刺突による蛇行文
ョコナ デ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通,F

深  鉢 日縁
環状突起、曲隆線

列点刺突
ヨコナデ 角閃石

によい赤褐色

2 5YR 5/4

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通常 一 括

深  鉢 |[l縁
環状突起、隆線

ハの字状の列点
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日緑
環状突起、沈線

渦巻き状の曲隆線内に列点刺突
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 口 縁
眼鏡状突起、コイル状突起

曲隆線、沈線
ヨコナデ 角閃石

橙色

2 5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上 面

深  鉢 突起 環状 突起 ナ デ 黒雲 母
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 突起 環状 突起 ナ デ 白色粒子
桂色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
¶ 常 1699

深  鉢 突 起 刻みのある環状突起 ナ デ 角閃石
橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/6

通りI

深  鉢 突起
環状突起、眼鏡状突起

コイル状突起
ナ デ 黒雲母多11

橙色

5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通1薔

深  鉢 突起 稜部に沈線のある環状突起 ナ デ 黒雲母多量
t:jrr'.-^lll&
sYR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 日隷
眼鏡状突起、 コイル状突起

沈線
ナ デ 黒雲 母多11

l: j:','fti8,
SYR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/4

やや

不良

深 鉢 口 緑
ね しれた眼鏡状突起

曲隆線、沈線
ナ デ 黒雲母多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

杜色

5YR 6/6

やや

不良

深  鉢 I二1縁
ねじれた眼鏡状突起

コイル状突起、沈線
ナ デ 黒雲 母多量

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁 ね しれた眼銑状突起 ナ デ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

(単位cm)

IIθ



第40表  J― 12号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法 fir 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 :二l縁
ねしれたal鏡状突起

コイル状突起
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色
215YR 4/6

通常 1556

深  鉢 [1縁
ね しれた眼鏡状突起

コイル状突起
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

2_5YR 5/4

にぶい橙色

2 5YR 6/4
通常

深  鉢 :I:縁
稜部に沈線のあるね しれた眼鋭状

突起
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通 常 298

深  鉢 :二1縁
2条 の沈線の刻 まれ た 甲高 な隆

帯、沈線
ヨコナデ 黒雲 母

赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 893

同一個体

深  鉢 日 縁
2条 の沈線の刻 まれ た 甲高 な隆

帯、沈線
ヨコナ デ 黒雲母

赤褐色

2 5YR 4/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口緑 眼鏡状突起 ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2.5YR 4/6

橙色

2 5YR 6/6
通fI

深  鉢 日縁
波状の甲高な隆帯

渦巻 き状の隆帯、沈線
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

7 5YR 6/6
良好 759

深  鉢 日 辺
甲高な隆帯、 コイル状突起

沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい黄褐色

10YR 6/4
通常

深  鉢 突起 刻みのある突起 ナ デ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 口 縁
環状突起

刻みのある
「

:高の隆帯
ヨコミガキ 黒雲 母

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
良好

深  鉢 日縁 頂部に三叉文のある環状突起 ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/3
良好

深  鉢 胴部
刻みのある幅広沈線のLX画 内に沈

線
角閃石多量

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常 一括

深  鉢 口縁 幅広の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
にぶい黄橙色

10YR 6/4

にぶい黄桂色

10YR 5/3
通常

深  鉢 日 縁
刻みのある曲隆帯

ベン先状の連続刺突文
ヨコミガキ 黒雲 |サ

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい褐色

7 5YR 5/4
良 一 括

深  鉢
口縁

付近
連続刺突文 ナ デ 黒雲母

にぶい褐色

7 5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢
日縁

付
・
近

隆帯 不 明 黒雲 母
橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 7/6
通常

深  鉢 [lホま
コイル状突起からハの字状に隆帯

が下
')る

ヨコナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

褐色

7 5YR 4/3
通常

深  鉢
:::縁

付近
眼鏡状 突起 と刻 みの 入 る隆帯

赤彩
白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい黄橙色

10YR 4/3
良 238

深  鉢 胴部
隆帯上にハの字状の刻み
隆帯による円形の文様
三又文

ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい■虚色

10YR 6/4
良 756

同一個体深  鉢 月同部
隆帯状にハの字状の刻み

隆帯による渦巻 き状の文様
ョコナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/8

にぶい黄橙色

10YR 6/4
良 755

深  鉢 平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい黄橙色

10YR 7/4
良

深  鉢 胴部

波状 口縁
刻み を もつ縦位隆帯に平行す る縦
位沈線

ガ キ 白色粒子
橙色
5YR 7/6

にぶい褐色

7 5YR 5/3
良 I層

深  鉢 日縁 折 り返 し日縁 ヨコナデ 黒雲 母
灰褐色
7 5YR 4/2

にぶい黄橙色

10YR 7/4
通常

深 鉢 口 縁 連続刺突のある蔓状の隆帯 ヨコナ デ 黒雲 母
にぶい橙色
7 5YR 6/4

橙色

7 5YR 6/6
良 一 括

深  鉢 口緑 刻みのある隆帯 ヨコミガキ 熟雲母 多量
にぶい褐色

7 5YR 6/3

にぶい栓色

7 5YR 6/4
通 常

(単位cm)

Iヱ4



第41表  」―12号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
器 lTl 部位 ili it 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼成 註 記 側   考
外  面 断  面

深  鉢 日 縁 半裁竹管の連続刺突 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい樋色

5YR 6/4

にぷい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 日縁 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲 1ま 多11
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
良

深  鉢 |~:緑 隆帯による円形の文様 ヨコナデ 白色粒子
にぶい杜色

5YR 6/3

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

深  鉢 「
:縁 幅広の隆帯」1に 2条の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子

灰赤色

2 5YR 4/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 日 縁 平Fi沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 上面

深鉢 ? 日縁
横位沈線

内外面赤色塗彩
ガ キ 由色粒子

黒褐色

5YR 2/1

橙色

5YR 6/6
通常

1348

731

深  鉢 口縁
刻みのある隆帯による区 l■J内に沈

線
ヨコナデ 黒雲 lサ

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 「
l織 隆帯による格円区画内に平行沈線 ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/3

によい赤褐色

5YR 5/3
通常

同一個体

深  鉢 ::l縁 隆帯による構円区画内に平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴 部 力lみ の あ る隆帯 ヨコナデ 山色llt子
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常 上 面― 括

深  鉢 :Il緑
隆帯による格円区lmJ内 に縦位平行

沈線
ヨコナデ 黒雲 母

l:i:r'\rriilltl
SYR 4/3

杜色

5YR 6/6
通1=

深  鉢 月‖部 方形区画i内 に縦位平行沈線 ヨコミガキ 黒雲 母
にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい栓色

5YR 6/4
通常 226

深  鉢 胴部 方形区画内に斜位平行沈線 ョコナデ 白色粒子
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/3
良

深  鉢 胴 部 平行沈線上に連続刺突文 ヨコナデ 黒雲 母
黒褐色

5YR 3/1

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴 部 ハの字状の沈線 ヨコナデ 黒雲 :す

にぶい褐色

7.5YR 6/3

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

深  鉢 月1可部
連続刺突文による三角区llJ内 に三

叉文
ョコナデ 黒雲 |サ

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 キャタピラ文 ョコナ デ 白色粒子
黒褐色

5YR 3/1

栓色

5YR 6/6
ill'「

深  鉢 胴部 刻みのある曲隆帯 ョコナ デ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通lI

深  鉢 31・1部 刻みのある渦巻 き状隆帯 ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色
5YR 4/3

明赤褐色
2 5YR 5/6

通常

深  鉢 日縁 X字状隆線 ヨコミガキ 黒雲 lサ

橙色

2 5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 上面-11

深  鉢 |■ 縁 半載竹管による連続刺突文 ヨコナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢
日縁

付近
楕|]区 ldlJ内 に縦位平行沈線 ヨコナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 月‖部 横位隆帯と沈線 ョコナ デ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通11

同一個体

深  鉢 月‖部 横位隆帯 と沈線 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 1695

深  鉢
「

l縁 平行沈線のある円形突起 ナ デ 白色粒子
栓色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

(単位cm)

I15



第42表  」―12号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎  」1

色 調

焼成 計 記 備   考
外  面 断  面

孔

付

有

鍔
日 縁

横位隆帯上に円孔

内外面赤色塗彩
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 5/6
通常 956

深  鉢 月同部
横位隆帯
沈線による区画内をハの字状沈線
が埋め る

ヨコナ デ 黒芸母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通lF

同一個体深  鉢 胴部
沈線による方形区画内をハの字状

沈線が埋め る
ナ デ 黒雲 |サ 多量

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通 常 上面―括

深  鉢 月同部
沈線による区画内をハの字状沈線

が埋め る
ヨコナデ 黒雲 1母

にぶい赤褐色
5YR 5/4

明赤褐色
5YR 5/6

通常 上面一括

深  鉢 胴部
曲隆帯

平行沈線
ヨコナデ 黒雲 母多量

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 250

深  鉢 胴部
縦位沈線による区画内を横位沈線

が埋め る
ヨコナデ 白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
横位隆帯による区画内を横位・縦

位の平行沈線が埋め る
ヨコナ デ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通,I

1275

747

深  鉢 口縁
環状突起、曲隆帯

平行沈線
ヨコミガキ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 ロホよ
コイル状突起か ら曲隆帯が派生

平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深  鉢 :::縁
環状突起か ら、曲隆帯が派生 し環

状の区画 を作 る
ヨコミガキ 白色粒子

赤褐色

2.5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通lI

1673

1392

深  鉢 日 縁 曲隆帯。平行沈線 ヨコミガキ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 日 縁 垂下す る刻みのある隆帯 ナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

桂色

5YR 6/6
通常 上 面

深  鉢 11:緑 眼鏡状突起 ナ デ 白色粒子
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日縁 曲隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 l二l縁 隆帯 V字状沈線 ヨコナデ 白色粒子
灰赤色

2 5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 にl彙1 隆帯による情円区画内に平行沈線 ョコナ デ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
幅広隆帯による円形区画内に列点

刺突
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部
幅広隆帯による円形区画内に列点

刺突
ヨコナデ 白色粒子

明赤褐 色

2 5YR 5/6

明赤 褐 色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 4ヽ 突起に連結する曲隆帯の構円区画 ヨコミガキ 黒雲母
褐灰色

5YR 4/1

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 曲隆帯 と平行沈線
ヨコナデ

赤色塗彩
黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

1697

1714

深  鉢 胴 部 曲隆帯 と沈線 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢

"同

部 曲隆帯 と平行沈線 が キ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

によい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 曲隆帯 と沈線 ヨコミガキ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
通常 685

深、鉢 胴部 隆帯 と平行沈線 ナ デ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月bl部 隆帯 と平行沈線 ナ デ 黒雲 1母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

(単位cm)
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第43表 J― 12号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

ⅢFIXl

番り
2‖ ふF ツさ lit 器形および文様

調   整

(内 1山 1)

肝:  :|
色

焼成 ‖L 記 備   考

外 山i

"i lni

深  鉢 降 1‖ と平行沈線 ナ デ り1、11:|:ナ

にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい檜色

5YR 6/4
通,I

深  鉢 降‖十と平イi沈線 ナ デ 11ヽ ■け
構色

5YR 6/6

檜色

5YR 6/6
通常

深  鉢 ‖J部 平行沈線 ナ デ llヽ 1:|サ
にレ〕子い赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 4/3
iurl常

深  鉢

"‖

iVl`

｀
「 イi沈線 ヨコミガキ |′ :色ネ

'ir

,1ヽ 褐色

5YR 3/1

構色

5YR 6/8
通11 上 1白 i―・1!1

深  鉢
沈線による小桁円区Ⅲi内 に列点中1

突
ヨコナデ ‖ヽ芸 |サ

橙色

2 5YR 6/8

構色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 隆‖サによる|メ:画 内に列点中り突 ヨコナデ lll雲 |サ

|り 1赤褐色

2 5YR 5/6

椎色

2 5YR 6/6
iurl,I

深  鉢 列点 中1突 ヨコミガキ |′ 1色粒 r
にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

|り 1赤褐色

2 5YR 5/6
迪‖ 559

深  鉢 降‖十、討1文 RL ョコナデ ,11■ |サ

にぶい赤出色

5YR 4/4

椎色

5YR 6/8
通

'I

深  鉢 H縁 斜1文 LR ヨ コナ デ |′ 1色ホ立:r
IJ色

7 5YR 4/3

オ0色

7 5YR 6/6
通常 上 1白i-11

深  鉢 llホよ
ill縁

縄 文RL
'■

■11・l多 lt
橙色

5YR 6/6

に !́:い賞栓色

1()YR 6/4
通

.li:

深  鉢 日縁

卜
|′ ホよ

お1文 RL
ヨコミガキ |ヽ■|サ 多lt

にぶい赤褐色

5YIR 4/3

綸色

5YR 6/6
通常

深  鉢 !l紺
tll位 降帯

組 文RL
ヨコミ″キ |′ 1色ネ立:r

檜色

5YR 6/6

栓色

5YR 6/8
逝11

深  鉢 llキよ お1文 RL ョコナデ |′ 1色粒 rr
|り 1赤褐色

5YR 5/6

構色

5YR 6/8
通‖1

深  鉢 日縁 縄文 RL ヨコナデ |′ 1色粒 fr
lり l赤褐色

2 5YR 5/6

栓色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 底 部 ‖[文 RL ョコナデ |′ 1色粒 :r
構色

5YR 6/6

褐色

7 5YR 4/3
通常 上lni―

‐
|)F

深  鉢 底 部 撚糸文 L ヨコナデ |′ 1色粒 :r
椎色

5YR 6/6

褐色

7 5YR 4/3
通11 上rli-11

深  鉢 ‖縁 無文 ヨコミガキ rl色 lil fr

|り l功 t褐 色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 H総
H縁は外部に折 り返す

無文
ヨコナデ 11ヽ ■|サ

褐色

7 5YR 4/3

檜色

5YR 7/6
通常 l llr i-11

深  鉢 llホよ ョコナデ |′ 1色粒 :r
オ0色

7 5YR 6/6

檜色

5YR 6/6
通1「

深  鉢 lltm` ナ デ |′ 1色ホ立:r
栓色
5YR 6/6

桁色

5YR 6/8
通常

深  鉢 台付深外の台部 ナ デ |′ 1色 lil:r
賞綸色
7 5YR 7/8

浅貴檜色
7 5YR 8/4

通
'「

1214
247

深  鉢
台付深鉢の台部

三′ll l杉 のう変かしが人る
ナ デ 」∴ヽ■llサ

栓色

7 5YR 6/6

社色
5YR 6/8

通
'I

深  鉢 H縁
llt鏡状突起、コイル状突起

‖1降 線、沈線
ヨコミガキ 」ユ11:|:タ

桁色

7 5YR 6/6

椎色

5YR 6/8
通常

(」 lif・,cm)

I17



(13) J一 13号住居址

住居址  第92図

J-13号住居址は、 J-9グ リッドにおいて検出された。

本址は、南北7.Om。 東西6.7mの 円形を呈し、床面積33.8m2を 測る大形住居である。

ピットは、主柱穴と考えられるPl～ P7が多角形に配されるほか、P8～ P10が認められた。ピッ

トの大 きさは、 Plが64× 44× 34cm、  P2が28× 22× 32cm、  P3が 70× 48× 56cm、  P4が 50× 50× 44

Cm、 P5が 58× 48× 50cm、  P6が 82× 46× 44cm、  P7が 82× 54× 40cm、  P8が 80× 80× 10cm、 P9が 70×

36cm、  P10が70× 52× 14cmを 測る。

0              2m

IIθ

第92図  」― 13号住居址 (|:80)



住居覆土は、 I層のみで、黒褐色土層 (10YR2/3)であった。

遺物は、37の無文浅鉢がP4の脇の床直から伏せた状態で出土している。

炉  第93図

炉は、住居址の中央よりやや南よりに存在する。

大形長方形の石囲い炉で、110× 100× 35cmを 測 り、

安山岩の大形礫が三方を囲む。なかでも北側の礫

は長さ90cmの大形礫である。

覆土は 4層 に分層された。 I層はカーボン・焼

土を含まない黒褐色土層 (10YR3/2)、 H層 は焼土

を若千含む暗褐色土層 (10YR3/4)、 Ш層は焼土を

多量に含むにぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)、 Ⅳ層は

焼土層である明赤褐色土層 (5 YR5/8)で ある。

遺 物  第94～ 98図 。第44～ 46表

判贔‖―⑪忙‖

第93図  」―13号住居址炉 (l:40)

参笏
3          4         5

-0-0-⑬
0           6

―⑪-0

くこ
=〕

>    7

蛤ぞ毬褥l島JあOm‐さ
り

‐

０

１１１

１１‐

Ｗ

，瘍

】Ｏ
ｏ

0            5cm

第94図  」―13号住居址出土石器 (|:2)

IIθ
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用
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第95図  」―13号住居址出土石器 (|:3)

I"



図
サ

挿
番 器 4・ rl 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
サ

挿
番 をま  

“

ft 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 11 備   考

l イi 録 :‖‖‖イj 4
ピエス・
エスキーユ ユヽ曜イf 21

2 イf   腺 黒‖‖イ 3 欠‖1

ua^ .
黙 曜イf

3 イ「  銀 黒‖

“

イf 4 欠‖t

ピエス・
エスキーュ 黒‖

“

石 ll

4 イf  渕哄 黒‖‖イ 欠‖1
ピエス・
エスキーユ 黒H‖たj

5 イ 鏃 黒 H17 4 欠∬l
L'r1 .

r7.+-a 黒 llli石

6
鏃
品成

石
未 黒喘イ 19

ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒色安山岩

135 山本分析 No 6
八風山産

鏃
品成

石
木 黒咄イ 7

uiL7. .

J.7.+-f
ガラス質
黒色安山岩

8
鏃
品成

石
未 黒 1記イf

ur^.
硬質頁岩

9
鏃
品成

石
未 熟‖

“

石 磨製イf斧 蛇紋ギ: 3 基部欠‖1

石   鏃
未 成 :1:

黒 B‖ イi 磨製石斧 蛇紋ギ: 226 3 矢端欠‖l

鏃
品成

石
未 ■1‖‖イ 12 打製石斧 凝灰岩 1395

鏃
品成

石
未 黒‖‖イ 12 打製イf斧 安山ギ| 1504

鏃
品成

石
未

ガラス質
黒色安山ギ|

5 打製石斧 安山ギ: 142 189 5

イ 錐 黒曜7 9 先端欠‖1 rr製ィf斧 安 山ツ: 基部欠‖t

熟 鴫iイ 7 11 先端欠11 打製イf斧 安山ギ| 矢端欠‖1

ピエス・
エスキーユ 1ヽ ‖花イ 打製石斧 安 山岩 基部欠‖1

17
E'r1'
t_7+-t- ■ヽ曝1イ 6 12 磨   イ 安 山ギ: 360 2 ‖|あ り

(単位mm,g)

第44表  J―‐
13号住居址出土遺物一覧表 <石器 >

第96図  」一13号住居址出土土器 (|:4)       …

遺物はであまり多く出土していない。           :        ｀

出土した石暮には、石鏃 (1～ 5)f右鏃未成品 (b～ lb)・ 石錐 (14115)・ ピエ不

ユ (16～ 25)。 磨製石斧 (26・ 27)。 打製石斧 (28～ 33)・ 磨石 (34)がある。   |

・エスキー

土器は、35の 4単位の渦巻 き文が胴部上半に配され隆線が結ぶ深鉢が大形破片として検出され

た。また3クの無文あ大形浅鉢が床面に伏せられた状態で出土した。この浅鉢の器面には赤彩が残

らなかったが、本来赤彩がなされていた可能性も,あ る。

時 期                            ｀  .

本住居址は、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第13期 )に位置付けられよう。
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鯰北陽屁熙 4

第98図  」一13号住居址出土土器 (|:4)

第45表  」―13号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  Fft 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

色 調
焼成 離  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 聴
～鵬

(38.0) 渦巻 き状の突起
半裁竹管の連続刺突を沿わせ た隆
線、集合細沈線

ヨコミガキ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
不良

138

143

深 鉢 日縁
先端に眼鏡状突起 を付 したコイル

状突起
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/8

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
良好

浅  鉢

口縁
1

底部

45 2

(180)
(140)

無文 ヨコミガキ
角閃石

白色粒子

橙色

5YR 7/6

にぶい橙色

5YR 7/4
良好 950

赤彩はなされ
ていたかどう
か不llJl

深  鉢
口縁

付近
平行す るペ ン先状の連続刺突文 ョコナデ 黒雲母多量

杜色

7 5YR 6/6

橙色

7.5YR 7/6
通常 ―括

深  鉢 日緑
隆帯

ベ ン先状の連続刺突文
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通 常

深  鉢
日縁

付近

構円形の区画文内に渦巻き状隆帯

を配する外面赤色塗彩
ヨコナデ 白色粒子

にぶい責橙色

10YR 6/3

淡黄色
2 5YR 8/4

通常

深  鉢 胴部 刻みのある垂下隆帯に平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
浅黄栓色

10YR 8/4

淡黄色

2 5YR 8/4
通常

深  鉢 胴 部 渦巻 き状突起 黒雲 1サ
橙色

5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 層同部
渦巻 き状突起

平行沈線
ヨコナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/8

橙色

7 5YR 7/6
通常

深  鉢 I同 部 渦巻き状隆帯 ヨコナデ 黒雲母
橙色

7.5YR 7/6

にぶい■證色

10YR 7/4
通常

深  鉢 月同部 渦巻 き状隆帯 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

(単位cm)
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第46表  」―13号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土
色 調

焼成 能  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
渦巻 き状突起

平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい黄橙色

10YR 6/4

浅黄色

2 5YR 7/4
通lI

深 鉢 胴部
環状突起から隆帯が派生

縄文RL
ヨコナデ 黒雲母多■ir

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 269

深  鉢 月同部
垂下す る 3本の隆帯

ハの字状の沈線
ヨコナ デ 白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい賞橙色

10YR 7/4
通,I

深  鉢 月同部
垂下す る隆帯

ハの字状の沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

によい■證色

10YR 6/4
通常

641

686

深  鉢 胴部 ハの字状の沈線 ヨコナデ 黒雲 母
にぶい賞橙色

10YR 7/3

にぶい責栓色

10YR 7/4
通常 602

深  鉢 日 縁 渦巻 き状沈線 ヨコミガキ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

l:jrv'fffiifli
10YR 7/4

良
566

464

深  鉢 胴部
T字状に交差する隆帯

平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

栓色

7 5YR 6/6

にぶい黄橙色

10YR 7/4
通常

深  鉢 胴部
渦巻き状隆帯

縦位平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

灰褐色

7 5YR 4/2

に■い賞證色

loYR 6/3
通常

深  鉢
曲隆帯

平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 7/6
通常

深  鉢 1同部
横位隆帯

斜位平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

褐色

10YR 4/4

にぶい責橙色

10YR 7/3
通11

深  鉢 胴部 横位隆帯 ヨコミガキ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

浅黄橙色

10YR 8/4
通常

深 鉢 胴部
曲隆帯

平行沈線
ヨコミガキ 白色粒子

黄橙色

10YR 8/6

浅黄栓色

10YR 8/4
通常

深 鉢 胴部
横位隆帯

縦位沈線
ヨコナデ 白色粒子

明褐色

7 5YR 5/6

浅黄色

2 5YR 7/4
通常

深  鉢 月F・l部 横位・縦位の平行沈線 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい賞證色

10YR 7/4

淡黄色

2 5YR 8/4
通常

深  鉢 日緑
2条の横位隆帯

区画内に縦位平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

7 5YR 7/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 月同部 平行沈線 ョコナ デ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

7 5YR 7/6
通常

深  鉢 1同部 縦位平行沈線 ヨコナデ 黒雲 母多量
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
横位隆帯

縦位平行沈線
ョコナデ 黒雲 母多量

橙色

7 5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢
地文に縄文 RL
蛇行沈線

ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 地文に組文 ヨコミガキ 白色粒子
褐色

7 5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常 262

深  鉢 月|・l部 縄文複節縄文L{l ヨコミガキ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

栓色

5YR 7/6
通常 556

同一個体

深  鉢

'同

部 縄文複節縄文L{l ヨコミガキ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい賞橙色

10YR 7/4
通常 256

浅  鉢 |:l縁
無文

内外面赤 色塗彩
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい賞橙色

10YR 7/4

淡黄色

2 5YR 8/4
良

118

121

浅  鉢 l:1縁
無文

内外面赤 色塗彩
ヨコミガキ 白色粒子

赤褐色

2 5YR 4/6

に,い■橙色
10YR 6/3

良

浅  鉢 日縁
無文

内外面赤色塗彩
ヨコミガキ 白色粒子

黄橙色

10YR 8/6

淡黄色

2 5YR 8/4
通常 466

(単位cm)
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(14) J一 14号住居址

住居址  第99図

J-14号住居址は、G-14グ リッドにおいて検出された。

本址は、長軸3.7m・ 短軸3.4mの 方形を呈し、床面積10.3m2を 測る。壁の残存高は、15～ 20cm

を測る。壁溝は認められない。

ピットは、壁際にPlが認められたのみで、柱穴と考えられるものは検出されなかった。Plは

90× 90× 20cmを 測る。

住居覆土は 2層、 Pl覆土も2層 に分層された。 I層はローム粒子を若千含む黒褐色土層 (10

YR2/3)、 H層 はローム粒子を多く含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅲ層はローム粒子を若千含む黒

褐色土層 (10YR2/2)、 Ⅳ層はロームをプロック状に含む褐色土層 (10YR4/4)であった。

炉

炉は検出されなかった。

遺 物  第100図 。第47表

出土した石器は、余J片 などで図示しうるものがなかった。

土器は、縄文前期関山 I式の土器片が数十片検出された。

1・ 8は正反の合

による菱形構成が、

11～ 13・ 15は コンパ

ス文が、17は ループ

文が、3～ 7・ 18～ 22

は、LRと RLの縄文

による羽状構成がみ

られる土器である。

24は 拒装音6。

時 期

本住居址は、関山

I式から縄文時代前

期中葉 (川 原田遺跡

第 4期)に位置付け

られよう。

第99図  」―14号住居址 (|:80)
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第47表  」―14号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部 位 法 11 器形および文様

J・3  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 駐L記 側  考

外  面 断  面

l 深  鉢 l]縁
口唇部 Lrl下 に刻み

正反の合による菱形構成
ヨコナ デ 繊維含

明黄褐色

10YR 7/6

褐灰色

10YR 4/1
良好

52
関 山 I(後半 )

2 深  鉢 日 縁

口唇部 に 爪形文 の刺 突
口唇部 lrl下 に鋸 歯状文
0段 多条の縄文 RL。 末端 をルー
プ処理

ヨコナデ 繊維含
明褐色

7 5YR 5/6

によい黄褐色

10YR 4/3
通常 関山 I(後 半 )

3 深  鉢 日縁 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ 繊維含
灰褐色

7 5YR 4/2

黒IIS色

10YR 3/1
通常 関山 I(後 半 )

深  鉢 日 縁 縄文 LRと RLに よる羽状構成 不 明 繊維含
灰褐色

7 5YR 4/2

灰褐色

75YR 4/2
通1' 関山 I(後半 )

5 深 鉢 :ll縁 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨコナ デ 繊維含
にぶい責褐色

10YR 4/3

褐灰色

7 5YR 4/1
通常

18

100
関山 I(後 半 )

同一個体

6 深  鉢 胴部 縄文LRと RLに よる羽状構成 ナ デ 繊維含
にぶい黄褐色

10YR 4/3

褐灰色

7 5YR 4/1
通常

7 深  鉢 胴部 Illtt L Rと RLに よる羽状構成 ナ デ 繊維含
にぶい責褐色

10YR 5/4

にぶい賞掲色

10YR 4/3
通常 関山 】(後半 )

8 深  鉢 胴部 正反の合による菱形構成 ナ デ 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 4/2
通常 9と 同一個体

9 深  鉢 胴部 正反の合による羽状構成 ヨコナ デ 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

黒褐色

10YR 3/1
良好 関山 1(後 半 )

深  鉢 胴 部
正 反の合

コンパ ス文
ヨヨナデ 繊 維 含

明黄褐色

10YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 関山 I(後半 )

深  鉢 胴部
正反の合による羽状構成

コンパス文
ヨコナデ 繊維含

橙色

7 5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 4/2
通常

Pl`

96

関山 1(後 半 )

同一個体
深  鉢 胴 部

正反の合による羽状構成

コンパス文
ヨヨナデ 繊維含

橙色

7 5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 4/2
通 常

深  鉢 胴部
正反の合による羽状構成

コンパス文
ヨコナ デ 繊維含

にぶい黄橙色

10YR 6/4

にぶい黄褐色
10YR 5/3

通常

深  鉢 胴部 正反の合 ヨコナデ 繊維含
に」(い 黄橙色

10YR 6/4

にぶい責褐色

10YR 4/3
通常 17 関山 I(後半 )

深  鉢 胴部
正 反 の合

コンパ ス文
ヨコナデ 繊維含

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい黄褐色

10YR 5/3
通常 関ll!I(後 半 )

深  鉢 胴部
縄文 RL
4条の平行沈線

ョコナデ 繊 III:含
橙色

7 5YR 6/6

にぶい黄褐色

10YR 5/3
通常 関山 I(後半 )

深  鉢 胴部
多段 ループ文

縄文 RLと LRに よる羽状構成
ヨコナデ 繊 維 含

にぶい黄橙色

10YR 6/3

灰褐色

7 5YR 4/2
通1' 関山 I(後半 )

深  鉢 日同部 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ 繊維含
にぶい褐色

7 5YR 5/4

灰黄褐色

10YR 5/2
通常

関山 I(後半)

同一個体か ?

深  鉢 胴部 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨヨナデ 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

深  鉢 胴部 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ 繊維含
にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 関山 I(後 半 )

深  鉢 胴部 縄文LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 4/2
通常 関山 I(後 半 )

深  鉢 胴部 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 5/2
通常 関山 I(後半 )

深  鉢 胴部 縄文LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ 繊維含
にぶい賞橙色
10YR 6/4

Eitr,,ffi€o
IOYR s/4

通lI 関山 I(後半)

深  鉢 底部 底面に縄文原体の施文 ? ナ デ 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

にぶい黄褐色

10YR 4/3
通常 関山 I(後半 )

(単位cm)

127



シ

(15) J一 15号住居址

住居址  第101・ 102図

J-15号住居址は、G-13グ リッドにおいて検出された遺存状態のよい住居址である。

本址は、南北5.3m。 東西5。 2mの円形を呈し、床面積14.8m2を 測る。壁の残存高は、60～ 80cm
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第 101図  」― 15号住居址 (|:80)



を測る。壁溝は幅10cm前後のものがほぼ全周する。床面は貼り床である。

ピットは、Pl～ P6が六角形に配され、これにいわゆる間仕切 り溝が連結する。問仕切 り溝と壁

までの床面は、間仕切 り溝内部の床面よりやや高くなっている。また、主柱穴のPl～ P6に 沿うよ

うに壁際にP7～ P12が配されていた。ピットの大きさは、 Plが 52× 36× 38cm、 P2が 46× 24× 64

Cm、 P3が 42× 34× 52cm、  P4が 58× 48× 68cm、  P5が 50× 44× 44cm、  P6が 52× 30× 56cm、  P7が 18×

14× 30cm、  P8が 20× 14× 4cm、  P9が 18× 12× 20cm、  P10が20× 16× 18cm、  P llが 48× 20× 4cm、  P12

が22× 18× 24cmを 測る。

住居覆土は、10層 に分層された。 I層 は砂粒を多量に含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅱ層は暗褐

色砂層 (10YR3/4)、 Ⅲ層は砂粒を多く含む黒褐色土層 (10YR3/2)、 Ⅳ層は暗褐色砂層 (10YR3/

4)、 V層は砂粒をあまり含まない黒褐色土層 (10YR2/3)、 Ⅵ層は暗褐色砂層 (10YR3/4)、 Ⅶ層

は砂粒をほとんど含まない暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅷ層はロームをプロック状に含み埋土と考え

られる黒褐色土層 (10YR3/2)、 Ⅸ層は焼土層である赤褐色土層 (5 YR4/8)、 X層はカーボンの

層である黒色土層(10YRl.7/1)、 XI層 はローム粒子を含み埋土と考えられる黒褐色土層(10YR2/

3)、 測I層 はロームをブロック状に含む黒褐色土層 (10YR3/2)であった。

Ⅵ層までの砂の互層はM-1の 溝から数回にわたり流れ込んだものと考えられる。また、VⅢ層

上面は、踏み締めあるいは叩き締めによるものか、硬化が激しく、Ⅵ‖層までのくぼみを利用して

何らかの行為が行なわれた可能性がある。Ⅵ‖層より上の層からは多量の土製円盤 (108～ 133)が

出土している。おそらくはその土製円盤を用いた何らかの行為がそのくぼみでなされたものと考

えられる。

遺物は、あまりよい遺存状

態で出土 したものはない。

炉  第102図

炉は、住居 l■ のほぼ中央に

存在 している。安山岩礫 5個

01

第 102図

r    。 瓦 ・囀 ・殴

,。“  《30ぽ
°胤7

」一 15号住居址 (炉 =|:40,住 居 =|:80)
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を配 した方形の石囲い炉で、40× 40cm深 さ10cmを 測る。

覆土は 2層 に分層された。 I層はカーボン・焼土を若干含む黒褐色土層 (10YR2/3)、 H層はロ

ーム粒子を含みカーボン・焼土を多く含む暗褐色土層 (10YR3/4)である。

遺 物  第103～ 107図 。第48～ 51表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 6)。 石鏃未成品 (7～ 9)。 ピエス・エスキーユ (7～ 9)。 石

匙 (30)・ スクレイパー (10～ 12、 31～ 36)・ 石核 (20～ 26)・ 石錐 (13)・ 磨製石斧 (41・ 42)・ 打

製石斧 (37～ 40)。 原石 (27～ 29)・ 礫器 (43・ 44)が出土 している。

土器は出土量が少なく、良好な遺存状態のものはあまりない。45は 筒状の器形を呈 し、沈線に

よる方形区画内に斜行する細沈線を充損 した土器である。 また、44は 口縁に蛇行する隆線を施 し、

有節沈線を沿わせた勝坂式土器である。

土製円盤 (108～ 133)は 26点 と数多く認められた。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 7期 もしくは第 8期)に位置付けられよう。

 ヽ                     ′
 ′        

‐‐

第 103図  J― 15号住居址出土土器 (|:4)

Iθθ



第104図  」―15号住居址出土石器 (|:2)

ヱθI



〇

第 105図  」―15号住居址出土石器 (|:3)
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第48表  」―15号住居址出土遺物一覧表 <石器・土製円盤 >
図
サ

挿
番 ‖ド  11 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 景 備   考

挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

イf 鏃 ,1ヽ ‖‖イf

スタレイ
安山岩

2 イ「  鏃 11‖花イ「 打製イf斧
ガラス質
黒色安山ギ:

′卜形

3 イf 銀 熟岨イf 5 打製石斧 グリーンタフ 下仁田産 ?

イf 鏃 Jヽ 咄 イ 打製イf斧 頁ギII 欠Jl

5 石  鏃 黒昭石 5 欠‖1 打製イf斧 安山岩 223 0 欠‖l

6 イi   例哄 黒曜イ 7 欠‖1 磨製イf斧 蛇紋岩 265 3 基部欠‖t

7
鏃
品成

石
米 黒曜イ 11 磨製イf斧 蛇紋岩 4241 基部欠‖1

8
鏃
品成

石
未 熟曜イi 礫   器 安llギ : 370 7

9
鏃
品成

右
未

熟略イ 礫   器
ホルン

372.8

スクレイ ■ヽ曝!イ |] 盤 J-- St

スクレイ
押嗅鴫iイ f 円  盤 土  製

スクレイ
黒喘イf 円  盤 土  製

イ 錐 黒晰石 8 13 先端磨滅激しし 円  盤 二11 製

L'r1 .
黒喘石 盤 Jl 製

L'rX .
黒曜イi 11 |] 盤 土  製

L'r1 '
17.+-ja 黒畷イi ll 円   盤 土  製

ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒色安山ギ:

I"  盤 土  製

ピエス・
エスキーユ

ガラス質
熟色安山ザ:

円   盤 土  製

ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒色安山ギ:

山本分析 NQ 7
八風山産

円  盤 土  製

イ 核 黒喘イ 円   盤 土  製

イ 核 熟昭イ 円  盤 土  製

石  核 熟略石 円   盤 土  製 7

7 核 黒曜石 円  盤 土  製

イf  核 黒晰イ 円   盤 土  製

7i  核 黒曜石 円  盤 土  製

イf  核 累 雌 7 円   盤 Jl 製

原   イ 黒喘イ「 11  盤 土  製

原   イ 黒喘イi 円  盤 Jl 製

原   イ 却嗅L饉 イi
|り  盤 J: 製

イi  匙 円   盤 土  製

スクレイ
頁岩 II 6 |‖  盤 Jl 製

スクレイ ガラス質
黒じ決山ギ|

|り  盤 .J-. g

スクレイ
頁ギ:H |り  盤 J: St

スタレイ ガラス質
熟色安山ギ:

27 7 円  盤 土  製

スクレイ
頁ガ:I 円   盤 土  製 67 6

(1,1"mm, g)
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第49表  」―15号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  純 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 lJ3

焼成 :主 記 備   考
外  lr l 断  面

深  鉢 日縁

26 8 キャリパー型

蛇行する隆線に紺節沈線を沿わす
ヨコナ デ 角閃イ「多量

赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい赤褐色
5YR 5/4

通常

２
層

層

７‐
Ⅶ

Ⅷ

深  鉢 嘘
～螂

パケツ11

沈線による方形区 l■J内 に細沈線 を
密集 させ る

丁寧な

ヨヨナデ
ｔ
‘
い

れ
あ
な

選
子
含

精
粒
り

灰褐色

7 5YR 5/2

灰褐色

7 5YR 6/2
良 好

10

273

深  鉢 底部
65

平行する縦位沈線 ヨコナ デ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

り〕赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深  鉢 把 手
筒状の把手にll.1巻 き状突起を付す

る
ナ デ 角閃石 多量

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通

'I

深  鉢 「
l縁

棒状]i具によるオサエを付す隆帯

連点
ヨコミガキ 黒雲 lサ 多量

にぶい赤ll色

5YR 5/4

灰黄褐色

10YR 5/2
通常 529

深  鉢 胴部 ねしれた眼銃状突起 ヨコナデ 角閃イi

1月赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

I区

ⅡI層

深  鉢 胴部
隆帯 とその脇に沿 うベ ン先状の連

続刺突
ョコ十デ 黒雲 1サ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 7/3
通常

深  鉢 月‖部
124iす るベ ン先状および半裁竹管

の連続刺突
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい橙色

5YR 6/4

灰褐色
5YR 5/2

通 常

深  鉢 月‖部
平行するベン先状および半裁竹管

の連続刺突
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 5/3
通1=

I区

V層

深  鉢 日辺
隆帯による構円区画に沿うキャタ

ピラ文
ヨコミガキ 白色fiI子

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

灰赤色
2 5YR 4/2

通常 Ⅶ 層

深  鉢 胴部 隆帯に沿 うキャタピラ文 ヨコミガキ 白色llt子
にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

によい赤褐色

5YR 5/4
通常

‖l区

Ⅷ層

深  鉢 胴部 半裁竹管の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
暗赤褐色

5YR 3/2

によい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 刻みのある隆帯 とキャタピラ文 ヨコナデ 白色llt子
灰褐色

7 5YR 4/2

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢 |:l縁
隆帯による格円区画 とキャタピラ

文
ヨコナデ 黒雲母

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅲ区

Vlll層

深  鉢 月llJ部
横位隆帯

ベン先状刺突文
ヨ コナ デ 黒雲 |じ

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2.5YR 6/8
通常

IV区

HI層

深  鉢 胴部 隆帯 とそれに沿 うキャタピラ文 ヨヨナデ 黒雲 lサ

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

Ⅵ区

Ⅲ層

深  鉢 用同部 隆帯 と半裁竹管による連続刺突文 ヨコナデ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢 月日部 半載竹管による連続刺突文 ヨコナデ 黒雲 Iじ

によい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

I区

V層

深  鉢 胴部 半裁竹管による連続刺突文 ヨコナ デ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部
半裁竹管による連続刺突文

内外面赤色途色
ミガキ |ヨ 色粒 子

褐色

5YR 4/1

にぶい褐色

7.5YR 6/3
通常

深  鉢

"同

部 半裁竹管による連続刺突文 ミガキ 黒雲 |サ

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤I18色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 HLJ部

隆帯による楕円区画
キャタピラ文、沈線
地文縄文 RL

ヨコナ デ 黒雲 lサ 多量
灰褐色

7 5YR 4/2

にぶい褐色

7.5YR 5/3
通常

Ⅳ区

Ⅲ層

深  鉢 胴部
三叉文の沈刻

ベ ン先状連続刺突文
ヨコナデ 角閃イi

にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通11

深  鉢 Dl・l部
紺節沈線

円形刺突文
ヨヨナ デ 黒雲 IJ

橙色

7.5YR 7/6

橙色

5YR 6/6
通常 上面

深  鉢 胴部
Hlltt R L

蛇イi沈線
ヨコナデ 黒雲 lサ 多量

灰褐色

7 5YR 4/2

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

(単位cm)

Iθδ



第50表 」―15号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

夕「図

番号
器 種 部 位 法  ■ 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼成 謝:記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 胴部 半織竹管による八形状の連続刺突 ヨコミガキ 黒雲 lサ 多」l
によい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

II IX

Ⅵ‖層

深  鉢 胴部 沈線 タテミガキ 黒雲母多11
橙色

2 5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 月1司 部
円文

蛇行沈線
ヨコナ デ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

2 5YR 6/6
通

'F

上而

深  鉢 胴部
111文

ハの字状沈線
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

にぶい橙色

5YR 6/3
通1, 上 面

深  鉢 胴部
|]形刺突

,■ 続刺突文
ヨコミガキ 黒雲 |サ 多11

黒褐色

5YR 2/1

権色

5YR 6/6
通常

Ⅳ区

VIl層

深  鉢 胴部
「

l形刺突、三叉文 ヨコミガキ
にぶい赤褐色

5YR 5/3

黒褐色

5YR 3/1
通常 V‖ 層

深  鉢 層同部 円形の i菫 続押圧のある隆帯 ョコナデ 黒芸 |サ

にぶい栓色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常 上 面

深  鉢
円形の ,墓 続押圧のある隆帯

縦位平行沈線
ヨコナデ 黒雲 |]多 量

にぶい糧色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常 上 面

深  鉢 胴部
沈線により幾何学的なモチーフを

出す
ョコナデ 黒雲 1〕 多Jil

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴 部 沈線 〃 キ
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

深  鉢 月日部 沈線 ヨコナデ 黒雲母多fL
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色
2 5YR 5/6

通常

深  鉢 胴部
半裁竹管腹面による横位沈線 と細

かな縦位平行沈線
ヨコナデ 白色粒子

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

II IX

V‖ 1,昴

深  鉢 胴 部
縦位沈線の区画i内 を斜位沈線がlT

める
ョコナデ 白色粒子

にぶい橙色

5YR 6/4

栓色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 黒劉 サ多 lil

にぶい赤褐色

5YR 5/3

橙色

5YR 6/6
通常 上 面 土製円盤 ?

深  鉢 曲隆帯 と沈線 ヨコナ デ 黒雲 l,多 11
にぶい赤褐色

5YR 5/4

l: j jr,.,llilll&

sYR 5/4
通 常 LttP]盤 ?

深  鉢 月同部 沈線 ヨコナデ 黒雲 母多量
灰褐色
5YR 4/2

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 渦/6き 状隆帯 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 三叉内に円文 ヨコナデ 黒雲 母多Jl
にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 黒雲 母多11
明赤褐色

5YR 5/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常 402

深  鉢 月同部
縄文 RL
沈線

ヨコナデ 黒雲母多量
灰褐色

5YR 4/2

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢
垂下す る隆線に平行す る沈線、縄

文
ヨコナデ 黒雲母多量

橙色

2 5YR 6/6

粗色

2 5YR 6/6
通常

‖IIX

‖l層

深  鉢 月同部
垂下す る隆線に平行す る沈線、縄

文
ヨコナデ 黒雲母多Jl

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

H区

Ⅵ‖llV

深  鉢 胴部 小さな刻み をもつ渦巻 き状隆帯 ヨコナデ 白色粒 子
赤褐色

2 5YR 4/6

明赤 褐 色

2 5YR 5/6
通常

I区

I11,両

深  鉢
半 月状突起、沈線

縄文 RL
ヨコミガキ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

IVIX

V‖ ,ll

深  鉢 胴部 刻みのある隆帯 ミガキ 黒皇コサ多」l
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

l明 赤褐色

2 5YR 5/6
通常

(単位cm)

ヱθ7



第51表  」
=15号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法 Fir 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼 成 ヨ主 記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 日縁 連続刺突 ョコナ デ 黒雲母多lli

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日 縁
細隆帯

縄文
ヨコミガキ 白色粒子

灰褐色

5YR 5/2

にぶい赤褐色

2.5YR 5/4
通 常

Ⅳ区

V層

深  鉢 口縁 2条の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
にぶい橙色
7.5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢 口縁 縄文 RL ヨコミガキ 白色粒子
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常 上 面

深  鉢 胴部
T字状の隆帯

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母 多量

灰赤褐色

2 5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

同一個体

深  鉢 胴部
T字状の隆帯

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

橙色

2.5YR 6/6
通常

H区

Ⅷ層

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナ デ 黒雲母 多量
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナ デ 白色粒子
にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

Ⅳ区

Ⅵ‖層

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナ デ 白色粒子
にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

2 5YR 6/6
通常

I区

V層

深  鉢 口縁 縄文 RL ヨコナデ 白色粒子
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 口 縁 平縁 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい褐色

7.5YR 6/3
通常

形

鉢

小

浅
口縁

152

内外面赤色塗彩

折 り返 し日縁
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい褐色

7.5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

iV区

VⅡ l層

小 形

浅 鉢
底部

80
底部は木葉痕等なし ヨコナデ 黒雲 母

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

(単位cm)

(16) J― 16号住居址

住居址  第108図

J-16号住居llLは 、 1-14グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-28・ J-32号住居址と

重複するが、その新旧関係はつかめなかった。

本址は、南北3.6m。 東西3.3mの方形に近い円形を呈し、床面積7.8m2を 測る。壁の残存高は、

30～ 50cmを 測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、主柱穴とみられるPl～ P4が方形に配されているほか、 P5° P6が認められた。ピッ

トの大 きさは、 Plが30× 24× 60cm、  P2が34× 32× 66cm、  P3が26× 26× 60cm、  P4が 34× 22× 50

Cmヽ  P5が20× 18× 14cm、  P6が44× 34× 10cmを 測る。

住居覆土は、 4層に分層された。 I層はローム粒子をほとんど含まない黒褐色土層 (10YR2/

3)、 H層 はロームの小プロックを含む人為的埋土とみられる黒褐色土層 (10YR3/2)、 Ⅲ層は多量
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第108図  J― 16号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)

のローム粒子を含む人為的埋土 とみられる褐色土層(10YR4/4)、 Ⅳ層はローム粒子を大量に含む

人為的埋土 とみられる黒褐色土層 (10YR3/2)であった。

遺物は、22の勝坂系の深鉢が床面よりやや浮いた状態で転倒 して検出された (図版36)。 その他

は、良好な出土状態の遺物はない。また、Ⅲ・Ⅳ層中からは安山岩礫が投げこまれたような状態

で出土している。

炉  第108図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。痛平な安山岩礫 4個 を配 したゆがんだ方形の石囲い

炉で、35× 25cm深 さ10cmを 測る。

覆土は 2層 に分層された。 I層 は焼土・カーボンを含まない暗褐色土層 (10YR3/3)、 H層はロ

ーム粒子が多量に混入しカーボン・焼土粒子を含まない褐色土層 (10YR4/6)である。
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遺 物  第109図 。第52～ 54表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 5)・ 石鏃未成品 (6～ 8)。 ピエス・エスキーユ (9)・ スクレ

イパー (13)・ 石核 (10～ 12)・ 打製石斧 (14～ 17)。 磨石 (18・ 19)が出土 している。

土器は、20・ 22が一定の復元が可能な個体であるほかは、あまり
`点数が多くない。

20は 、垂下する隆線と横位の隆線・斜行する沈線 。有節沈線等で器面が構成される深鉢で、寺

内が「後沖式」と呼称する在地系の土器と考えられる (寺内1985)。 時期的には22に 先行する土器

とみられる。

22は 勝坂Ⅲ式のキャリパー形の深鉢で、環状突起とそれをつなぐ隆線、隆線に沿った爪形の連

続刺突 (有節沈線)がみられる。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉に位置付けられるが、出土した20の いわゆる「後沖式」と22の

勝坂Ⅲ式の深鉢とに時期差がある。床面より浮いて出土した22を はずして考えると、本住居は川

原田遺跡第 8期に位置付けられよう。
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第52表  」―16号住居址出土遺物一覧表 <石器 >

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 側   考

1 石   銀 黒喘石 石   核 黒昭石

石   鏃 黒曜石 4 石   核 黒曜石

石  鏃 黒略石 5
スクレイ

黒曜石
藁科分析NQ38294

浅間大窪沢産

石  鏃 黒 曜石 打製石斧 頁岩 II

石  鏃 黒曜石 6 焼けて発泡 打製石斧 頁岩 1 欠II

鏃
品成

石
未 黒曜石 8 打製石斧 頁岩 I 断 片

7
鏃
品成

石
未 黒曜石 打製石斧 頁岩 】 断片

鏃
品成

石
未 黒曜石 磨   石 安山岩 179.4 欠ll

ピエス・
ェスキーユ 黒曜石 磨   石 安 山岩 832 1 欠lll

石  核 黒 曜石

(単位mm,g)

第53表  J― 16号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面)

胎   土

色 調
焼 成 註  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 脚
～螂 (12.5)

卜の字状に伸びる隆線
隆線に沿 う連続刺突
平行沈線

ヨコナ デ 透明粒子
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

2 5YR 6/4

や

良

や

不

333

343
後沖式

深  鉢 嗽
～螂

環状突起に接続する隆線
隆線に沿う連続刺突文
波状 日縁

ヨコミガキ 角閃石多量
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/6

やや

不良

深  鉢 回縁
環状突起、曲隆線

結節沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色
2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

Pl

346

深 鉢 口縁 隆帯、連続刺突文 ナ デ 黒雲母多量
暗褐色

7 5YR 3/4

褐色

7 5YR 4/3
通常

深  鉢 胴部 隆帯 ナ デ 黒雲母多量
黒褐色

7.5YR 3/1

によい赤褐色

5YR 5/4
通常 11

深  鉢 口 辺
ね しり状隆帯 とそれに沿 う連続刺

突文
ヨコミガキ 黒雲母多量

橙色

7 5YR 7/6

橙色

7 5YR 7/6
通常

深 鉢 口 辺 隆帯による区画内に平行沈線 ヨコミガキ 黒雲 母多量
黒褐色

7 5YR 3/1

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 月日部 鋸歯状沈線 ヨコナデ 黒雲母多量
灰褐色

7 5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 日緑 連続刺突文 ガ キ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

I区

Ⅲ層

浅  鉢 口縁 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲 母
橙色
5YR 6/8

にぶい黄橙色
10YR 7/4

通常

深  鉢 口 縁 半載竹管による連続刺突文 ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色
5YR 5/6

にぶい賞證色
10YR 6/4

通常

深  鉢 胴部
半裁竹管の連続刺突文

沈線
ヨコナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

Ⅳ区

下層

深  鉢 胴部
半裁竹管の連続刺突文

沈線
ヨコナデ 黒雲母多量

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口 縁 格子状の沈線 ヨコナデ 白色粒子
によい賞橙色

10YR 6/3

淡黄色

2 5YR 8/4
通常

深  鉢 ]同 部 斜位沈線 ヨコナデ 黒雲母 多 l■L
橙色

7.5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 口縁 環状突起 ナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 7/8
通常

(単位cm)

14θ



第54表  」一16号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

(17) J一 17号住居址

住居址  第114図

J-17号住居址は、H-14グ リッドにおいて検出された。その南側部分がわずかにJ-24号住

居址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本址は、南北4.4m。 東西3.9mの長楕円形を呈し、床面積12.7maを 測る。壁の残存高は、10cm

程度を測る。壁溝は認められない。

ピットは、壁周囲と住居内から10個 が検出された。このうち

柱穴 と考えられるのは Pl～ P4・ P8・ P9である。 ピットの大き

さは、 Plが28× 26× 24cm、  P2が34× 28× 54cm、  P3が34× 28×

44cm、  P4が40× 40× 60cm、  P5が46× 44× 10cm、  P6が46× 36×

14cm、  P7が40× 36× 24cm、  P8が32× 28× 60cm、  P9が36× 30×

30cm、  P10が20× 20× 10cmを 測る。

住居覆土は、 I層のみで、ローム粒子を含む暗褐色土層 (10

YR3/3)で あった。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉  第113図

炉は、住居址の中央に存在する。長方形の石囲い炉で、80×

ヱ44

図

号

挿

番
オ
=  

鵞i 部 位 法  量 器形および文様
調  整

(内面 )

胎   土

色    調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 口辺 環状突起 ヨコナデ 黒雲母多量
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常 一 括

深  鉢 渦巻 き状突起 ヨコナデ 黒雲母多量
にぶい賞虚色

10YR 7/4

浅黄橙色

10YR 8/4
通常

深  鉢 胴部
沈線

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい赤褐色

5YR 4/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 日同部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 母多量
灰褐色

5YR 4/2

橙色
5YR 6/8

通常

深 鉢 胴部 蛇行沈線 ヨコナ デ 黒雲母多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 ? 不 明 黒雲 母多量
橙色

7 5YR 6/6

橙色

5YR 7/8
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

浅  鉢 日縁
鋸歯状の隆帯

赤色塗彩
ヨコミガキ 黒雲母

黄橙色

10YR 8/6

浅黄橙色

10YR 8/4
良

浅鉢 ? 月同部 無文 ヨコミガキ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

(単位cm)

ト  ト

第‖3図  J―
(|

17号 住居址炉

:40)



0             2m

第‖4図  」―17号住居址 (|:80)

45× 10cmを 測 り、安山岩礫 8′点が囲む。

覆土は 1層 、構築土も 1層 に分層された。 I層 は焼土を少量含む黒褐色土層 (10YR3/2)、 H層

はロームを大量に含む構築土である褐色土層 (10YR4/4)である。

遺 物  第115図 。第55・ 56表

遺物は、あまり多く出土 していない。

出土 した石器の主な器種にはピエス・エスキーユ (1・ 2)があるのみである。

土器は、中期中葉の焼町土器・勝坂式の土器片など数十片が検出されているのみで、十分に復

元できる個体は認められなかった。

時 期

本住居址からは中期中葉の土器片が出土 したのみであるが、長方形の石囲い炉からすれば中期

後葉 (川 原田遺跡第12期 もしくは第13期)に位置付けられる可能性 も残る。
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第55表  」―17号住居址出土遺物一覧表

<石器・土製円盤 >
図
号

挿
番 器 rIIli 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1
ピエス・
エスキーユ 黒曜石

ピエス・
エスキーユ

螂̈
山本分析 No 8

人風山産

円  盤 土  製

円  盤 土  製

(単位mm,g)

熙フ
3

礎写ιttθ鋼

b化 潔参ζ轟尋夢硯1

屏凡厖 2`3

化
」亀 争 Ⅳ号住居址出土遺物 酬 =― 土器=ロ

鍼

И



第56表  」―17号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 Ill 考
外  面 断  面

3 深  鉢 口縁
渦巻 き状隆帯

半裁竹管の連続刺突文
ヨコナ デ 黒雲母

明赤褐色

2_5YR 5/6

にぶい黄橙色

10YR 6/3
通常

4 深  鉢 口 縁 半裁竹管の連続刺突文 ヨコナデ
角閃石

黒雲母

明赤褐色

5YR 5/6

赤褐色

5YR 4/6
通常

5 深 鉢 口縁 渦巻 き状隆帯 と三叉区画 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
良

深 鉢 胴部 隆帯にハの字状の刻み
ヨコミガキ

赤色塗彩
黒雲母

灰褐色

7 5YR 4/2

灰黄褐色
10YR 5/2

良

7 深  鉢 胴部 隆帯上に連続押圧 ヨコミガキ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴 部
隆帯上に連続押圧

撚糸文 ?

ヨコミガキ 黒雲母
褐色

7 5YR 4/3

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常 Pl

深  鉢 日同部 撚糸文 R ヨコナデ 白色粒子
にぶい褐色

7 5YR 5/4

明赤褐色

2.5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 3/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 口縁 大形環状突起 ヨコナデ
角閃石

黒雲母

褐色

7.5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁 渦巻 き状突起 ナ デ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 口縁 環状突起 ナ デ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 口縁
波状 口縁

隆帯
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 口縁 隆帯 ヨコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 4/3
通常

深  鉢 口縁 隆帯 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 4

深  鉢 胴部 隆帯 ヨヨナ デ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴 部 隆帯、平行沈線 ヨコナ デ
角閃石

黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母 多量

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2.5YR 5/8

によい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 沈線 ヨヨナデ 角閃石
黒褐色

7.5YR 3/1

にぶい褐色

7.5YR 5/4
通 常

深  鉢 口縁 沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 底部
垂下隆帯 と沈線

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母

にぶい賞褐色
10YR 5/3

橙色

5YR 6/8
通常

浅  鉢 口縁 内外面赤色 ヨコミガキ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 4/3

灰黄褐色

10YR 4/2
通 常

深  鉢 口緑 ヨコナ デ 白色粒子
にぶい褐色
7.5YR 5/4

にぶい褐色
7 5YR 5/3

通常

深  鉢 胴部 ヨコナ デ 黒雲母 多量
にぶい褐色

7 5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

製

盤

土

円

Ｂ

×

・
８

沈線、縄文 ナ デ 黒雲母多量
にぶい黄橙色

10YR 6/3

橙色

7 5YR 6/6
通常

製

盤

土

円

３．２×
躙

沈線、縄文、隆帯 ヨコナデ 黒雲 母多量
暗赤褐色

5YR 3/3

橙色

5YR 6/8
通常

(単位cm)

I`7



(18) J― 18号住居址

住居址  第116図

J-18号住居址は、H-12グ リッドにおいて検出された。本址は同じく縄文前期の J-390J一

44号住居址を切って存在 している。 したがってその関係は新 しいほうから順に J-18→ J-39→

J-44と なる。

本址は、南北4.Om。 東西3.8mの丸みを帯びた方形を呈 し、床面積11.6m2を 測る。壁の残存高

は、25～ 40cmを 測る。壁溝は認められない。

ピットは、炉 と壁 との間から10個 が検出された。ピットの大きさは、Plが 38× 26× 32cm、 P2が

28× 22× 20cm、  P3が24× 20× 10cm、  P4が22× 18× 10cm、  P5が 24× 22× 30cm、  P6が 20× 18× 10

Cm、  P7が 24× 20× 10cm、  P8が32× 30× 18cm、  P9が22× 20× 22cm、  Pl。が20× 18× 38cmを 測る。

住居覆土は 2層 に分層された。 I層はカーボンを多く含みローム粒子を含まない黒色土層 (10

3)γ:Ll:は

口~ム粒子・カーボンを多く含む暗褐色土層 (10YR3/ (Dγ
 引

炉   第116図
                                 0ぐ

炉は住居の中央よりやや壁よりに検出された。楕円形の地床炉で

40× 25× 5 cmを 測る。覆土は 2層 に分層された。 I層 はカーボンを多

く含み焼土を含まない暗褐色土層(10YR3/4)、 H層 は焼土層である明

Q司

ソ    v H-20

魃

尽

‐一一
０

Ｊ

Ｉ

Ｉ
′

ツ
７

円03円
  ol

P16ハ

  虎
◎P2

Iイθ

第 ‖6図  J一 18号住居址 (住居 =|:80,炉 =|:40)



赤褐色土層 (5 YR5/8)であった。

遺 物  第118・ 119図 ・第57・ 58表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 3)・ 石鏃未成品 (4)・ ピエス・エスキーユ (7・ 8)。 石匙 (5)

石核 (9～ 16)が出土している。

土器はt縄文前期諸磯 a式の土器片が数十片

検出された。

17～ 22は 半裁竹管の連続刺突文が口縁部を構

成するものである。24は 半裁竹管による平行沈

線・波状沈線が施されている。24026～ 33は 縄

文の施された胴部破片、34は 縄文の施された胴

下半部である。

時 期

本住居 t」Lは 、縄文前期後半の諸磯 a期 (川 原

田遺跡第5期 )に位置付けられよう。
第‖7図  」―18号住居址遺物分布 (|:80)
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第57表  」―18号住居址出土遺物一覧表 <石器 >

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   鏃 黒曜石 4 欠損 9 石   核 黒曜石

石  鏃 黒曜石 3 欠根 石  核 黒略石

石   鏃 黒曜石 欠損 11 石   核 黒曜石

鏃
品成

石
未 黒曜石 6 15 石  核 黒曜石

石   匙 黒曜石 石   核 黒曜石

6 剥   片 黒曜石 8 石  核 黒 B祖石

7
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 石   核 黒曜石

8
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 石  核 黒畷石 27 5

(単位mm,g)

第58表  」―18号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土
色 調

焼成 註  記 備  考

外  面 断  面

深  鉢 口縁 半裁竹管による連続刺突文 ヨコミガキ 白色粒子
黒褐色

10YR 3/2

赤褐色

2 5YR 4/6
不 良 諸磯 a(後半 )

深  鉢 目同部 半裁竹管による連続刺突文 タ テ ガ キ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 諸磯 a(後半 )

深  鉢 胴部
半載竹管による連続刺突文

刺突文、円文
ヨコミガキ 白色粒子

によい赤褐色

5YR.4/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

115

116
諸磯 a(後半 )

深  鉢 口縁
半裁竹管による連続刺突文

斜めの刻み     ｀ ヨコナデ 白色粒子
褐灰色

7 5YR 4/1

褐灰色

7 5YR 4/1
不 良 諸磯 a(後半 )

深  鉢 胴部 半裁竹管による平行沈線
・

ミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/6

によい橙色

7 5YR 6/4
良好 諸磯 a(後半 )

深  鉢 Ⅱ同部
半載竹管による連続刺突文

円文
ヨコミガキ 角閃石

によい橙色

7 5YR 6/4

にぶい黄褐色

10YR 5/3
良 好 225 諸磯 a(後半 )

深 鉢 胴部
半裁竹管による平行沈線

縄文 L
ガ キ 繊維含

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
良好 諸磯 a(後半 )

深  鉢 胴部
櫛歯状工具による波状文

平行沈線、縄文 RL
ヨコミガキ 黒雲母

暗褐色

7 5YR 3/4

明赤褐色

5YR 5/6
良好

171

295
諸磯 a(後半 )

深  鉢 胴 部
半載竹管による平行沈線で三角形

を描く。内部にItltt R L
ヨコミ//キ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
良好

42

43
同一個体

諸磯 a

深  鉢 胴部
半裁竹管平行沈線

Illtt R L
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
良好

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
明褐色

7 5YR 5/6

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常 諸磯 a

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

195

98
諸磯 a

深  鉢 月同部 縄文 RL ヨコミガキ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

196

201
諸磯 a

深  鉢 胴 部 縄文 RL タテミガキ 角閃石
によい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/6
良好 5 諸磯 a

深  鉢 胴部 Flltt R L ガ キ 白色粒子
明褐色

7 5YR 5/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常 諸磯 a

深  鉢 胴 部 縄文 RL ヨコミガキ 白色粒子
明褐色

75YR 5/6

にぶい橙色

5YR 6/4
良好

同一個体 ?

諸磯 a

深  鉢 胴 部 縄文 RL ヨコミガキ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
良 好

深  鉢 底部
75

縄文 RL ヨコミガキ
粒子を多く

含み不良

明赤褐色

5YR 5/6

褐色
7 5YR 4/3

不 良 諸磯 a

(単位cm)

151



(19) J― 19号住居址

住居址  第120図

J-19号住居址は、I-11グ リッドにおいて検出された。本住居址は、J-31住居址および J一

33住居tlLを 切って存在するものとみられる。

本 l■ は、南北5.lm。 東西4.7mの 円形を呈 し、床面積17.lm2を 測る。壁の残存高は、10cm前後

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、Pl～ P7が壁際に配されている。ピットの大 きさは、Plが 46× 38× 58cm、 P2が 38×

28× 60cm、  P3が 62× 44× 64cm、  P4が 40× 30× 58cm、  P5が 36× 32× 30cm、  P6が 38× 33× 18cm、 P7

が34× 22cmを 測る。

住居覆土は I層 のみで、ローム粒子を含まない黒褐色土層 (10YR2/2)であった。

0     2,

篭i18°
鍋Q」

⑤円
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第 120図  」一19号住居址 (住居址=|:80,炉 =|



遺物は、14の 深鉢口縁部が床面より浮いた状態で、16が床面上より浮いた状態で出土 した。

炉  第120図

炉は、住居址の中央よりやや南寄 りに存在 している。安山岩礫を配 した石囲い炉であるが、そ

の西側が壊れている。残存部で65× 50cm深 さ15cmを 測る。

覆土は 2層 に分層された。 I層 はカーボン・焼土を若千含む褐色土層 (10YR4/4)、 H層 は焼土

層で赤褐色土層 (5 YR5/8)である。

遺 物  第121～ 124図・第59～ 62表

遺物は、石器では、磨製石鏃 (1)・ 石鏃 (2・ 3)。 石鏃未成品 (4・ 5)・ ピエス・エスキー

ユ (8・ 9)。 石錐 (6・ 7)。 争J片 (10011)。 打製石斧 (12・ 13)が出土 している。

土器は、中期後葉の加曽利 E系・曽利系の土器が認められている。
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第59表  J― 19号住居址出土遺物一覧表 <石器・土偶 >
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

l 磨製石鏃 砂 岩 2 10 縁辺は剥離による 8
ピエス・
エスキーユ 黒曜石

石   鏃 黒暇石 3 9
ピエス・
エスキーユ 黒曜石

石   鏃 チャー ト 3 欠損 剥   片 硬質頁岩

4
石  鏃
未 成 品

黒畷石 11 剥   片
ガラス質
黒色安山岩

石  鏃
未 成 品

黒昭石 4 打製石斧 頁岩 II 187.8

石   錐 黒嘔石 1.7 打製石斧 頁岩 H 101.0

7 石   錐 黒曜石 9 土  偶 脚部

(単位mm,g)
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第 122図  」―19号住居址出土遺物
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第 123図  」― 19号住居址出土土器 (|:4)

155



14は 、頚部の 4単位の突起から2本の隆線が横に結び、同じ基`点
から垂下する隆線 2本が伸び

るもので、地文に縄文が施された深鉢である。16は胴部全体に縦位の平行沈線を充損した土器で、

頚部はある。18～ 20は 地文に縄文が施された後、蕨状の沈線文が施された土器である。

時 期

本住居址は、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第13期)に位置付けられよう。

吻′蝙)夕

“44

第 124図  」―19号住居址出土土器 (l:4)ヽ

第60表  」―19号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

甲

″

″

46

図

号

挿

番
器  種 部 位 法 ぜl 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎    Jュ

｀
色 調

焼 成 護  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 口 縁

地文rtltt R L
頚部には 2条の隆帯が渦巻き状突
起に結ぶ

ヨコナデ 角閃″
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

2 5YR 6/4
不 良

深  鉢 聴
～脚

地文 llltt L R

横 S字状の隆帯
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

158

103

深  鉢 聴
～邸

胴部に縦位の平行沈線 ヨコナデ 黒雲 1サ 多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢

胴部
1

底部

垂下する2条の隆線と蛇行隆線

縦位沈線
ヨコナデ 角閃イ

明赤褐色

2 5YR 5/6

によい赤褐色

2 5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
渦巻 き状沈線

縄文 RL
ヨコナデ 白色粒子

橙色

7 5YR 6/6

にぶい黄桂色

10YR 7/4
普

同一個体

深  鉢 胴部
渦巻 き状沈線

縄文 RL
ョコナデ 白色粒子

にぶい贅橙色

10YR 6/3

黄橙色

10YR 8/6
普

262

270

深  鉢 胴部

線沈行平の本線沈状
　
Ｌ

き
生
Ｒ

巻
派
文

渦
が
縄

ヨコミガキ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

浅黄橙色

10YR 8/4

(単位 cm)

15δ



第61表  J― 19号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
2粋  irl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 雛  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
縄文 RL
蛇行沈線

ョコナデ 白色粒子
橙色

7 5YR 7/6

にぶい賞橙色

10YR 7/4
普

深  鉢 1‖部
縄文 RL
蛇行沈線

ヨコナデ 白色粒子
り1赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
普

深  鉢 ::縁 突起か らTt下 す る 2条の隆帯 ヨコミガキ 黒雲 |サ

褐色

7 5YR 4/3

橙色

7 5YR 6/6

深  鉢 用‖部 縦位平行沈線 ヨコミガキ 角閃イf

褐色

7 5YR 4/3

橙色
5YR 6/8

普 一 括

同一個体

深  鉢 ll・l部
tYt位 の隆帯

縦位平行沈練
ヨコミガキ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
普

深  鉢 lll・l部
平行沈線

桁円区画沈線
ヨコミガキ

黒雲 |サ

角閃イ「

にぶい褐色

7 5YR 5/4

橙色

5YR 6/8

41

246

同一個体

深  鉢

"‖

部
14行 沈線

構円区 ldli沈線
ヨコミガキ

黒雲 |じ

角閃石

灰褐色

5YR 4/2

橙色

5YR 6/8
普

深  鉢 胴部

平行沈線
桁円区 l■l沈線
平行す る 2条の垂下隆帯

ヨコミガキ
黒雲 |サ

角閃イf

明赤褐色

5YR 5/6

投色

5YR 6/8
普

14

44

深  鉢 月‖部 14行沈線、隆帯 ヨコナデ 角閃7
橙色

5YR 6/6

橙色

7.5YR 6/6

深  鉢 斜位 の平行 沈線 ョコナ デ 角 1対 イ
明赤褐色

5YR 5/6

1明赤褐色

5YR 5/6
一 括

深  鉢 lll部
5r行 沈線 ヨコナデ 角閃イf

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
ヤ
ロ

一 括

深  鉢 llll部 隆帯による区ldll内 に平行沈線 ヨヨナデ 由色粒子
淡黄色

25Y8/4
淡黄色

2.5Y8/4
普 一 lur

同一個体

深  鉢 ll・l部 隆帯による区laJ内 に平行沈ltl ョコナデ 白色粒子
にぶい賞橙色

10YR 6/3

淡黄色

25Y8/4
一 括

深  鉢 月bl部 沈線による円形文 ョコナデ 黒雲 |サ

浅黄橙色

10YR 8/4

淡賛色

25Y8/4
普 一括

深  鉢 月‖部 平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
淡賞色

25Y8/4
淡黄色

25Y8/4
普 一 括

深  鉢 l・l部 平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
浅黄橙色

10YR 8/3

淡黄色

25Y8/4
一 llri

深  鉢 胴部
弧状隆帯

縦位平行沈線
ヨコナデ 白色Flt子

浅賞橙色

10YR 8/4

淡黄色

25Y8/4

深  鉢 nhl部
平行沈線

I● 下隆帯
ヨヨナデ 白色Flt子

黄栓色

10YR 8/6

淡黄色

25Y8/4

深  鉢 「 !キよ 斜位平行沈線 ヨコナデ 角閃イi

明黄褐色

10YR 7/6

黄橙色
10YR 8/6

通常 268

深  鉢 1‖ 部 隆帯、平イi沈線 黒雲 |サ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 刻みのある垂下隆帯 と平イi沈線 ヨコナデ 角閃イi

明赤褐色

5YR 5/6

褐色

7 5YR 4/3
通11 275

深  鉢 層同部
垂下隆帯 と平行沈線

点状刺突
ョコナ デ 黒雲 lサ

1月赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通,I 一 括

深  鉢 BLl部 縦位の平行沈線と蛇行沈線 ヨコナ デ 角閃イi

1明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 7/8
通常

深  鉢 月‖部 ハの字状沈線 ヨコミガキ 角閃イi

橙色

5YR 6/6

t:i:t "&ti&,
IOYR 7/4

良

深  鉢 底部
垂下降帯

ハの字状の沈線
ヨコナ デ |′ 1色粒 fr

橙色

5YR 6/8

黄橙色

7 5YR 7/8
適1= 一括

(単位cm)
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第62表  J― 19号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 底部

隆帯による逆 U字区画内に横位平
行沈線
縄文 RL

ヨコミガキ
黒雲 母

角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

」-19

南

深  鉢 胴部
垂下隆帯、平行沈線

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2.5YR 5/8
通常

J-19
南

深  鉢 底部
縦位平行沈線

Flltt R L
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 7/6
通常

深  鉢 胴部
渦巻き状沈線

縄文 RL '
ヨコナデ 黒雲母

褐色

7 5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 BFl部 縄文 L ョコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

によい賞橙色

10YR 6/4
通常

212

218

深  鉢 突起
ラッパ状の突起

ハの字状の隆帯と沈線
ナ デ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

(単位cm)

(20) 」-20号住居址

住居址  第126図

J-20号住居址は、H-13グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-34号住居址と接してい

る。

本址は、長軸3.9m・ 短軸3。 3mの楕円形を呈し、床面積8.8m2を 測る。壁の残存高は、50～ 70cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼り床である。

ピットは、Pl～ P7が壁際に配されていた。このうちP6・ P7は フラスコ状に下部の膨れるもの

であった。ピットの大きさは、Plが 26× 18× 16cm、 P2が 20× 16× 28cm、 P3が 22× 16× 52cm、 P4

が36× 30× 28cm、  P5が24× 16× 30cm、  P6が38× 36× 40cm、  P7が42× 34× 38cmを 測る。

住居覆土は、 4層 に分層された。 I層 はローム粒子をほとんど含 まない黒色土層 (10YR2/

1)、 H層 はロームの小プロックを含む人為的埋土とみられる褐

色土層 (10YR4/6)、 Ш層は多量のローム粒子を含む人為的埋土

とみられる黒褐色土層(10YR2/3)、 Ⅳ層はローム粒子をよく含

む人為的埋土とみられる黒色土層 (10YR2/1)であった。

遺物は、32の焼町系の深鉢が床面に転倒 した状態で検出され

た。また、埋甕炉には阿玉台系の底の抜けた深鉢を用いている。

その他は、良好な出土状態の遺物はない。

炉  第125図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。阿玉台系の底の抜

けた深鉢 を用いた埋甕炉で、30× 30cm深 さ25cmを 測る。

158

Ｑ

一
‐ム翻シ‐

一

第 125図  」-20号住居址炉

(| :40)



£

Ｅ
一

◎ P2

◎“  P

Vミ|

礫濡∫
・ぽ

t響¶ゝ"』
Ю計“_凶

∫嚇磁
‖
氏

第126図  」-20号住居址 (|:80)

覆土は 3層 に分層された。 I層 は焼土は含 まず若千のカーボンを含む暗褐色土層 (10YR3/

3)、 H層は焼土をよく含みローム粒子が混入する赤褐色土層 (5 YR4/6)である。また、埋甕炉

を覆 うのはロームの埋土である (黄褐色土層 10YR5/6)。

遺 物  第127～ 132図 。第63～ 68表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 6)・ 石鏃未成品 (7)。 石錐 (8。 9)・ ピエス・エスキーユ

(10～ 17)・ スクレイパー (25～ 28)・ 石核 (18～ 24)。 打製石斧 (29)・ 石皿 (30)。 磨石 (31)が

出土 している。

土器は、主に以下のものがみられる。

159



32・ 33は 、地文に縄文を施し、環状突起を曲隆線とそれに沿う沈線が結ぶ焼町系の深鉢である。

41は 、日縁部に一部刻みをもつ隆線によって隅丸方形の区画が描かれ、胴部には横位の隆線から

蛇行する沈線が垂下する阿玉台Ⅲ式の底の抜けた深鉢である。40は ラッパ状の形態を有する無文

の深鉢である。

45は 穴の開く4単位の波状口縁の浅鉢で赤彩がみられるものである。44は 、有節沈線によって

平行線と花弁状の文様を描いた浅鉢でやはり赤彩がある。また、39は 勝坂系の深鉢の把手である。

42の土器の底部には木葉痕がみられる。

また、123は 棒状の土製品である。

時 期

本住居址は、33の焼町系の深鉢などより、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 8期)に位置付け

られよう。

第63表  J-20号住居址出土遺物一覧表 <石器 >

lTI図

番号
器  仙 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 all  考

1 イf 鏃
ガラス質
黙色安山ギ:

14
Ura.

黙曜イ

2 イi 鏃 黒曜7i イi  核 黒略7

3 イ 鏃 黒曜イi 13 石  核 黒曜イ 11

4 イ 鏃 黒曜7i 欠11 7i  核 熟曜イ

5 イ 鏃 黒畷石 石   核 黒畷イ

6 石   鏃 JH鱗出イ「 あるいは7f匙 ? イf  核 黒喘石

7
鏃
品成

石
米 黒畷7i 石   核 黒喘イi

イ 錐 黒略イi 17 イi  核 却嗜出にイi

イ「  錐 熟曜石 5 先端欠甚1

スタレイ
Iギ :I

L'r1.
r7'*-a 黒 畷イf 5 10

スクレイ
頁ギ:II

L'ra.rz.+-f ■
一

17 10
スクレイ 安1山 ギ:

ピエス・
エスキーユ 黒雌石 5

スクレイ 安山ギ:

L'ra.
r1+-a 熟曜イi 打製石斧 頁ギ:II

ピエス・
エスキーユ コH鴫にイi

25 イ 皿 安 山岩 断 ,1

ピエス・
エスキーユ 熟喘イi

"ヽ

  イ 安山ザ: 欠II

ビエス・
エスキーユ 熟曜石

(単位mm,g)
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第 132図  J-20号住居址出土土器 (|:4)

第64表  J-20号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

32 深 鉢 嘘
～邸

一　
一略

起突状
Ｒ
芽
線

Ｌ

沈ヽ

文
起

ヽ

縄
突
線

文
状
隆

地
環
曲

ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色
2 5YR 5/6

赤褐色

2 5YR 4/6

やや

不良

深  鉢 胴部
地文縄文 LR
環状突起、曲隆線

ヨコナデ 黒雲母
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通 常 978

深  鉢 突起 渦巻 き状突起 ヨヨナ デ 黒雲母多量
明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

(単位cm)
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第65表  J-20号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 rlrl 部 位 ツ: 11 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 突起 環状突起 ナ デ 黒雲母
橙色

7 5YR 7/6

橙色

7 5YR 7/6

やや

不良
―括

深  鉢 突起 環状突起 ナ デ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

I区

I層下部

深  鉢 突起 眼鏡状突起 ヨコナデ
白色粒子

多 lli

橙色

5YR 7/6

に」(い 賞橙色

10YR 6/3

やや

不良
同一個体

深  鉢 胴部
環状突起

曲隆線
ヨコナデ

白色粒子

多量

橙色

5YR 7/6

にぶい賞橙色

10YR 6/3

やや

不良

深  鉢 把 手
半 裁竹管の連続刺 突 を施 した隆

線。円形刺突
ミガキ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/8

通常

深  鉢 喩
～螂

無文

ラッパ状の器形
ヨコナデ 黒雲母多量

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

616

634

内面炭化物

附 a‐■

深  鉢 嘘
～囲

32 0 日縁には、刻みのある隆線などで
構円区画付す
半裁竹管の連続刺突

ヨコナデ 黒雲母 多11
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/3
通 常 炉胎土器 阿玉台式

深  鉢 脚
～邸 98

無文 ヨコナデ 黒雲母多量
にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

2 5YR 6/6
通常

218

388

深  鉢 底部
100

縦位沈線

底部に木葉痕
ヨコナデ 黒雲母多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

浅  鉢 噌
～螂

(332)
(132)
(112)

ベ ン先状工具による結節沈線で、

平行線 と花びら状の文様 を描 く
丁 寧 な ミガ キ 角閃石

l:irL.ffig
SYR 6/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
良好

617 外面 日唇に

赤彩が残 る

浅  鉢 峠
～螂

(440)
185
156

ハの字状の 4単位の日縁に円形の

透かしがある

丁寧な

ヨコミガキ
角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

日縁内外面に

赤彩が残 る

深  鉢 日縁
隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコミガキ 黒雲母 多量

灰褐色

5YR 4/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 988

深  鉢 胴部
渦巻 き状沈線

隆帯
ヨコナデ 黒雲母

暗赤褐色

5YR 3/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部 平行沈線による三角形の文様 ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4
通常

深  鉢 用同部
蛇行沈線

爪形状の連続刺突文
ヨコナデ 角閃石

黒褐色

7 5YR 3/1

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 日 縁 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲母多量
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

‖l区

I層

深  鉢 日縁
隆帯 とそれに沿 うペ ン先状の連続

刺突文
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい褐色

7 5YR 5/4

黒色

7 5YR 7/1
良

同一 個体

深  鉢 日 辺
隆帯 とそれに沿 うベ ン先状の連続

刺突文
ヨコミガキ 白色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

黒褐色

7 5YR 3/1
良

I区

I層

深  鉢 日辺
隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコミガキ 黒雲 母

l:il t;ilrl$&

2.'YR 4/4

赤褐色
2 5YR 4/6

通常

深  鉢 胴部
爪形状の連続刺突文

三叉文
ョコナ デ 角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3
通常 炉

深  鉢 l二:縁
隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコナ デ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 炉

深  鉢 胴部
隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコミガキ 角閃石

橙色

5YR 6/8

にぶい栓色

5YR 7/4
通常

深  鉢 胴部
隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコナ デ 角閃石

黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

深  鉢 胴部
爪形状の連続刺突文

細か く蛇行す る沈線
ョコナ デ 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通常

深  鉢 用‖部
隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコミガキ 黒雲 母

B音 赤褐色

5YR 3/4

晴赤褐色

5YR 3/6
通常

(11布Lcm)
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第66表  」-20号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

小F図

番号
器 種 部位 ツ: 1婦 : 器形および文様

調  整

(内 tri)

lFi  J
色 調

焼 成 J「 言じ ‖む  考
外 

“

i 脚: lni

深  鉢 月‖部
隆イ‖

紺mi沈線
ヨコミガキ 角閃石

∫11褐 色

5YR 3/1 '1褐

色

5YR 2/1
通常

I lg

H層

深  鉢 ll縁 爪形状の j菫 続刺突文 ヨコミガキ rrlド 1ィ

‖キ赤褐色

5YR 3/2

晴赤褐色

5YR 3/4
通1,

II!区

H層

深  鉢 |:ホよ
降帯による方形 lX山i内 をキャタピ

ラ文がlTめ る
ヨコミガキ /rl l刈 イ「

赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通常

深  鉢 用‖部
平行沈線、隆帯

爪形状連続刺突文
ヨコミガキ 角閃イ|

■1褐 色

5YR 3/1

黒褐色

5YR 2/1
通常

ill lぶ

I層

深  鉢 月‖部
隆帯による桁円IXldli内 にキャタピ

ラ文が沿う
ヨコミガキ Frl隊 1イ i

1男 赤褐色

5YR 5/6

′‖色

10YR 2/1
通常

II!ズ

I層

深  鉢 月‖部
隆帯による桁円 lXldli

爪形状の連続刺突文
ヨコナ デ 熟雲 |リ

にぶい褐色

7 5YR 6/3

赤褐色

2.5YR 4/6
通lr

深  鉢 :1縁
隆帯による格円区 dll内 に爪形状の

連続刺突文
ョコナ デ 角閃イi

灰褐色

7 5YR 5/2

灰褐色

7 5YR 5/2
通常

深  鉢 月同部
隆帯による格円区 dli内 に

'氏

形状の

連続11突文
ヨコナデ |′ 1色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい賞権色

10YR 7/2
通常

II区

H層

深  鉢 月‖部
沈線による格円lg画 内に連続刺突

文、三 りl状沈線
ヨコナデ 」ll雲 lサ

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい褐色
75YR 5/3

通 常
I区

I層

深  鉢
沈線による桁円 lX dli内 に連続刺突

文、二 月状沈線
ヨコミガキ 熟雲 lサ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

灰褐色

5YR 5/2
通常

深  鉢 月‖部
平行沈線

爪形状の連続刺突文
ヨコミガキ 角閃イf

にぶい赤褐色

5YR 5/3

|り1褐灰色

7 5YR 7/2
良 好

II IX

l,M

深  鉢 8の字状の突起 ヨコミガキ 角供1イ

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常 表面

深  鉢 刻みのある環状突起 ヨコミガキ 黒雲 け多量
赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい褐色

7 5YR 5/4
iLrl常

深  鉢 |~:縁 渦巻 き1人 突起 ヨコナデ 角閃イf

にぶい褐色

7 5YR 5/4

橙色

7 5YR 6/6
通 常 927

深  鉢 日縁
曲隆帯、沈線

爪形状の連続刺突文
ヨコナ デ 角閃イ「

‖キ赤褐色

5YR 3/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通fr

深  鉢 H縁
刻みのある隆帯

平行沈線
ョ コナ デ 黒」コサ多tt

椎色

5YR 6/6

灰褐色

5YR 6/2
通常

深 鉢
曲隆帯

爪形状の連続刺突文
ヨコミ″キ 黒雲 lサ

にレ,:い 赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2 5YR 4/6
良 好

深  鉢 l:ホよ
日唇は交 Jliに 刻みを入れ蛇イi41状

の効果を出す
ヨコミガキ ∫1ヽ雲 |サ 多,It

りl赤褐色

2 5YR 5/6

1明赤褐色

2 5YR 5/6
良 好

Ⅳ!区

I層

深  鉢
爪形状の連続刺突

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 |サ 多量

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

Ⅳ区

H llV

深  鉢 ll級 日唇に連続 した刻み を入れる ヨコナデ 熟雲 け多:嬌 :

1月赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 |:縁
波状の隆帯、それに沿 う 2条の沈

線、llltt L R
熟雲 lサ 多量

暗赤褐色

5YR 3/4

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 日縁 沈線による方形の区 i山 i ヨコナデ 熟雲 け多量
晴赤褐色

5YR 3/2

1明赤褐色
2 5YR 5/6

通常
992

998

深  鉢 月‖部
隆帯、沈線

縄文 RL
ヨコナデ 熟雲 lサ 多11

にぶい赤褐色

5YR 5/4

褐灰色
5YR 4/1

通常

深  鉢 用‖部
弧を描 く沈線

縄文 LR
ヨコナ デ ′‖星ζlサ 多Jit

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

によい赤褐色

2 5YR 4/4
通 ,「

216

80

深  鉢 月‖部
カギ状に曲が る隆帯

爪形1人 の11突 、縄文 LR
ヨコナデ :熱雲 1サ 多:職

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

(単位cm)
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第67表  」-20号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

llrl図

番号
器 11 部位 湿ξ :社 器形および文様

lJ8  整

(内面)

胎   J
色 調

焼成 ‖:記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 月l・l部
蛇行沈線、円形刺突

組文 LR
ョコナデ 黒ヽ111サ 多:疑

暗赤褐色

5YR 3/2

赤褐色

2 5YR 4/6
通11

lII l区

H lll

深  鉢 月‖部
蛇行沈線、11形刺突

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 |サ 多量

晴赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

2 5YR 5/8
通11

:lllg

H lll

深  鉢 胴部
3条の沈線

縄文RL
Zく り1 黒雲 |゛ 多■

にぶい栓色

5YR 6/4

1り]赤 褐色

2 5YR 5/6
通11

深  鉢 月‖部 縄文 LR、 沈線 ヨコミガキ 黒雲 |サ

|:i:r,'dillio
sYR 5/4

灰褐色

5YR 5/2
通常

Ⅲ IX

l l14

下面

深  鉢 月‖部 llltt R L ヨコナデ
黒雲 |サ

白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/3

黒褐色

5YR 2/1
通常

Il:lX

H lll

深  鉢 月‖部
縄文 RL
隆帯、沈線

ガ キ 黒雲 lサ

にぶい構色

7 5YR 6/4

にぶい栓色

7 5YR 6/4
通常

II lg

l層

深  鉢 「
l縁 隆帯、沈線 ヨコナデ 黒雲 lサ

黒褐色
7 5YR 2/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 底部

Jh隆帯、沈線による逆U字 IX画 内
にハの字状沈線
三叉文の沈刻

ヨコナデ
黒雲 母

角閃イf

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通1=

深  鉢 llll部 隆帯、 2条の蛇イi沈線 ヨコナデ
黒雲 lサ

角閃石

1月赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

549

85

深  鉢 DFl部
環状突起か ら隆帯が派上、それに

沿 う沈線
ヨコミガキ

黒雲 1サ

角閃イf

にぶい赤褐色

5YR 4/3

黒褐色

5YR 2/1
it,子

深 鉢
曲隆帯、沈線

三又文の沈刻
ヨコナデ 角閃イi

黒褐色

5YR 3/1

黒褐色

5YR 2/1
通1杵

Ⅳl区

I!g

深 鉢 胴部 曲隆帯、沈線 ヨコミガキ 黒雲 |サ

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
良好

深  鉢 月‖部 隆帯、沈線 ヨコナデ ■ヽ雲 |サ

にぶい楡色

7 5YR 7/4

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常 232

深  鉢 胴部 隆帯、沈線 ョコナデ 角閃イf

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

l:.i:!.lrl.ti0,
2.'YR 4/4

通常
Ⅳl区

I,“

深  鉢 胴部 隆帯、沈線 ヨコナデ 角供1イ f

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢

"‖

部 隆帯、沈線 ヨヨナデ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部 蛇行沈線 ヨコナデ 黒雲 母
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

Ⅳ lg

l llV

深  鉢 胴 部
突起、キャタピラ文

三叉文の沈刻
ヨコナデ ■ヽ雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

赤褐色

2 5YR 4/8
通,I

:II lg

H層

深  鉢 月‖割
`

環状 突起 ヨコミガキ 黒情奮け多メ
‐
it

にぶい褐色
7 5YR 5/3

t:i1'-#ft)0,
lOYR 6/3

通常

深  鉢 日 縁
日唇に刻み

2条の横位平イ「沈線
ヨコナデ 白色llf子

にぶい■俺色

10YR 6/4

褐色

7 5YR 4/3
通常 一括

深  鉢 月‖部
隆帯状に,塾 統刺突文

三角形の刺突文
ヨコミガキ 角閃石

にぶいyt褐色

10YR 5/3

灰黄褐色

10YR 4/2
通常

I Ig

II,"

深  鉢 |‐ l縁 突起上に細かな連続刺突 ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい投色

5YR 6/4
通常 688

深  鉢 日緑
細い隆帯の両脇に爪形状のil統刺

突を施す
ョコナ デ 黒雲 け

にぶい投色

5YR 6/4

にぶい構色

5YR 6/4
通常

I lg

l llM

深  鉢 胴部 沈線による渦巻 き状のモチーフ ヨコナデ 黒雲 |サ 多■
にぶい賞椅色

10YR 7/4

構色

5YR 6/6
舶‖

ⅣIズ

1,"

深  鉢 隆帯、沈線 ヨコナデ |:1色粒子
灰色

7 5YR 6/1

灰黄褐色

10YR 6/2
軟り

"

(単位cm)
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第68表  」-20号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
図

サ

挿

番
器 lF 部位 ツ: ザit 器形および文様

調  整

(内 ini)
肝) :|

色 調
焼 成 1言じ 備   考

外 mi 附F ini

深  鉢 |1縁 横位・斜位沈線 ヨコナデ |′ 1色ホ立:r
に í:い黄椎色

10YR 7/3

にぶい文綸色

10YR 7/2
軟リリ

深  鉢 隆線および沈線 ヨコナ デ |′ 1色粒 :r
にぶい桁色

7 5YR 7/4

に.::い賞権色

10YR 7/3
軟 弱

深  鉢 DFl部
爪形状の刻みとllP圧 によって蛇イi

状の効果をもたせた横位隆帯
ヨコミガキ |′ 1色粒 fF

黒褐色

10YR 3/1

にぶい褐色
7 5YR 6/3

通,I 衣 mi

深  鉢 ll縁 縄文 RL ヨコミガキ ′‖雲lサ

にぶい椅色

5YR 6/3

褐灰色

5YR 4/1
良好

深  鉢 11縁 縄文 LR ヨコナ デ 黒芸 け多,1
にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通 ,「

:111メ:

l層

深  鉢 層l・l部 組文 LR ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

|り1赤褐色

5YR 5/8
通常 表面

深  鉢 H縁 小形、縄文 RL ヨコナデ 角閃イi

にぶい褐色

7 5YR 5/3

■ヽ褐色

7 5YR 3/1
通常

:11 製

円 盤

卸
×
５．０

縄文RL ヨコナデ 黒雲 |サ

赤褐色

2 5YR 4/6

灰黄褐色

10YR 5/2
通常 935

浅  鉢 11縁
折 り返 し日縁

内外 l「赤色途彩
ヨコミガキ 角 i刈イi

晴赤褐色

2 5YR 3/3

灰褐色

5YR 4/2
良好

201

995

鉢 日縁 無文 ヨコミガキ 熟雲 |サ 多11
黒褐色

10YR 2/3

|り]赤褐色

5YR 5/6
通常 567

鉢 :1縁 無文 ヨコナデ
熟雲 |サ

角閃イf

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

771

943

鉢 |1縁 無文 ヨコミガキ |′ 1色粒子
にぶい賞橙色

10YR 6/3

にぶい黄栓色

10YR 6/3
通 iii

浅  鉢 胴部 無文 ヨコミガキ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

lり]赤褐色

2.5YR 5/8
良 好

615

638

(単位cm)

(21) 」-21号住居址

住居址  第133図

J-21号住居址は、 J-11グ リッドにおいて検出され、 J-33号住居址 と重複する。

本址は、南北6.5m。 東西6.5mの 円形大形住居で、床面積31.3m2を 測る。壁の残存高は、15cm

程度である。壁溝は認められない。その東側部分は削平を受けている。

ピットは、壁に沿って 7 4Elが 検出され、柱穴 と考えられる。ピットの大きさは、Plが 58× 56×

56cm、 P2が 58× 58× 60cm、 P3が 50× 48× 64cm、 P4が 48× 44× 70cm、 P5が 56× 52× 62cm、 P6が 74×

68× 56cm、  P7が56× 54× 64cmを 測る。

住居覆土は 3層 に分層された。 I層 はローム粒子をよく含む暗褐色土層(10YR3/4)、 H層はロ

ーム粒子をプロック状に含む褐色土層 (10YR4/6)、 Ш層は多量のローム粒子を含む黄褐色土層

(10YR5/6)であった。

遺物は、先端の欠けた29の石棒がPlの脇、床面よりやや浮いた状態で検出された。

17θ
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第133図  」-21号住居址 (住居〓 |:80,炉 =|:40)

炉  第133図

炉は、住居llLの 東南よりに存在する。一部を破壊されるが、安山岩礫による石囲い炉で、残存

部は80× 50× 15cmを 測る。また本炉の南西に礫数点がみられるが、これは本炉址の前段階の炉の

残骸 とみられ、焼土等もその下から検出された。
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第 134図  」-21号住居址出土石器 (|～ 19=|:2,20～ 26〓 |:3)



覆土は 2層に分層された。 I層は焼土・カーボンをまったく含まない褐色土層 (10YR4/4)、 H

層はロームのプロック状堆積で焼土・カーボンをまったく含まない黄褐色土層 (10YR5/6)であ

る。

遺 物  第134～ 137図・第69～ 72表

遺物は、石器では、石鏃 (1・ 2)。 石鏃未成品 (3～ 5)・ 石錐 (8・ 9)・ ピエス・エスキー

ユ (10～ 17)・ スクレイパー (6・ 7)・ 石核 (18～ 20)。 打製石斧 (22～ 26)・ 磨石 (27・ 28)が

出土している。その他、先端が欠け、焼けこげのある安山岩の石棒29が出土している。

土器は加曽利E系・曽利系の破片が出土している。21は 無文の浅鉢で、比較的残 りのよいもの

である。

時 期

本住居址は、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第13期)に位置付けられよう。

|

135図  J-21号 住居址出土遺物

(27・ 28=|:3, 29・ 30=
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第 136図  」-21号住居址出土土器 (|:4)



鵞い化由屁で亀M41鰈化54

84

第 137図 」-21号住居址出土遺物 (|:40,91=|:2)

第69表  」-21号住居址出土遺物一覧表 <石器 0土偶 >
図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   鏃 チャー ト 3
UrZ'
rx+-r-

ガラス質
黒色安山岩

2 石   鏃 黒曜石 欠lll
url' ガラス質

黒色安山岩

3
石  鏃
未 成 品

黒略石 石  核 黒曜石

鏃
品成

石
未 黒曜石 5 石  核 黒曜石

5
鏃
品成

石
未 黒略石 5 17 石  核

ガラス質
黒色安山岩

453 7

6
スクレイ

黒曜石 6
スクレイ

安山岩 103 9

7
スクレイ

黒曜石 9 打製石斧 凝灰岩 欠打l

8 石   錐 黒曜石 7 打製石斧 頁岩 I 欠損

9 石   錐 黒曜石 2 打製石斧 安山岩 11 欠lll

UrX.
r7.+-f 黒曜石 5 打製石斧 頁岩 I 欠lll

ur^.
I7.+--1 黒曜石 7 打製石斧 頁岩 I 欠ljl

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 7 磨   石 安 山岩 1.277 0 欠lll

ピエス・
エスキーユ 黒昭石 磨   石 安 山岩 185.0 欠 lll

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 11 石  棒 安 山岩 3,470 0 欠Jl

urx. ガラス質
黒色安山岩

9
山本分析No9
人風山産

土  偶 脚部

(単位mm,g)
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第70表  J-21号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼成 註  記 備   考

外  面 断  面

浅 鉢 口縁

(400)
無文

丁寧な

ヨコミガキ
角閃石

橙色

7 5YR 7/6

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常

内外面に赤形

がわずか残る

深  鉢 胴部
蛇行沈線

平行沈線
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3
通常

深  鉢 胴部
渦巻 き状の沈線

爪形状の連続刺突文
ヨコミガキ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 B同部 円形刺突 ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

赤褐色

5YR 4/8
通常

深  鉢

'同

部 縦位・斜位・横位の沈線 ヨコナデ 角閃石
灰褐色

7 5YR 4/2

浅黄橙色

10YR 8/4
軟質

深  鉢 胴部 コイル状の縦位隆帯 ヨコミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 398

深  鉢 胴部
ねしり状隆帯

縄文LR
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 7

深  鉢 胴部
横位隆帯、沈線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 月同部
沈線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2.5YR 4/6
通常

深  鉢 月同部 撚糸文 L ョコナ デ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 層同部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 用同部 沈線 ヨコミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 ― 括

深  鉢 口縁
円形突起

斜位沈線
ヨコナデ

黒雲母

角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日 縁 刻みのある球状の突起 ヨコナ デ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常 289

深  鉢 「
l縁

曲隆帯

曲隆線
ョコナ デ 角閃石

橙色

5YR 6/6

にぶい賞性色

10YR 7/3
通常

深  鉢 口 辺 横位に刻みのある隆帯 ヨコナデ
角閃石

黒雲母

赤褐色

2 5YR 4/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 に1辺
曲隆帯

曲隆線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯、沈線 ョコナ デ 白色粒子
橙 色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 斜位沈線 ヨコナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 縦位沈線 ョコナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口緑 刻みのある蛇行・横位隆帯 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  34・ 日 縁
横位・蛇行隆帯

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢
「

1縁
8の字状の突起か ら 2状の隆帯が

派生
ヨコミガキ 角閃石

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
良好

深  鉢 日縁
渦巻 き状の突起か ら 2状の隆・riが

派生
ヨコミガキ 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 日縁 結節 し、刻み をもつ隆帯 ョコナ デ 黒雲母
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
良好

(単位cm)

17δ



第71表 」-21号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器 11 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 lL記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 :‐ l辺 突起か ら 2条の隆帯が派生 ョコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
良好

深  鉢 日縁 隆帯、縄文 RL ヨコナデ 角閃石
暗赤褐色

2 5YR 3/3

l: j:r,.rrtiiti8,

5YR 5/4
通常

深  鉢 日 縁 隆帯、縄文 LR ヨコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/6

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通,I

深  鉢 「
:縁

隆帯による細長区 l■Jの 中に縄文 R

Lを 施す
ヨコミガキ 角閃石

暗赤褐色

5YR 3/2

赤褐色

5YR 4/8
通常

深  鉢 l‐l縁

横位隆帯

縄文 RL
ヨコミガキ 角閃石

暗赤褐色

5YR 3/2

杜色

5YR 6/6
通常

深  鉢 日 辺 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
褐色

7 5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 日 辺
隆帯、縄文 LR
内外面赤色塗彩

ヨコミガキ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

黒褐 色

10YR 3/1
通常

同一個体

深  鉢 日 辺 隆帯による格円区画内に縄文 LR ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

黒褐色

10YR 3/1
通常

深  鉢 胴部 Hlltt L R、 隆帯 ヨコミガキ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
良好

深  鉢 日 縁
横位隆帯、上部に縦の平行す る刻

み、下位にハの字状沈線
ヨコミガキ

黒雲 |サ

角閃石

黒褐色

5YR 3/1

l:j:r'tilli&
sYR s/4

良好

同一個体

深  鉢 |‐ l縁

横位隆帯、上位に縦の平行す る刻

み、下位にハの字状沈線
ヨコミガキ

黒雲 iV

角閃石

喘赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
良好

深  鉢 I'1縁
横位隆帯、上位に縦の平行す る刻

み、下位にハの字状沈線
ヨコミガキ

黒撃 母

角閃石

黒褐色

5YR 2/2

にぶい赤褐色

5YR 4/3
良 好

深  鉢 日縁
横位隆帯、上位に縦の平行す る刻

み、下位にハの字状沈線
ヨコミガキ

黒雲 |サ

角閃石

l:-i:1.&(!
7.sYR 6/4

にぶい構色

7 5YR 6/4
良 好

深  鉢 月同部
結合する2条の縦位隆帯

ハの字状沈線
ョコナ デ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

455

242

深 鉢 胴部
2条の縦位隆帯

ハの字状沈線
ガ キ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

同一個体

深  鉢 胴部
2条の縦位隆帯

ハの字状沈線
タ テ ガ キ ffl閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

り1赤 褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴 部
斜位沈線

2条の隆帯
ヨヨミガキ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 BLI部 ハの字状の沈線 ヨコミガキ 角閃イi

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

橙色

5YR 6/6
通常

165

537

深  鉢 月同部 ハの字状の沈線 ヨコミガキ 角閃イi

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい橙色
7 5YR 6/4

通常

深  鉢 胴部 ハの字状の沈線 ヨコナデ 角 lkHイ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 515

深  鉢 胴 部 ハの字状の沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

l:.ix 't{-illlfJ
sYR 5/4

通

'F

深  鉢 胴 部 ハの字状の沈線 ョコナデ 黒雲 lサ

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4
通常

深  鉢 Bl・ l部
渦/6き 状隆帯、刺突

ハの字状沈線
ヨコミガキ 黒雲 |↓

にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴 部
渦巻 き状隆帯

ハの字状沈線
ヨコミガキ 黒雲 |サ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
渦巻 き状隆帯

沈線
ヨコミガキ 黒雲 1サ

にぶい赤褐色

5YR 5/3

橙色

5YR 6/6
通常

(llitLcm)
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第72表  」-21号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
図

号

挿

番
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土
色    調

焼 成 目1  言己 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 渦巻 き状隆帯 ヨコミガキ 角閃石
橙色
5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 347

深  鉢 胴部 ハの字状沈線 ヨコミガキ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 ハの字状沈線 ヨコミガキ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 ハの字状沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい責橙色

10YR 7/4
通 常

深  鉢 胴部 ハの字状沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 炉

深  鉢 胴部 ハの字状沈線 ヨコミガキ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 縄文R{[|ミ ヨコナデ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 層同部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

によい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 底部

一　

一

６‐７

3条の沈線

縄文 RL
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
良好

浅  鉢 月同部
無文

内面赤色塗彩
ヨコミガキ 角閃石

橙色

7 5YR 6/6

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

(単位cm)

(22) 」-22号住居址

住居址  第138図

J-22号住居址は、 I-14グ リッドにおいて検出された。本址の床面の下からはJ-38号住居

址が検出された。両者は、そのプランが同心円状に一致することから、 J二 38→ J-22と いう建

替えを想定できるが、異なる住居のプラン上の重複の可能性も否定できないため、一応別の呼称

をとった。

本址は、南北6.5m。 東西6.4mの 円形の大形住居で、床面積27.3m2を 測る。壁の残存高は、20～ 40

cmを 測る。壁溝は幅15～ 30cmの振幅をもつ。ピットは、壁を取り巻くように7個の柱穴が検出さ

れた。 ピットの大 きさは、 Plが52× 50× 60cm、 P2が42× 30× 74cm、 P3が30× 26× 60cm、 P4が 30×

24× 58cm、  P5が 34× 30× 74cm、  P6が 40× 30× 58cm、  P7が46× 40× 70cmを 測る。

住居覆土は 4層 に分層された。 I層は若千のカーボンを含む黒褐色土層 (10YR2/3)、 H層 は若

千のローム粒子を含む黒褐色土層 (10YR3/2)、 Ш層は若千のローム粒子を含む黒褐色土層 (10

YR3/1)、 Ⅳ層はローム粒子を大量に含む人為的埋土 とみられる褐色土層 (10YR4/4)であった。

炉

炉は検出されなかった。
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第 138図  」-22号住居址 (|:80)
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遺 物  第139～ 142図 。第73～ 77表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 5)・ 石鏃未成品 (6・ 7)・ スクレイパー (9・ 16)・ ピエス

エスキニユ (9～ 12)・ 石核 (13～ 15)。 打製石斧 (17～ 22)が出土 している。

土器は、あまり多く出土 していないが、縄文中期後葉加曽利 E系の土器片がみられる。

81は 土製円盤、82は 赤彩のなされた耳飾 りである。

時 期

本住居址は、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第12期 もしくは第13期)に位置付けられよう。

鮒ム

Kl_
第 140図  」-22号住居址出土遺物 (|:4,82の み |:2)
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第 141図  」-22号住居址出土土器 (|:4)



鯰已曜鰤夕“
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第 142図  」-22号住居址出土土器 (|:4)

第73表  」-22号住居址出土遺物一覧表 <石器・土製品 >

第74表 」-22号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 fril  考

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   鏃
ガラス質
黒色安山岩

山本分析No10
人風山産

石  核 黒畷石

石   鏃 黒 Blli石 欠損 石   核 黒曜石

石   鏃 黒曜石 3 欠損 石  核 黒 略石

4 石   鏃 黒曜石 7 4 欠損
スクレイ ガラス質

黒色安山岩
53.3

石   鏃 黒昭石 3 欠IIl 17 打製石斧 安山岩 194 8

鏃
品成

石
未 黒昭石 5 11 打製石斧 安山岩

7
鏃
品成

石
未 黒曜石 17 5 打製石斧 頁岩 I 1508 欠損

スクレイ
黒曜石 9 打製石斧 頁岩 】 8 欠Jl

L'r1 .

AA+_:L 黒曜石 7 打製石斧
ガラス質
黒色安山岩

欠lA

urx.r7.+-: 黒曜石 9 打製石斧 緑色片岩 1132

ura.
r- Z +-:a 黒略石 円   盤 土 製

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 耳 飾 り 土 製 赤色塗彩

(単位mm,g)

(単位cm)

18θ

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼成 謝::こ 備   考

外  面 断  面

深  鉢 把 手
立方体の把手に 4つのi査 かし窓カ

あく
ヨコミガキ 角閃石

橙色

7 5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
良好

深  鉢 突起 眼鏡状突起 ヨコナデ 角閃石
橙色

7 5YR 6/6

によい橙色

75YR 6/4
通lI 893

深  鉢 突起 W字状に隆線 を添付する ョョナ デ 黒雲 母
橙 色

7 5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 日縁 蛇行す る隆帯 ヨコナデ 角閃石
褐 色

75YR 4/4

にぶ い褐 色

7 5YR 5/4
通常 757



第75表  」-22号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法 fil 器形および文様

調  整

(内面 )

胎  」1

色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 日 縁 .
日唇に隆帯 を沿わせ る ヨコミガキ 黒雲母多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深  鉢 口 縁
隆帯による格円区画内に沿 う連続

刺突文
ヨコナデ 黒雲 母多量

橙色

5YR 6/6

にぶい黄橙色

10YR 7/3
通常 822

深  鉢 用同部 垂下隆帯 と蛇行隆帯 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 月同部 楕円キャタピラ文 ヨコナデ 角閃石
橙色

7 5YR 7/6

橙色

7.5YR 7/6
通常

深  鉢 口 縁 沈線、折 り返 し日縁 ョコナ デ 黒雲母 多量
暗赤褐色

2 5YR 3/2

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部 環状突起か ら曲隆帯が派生 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯、沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 月同部 曲隆帯、平行沈線 ヨコナデ 黒雲母多量
橙色
5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 ハの字状沈線 ヨコナデ 黒雲母 多量
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
良好

深  鉢 月同部 平行 して並ぶ列点 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

によい赤褐色

5YR 5/4
通常 376

深  鉢 胴部 沈線による区画内に列点刺突 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 隆帯、ハの字状の沈線 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 壁溝内

深  鉢 胴部
沈線間に斜位およびハの字状の短

沈線
ヨコナ デ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
沈llRに よる円形モチーフ

周囲に平行沈線
ヨコミガキ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深  鉢 口 縁
中央に沈線の入る隆帯による渦巻
き状のモチーフ

ヨコミガキ 角閃石
橙色

2.5YR 6/8

橙色

2 5YR 6/8
通常

深  鉢 I同 部
刻みをもつ隆帯

三又文の沈刻
ヨコナデ 角閃石

橙色
2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁
隆帯上交互の押圧による蛇行状の

効果
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

にぷい赤褐色

2 5YR 4/4
通 常

深  鉢 ]同 部
刻み をもつ 2条の横位

隆帯
ョコナ デ 黒雲母

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日 辺
刻みをもつ横位隆帯

撚糸文 L
ヨコミガキ 黒雲母

晴赤灰色

2 5YR 3/1

明赤褐色

5YR 5/6
通 常

深  鉢 胴部
刻みをもつ 2条の垂下隆帯 と縦位

平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
刻み をもつ 2条の垂下隆帯

撚糸文 R
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 576

深  鉢 胴部
刻み をもつ 2条の垂下隆帯 と縦位

平行沈線
ヨコナ デ 黒雲母

明赤褐色

2.5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 刻み をもつ隆帯 と平行沈線 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常 367

深  鉢 胴部 刻みをもつ隆帯 と平行沈線 ヨヨナ デ 黒_‐ 母
赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4
通常

深  鉢 胴部
T字状に交差する隆帯

縦位平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

(単位cm)

ヱθ4



第76表  」-22号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

IFlス l

番サ
器  お[ ‖S位 ツ: :吐 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   上
色 調

焼成 l主 記 側   考
外  面 断  rll

深  鉢
trl位隆帯

縦位iF行 沈線
角閃イi

浅黄橙色

10YR 8/4

浅黄橋色

10YR 8/4
軟質

深  鉢
2条の隆帯

ir行沈線
ヨコナデ 黒雲 |サ

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 縦位沈線 黒雲 |サ

橙色

5YR 6/6

構色

5YR 6/6
通常

深  鉢 底部 縦位沈線 ヨヨナデ /rl閃イf

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通11

深  鉢 月‖部 撚糸文 L ヨコナ デ
角閃イf

黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
蛇行隆帯

斜位沈線
ガ キ

角閃石

黒雲 |サ

り]赤褐色

2 5YR 5/6

り]赤 褐色

2 5YR 5/6
通,I

深  鉢 月‖部
縦位沈線

4.ltt L R
ナ デ

角閃石

熟雲 |サ

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通1ケ

深  鉢
縦位隆帯

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 月H部
撚糸文 L

沈線
ヨコミガキ 角閃イi

暗赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

2 5YR 5/8
通,「

深  鉢 !~1繊

||え緑

l.ltt R L
ガ キ 角閃イf

褐色

75YR 4/3
t: -irr,. ili t,
7.5YR 4/3

良 好
635

深  鉢 |‐ :縁

|14緻

縄文 RL
ヨコナデ 角閃石

灰黄褐色

10YR 4/2

にぶい黄褐色

10YR 5/4
通11

深  鉢 1同部 縄文 LR タテナデ rrl閃 ィf

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙 色

5YR 6/8
通1[

深  鉢 lll・1部 撚糸文 R 角閃イ
1月赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常 629

深  鉢 月‖部 組文 LR ヨョナデ 角閃イi

明赤褐色
5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 月‖枷S 縄文 RL ヨヨナデ rrl閃 ィ
にぶい桁色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/8
通,I 870

深  鉢 月‖部 縄文 LR 角閃イ「
lり]赤 褐色

2 5YR 5/8

|り]赤 褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 l‐ l繊 隆帯による格円 lgtti内 に斜位沈線 ヨコミガキ 角閃イf

にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

深  鉢 :~l縁 隆帯による区画内に撚糸文 L ヨコナデ 角閃イf

にぶい■俺色

10YR 6/4

桁色

5YR 7/6
通常

深  鉢 :~1縁 隆帯による円形 IXldIJ内 に撚糸文 R ヨコミガキ 角閃イ
にぶい赤褐色

5YR 5/4

楡色

5YR 6/6
通常

深  鉢 l~1縁 縄文 LR ョコナ デ Frl閃イ
橙色

7 5YR 6/6

にぶい構色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 用‖部
横位隆帯

渦巻 き状および斜位沈線
ョコナデ 角閃イ「

l:.iir 'rrlll8,
sYR 4/3

橙色

5YR 6/6
通,I

浅  鉢 「 1ホよ 赤彩の有無は不明 ョコナデ 角閃イf

明赤褐色

2 5YR 5/6

灰黄褐色

10YR 5/2
通常

浅  鉢 Il縁
蛇行隆1+

赤彩の有無は不1明

ヨコミガキ 角閃イf

にぶい賛権色

10YR 7/3

にぶい責橙色

10YR 6/3
通常

浅 鉢 |~l隷

小形

赤彩の有無は不明
ヨコミガキ 角隊iイ i

に́ i:い赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
良 好

深  鉢 |:緻 ヨヨナデ rrl l丈1ィ i

にぶい赤|1色

5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通,I

(単位cm)
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第77表  J-22号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法 lir 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調

焼 成 誰 記 備   考
外  面 断  面

浅 鉢 口縁 赤彩の有無は不明 ヨコナデ 黒雲 1サ

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 底部 ヨコナデ 黒雲 母
橙色

2 5YR 6/6
通常

製

盤

土

円

３
．

７

×

４
．

０
端正 な円形 Zく 明 黒雲 1母

にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通,I

(単位cm)

(23) J-23号住居址

住居址  第143図

J-23号住居址は、 I-13グ リッドにおいて検出された。本住居址は、 J-34号住居址を切っ

て存在する。あるいは本址を住居址とするには問題が残るかもしれない。

本址は、南北3.2m。 東西2.5mの 円形を呈し、床面積5。 7m2を 測る。壁の残存高は、20cm前 後を

測る。壁溝は認められない。床面は貼り床である。

ピットは検出されなかった。

判
雹
閂
曰
巫

住居覆土は 2層 で、 I層はローム粒子を含

む黒褐色土層 (10YR3/2)、 H層 はロームを大

量に含む褐色土層 (10YR4/4)であった。

遺物は、良好な出土状態のものはない。

炉

炉は、検出されなかった。

遺 物  第144図 。第78。 79表

遺物は、石器では、石核 (1)と 打製石斧

(2)が出土 している。

土器は、中期中葉の小破片がわずかに認め

られるにすぎない。

時 期

本住居址は、少量の遺物のため位置付けが

難 しいが、縄文時代中期中葉 と考えられよう

か。

Q呵

シ

卜 △

18δ

第 143図  」-23号住居址 (|:80)



第78表  」-23号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器 11 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 il 備   考

挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 il 備   考

1 核 月嗜‖‖イi 9 74 打製石斧 宏 山岩 9 未成謂:

(単位mm,g)

第79表  」-23号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

小「図

番号
器 紙 部 位 法 :疑 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   二L
色 調

焼 成 離 記 備   考
外  面 断  面

3 深  鉢 |~:縁 波状沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 月‖部 沈線 ヨコナ デ 黒雲 母
にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

5 深  鉢 月‖部 l詢臓111 ヨコナデ 黒雲母
赤褐色

2 5YR 5/6

赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月‖部
刻みの入る隆帯

沈線
ヨコナデ 黒雲11

によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 月日部 コイル状突起か ら隆帯が派生 ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 :‐ 1縁 突起部 ヨコナ デ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常

深  鉢 胴 部 ハの字状の沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月‖部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 iV
にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 4/3
普

ll 深  鉢 月H部 撚糸文 R ヨコナデ 黒雲 lサ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6

深  鉢 月H部 縄文 RL ョコナ デ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6

(単位cm)

ご

~ 1

1

魯

8

第 144図  J-23号 住居址出土遺物 (|=|:2, 2=|:3, 3～ 12=|:4)

ル

７

β

５

ノ

４
理野″

月
〃

ルム

嘔
|

■ヽ｀
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(24) 」-24号住居址

住居址  第145図

J-24号住居址は、H-14グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-17号住居址・D-152号

土坑に切 られて存在 している。

本址は、長軸4.9m。 短軸4.8mの 円形を呈 し、床面積14.2m2を 測る。壁の残存高は、50～ 60cm

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

コ|   |ミ

J-24号住居址

(住居 =|:80,炉 =|:40)

Qコ
冒

くこ》P2               
＼

｀
● ハヘ Q

188

第 145図



ピットは、 Pl～ P6が壁際に五角

形状に配されていた。 ピットの大 き

さは、Plが 38× 30× 56cm、 P2が 46×

38× 72cm、 P3が 42× 42× 70cm、 P4が

62× 30× 64cm、  P5が 40× 34× 50

Cmヽ  P6が44× 30× 70cmを 測る。

住居覆土は、 7層に分層された。

I層 はローム粒子をほとんど含まな

い黒褐色土層(10YR2/2)、 H層 はロ

ームの小ブロックを含む人為的埋土

とみ られ る黒褐 色 土 層 (10YR3/

2)、 Ш層は多量の焼土を含む黄褐色

土層 (10YR5/6)、 Ⅳ層はローム粒

子 。ロームプロックを含む人為的埋

第 146図  」-24号住居址遺物分布 (|:80)

土 とみられる暗褐色土層 (10YR3/4)、 V層 はロームの小プロックを含む人為的埋土とみられる黒

褐色土層 (10YR2/2)(Ⅵ 層はローム粒子を含まない黒色土層 (10YR2/1)、 Ⅶ層はローム粒子を

含まない黒色土層 (10YRl.7/1)で あった。

遺物は、47・ 48049の焼町系の深鉢破片が住居中央の床面上から検出された。

炉  第145図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。円形の石囲い炉で、45× 40cm深 さ10cmを 測る。炉の

中央には、あたかも蓋をしたかのように安山岩の扁平な礫が伏せてあった。

覆土は 1層 のみである。 I層は焼土は含まず若千のカーボンを含む暗褐色土層 (10YR3/3)で

あった。

遺 物  第147～ 155図 。第80～ 86表

遺物は、石器では、有茎石鏃 (1)・ 石鏃 (2～ 7)・ 石鏃未成品 (8～ 10)・ 石錐 (H・ 12)。

ピエス・エスキーユ (16～ 27)・ スクレイパー (13～ 15、 39～ 41)・ 石核 (29～ 31)0磨製石斧 (33)0

打製石斧 (34～ 38)・ 原石 (32)・ 磨石 (43～ 46)・ 軽石円盤 (42)が出土 している。

土器は、縄文の地文に曲隆線・沈線・眼鏡状突起などを施す、新巻類型あるいはプレ焼町など

といわれる深鉢がみられる (47・ 48・ 49)。 119～ 169も 同系統の土器破片 と考えられる。

52は 、日縁部文様帯に、隆線による三角形の区画の内部に玉抱三叉文 を配 し、胴部には直線あ

るいは渦巻 き状の懸垂文のみられる土器である。

54・ 55・ 61～ 66は 阿玉台系の深鉢の破片、77～ 88は 勝坂系の土器である。58は コップ状の小形

189



-0-卜◎1凩籟―巫01ÅΔI齊Å|スAfh
◆        ―

       も
~   1   /~2 の

    3       4       5   :    6

ハ
閣
同
Ｗ

(1〔〔〔il:〕|-3-妙-0-疇
曾―

C-9軋―《―飩
心            26

い 一
出〈

cm ヘ

6-隋
―
l―m_馘‐0_荀 に_子抒 鉤‐

7⌒
   8 6 9   -       10    

。   11

25

19θ

第 147図  」-24号住居址出土石器 (|:2)



つ
　

３５

一

Ｒ

ＩＩＩ

ＩＩ‐

リ

‐ハ豹「『脚硼馴判賣́　３３

ｙ
鰈

穆

く〔IIIIIII〕  ゝ        37



かЫ
第 149図  J-24号住居址出土遺物 (|:4)

土器、59は 無文の浅鉢 である。

時 期

本住居 llLは 、川原田遺跡第 7期に位置付け られ よう。
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:6)第 150図  」-24号住居址出土遺物 (|:4,展 開図 |
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第 151図  J-24号住居址出

土遺物 (|:4)

第80表  J-24号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
サ

挿
番 器 11 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 lit 備   考

図
サ

挿
番 ォ∫  lrl 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 有茎石鏃 熟喘石 欠‖1
ピエス・
エスキーユ 黒曜イ

2 イ 鏃
ガラス質
黒色安山ギ:

4
ピエス・
エスキーユ 黒畷 7i

3 イ 鏃 黒曜イ 5
ピエス・
エスキーユ 黒 lliイ

イ 鏃 黒Ⅱ薇イ 3
U:L1.
a7.+-3- 黒曜″ 11

5 イ 鏃 黒略イ 3 07 判   片 黒曜イf

鏃 黒曜イi 3 欠11 イ 核 黒喘イf 9

鏃 黒曜イf 5 欠‖t イ 核 黒曜イf

鏃
品成

石
未 黒畷石 5 欠It イ 核 黒曜 7f

鏃
品成

石
未 黒畷イf 8 欠損 り京   イ ■ヽ曜イf

鏃
品成

石
未 黒 曜石 8 磨製イf斧 蛇紋ツ:

ll 7f  錐 黒昭イ 6 打製石斧
グリーン
タフ 1053

石   錐
ガラス質
黒む女山ザ:

打製石斧 頁岩 】

スクレイ
黒略イi 5 打製石斧 子〔ギ:I

スクレイ
熟 曜イf 打製/1斧 安山岩

スタレイ ガラス質
黒色安山ギ|

8 欠llt ll製石斧 頁ギ:I H66

ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒む長山ギヤ

23 8
スクレイ ガラス質

黒色安山ギ:

9

Ur1.
a7+-t-

ガラス質
黒色安山岩

山本分析NoH
八風山産

スクレイ
安 山ギ:

ピエス・
エスキーユ 黒曜イf 9 3

スクレイ 頁ツII 151 8

ピエス・
エスキーユ 熟曜石 7 円  盤 軽 イ

Ur1.
r7.{-f 黒曜イf 磨   イ 安 山ギ: 221 4

ピエス・
エスキーユ 黒曜イ 磨   イ 安 山 389 0

エスキーユ 黒曜イ 磨  イ「 安 lll 378 0

Ua^.
a^+-r_ 熟曜イ 磨   イ 安山ギ: 338 7

(単位mm,g)
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第81表  」-24号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

165

167

168

挿図

番号
器  FFl 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎  土
色 調

焼 成 itti 言己 備   考
外  面 断 面 、

深  鉢 瞬
～脚

(404) 地文縄文 LR    .
環状突起。隆線   '
2条の沈線 を波状に施 す

ヨコミガキ 角閃石
赤褐色

5YR 4/6

橙色

5YR 6/6
通常

深 鉢 胴部
115

地文縄文 LR
環状突起か ら蛇行 して垂下す る隆
帯 4単位。沈線

ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/8

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通 常

深  鉢 月同部

一　

一

０

．

地文Flltt L R

環状突起に結び垂下する隆線
ヨコナデ

明赤褐色

5YR 4/8

にぶい赤褐色

5YR 6/4
通常

808

1293

深  鉢 日 縁 環状突起 ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/6

橙色  ;
5YR 6/6

通常

深  鉢 突起 環状突起 ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 嘘
～脚

２． 口縁には隆線による三角区画が連
な り、中を三叉文、玉抱三叉文が
埋め る

ヨコミガキ
白色粒子

多11

明赤褐色

2 5YR 5/8

橙色

2 5YR 6/6
通常

739

830

深  鉢 日縁
隆線。有節沈線

EE抱 三叉文
ヨコミガキ 黒雲 母多量

によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4

や

良

や

不

1136

1478

深  鉢 用同部
蛇行 して垂下す る隆帯
3本の平行沈線文
列点状の刺突文

ヨコナデ 黒雲母 多量
にぶい橙色

5YR 7/4

橙色

5YR 6/6
通常

834

779

深  鉢 月同部 4本の沈線により円を描 く隆帯 ヨコナデ
黒雲母 多量
白色粒子
多 lir

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/8

やや

不良

1034

1207

深  鉢 月同部
地文縄文 LR      、

連続す るオサエを施 した隆線
ヨョナデ 黒雲母 多量

橙色
5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6

やや

不良

1510

1517

深  鉢

用同部
S

底分 (112)
縄文 LR ナ デ 角閃石

明赤褐色
5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通常

1059

1559

(単位cm)
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第82表  」-24号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
器 ネn 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成 議:記 俯   考
外  面 断  面

コ ッ プ

1人二111ヽ

l‐l緑

底部

60
80
38

小形 コップ状

無文
ナ デ 黒雲 lサ

り]赤 褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通

'I

322

492

浅  鉢
「 :ホよ

底部
無文 ヨコミガキ 黒雲 |゛少量

灰褐色

5YR 5/2

にぶい橙色

5YR 6/4

や

良

や

不

645

1525

赤彩等の痕跡

はみられず

鉢 底部 内部に段 を有す る ガ キ 黒雲 lサ少量
赤褐色

2 5YR 4/6

lln赤 褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 :~1縁
j菫 続刺突文 ヨコミガキ 黒雲 |サ 多li

にぶい橙色

7 5YR 6/4

灰黄褐色

10YR 6/2
通

'1

704

深  鉢 月‖部 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲 |サ 多lir

にぶい橙色

5YR 6/3

椎色

5YR 6/6
通常

47

1163

深 鉢 月‖部
i菫 続刺突文

横位沈線
タテナデ 黒雲母多lir

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶ い褐 色

7 5YR 5/3
通常

深  鉢 胴部 連続弧状沈線 ヨコナデ 黒
=ヨ

す多量
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい黄FI色

10YR 6/3
通常 775

深  鉢 胴部 連続弧状沈線 ヨコナデ 黒雲 1サ 多j証
橙色

2 5YR 6/6

栓色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
突起か ら曲隆帯が派生、それに沿

う平行沈線
ヨコナデ 黒雲 lサ 多,1

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 1‖部 突起 とそれに沿 うj菫 続刺突 ヨコナ デ 黒雲 lサ 多量
糧色

5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 6/2
通常 778

深  鉢

"同

部
刻みのある隆帯

平行沈線
ヨコミガキ 熟雲 |サ 多it

黒色

7 5YR 1 7/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通1'

深  鉢 胴部 4条の平行波状沈線 ヨコミガキ 黒雲 |サ 多ゴ1
黒色

5YR 1 7/1

黒褐色

5YR 3/1
通常

深  鉢 :~1縁

隆帯区画に沿いベ ン先状刺突文、

円文、三叉文
ヨコミガキ 角閃イf

灰褐色

5YR 4/2

灰賞褐色

10YR 5/2
通常

深  鉢 「
:縁

隆帯区画に沿いベ ン先状刺突文、

円文、三叉文
ヨコミガキ 角閃イf

にぶい赤掲色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

深  鉢 l「l緑 隆 1子 に沿 う速統刺突文 ヨコナ デ 角閃石
にぶぃ赤褐色

5YR 4/3

褐灰色

5YR 4/1
通常

深  鉢 胴部

コイル状の突起か ら刻みのある曲
隆線が派生
沈線、連続刺突文

ヨコナデ りi ri P
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通1ケ 片岩 を含む P

深  鉢 月‖部 隆帯に沿 う爪形状の連続刺突文 ヨコミガキ 角閃イ「
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 表 lfli

深  鉢 胴部 隆帯に沿 う爪形状の連続刺突文 ヨコナデ 角閃イi

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常 262

深  鉢 胴部
隆帯、爪形状の連続刺突文
ベ ン先状の連続刺突文
三叉文

ヨコミガキ 角供17f
にぶい赤IS色

5YR 5/3

灰黄褐色

10YR 5/2
通常

深  鉢 胴 部
隆帯

爪形状・ベ ン先状連続刺突文
角Ⅸ

'イ

f

り】赤褐色
2 5YR 5/6

り〕赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
沈線

連続刺突文
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

り]赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 :~l緻 連続刺突文 ヨコミガキ 角 INイ i

にぶい褐色

7 5YR 6/3

灰褐色

7 7YR 5/2
通常 472

深  鉢 :「l縁 日唇状の刻み ヨコナ デ 角閃イi

によい赤褐色

2 5YR 4/3

暗赤褐色

2 5YR 3/4
通 常

深  鉢 日縁 沈線による逆 U字状文の 1菫 続 ヨコナデ 角閃イf

灰褐色

5YR 4/2

灰褐色

5YR 4/2
通常

深  鉢 胴部 縦位沈線 ヨコナデ 角閃イf

にぶい赤褐色

5YR 5/4

灰褐色

5YR 4/2
通常

(li14Lcm)

′99



第83表  」-24号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
挿図

番号
器 rfl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成
=主

記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 月‖部
垂下隆帯

縦位・横位の平行沈線
ヨコナデ 角閃石

1月赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/8
通常

深  鉢 底部
垂下隆帯

縦位・横位の平行沈線
ヨコナデ 角閃イi

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 用同部
平行沈線による区画内に鋸歯状沈

線
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

栓色

5YR 6/8
通常 1285

深  鉢 胴部
平行沈線による区ldli内 に鋸歯状沈

線
ヨコナデ 角閃イi

橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
爪形状の連続刺突文により円を描

く
ヨコナデ 角閃7f

明赤褐色

5YR 5/6

楡色

5YR 6/8
通常

深 鉢 胴部 沈線、爪形状の連続刺突文 ヨコミガキ 角閃イi

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 日縁
横位・蛇行隆帯上に爪形状の連続

刺突文
ヨコナデ 角閃イf

にぶい橙色

75YR 6/4

褐灰色

7 5YR 4/1
通常 922

深  鉢 胴部
爪形状の連続刺突文

縄文 RL
タテナデ 角閃″f

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深  鉢 日縁
日唇の隆帯上に爪形状の連続刺突

三叉文、斜位沈線
ガ キ 角閃イf

灰褐色

5YR 4/2

橙色

5YR 6/6
良 好

深  鉢 層同部
沈線およびベン先状の連続刺突に

よる方形
ヨコナ デ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部
沈線による区lal内 に爪形状の列 .点

刺突
ョョナ デ 角閃乙f

にぶい赤褐色

5YR 5/3

によい赤褐色

5YR 4/4
通常

深  鉢 突起 突起」二に爪形状の連続刺突文 ヨコナデ 角閃Zf
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通11

深  鉢 層l・3部
沈線による区画内に爪形状の連続

申J突文
ヨコナデ 黒雲 母多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YRウ 6
通常

深  鉢 :::縁
地文は無節の縄文 r

沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通 常

深  鉢 胴部
隆帯

沈線による区画内に縄文
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 592

深  鉢 胴部 連続刺突文 ヨコナデ 黒雲 1じ

にぶい赤褐色

5YR 4/3

赤褐色

5YR 4/8
通常

深  鉢 胴部 沈線 ヨコミガキ 角閃石
晴赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
曲隆帯上に刻み

沈線
ヨコナ デ 黒雲母

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 日 縁
縄文 LR
横位隆帯

ヨコナデ
黒雲母

角閃石

によい赤褐色

5YR 4/3

黒褐色

5YR 3/1
通常 補修孔

深  鉢 11:縁 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 母
赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3
通常

深  鉢 |::縁
折 り返 し日縁

無節の縄文 2
ヨコミガキ 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 7/3

灰褐色

7.5YR 5/2
通常

深  鉢 !:l縁 縄文 RL ヨコミガキ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/6

褐灰色

5YR 4/1
通常 表 面

深  鉢 胴部 無節の縄文 2 ヨコナ デ
黒雲母

角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通 常

1251

1214

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナ デ
黒雲母

角閃石

暗赤褐色

5YR 3/2

晴赤褐色

5YR 3/6
通常 炉 内

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ
黒雲 母

角閃″i

にぶい赤褐色

5YR 4/4

晴赤褐色

5YR 3/6
通常

(単位cm)

2"



第84表 」-24号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 誌  記 lU  考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常

深  鉢 月l・l部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲 1サ

にぶい赤褐色

5YR 4/3

晴赤褐色

5YR 3/6
通常

深  鉢 月‖部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常

深  鉢 胴部 隆帯 とそれに沿 うキャタピラ文 ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

深  鉢 層同部 縄文 RL ョコナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
軟 質

深  鉢 胴部
沈線による渦巻 き上に円形の連続

刺突
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい赤褐色

2 5YR 4/2
通常

深  鉢 ::l緑 細い隆帯 と隆帯上に連続刺突文 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

暗赤灰色

2 5YR 3/1
通常 1095

深  鉢 胴部 横位沈線 ヨコナ デ
黒雲 |サ

角閃石

橙色

5YR 6/6

栓色

5YR 6/6
通,I

深  鉢 胴部 結節沈線 ヨコナデ 角閃石
褐色

7 5YR 4/3

暗赤褐色

5YR 3/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 用F・J部 爪形状の連続刺突文 ヨコナ デ 角閃71
にぶい黄褐色

10YR 7/2

黒褐色

10YR 3/1
通常

深  鉢 日緑 爪形状の連続刺突文 ョコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 698

深  鉢 胴部
沈線、三又文の沈刻

縄文 LR
ヨコナデ

角閃石

黒雲 lサ

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
曲隆帯とそれに沿う2条の沈線

llutt L R
ヨコナデ 黒雲 母

黙褐色

5YR 2/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
渦巻き状隆帯

縄文LR
ヨコナデ 角閃石

黒褐色

5YR 3/1

t: j:r,-,rFlli&

sYR 5/4
通常

深  鉢 胴部
蛇行す る隆帯 とそれに沿 う 2条の

沈線、縄文 RL
ヨョナ デ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通lI

深  鉢 胴部

蛇Fiす る隆帯とそれに沿う2条の
沈線、三叉文の沈刻
縄文LR

ヨヨナデ 角閃イ
赤褐色

25YR 46
赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 胴部
垂下隆帯、鋸歯状および縦位の沈

線、縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母

にぶい橙色
5YR 7/4

にぶい橙色
7 5YR 7/3

通lI

深  鉢 胴部
隆帯、蛇行沈線

縄文 LR
ヨコミガキ 黒雲 l゛

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通lF 1502

深  鉢 胴部
波状の沈線

Ill文

ヨコミ〃キ 黒雲 |サ

暗赤褐色

5YR 3/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常 4

深  鉢 胴 部 隆帯、沈線、縄文 ヨコナデ 角閃イ
喘赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 4/3
IErl常

深  鉢
隆帯

蛇行沈線
ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 4/4

暗赤褐色

5YR 3/4
通11

深 鉢 胴部
蛇行沈線

組文 LR
ヨコミガキ 黒雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深 鉢 胴部
蛇行沈線

縄文 LR
ヨコナデ

黒雲 |゛

角閃石

熟 褐 色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深 鉢 月‖部
蛇イF沈線

縄文 LR
ヨコナデ

黒雲 |サ

角閃石

暗赤褐色

5YR 3/3

暗赤褐色

5YR 3/2
通常

深  鉢 胴部
蛇行沈線

縄文 LR
ヨコナデ

黒雲 lサ

角閃7:

にぶい赤褐色

5YR 5/3

灰褐色

5YR 5/2
通 1「

(11位 cm)

2θ■



第85表  」-24号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿区l

番号
器 ネ[ 部位 ツ: :猛 器形および文様

調  整

(IAli「 )

胎   J
色 調

焼成 J「 記 備   考
外  面 断 lr

深  鉢
ll・1巻 き状の沈線

縄文 LR
ョコナ デ /rl閃 イ

橙色

5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通11

深  鉢 月‖部
沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 |サ

暗赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
iLrl■

深  鉢 月‖部
沈線

縄文 LR
ョコナデ 黒雲 lサ

にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 4/4
iurl常 1332

深  鉢 1‖部
沈線

組文 LR
黒雲 |サ

黒褐色

5YR 2/1

にぶい赤褐色

5YR 5/3
iLrlfF

深  鉢 1‖部
沈線

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

暗赤褐色

5YR 3/2

黒褐色

5YR 3/1
通常

深  鉢 月‖部
沈線

縄文 LR
ヨコナ デ /rl β尋イf

黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

深  鉢

"同

部
沈170

組文 LR
ヨコナデ 熟雲 |サ

黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 月‖枷S

小形

沈線、縄文
ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 4/3

暗赤褐色

5YR 3/6
通 常

深  鉢 |~l縁

日唇の突起に刻み

平行沈線
ヨコナ デ frl閃イi

り17D.褐 色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月‖部
環状突起か ら曲隆帯が派生、それ

に沿 う沈線
ヨコナデ 黒雲 lチ 多量

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 月H部 渦巻き状の突起から曲隆帯が派生 ヨコナデ 角閃石
晴赤褐色

5YR 3/4
明赤褐色

5YR 5/8
通 常

深  鉢 月‖部
刻みのある環状突起か ら出1隆 帯が

派生
ヨコナデ 黒雲 |サ

明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 1576

深  鉢
「

pl部
隆帯、沈線

円文
ヨコナデ 黒雲 け

明赤褐色

2 YR5/6
明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 I・l部 隆帯、沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ
赤褐色

5YR 4/8

晴赤褐色

5RY 3/6
通1語

深  鉢 月‖部
蛇行する隆帯

それに沿う2条の沈線
ヨコナデ ■ヽ掌キ1寸

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部 蛇行す る 2条の沈線 ヨコナ デ 黒雲 母
晴赤褐色

5YR 3/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 沈線 ヨコナデ 黒皇謝ま多量
明赤褐色

25R5/6
明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常

839

1352

深  鉢 口 縁 曲隆帯 とそれに沿 う布節沈線 黒雲 lサ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 l~l縁
隆帯による円形区 l■ i内 に爪形状の

連続刺突文
ヨ ヨナ デ 黒芸 lサ 多量

黒褐色

5YR 3/1

明赤褐色

5YR 5/8
通常 844

深  鉢 用同部 曲隆帯 とそれに沿 う有節沈線 ヨコナ デ 黒雲 lサ 多量
にぶい赤褐色

5YR 5/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常

深  鉢 月日部
有節沈線

円文
ヨコミガキ 黒雲 lサ 多量

暗赤褐色

5YR 3/2

暗赤褐色

5YR 3/6
通常

深  鉢 月‖部 曲隆帯 とそれに沿 う有節沈線 ヨヨナデ 黒雲 |サ 多量
暗赤褐色

5YR 3/3

赤褐色

5YR 4/8
通 常 1351

深  鉢 月‖部 有節沈線 ヨコナデ 黒雲け多量
晴赤褐色

5YR 3/4

暗赤褐色

5YR 3/6
通 常

深  鉢 胴部 有節沈線 ヨコナデ 黒雲 |よ 多 iir

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 用lll部 沈線および有飾沈線 ヨコナデ 角閃イ
晴赤褐色

5YR 3/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 1569

(1圭 右たcm)

2a2



第86表  J-24号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 謝: 言己 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
横位隆帯、 2条の結節沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 3/6
通,I

深  鉢 月‖部 ハの字状・蛇行沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ 多量
Eil.tilti6
sYR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

1490

1576

深  鉢 l‐1縁

3条の横位沈線

組文 LR
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい栓色

5YR 6/4
良 好

深  鉢
「

1縁
渦巻 き状隆線

沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
2条の垂下隆帯

組文 LR
ヨコナデ 角閃石

黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 4/3
通常

深  鉢 月同部
十字に交差す る隆帯、それに沿 う

沈線、組文 LR
ヨコナ デ 角閃石

橙色

5YR 6/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 用同部
隆帯 とそれに沿 う 2条の沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 母

暗赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

663

1210

深  鉢 胴部
隆帯 とそれに沿 う 2条の沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 母

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通常

1081

1314

深  鉢 胴部
垂下す る隆・IIと それに沿 う沈線

縄文 LR
ョコナ デ 黒雲 1サ

にぶい赤褐色

5YR 5/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月同部
垂下する隆帯とそれに沿う沈線

Illtt L R
ヨコナ デ 黒芸 母

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 ,I

663

948

深  鉢 月日部
曲隆帯 とそれに沿 う沈線

三叉文沈刻、縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 母

黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

1437
1212
1576

深  鉢 胴部
曲隆帯 とそれに沿 う沈線

三叉文沈刻、縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母

によい赤褐色

5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 4/3
良好

(単位cm)

(25) 」-25号住居址

住居址  第156図

J-25号住居址は、H-12グ リッドにおいて検出され、 J-11号住居址 と重複する。両遺構間

の直接的な新旧関係はとらえられなかったが、遺物から判断すると本址が J-11に 先行するもの

とみられる。

本址は、削平のためそのプランがつかめず、石の配された炉 と、 5個のピットが確認されたの

みであった。 ピッ トの大 きさは、 Plが 76× 66× 50cm、 P2が 120× 114× 70cm、 P3が 86× 60× 54

Cmヽ  P4が88× 80× 54cm、  P5が86× 80× 70cmを 測る。                  .

遺物は、 5・ 6・ 8の深鉢が炉の周囲の床面上から、 4の打製石斧が P3内 より、 7の深鉢が P3

脇から検出された。

炉  第156図

炉は、石材 (安 山岩)が 3点 しか残らないが、基本的には石囲い炉 とみられ、残存部は90× 70×

10cmを 測る。

2θθ



炉の覆土は 2層 に分層された。 I層 は焼土を若千含む黒褐色土層 (5 YR3/1)、 H層 は焼土層で

明赤褐色土層 (5 YR5/6)である。

遺 物  第157～ 160図 。第87～ 89表

遺物は、石器では、剥片 (1)・ ピエス・エスキーユ (2)。 石核 (3)。 打製石斧 (4)が出土

している。

土器は、 5が、地文に縄文を施 し、口縁部を横位隆線で分帯 し、胴部には曲隆線が環状突起 を

経由して懸垂するもので、新巻類型あるいはプレ焼町などといわれる深鉢である。 6は地文に縄

文を施 し、頚部を横位隆線で区画 し、その上下を沈線によって方形に画するもので、日縁には突

起がつ く。 8は二対の把手のつ く勝坂式土器で、日縁部には楕円区画文、胴部には連続する三角

区画文がみられる。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 7期 もしくは第 8期)に位置付けられよう。
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第 156図  」-25号住居址 (住居址〓 |:80,炉 =|:40)



第87表  」-25号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 剥   片 黒畷石 6 石  核 黒曜石

2
ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒色安山岩

山本分析No12
人風山産

打製石斧 安 山岩

(単位mm,g)

― g-0-國

^ 1

M
勒

‐

1ミ::SSS:)  3

性~~~十~~~ゴCm     。     獅

第 157図  J-25号 住居址出土石器 (|～ 3=|:2,

第 158図  」-25号住居址出土土器 (|:4)

2a5



第 159図 」-25号住居址出土

土器 (|:4,展 開図 |:6)
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第88表  」-25号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号 =澤

  鵞1 部位 法  量 器形および文様
調  整

(内面 )

胎   Jl
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 峨
～脚

23 5 地文縄文 RL・ LR
4単位の把手
沈線により方形 を描 く

ヨコミガキ
白色粒子 を

よ く含む

暗赤褐色

2 5YR 3/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 2

7 深  鉢 底部
85

ヨコナデ 黒雲母 多lir

にぶい橙色

5YR 7/4

橙色

5YR 6/6
通 常

内面に炭化物

附着

深  鉢 脚
～
邸 7.0

隆線によ り円形区画・三角形区画

をlin・ き、有節沈線を沿わせる
ヨコミ″キ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 7/4

橙色

5YR 6/6

やや

不良
3

(114と cm)

筋
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<縄文土器 >

第 160図  」-25号住居址出土土器

第89表  」-25号住居址出土遺物一覧表

ノ暴イ

挿図

番号
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 離 記 ‖U  考
外  面 断  面

深  鉢 轍
～螂

地文 rlltt R L

環状突起に結び垂下す る曲隆線
玉抱三叉文

角閃石

黒雲母

にぶい橙色

5YR 7/4

橙色

5YR 6/6
通常 l

深  鉢 底部 ヨコナデ 黒雲母
l: j:v'69
sYR 7/3

橙色

5YR 6/8
通常 ― 括

深  鉢 月同部 沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/6
通常

11 深  鉢 層同部 隆帯、沈線 ョコナデ 黒雲 母
によい赤褐色

5YR 4/4

赤褐色

5YR 4/8
通常 一括

深  鉢 層同部 隆線、沈線 ヨコミガキ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
沈線

Flltt L R
ヨコナ デ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/8
軟質 ― 括

同一個体

深  鉢 胴部
沈線

縄文 LR
ョコナ デ 黒雲母

灰褐色

5YR 4/2

橙色

5YR 6/8
軟質 一 括

深  鉢 層同部
沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/8
軟 質 一 括

深  鉢 胴部
沈線

縄文 LR
ョヨナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/8
軟 質 ― 括

17 深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 4/3

明赤褐色

5YR 5/8
軟 質 一 括

深 鉢 !二1緑 沈線 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 ― 括

深 鉢 突起 円形突起 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/8

赤褐色

5YR 4/3
通常 一 括

深  鉢 胴部 縦位隆帯 ヨヨナデ 黒雲 母
赤褐色

2_5YR 4/6

赤褐色

2.5YR 4/6
軟質 一括

同一個体

深  鉢 月同部 横位隆帯 ヨコナデ 黒雲 Iサ

暗赤褐色

5YR 3/4

暗赤褐色

5YR 3/4
軟 質 一 括

(単位cm)
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(26)J-26号住居l■

住居址  第161図

J-26号住居址は、G-12グ リッドにおいて検出された。本址は縄文中期の J-12号住居址に

切 られて存在 している。

本址は、長軸推定4.4m・短軸3.lmの楕円形住居で、床面積1ま推定で7.6m2を 測る。壁の残存高

は、20～ 30cmを 測る。壁溝は認められない。

ピットは、住居の中央に 3個 (柱穴 ?)があり、それに付随して小ピットがいくつか検出された。

ピットの大きさは、 Plが62× 44× 46cm、  P2が 30× 26× 60cm、  P3が34× 24× 86cmを 測る。住居の

構造は、中央の柱に壁材もしくは側柱が斜めに立てかけられるようなあり方が想定される。 ′

住居覆土は4層 に分層された。 I層 はローム粒子を含まない黒褐色土層(10YR2/2)、 H層 は若

千のローム粒子・カーボンをよく含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅲ層はカーボン・焼土をよく含む

黒褐色土層 (10YR3/2)、 Ⅳ層はローム粒子を大量に含むにぶい黄褐色土層 (10YR4/3)であっ

m

2“

第 161図  J-26号 住居址 (|:80)



た。また、ピット中の覆土は 2層 で、V層 はカーボンを含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅵ層はロー

ム粒子を含む暗褐色土層 (10YR3/4)であった。

炉

住居の壁際には、焼土プロックが認められたが、炉は検出されなかった。

遺 物  第162・ 163図 。第90～ 92表

遺物は、石器では、石鏃 (1)。 打製石斧 (2)が出土 している。

土器は、あまり多く出土 していないが、縄文前期初頭のいわゆる「中道式」に比定される土器

が検出された。 4は 羽状構成をとる縄文、 9。 10は Lと Rの 2本揃の撚糸文で格子目状の構成をみ

せ るものである。

時 期

本住居址は、縄文時代前期初頭 (川 原田遺跡第 3期)に位置付けられよう。

2

第90表  」-26号住居址出土遺物一覧表 く石器 >

liTI図

番号 =ふ

  1重 材  質 長 さ 幅 厚 さ TI量 備   考

1 石   鏃 黒畷石 3

打製石斧 頁岩 I 1078

(単位mm,g)

第 162図  」-26号住居址出土石器 (|=|:2, 2

―A
―

1

=|:3)

4

黎 戒 珈″7鰈備8膵 凡塚 瀞Ю
第 163図  J-26号住居址出土土器 (|:4)

第91表  」-26号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

ノ

５
ヽ

図

号

挿

番
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色   調

焼 成 謝: :こ 側   考

外  面 断  面

1 深  鉢 月同部
縄文 LR
縦の沈線 2条

ヨコナデ 繊維含
にぶい橙色

7 5YR 6/4

黒褐色

7 5YR 3/1
通常 中道式

深  鉢 月同部 縄文 LR ヨコナデ 繊維含
橙色

5YR 6/8

橙色

7 5YR 7/6
通常 中道式

(単位cm)

2θθ



第92表  」-26号住居址出土遺物一覧表  <縄 文土器 >

図

サ

挿

番
器  rtrl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調
焼 成 吉主 記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナ デ 繊 lll含
橙色

7 5YR 6/6

黒褐色

7 5YR 3/1
通,I |:道 式

4 深  鉢 胴部 縄文 LRと RLに よる羽状構成 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

赤褐色

5YR 4/6
Zく 良

6

14
中道式

5 深  鉢
部

近

底

付
縄文 LRと RLに よる羽状構成 Zく 明 繊維含

橙色

7 5YR 6/6

橙色

75YR 6/6
Zく 良

ll

西列
中道式

6 深  鉢 底部 縄文 RL 繊維含
橙色

7 5YR 6/6

にぶい橙色
7 5YR 6/4

不良 中道式

7 深 鉢 撚糸文 不 明 繊 綱:含
椎色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 中道式

8 深  鉢 胴 部 Lと Rの 2本揃の撚糸文 繊維含
明赤褐色

2 5YR 5/6

灰黄褐色
10YR 4/2

Zく 良 5 卜道式

9 深 鉢 BFJ部
Lと Rの 2本揃の撚糸文

格子 目構成
繊維含

橙色

7 5YR 6/6

灰黄褐色

10YR 4/2
不良 中道式

深  鉢
Lと Rの 2本揃の撚糸文

格子 目構成
繊維含

灰褐色

7 5YR 4/2
11 中進式

(単位cm)

(27) 」-27号住居址

住居址  第165図

J-27号住居址は、 F-12グ リッドにおい

て検出された。

本址は、南北5.9m。 東西5.9mの 円形を呈

し、床面積24.8m2を 測る。上面は削平されてい

るため壁は残 らない。壁溝は、存在の確認でき

なかった西側を除いて検出された。その幅は

20～ 30cmほ どである。床面は貼 り床である。

ピットは、Pl～ P12が検出された。ピット

の大 きさは、 Plが44× 44× 60cm、  P2が 74×

60× 32cm、  P3が62× 50cm、  P4が 50× 50× 26

Cm、  P5が50× 50× 44cm、  P6が 40× 38× 42

Cm、  P7が44× 42× 24cm、  P8が 24× 20× 56

cm、  P9が 68× 60× 22cm、  P10が 52× 46× 40

cm、 PHが48× 30× 20cm、  P12が30× 30× 16cm

を測る。

遺物は、18の加曽利E2の深鉢が壁際にお

21θ

0 socm

γ● J

Ａ
一　
Ｃ
　ヽ
　
Ｅ
一

Ｆ
Ｔ
ユ

第 164図  」-27号住居址炉 (|:40)



いて立っている状態で出土 した。また、20・ 22の 土器は住居外壁際の出土である。19の 深鉢破片

は炉の縁より出土 している。

炉  第164図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。扁平な安山岩礫を用いた方形の石囲い炉で、130× 80

cm深 さ20cmを 測る大形のものである。

覆土は 4層 に分層された。 I層 は焼土は含 まず若千のカーボンを含む暗褐色土層 (10YR3/

3)、 H層 はカーボンを多く含む灰層で明黄褐色土層 (10YR6/6)、 Ш層は焼土層で明赤褐色土層 (5

YR5/8)、 Ⅳ層は焼土・カーボンを含まない構築土である褐色土層 (10YR4/6)であった。
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第 166図  」-27号住居址出土石器 (|～ 6=|:2, 7～ 17=|:3)



第 167図  」-27号住居址出土土器 (|

21θ



2

第 168図  」-27号住居址出土土器 (|:4)

21`



遺 物  第166～ 168図・第93～ 96表

遺物は、石器では、石鏃 (1)・ 石鏃未成品 (2)。 石錐 (3)・ ピ■ス・エスキーユ (4・ 5)。

スクレイパー (7・ 12・ 13)・ 石核 (6)。 磨製石斧 (14)。 打製石斧 (8～ 11)・ 磨石 (15～ 17)

が出土 している。

土器は、良好なものでは、18の 、口縁部に 2条 の隆線による連弧文を施 し、その内部に斜行す

る平行沈線を充損 し、胴部に縄文の地文 と蕨状の沈線などを施す加曽利 E2式の深鉢がみられる。

21は 頚部にソーメン状の隆線を斜格子状に貼 り付けたものである。48～ 51は 撚糸文のある胴部破

片である。

時 期

本住居址は、18の土器によれば縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第13期)に位置付けられよう。

第93表  」-27号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 il 備   考

1 石   鏃 黒曜石 4 欠 lll 打製石斧 頁岩 I 欠 llt

石  鏃
未 成 品

黒畷石 打製石斧 安 山岩 184 8

石  錐 黒略石 5 欠根
スクレイ

凝灰岩
方
あ

横
痕

に
耗

部
磨

刃

の

L"aZ.
a7.+-: 黒略石

スタレイ
頁岩 I 17 135 2

5
ピエス・
エスキーユ 黒 曜石 磨製石斧 蛇紋岩 272 3 三波川系石材 ,P

6 石   核 黒略石 磨   石 安山岩 260 0

7
スクレイ

頁岩 I 22 2
打製石斧断片
をT'不可月]

磨   石 安 山岩 826 6

8 打製石斧 凝灰岩 28 5 欠IA 磨   石 安山岩 896 0

9 打製石斧 凝灰岩 欠″1

(単位mm,g)

第94表 」-27号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

(114Lcm)

215

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土

色 調
焼 成 許 記 備   考

外  面 断  面

深  鉢
|ユ IF

完形

2条の隆線 を弧状に連結 させ内部
に斜行す る平行沈線
地文縄文 RL

ヨコミガキ 角閃石
栓色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/3
良好

深  鉢 胴部
地文 LR
垂下し、蛇行する沈線

ヨヨナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/6

によい橙色

5YR 6/3
通常

深  鉢 胴部

環状突起、隆線に有節沈線 を沿わ
せ る
沈線により十字 を描 く

ョコナデ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/8

橙色

7 5YR 6/6
通常 外2

深  鉢 月同部
半隆起線に交差させ、細い粘土紐
を貼り付け格子状とする。蛇行す
る粘土紐

ナ デ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 炉 内

深  鉢 底部

(140)
3a:/f+' 黒雲母 多量

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/3
通常 外 2

深  鉢 lコ おま 爪形状の連続刺突文円孔 ヨコナデ 白色粒 子
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 交差す る撚糸文 R 黒雲 1サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上面

深  鉢 胴部 沈線による構円区画 ミガキ 黒雲 母多l■i

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 YR5/6
通 illi 2



第95表  」-27号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 at記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 層同部 3条の蛇行沈線 ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 付

‐
近

深  鉢 胴部
縦位・横位の沈線

縦位結節沈線
ヨコナ デ 黒雲 母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 2

深  鉢 ■同部 沈線、円形刺突 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通1‖

深 鉢 胴部 沈線 タテミガキ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/8
通常 」

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナ デ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 5/4
通常

鉢
隆帯、沈線による三叉文

内外面赤彩
ヨコナデ 角閃石

橙色

2 5YR 6/6

にぶい黄橙色

10YR 6/3
通常

深  鉢 口縁
隆帯

沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

社色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 日縁 斜位沈線 ヨコナ デ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 5/3
通 常 一括

深  鉢 胴部
地文 Illtt L R

等間隔に押圧のなされた隆帯
ョコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
地文縄文 LR
鋸歯状沈線

ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 炉 内

深  鉢 1同 部 縄文 LR ヨ コナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁
2条の粘土紐 を縦位に貼 り付けた

上に、蛇行隆帯 を貼 り付ける
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

2.5YR 4/3

明赤褐色

2 5YR 4/3
通常 上部

深  鉢 口辺
2条の隆帯の交差部分が渦巻き状

となる
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい橙色

7.5YR 6/4
通常 l

深  鉢 口 辺 刻みのある縦・横隆帯撚糸文 ヨコミガキ 黒雲 母
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通 常

深  鉢 胴部
刻みの七る縦位隆帯
平行沈線

ヨコナ デ 黒雲 母
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

深  鉢 層同部
刻みのある縦位隆帯

平行沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 炉

深  鉢 胴 部
蛇行す る隆帯

縦位平行沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 炉

深  鉢 胴 部
縦位隆帯

平行沈線
ヨヨナデ 黒雲 母

にぶい橙色

7 5YR 7/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 外 l

深  鉢 胴 部
結節す る 2条の縦位隆帯

逆ハの字状の沈線
ヨコ ミガキ 角閃石

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 炉

深  鉢
底部

付近
縦位・斜位平行沈線 ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 炉

深  鉢 用同部
撚糸文 R

平行沈線
ヨコナデ 角閃石

には:い 黄橙色

10YR 6/4

にぶい黄橙色

10YR 6/4
通 1杵 8

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナ デ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常 7

深  鉢 胴 部
撚糸文 L

横位平行沈線
不明 黒雲母 多量

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 ― 括

深  鉢 胴部
撚糸文 L

弧状沈線 :'

不明 黒雲母多量
にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 壁溝内

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

(単位cm)
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第96表  」-27号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器 IIl 部位 法 」1 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調
焼成 諏:記 備   考

外  面 断  面

深  鉢
底部

木付
撚糸文 L ヨコナデ 黒雲母

栓色

5YR 6/6

栓色

2 5YR 6/8
通常 PI。

深  鉢 胴部 撚糸文 L ョコナデ 黒雲 |サ

にぶい黄壼色

10YR 7/4

にぶい賞燈色

10YR 7/4
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコミガキ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 炉 内

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
桂色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常 上部

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

略赤褐色

5YR 3/6
通常 」二部

深  鉢 にlボま
渦巻 き状突起か ら隆帯が」R生 し、

情円区画 をなす
ヨコミガキ 角閃石

l: jrr,.rhitl&

sYR 5/4

色

ん

褐

５

嚇

５ＹＲ
通常 炉 内

深  鉢 日緑 横位隆帯上に円形の連続刺突 ョコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

5YR 5/6

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常 1

深  鉢 口縁 内面に折 り返す 日縁 ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 炉

浅  鉢 月同部 内外面赤 色塗彩 ヨコミガキ 角閃石
にぶい黄橙色

10YR 7/3

にぶい黄権色

10YR 7/3
通常 炉

(単位cm)

(28) J-28号住居址

住居址  第169図

J-24号住居址は、 I-13グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-16号住居址に.切 られて

存在 している。また、 J-41号住居址 と重複するがその新旧関係は明らかでない。

本址は、南北推定4.lm。 東西4.5mの楕円形を呈 し、床面積11.7m2を 測る。壁の残存高は、15～ 20

cmを 測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは認められなかった。

住居覆土は、 1層のみで、 I層 はローム粒子を若千含む暗褐色土層 (10YR3/3)であった。

遺物は、 4の深鉢が直立より若千傾いた正常位で検出された。

炉

炉は、確認されなかった。

遺 物  第170図 。第97・ 98表

遺物は、石器では、石鏃未成品 (1)・ スクレイパー (2)・ 磨石が認められたのみである。

土器は、懸垂文および沈線でシンプルに器面が構成されたラッパ状の深鉢 4がみられるのみで、

あとは若千の破片が検出されたのみである。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 8期)に位置付けられよう。
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第97表  」-28号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  IIrl 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

挿図
番号

器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1
石  鏃
未 成 品

ガラス質
黒色安山岩

3 磨   石 安山岩 237.2 欠損

スクレイ
黒曜石 9

(単位mm,g)

第98表  」-28号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色    調
焼成 註  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 嘘
～螂

口縁の横位隆線か ら隆線が垂下 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 蛇行沈線 ヨコナデ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 4/4

橙色

5YR 6/6
通常

深 鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

(単位cm)

(29) J-29号住居址

住居址  第171図

J-29号住居址は、D-10グ リッドにおいて検出された。

本址は、南北5。 9m。 東西5.2mの 円形を呈 し、床面積21.7m2を 測る。壁高は10～ 20cmほ どであ

る。壁溝は、南北が切れるがそれ以外の部分からは検出された。その幅は10～ 20cmほ どである。

床面は貼 り床である。壁際には多くの安山岩礫が散布 していた。住居廃絶後に投棄されたもので

あろうか。

ピッ トは、Pl～ P12が壁 を取 り巻 いて検 出された。ピッ トの大 きさは、Plが 60× 52cm、 P2が 34×

30× 50cm、 P3が 30× 22× 60cm、 P4が 20× 16cm、 P5が 24× 18× 40cm、 P6が 42× 30cm、 P7が 30× 26×

36cm、  P8が 58× 50× 40cm、  P9が 80× 40× 10cm、  Pl。 が 16× 10cm、 PHが 14× 12cm、 P12が50× 42×

50cmを 測 る。

住居覆土は 6層 に分層された。 I層 はローム粒子をあまり含まない黒褐色土層(10YR2/3)、 Ⅱ

層はカーボンを多量に含む黒色土層 (10YR2/1)、 Ⅲ層はローム粒子を多く含む埋土とみられる黒

褐色土層 (10YR2/2)、 Ⅳ層はローム粒子をプロック状に含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 V層 は焼

土層である赤褐色土層 (5 YR4/6)、 Ⅵ層はローム粒子を若千含む暗褐色土層 (10YR3/3)で あっ

た。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉  第172図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。楕円形の掘 り込みをもつ地床炉で、80× 60cm深 さ20

cmを 測る。

2ヱθ
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覆土は 3層 に分層された。 I層 は焼土・カーボンを若千含

む黒褐色土層(10YR2/2)、 H層 はカーボンを含まず焼土粒子

を大量に含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅲ層は焼土・カーボン

を含まない褐色土層 (10YR4/4)であった。

遺 物  第173～ 177図 。第99～ 103表

遺物は、石器では、石鏃 (1・ 2)。 石鏃未成品(3)。 石錐

(8)・ ピエス・エスキーユ (4～ 7)。 スクレイパー (9。 10)・

矢‖―会I

◇
    1            2

第 172図  」-29号住居址炉 (|:40)

I O 5ocn/o

MZ
―m―で―⑩

一
6

激
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O Scm
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第 173図  」-29号住居址出土石器 (|:2)
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第 174図  J-29号住居址出土石器 (15・ 16=|:2, 17～ 24=|:3)



石匙 (11)。 石核 (13～ 16)。 打製石斧 (17～ 22)・ 磨石 (23。 24)が出土 している。

土器は、1良好なものでは25の、日唇部に 2単位の突起がつき、頚部を刻みのある横位隆帯が区

画 し、その内部には平行沈線の充填された円形区画文が、また胴部に縄文 とJ字状の懸垂文が施

される深鉢がみられる。また、焼町土器などの破片もみられた (26・ 50～ 58)。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 9期)に位置付けられよう。

第 175図  J-29号住居址出土土器 (|:4)
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第 176図  」-29号住居址出土土器 (|:4)
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第 177図  」-29号住居址出土土器 (|:4)

第99表  」-29号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ Ji l lil 備   考
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 側   考

l 石   鏃 チャー ト 4 7
Url . ガラス質

黒色安山岩
山分分析No13
人風山産

2 石   鏃 黒 曜石 3 欠損 石   錐 黒曜石 8 欠端欠損

3
石  鏃
未 成 品

黒曜石 3
スクレイ

チャー ト

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 6

スタレイ ガラス質
黒色安山岩

22 3

5
urz.:7.+-r 黒嘔石 27 ll 石   匙 凝灰岩

6
L'r1 .

a1+-a 黒曜石 4 小形磨石 安山岩

(114匝 mm,g)
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第 100表  」-29号住居址出土遺物一覧表 く石器 >
図
号

挿
番 器 Fri 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

挿図
番号

器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

石   核 黒曜石 打製石斧 安 山岩 82 6 基部欠損

石  核
〃ラス質
黒色安山岩

打製石斧 安 山岩 1176

石   核
ガラス質
黒色安山岩 打製石斧 安山岩 103.0 欠IJl

石   核
ガラス質
黒色安山岩 打製石斧 安山岩 欠根

打製石斧 安 山岩 237 6 磨   石 安山岩 663 4

打製石斧 頁岩 ‖ 269 1 磨   石 安山岩 6413

(単位mm,g)

第 101表  J-29号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 轍
～邸

日縁 2単位の突起
隆帯による円形区画の中に縦位平
行沈線、 しの字状隆帯

ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

住居外

南

深  鉢 日縁
環状突起、 コイル状突起

曲隆線、列点刺突
ヨコミ″キ 白色粒子

橙色

2 5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

I区

H区

深  鉢 底 部

一　
一
Ｌ

縄文 RL ヨコナデ 黒雲 母
橙色

2 5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

無頚壺 嘘
～脚

(12.8)
無文 ヨコナデ 黒雲母

橙色

2 5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

住居外

南

深  鉢 胴部 太隆線、沈線 ヨヨナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上部付近

深  鉢 月同部
三角区画内に平行沈線

太隆線上に逆ハの字状沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/3

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部
三叉文の沈刻

沈線
タテナデ 黒雲母 多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上部付近

深  鉢 日辺 三又状沈線 ヨコミガキ 黒雲 母
暗赤灰色

2 5YR 3/1

灰黄褐色

10YR 6/2
通 常 上部付近

深  鉢 胴部
隆線

連続刺突文
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 7/4
通常 上部付近

深  鉢 底部 横位沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

灰褐色

7 5YR 5/2
通常

H区

I層

深  鉢 底部
隆帯による区画内に三叉文

楕円沈線
ヨコナデ 黒雲 母

によい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通 常 上部付近

深  鉢 胴部
横位隆線、蛇行沈線

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

灰褐色

5YR 5/2

にぶい横橙色

10YR 6/4
通常 上部付近

深  鉢 胴部
IAltt R L

平行沈線、蛇行沈線
ミガキ 角閃石

に」(い 黄橙色

10YR 6/4

によい黄橙色

10YR 6/3
通常 上部付近

深  鉢 胴部 沈線による区画内に縄文 RL ヨコミガキ 角閃石
にぶい褐色

7_5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
通常 一 括

深  鉢 月同部
縄文 RL
沈線による方形区画

ヨコナデ 角閃石
橙 色

5YR 6/6

栓色

5YR 6/6
通 常 一 括

製

盤

土

円

”
×
輌

平行沈線

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常 上部付近

深  鉢 胴 部 沈線による区画内に縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常 上部付近

深  鉢 胴部
垂下隆線、縦位隆帯

縄文 RL
ョコナ デ 黒雲母

明赤褐色

5YR 5/8

明赤 褐 色

5YR 5/8
通常 上部付近

深  鉢 月同部
縄文 RL
沈線

ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

(単位cm)
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第 102表  」-29号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 懸 部位 法 fir 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼成 許  記 側   考

外  面 断  面

深 鉢 胴部 沈線、隆帯 ヨコナデ 黒雲母
灰褐色

5YR 4/2

橙色

7 5YR 6/6
通常

‖I区

Ⅲ層

深  鉢 胴部
隆線、沈線による渦巻 き文、円形

刺突
不 明 黒雲母

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常槽 ―括

深  鉢 日縁
垂下隆線、縦位沈線による区画内

に列点刺突
ヨコナデ 黒雲母

黒褐色

5YR 3/1

灰褐色

5YR 4/2
通常 上部付近

深  鉢 日縁
隆線

密な平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

深  鉢 日緑
環状突起

密 な縦位平行沈線
ョョナ デ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

深  鉢 日縁 密 な平行沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

灰褐色

7 5YR 5/2
通常 上部付近

深  鉢 胴部
隆線による情円区画

内外に平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部
隆線による環状区画

内に列点刺突
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 垂下隆線、縦位平行沈線、円文 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

橙色

2 5YR 6/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 隆線、沈線 ヨコナデ 黒雲母
灰褐色

5YR 5/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 隆線、斜位平行沈線 ヨコミガキ 黒雲母 多量
黒褐色

5YR 3/1

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 H区

深 鉢 胴部
縦位平行沈線

カギ状沈線
ヨコナ デ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/4
通常 上部付近

深 鉢 月同部 縦位平行沈線 不明 黒雲 母
によい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上部付近

深  鉢 月同部 沈線、列点刺突 ヨコナデ 黒雲母
灰赤色

2 5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通lI 上部付近

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 黒雲 母
l: j:r.,-fiiE&

sYR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

H区

I層

深  鉢 用同部 沈線 ヨヨナ デ 黒雲 母
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部 綾杉状沈線 ヨコ ミガキ 黒雲母
l: jrr.rili&
7.sYR 6/3

灰褐色

7.5YR 5/2
通常 上部付近

深  鉢 日 縁 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

同一個体

深  鉢 日縁 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 」二部4・l近

深  鉢 胴部 縄文 RL ョコナデ 黒雲母
褐色

7 5YR 4/3

橙色

5YR 7/8
通常 上部付近

深  鉢 胴部 Illtt L R ヨコナデ 黒雲母
黄橙色

10YR 8/6

浅黄橙色
10YR 8/4

通常 一 括

同一個体

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
黄橙色

10YR 8/6

橙色

7 5YR 7/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

7 5YR 7/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナ デ 黒雲 母
橙色

7 5YR 7/6

橙色

7 5YR 7/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文LR ヨコナデ 黒雲母
にぶい賞栓色

10YR 7/4

杜色

5YR 7/6
通常 上部付近

(41布″cm)
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第 103表  J-29号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成 証 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 「lltt L R 角閃イ
にぶい黄褐色

10YR 5/3

にぶい責橙色

10YR 6/3
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃イ
橙色

5YR 6/8

にぶい黄橙色

10YR 6/3
通常 上部付近

深  鉢 胴部
Flltt P

あるいは浅い列点押圧か P

ヨコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色
5YR 6/6

通

'I

― 括

製

盤

土

円

46

34
縄文 RL ヨコナデ 黒雲 母

黒褐色

7 5YR 3/1

橙色

7 5YR 6/6
通常 上部付近

深  鉢 月同部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
明褐色

7 5YR 5/6

にぶい責褐色

10YR 5/4
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色
5YR 6/8

通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナ デ 角閃石
にぶい黄橙色

10YR 7/3

灰黄褐色

10YR 5/2
通常

H区

I層

深  鉢 層同部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/8

褐色

7 5YR 4/4
通常

Ⅱ区

I層

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/8

橙色
5YR 6/8

通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナ デ 黒雲母
にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
明黄褐色

10YR 6/6

にぶい賞橙色

10YR 6/4
通常 上部付近

深  鉢 胴部 Flltt L R ヨコナ デ 黒雲母
にぶい黄橙色

10YR 6/4

によいtli色

10YR 6/4
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 7/8
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

深  鉢 用同部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

深  鉢 月同部 縄文 RL 不明 黒雲母
橙色

2 5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃Zr
にぶい黄褐色
10YR 4/3

にぶい黄褐色
10YR 5/4

通常 上部付近

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

H区

Ⅲ層

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 4/3
通常

H区

I層

深  鉢 胴部
Ｐ

明

文

鮮

縄

不
不 明 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 6/8
通常 上部付近

深  鉢 日同部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/8

橙色

7.5YR 6/6
通 常

H区

Ⅲ層

深  鉢 胴 部 横位隆線 ヨコナ デ 角閃石
によい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 ― 括

深  鉢 !~1縁 縄文 LR ヨコナ デ 黒雲母多量
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 7/8
通 常

H区

I層

深  鉢 胴部 撚糸文 L タテナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通 常 上部付近

深  鉢 口縁
(388)

口縁は無文 ナ デ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 上部付近

(単位cm)
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(30) 」-30号住居址

住居址  第178図

J-30号住居址は、H-12グ リッドにおいて検出された。本址は縄文中期の J-11号住居址に

切 られて存在 している。またD-59号土坑 と重複するが新旧関係はとらえられなかった。

本址は、南北4.6m。 東西4.8mの 円形住居で、床面積は推定で15.4げ を測る。壁の残存高は、

10cm前後を測る。壁溝は認められない。

ピットは、10個が検出された。対をなし主柱穴と考えられるのは Pl・

る。ピットの大きさは、Plが 34× 20× 36cm、 P2が 40× 34× 30cm、 P3

が36× 30× 42cm、 P4が 36× 36× 54cm、 P5が 36× 34cm、 P6が 42× 36×

76cm、  P7が 32× 26× 26cm、  P8が 24× 18cm、 P9が32× 30× 10cm、  Pl。

が26× 22× 10cmを 測る。

住居覆土は 1層 のみで、 I層はローム粒子をよく含む黒褐色土層

(10YR3/2)であった。

P3・ P6・ P9の 4個 であ

m

Ｑ

∩

Ю
0/

く

　

Ｂ
一

第 178図  」-30号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)
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第 179図  J-30号住居址出土石器 (|～ 4=|:2, 506=|:3, 7=|:4)



遺物は、 7の石皿 と8の深鉢が炉の脇の床面直上より出土している。

炉  第178図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。扁平な安山岩礫を用いた方形の石囲い炉で、40× 45

cm深 さ10cmを 測る。

層位は 2層 に分層された。 I層 は焼土・カーボンを含む褐色土層 (10YR4/6)、 Ⅱ層はロームに

よる火床の構築土で黄褐色土層 (10YR5/8)である。

遺 物  第179二 181図 。第104～ 106表

遺物は、石器では、石鏃 (1)・ ピエス・エスキーユ (2)・ スクレイパー (3)・ 黒曜石原石 (4)・

打製石斧 (5・ 6)・ 石皿 (7)が出土している。

土器は、良好なものでは 8の、沈線の刻まれた 4単位の大形把手が、日縁部に棒状工具による

連続した押圧を施した隆帯がつき、胴部に縄文の施されたキャリパー形の深鉢である。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第11期 )に位置付けられよう。

第 180図  J-30号住居址出土土器 (|:4)
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第 104表  」-30号住居址出土遺物一覧表 く石器 >

|「 図
番号

器 11 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 イ 鏃 黒曜イ 17 3 欠lll

ua^.
黒曜イ 4

3
スクレイ

4

"1  
イf 黒鱗はイ「

打製イf斧 頁ギ:l

Ir製イf斧 安 山岩 1246 欠‖1

7 イf  Ⅲl ,:口 lガ 3,1000 欠‖1

(単位mm,g)

輻硯岬仁3●(

第181図  」-30号住居址出土土器 (|:4)

第105表  」-30号住居址出土遺物一覧表 く縄文主器 >`
llTl図

番号
器  種 部位 法 11 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 許  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 噌
～螂

あ

の
の

エ

し

サ
か

オ

透

く

Ｌ

の

つ
Ｒ

形

が
文

円
位
縄

単ヽ

ヽ

形
４
帯

一
手
隆

パ
把
る

り
体
す

ヤ
立
続

キ
る
連

ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
良好 l

深  鉢
「

I辺 環状突起、甲高の隆帯 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
良好 l

深  鉢 日縁
隆線が環状突起部で結合

紺飾沈線
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

赤褐色

2.5YR 4/6
通常

鉢 「
l縁

十字に交差する隆帯上にベン先状

刺突文
ヨコミガキ 角閃石

にぶい橙色

7.5YR 7/4

灰黄褐色

10YR 6/2
通 常 1付近

深  鉢 :二1縁
錯歯状沈線による格円文

縄文 LR
ヨコミガキ 角閃石

にぶい褐色
7 5yr 6/3

灰褐色

7 5yr 5/2
良好 1付近

(単 位 cm)
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第 106表  J-30号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番サ
器 11 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎  Jl
色 調

焼 成 lL 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 月‖部
撚糸文 L

沈線
ヨコナデ 角閃イf

橙色

5YR 6/6

栓色

5YR 6/6
通常 l付 近

深  鉢 日縁

刻みのある日唇
刻みのある斜位隆帯に平行す る沈
線

ヨコナデ 黒雲母多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 l付 近

深  鉢 胴部
刻みのある横位隆帯

横位平行沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 月‖部
刻lみ のある隆帯

平イi沈線
ヨヨナデ 角閃イf

晴赤褐色

5YR 3/6

l: j.r.-,rtiiti&

sYR 5/4
通常 l付 近

深  鉢 月同部 連続押圧のある隆帯 ヨコナデ 角閃石
によい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常 1付近

深  鉢 層同部 j菫 続押圧のある横位隆帯 ョコナデ 黒雲 lま

にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 1付近

深  鉢 層‖部 縦位沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ

灰褐色

5YR 4/2

にぶい賞橙色

10YR 7/3
通,I 1付近

深  鉢 月‖部
隆線

逆ハの字状沈 ljl

ョコナ デ 角閃石
橋色

5YR 6/6

黒褐色

5YR 2/1
通

'I

深  鉢 突起 若千の刻みのある環状突起 黒雲 |サ

1月 赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 :‐ :縁 曲隆帯、沈線 ョコナデ 黒雲 lサ

l: j:v.f0o,
7. sYR 6/4

り]赤褐色

5YR 5/6
通常 l付 近

深  鉢 月同部 縦位沈線 ヨコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通 常

深  鉢 層‖部 縄文 RL ヨコナ デ 黒雲 lサ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通lF l付 近

深  鉢
1同部

下半
撚糸文 R ヨコナデ 黒雲 母

明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 1付近

深  鉢 月同部 撚糸文 ョコナ デ ■1雲 |サ

暗赤褐色
5YR 3/6

暗赤褐色
5YR 3/3

通常 一 括

(114た cm)

(31) J-31号住居址

住居址  第182図

J-31号住居址は、 I-11グ リッドにおいて検出された。本址は縄文中期の J-19号住居班L・

たD-100号土坑に切 られて存在 している。

本址は、長軸4.5m・ 短軸 4。 lmの円形を呈 し、床面積12.5m2を 測る。壁高は10～ 30cmほ どである。

壁溝は認められない。床面は貼 り床である。また、その西北の壁は棚状に一段高 くなっていた。

ピットは、 Pl～ P5が検出された。 ピッ トの大 きさは、 Plが 28× 26× 40cm、  P2が 26× 20× 50

Cmヽ  P3が20× 20× 30cm、  P4が28× 22× 60cm、  P5が30× 26× 24cmを 測る。

遺物は、9の石皿が P4脇の床面直上より出土 した。それ以外に良好な出土状況のものは認めら

れない。

炉  第182図
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炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。扁平な安山岩礫を用いた方形の石囲い炉で、40× 30

cm深 さ20cmを 測る大形のものである。

覆土は 2層 に分層された。 I層 は焼土は含 まずカーボンを大量に含む黒褐色土層 (10YR3/

1)、 H層は焼土粒子を若千含む黄褐色土層 (10YR5/6)であった。

遺 物  第183・ 184図 。第107・ 108表

遺物は、石器では、石鏃 (1)・ 石錐 (2)・ ピエス・エスキーユ (3～ 5)。 石核 (6～ 8)・

石皿 (9)が出土 している。

土器は、焼町土器の小破片13～ 17ほ か小片が認められるにすぎない。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉に位置付けられよう。

判
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邊
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第 107表  」-31号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 il 備  考

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 il 備   考

l 石  鏃 黒曜石 17 5 石   核 黒EIE石

2 石  錐 チャー ト 6 先端欠損 7 石   核 黒曜石

3
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 6 石   核 黒曜石

4
L'TX'

黒曜石 8 石   皿 安山岩 欠ll

UrZ.
r7.+-f 黒昭石 9

(414眩 mm,g)

h」0-瓢
⌒

1

―彦-0-(ξさゝ
0'‐

0        2

-褥 -6-録

  

ツ

ジ

尉
　

同

颯¶嚇 瀞
15

第 184図  J-31号 住居址出土土器 (|:4)
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第 108表  」-31号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  FFl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調

焼成 駐L記 備   考
外  面 断  面

深  鉢
両側に刻みのある隆帯による円形

モチーフ
不 明 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部 隆帯上にハの字状の沈刻 ヨコナデ 角閃石
黒褐色

5YR 2/1

橙色

5YR 6/6
通 常

深  鉢 胴部
垂下隆線

横位・斜位平行沈線
ヨコナ デ 黒雲 母

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常

深  鉢 口縁
環状突起か ら隆線が派生

平行沈線
ヨコミガキ 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通1[

深  鉢 日緑
隆線による桁円区画内に縦位平行

沈線
ヨコミガキ 黒雲母多rir

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢 日辺
十字に交差す る隆線

平行沈線、縄文
ヨコナデ 黒雲 母多量

灰赤色

2 5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
曲隆線、沈線

列点刺突
ヨコナデ

黒雲母

角閃石

暗赤褐色

5YR 3/4

暗赤褐色

5YR 3/4
通常

深  鉢 胴部 隆線による楕円区画内に

'1点

刺突 ヨコミガキ 黒雲母 多量
暗赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
横位隆線

縦位沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 4/6
通常 41

深  鉢 胴部 隆線 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

黒褐色

5YR 2/1
通常

深  鉢 l・1部
刻みのある横位隆帯

組文 LR
ヨコナ デ 黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

156

151

深  鉢 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 撚糸文 L ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

(単位cm)

(32) J-32号住居址

住居址  第185図

J-32号住居址は、 I-14グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-16号住居址・ J-41号

住居址・D-121号土坑 と重複するがその新旧関係は明らかでない。

本址は、南北推定3.6m。 東西推定2.9mの楕円形を呈 し、推定床面積6.8m2を 測る。壁の残存高

は、10cmを 測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、Pl・ P2の 2イ固が検出された。ピットの大 きさは、Plが 36× 28× 18cm、 P2が 14× 10×

16cmを 浪Jる 。

住居覆土は、 2層 で、 I層はローム粒子を多く含む黒褐色土層 (10YR2/2)、 Ⅱ層はローム粒子

を大量に含む褐色土層 (10YR4/4)であった。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉

炉は、確認されなかった。

2θδ



第 109表  」-32号住居址出土遺物一覧表 <石器>
図
号

挿
番 器 緬 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 打製石斧 安 山岩

2 円  盤 軽石

(単位mm,8)
シ

　

Ｂ
一

―

第185図  J-32号住居址 (|:80)     第186図  」-32号住居址出土石器 (l:3)

遺 物  第186図 。第109表

遺物は、石器では、打製石斧 (1)。 軽石製円盤 (2)が認められたのみである。

土器は、小破片のみで図示しうるようなものはなかった。

時 期

本住居址は、縄文時代中期に位置付けられようが、詳 しい時期は明らかでない。

(33) J-33号住居址

住居址  第187図

J-33号住居址は、 I-11グ リッドにおいて検出された。本址は、 J-19号住居址 。J-21号

住居址に切 られて存在する。

本IILは 、南北4.9m・ 東西4.3mの 円形を呈 し、床面積15.Om2を 測る。壁高は10cmほ どである。

壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、 Plが検出されたのみである。 ピットの大きさは、46× 42× 56cmを 測る。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉  第187図

炉は、住居址の中央よりやや壁よりに存在 している。楕円形の掘 り込みをもち 4個の礫がみら

れるもので、70× 60cm深 さ10cmを 測る。本来は石囲い炉であったことも考えられる。

覆土は 2層 に分層された。 I層 は焼土・カーボンを若千含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 H層 はカ
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第 187図  」-33号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)

第‖0表  J-33号住居址出土遺物一覧表 <石器>
図
号

挿
番 器 FTl 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1
Url .

rz'+--a 黒喘7

(単位mm,g)

硯饉:現 愧化1

第 188図  」-33号住居址出土遺物 (石器 =|:2,土 器 〓 |:4)
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第‖1表  」-33号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
図

サ

挿

番
器  11 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   J:
色   調

焼 成 離  記 備   考
外  面 断  面

2 深  鉢 El・l部 環状突起、ね しり状隆帯 ヨコナデ 角閃石
赤褐色

5YR 4/6

橙色

5YR 6/6
通常

3 浅  鉢 日縁
(424)

無文
丁寧な

ヨコミガキ
白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常 内外面赤彩

4 深  鉢 月‖部
沈線

縄文 RL
ョコナ デ

黒雲 母

角閃石

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

5 深  鉢 「
:縁 隆帯上に刻み ヨヨナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

6 深  鉢 月‖部 幅広の隆帯 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

黒色

5YR 1 7/1
通常

7 深  鉢 月同部 沈線 ヨコミガキ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/3

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

8 深  鉢 I・l部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

9 深  鉢 :■ 縁 日唇に刻み ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 突起 突起部に渦巻 き状の沈線 不 明 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴 部 刻みのある渦巻 き状隆帯 ヨコナ デ 角閃石
灰褐色

5YR 4/2

明赤 褐 色

5YR 5/6
通常

(単位cm)

―ボン・焼土を含まない黄褐色土層 (10YR5/6)であった。

遺 物  第188図・第110・ 111表

遺物は、石器では、黒曜石のピエス・エスキーユ (1)が出土 しているのみである。

土器は、中期中葉から後葉の破片がわずかに認められたのみである。

時 期

本住居址は、縄文時代中期に位置付けられようが、詳 しい時期は明らかでない。

(34) 」-34号住居址

住居址  第189図

J-34号住居址は、 I-13グ リッドにおいて検出された。本址は J-23号住居 l■_に 切 られて存

在 している。

本址は、南北4.7m。 東西5.3mの 円形住居で、床面積は推定で15.4m2を 測る。壁の残存高は、

10cm前後を測る。壁溝は認められない。

ピットは、8個が検出された。ピットの大きさは、Plが 40× 40× 50cm、 P2が 48× 48× 24cm、 P3

が40× 32× 14cm、  P4が 70× 54× 22cm、  P5が 62× 58× 36cm、  P6が30× 24× 24cm、  P7が 38× 30× 48

Cmヽ  P3が58× 52× 28cmを 測る。



/

第 189図  」-34号住居址 (|:80)

住居覆土は 1層 のみで、 I層はローム粒子をよく含む暗褐色土層 (10YR4/3)であった。

遺物は、良好な出土状態のものはない。

炉

明確に炉 とできるものはないが、中央部の P7、 あるいは焼土を含む P8がその可能性がある。P8

は、58× 52cm深 さ28cmを 測 り、層位は 3層 に分層された。H層 は焼土を若千含む褐色土層 (10YR4/

6)、 Ⅲ層は焼土を含まない暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅳ層は焼土を含まない暗褐色土層 (10YR5/

8)である。

遺 物  第190～ 192図 。第112～ 116表

遺物は、石器では、石鏃 (1～ 4)・ ピエス・エスキーユ (5～ 8)。 スクレイパー (3)・ 石核

(9)。 加工痕のある争J片 (10)・ 彙J片 (11)・ 磨石 (12)が出土 している。

土器は、勝坂系のほか阿玉台系 (15～ 20)。 新巻類型もしくはプレ焼町 とされる土器 (51～ 56)

の破片がみられる。
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第‖2表  」-34号住居址出土遺物一覧表 く石器 >
図
サ

挿
番 器  和1 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ IFl量 備   考

l 石   鏃
ガラス質
黒色安山岩

3 欠損 7
ujaz,.rl.+-] 黒曜石 ll

石   鏃
ガラス質
黒色安山岩

3 欠投
ur^.
r7.+-f 黒嘔石

矛f   鏃 チャート 5 15 9 石  核 黒昭石

4 石   鏃 黒曜石 4 欠lll
加工痕の

ある剥片
黒昭石 5

L'ra .

r7.+-a 黒略石 6 剥   片 硬質頁岩

ピエス・
エスキーユ 黒曜石 9 磨   石 安山岩 439 5

(414肱 mm,g)

ｍ

．

Ａ

＝

――Ｉ

Ｗ

Ａ

（
靱
~ 2

Ａ
‐―Ｉ
Ｕ

ｍ

ａ

楊

５

冽
――Ｉ
Ｗ

り

つ

ヽ
い

躊劇

5-f Th‖』
⌒

第 190図  」-34号住居址出土遺物 (|～ H=|:2, 12=|:3, 13・ 14=|:4)

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第7期 )に位置付けられよう。

11

0               5crn
9    Ⅲ

241



聰ι罐輔8

劣《2m.亀褥北
７

２６
Ｍ

り

４

′
魔

“
　
　
４

ノ

　

‥

＝ド
ざ
ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
＜

酬僣コ́
靱魃褥Ｔ　　端

確
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土出址

慇　　　　鋸」-34号

灘郡勉

■
頌顆鱗背ず|

242

第 191図



47M膨隋戴鰈10

砂
51 惨

52

曲〃 魔54

な靡亀晰化54
ノ鐵此

第 192図  」-34号住居址出土遺物 (|

第‖3表  」-34号住居址出土遺物一覧表

ノ
68

饒

蒻

靱

‥ ４ ＞

一

円

月

婦

７‐

５
ノ
川
＝
＝
Ｗ
Ю

酪５
乃

〃

屑

鴇

蝙

“
　
　
ん
″
月
＝
＝
＝
‐‐
＝
り
７２
　
　
　
　

＞
挿図

番号
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 突起
環状突起、隆帯上に爪形の刻み を

連続 して施す
ョコナデ 角閃石

赤褐色

2.5YR 4/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 ピット

深  鉢 突 起 沈線 を施 した突起 ナ デ 黒雲 母多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通 常

深  鉢 口 縁
高い隆帯

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

暗赤16色

5YR 3/2

明赤褐色

5YR 5/6
軟 弱 一括

深  鉢 日縁
高い隆帯

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

暗赤褐色

5YR 3/3

暗赤褐色

5YR 3/6
軟 弱 一 括

17 深  鉢 日緑
高い隆帯

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

暗赤褐色

5YR 3/2

赤褐色

2 5YR 4/6
軟弱 一 括

深  鉢 日 緑 隆帯による格円形区画 ヨコミガキ
黒雲母

白色粒子

晴赤褐色

5YR 3/3

によい赤褐色

5YR 5/4
軟弱 一 括

深  鉢 月同部
横位隆線

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
軟 弱

(単位cm)
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第‖4表  」-34号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼成 It 言じ 備   考
外  面 断  面

深  鉢 日縁 隆線による格円区画内に結節沈線 ヨコミガキ
黒雲母

白色粒子

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

赤褐色

2 5YR 4/6
軟 弱 一 括

深  鉢 胴部
横位隆線

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲 母

白色粒子

暗赤褐色
2.5YR 3/2

暗赤褐色

2 5YR 3/3
軟 弱

深  鉢 横位結節沈線 ヨコミガキ
黒雲母

白色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 5/3
軟 弱

深  鉢 胴部 横位結節沈線 ヨコミガキ
黒雲 1サ

白色粒子

栓色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
軟 弱

深 鉢 胴部 連続押圧のある垂下隆線 ヨコナデ
黒雲 母

白色粒子

赤褐色

2.5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
軟 弱

深  鉢 口 縁
刻みのある隆帯、それに沿 う幅広

の結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
軟 弱

深  鉢 口縁
折 り返 し日緑、それに沿 う幅広の

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
軟 弱

深  鉢 胴部
集合す る隆線

結節沈線
ヨコミガキ

黒雲母

白色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
軟弱

深  鉢 胴部 幅広の結節沈線 ヨコナデ
黒雲母

白色粒子

にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい褐色

7 5YR 5/3
軟 弱

深  鉢 日縁
爪形状の連続刺突文

曲隆線、沈線
ヨコナ デ 黒雲母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

深 鉢 日縁 沈線、結節沈線 ヨコミガキ 黒雲母
晴赤褐色

5YR 3/2

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 日緑 曲隆線、結節沈線 ヨコナデ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/4

橙色

5YR 6/6
通常 田区

深  鉢 胴部
眼鏡状突起か ら曲隆線が派生。 I・l

文 LR、 爪形状の連続刺突文
ヨヨナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2.5YR 6/8
通常 1‖ 区

深  鉢 胴部
曲隆線、横位沈線

縄文 LR
ヨコナ デ 黒雲母

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 胴部
横位隆線、沈線

結節沈線、縄文 LR
ョコナ デ 黒雲 母

によい赤褐色

2.5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常 一 括

同一個体

深  鉢 胴部
横位隆線、沈線

結節沈線、縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 一 括

深  鉢 胴部
隆線、沈線

結節沈線、縄文LR
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

5YR 3/6

橙色
.5YR 6/6 通常 一 括

深  鉢 日同部
縦位沈線

縄文 LR
ヨコナ デ 黒雲母

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 口縁 2条の横位爪形状連続刺突文 ヨコナデ 黒雲母
灰褐色

2 5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 ― 括

深  鉢 胴部
曲隆線

爪形状の連続刺突文
ヨコナデ 黒雲 母

橙色

5YR 6/6

明赤褐色
2 5YR 5/6

通常 一括

深  鉢 月同部
隆線

キャタピラ文
ヨコナ デ 白色粒子

にぶい橙色

7 5YR 6/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

深 鉢 月同部
キャタピラ文

三叉文の沈刻
ヨコナ デ 白色粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
隆線、横位沈線

隆線に沿 う連続刺突文
ヨコナデ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色
2.5YR 5/8

通 常

同一個体

深  鉢 胴部
横位隆線

横位沈線
ヨコナデ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色
2 5YR 5/8

通常

深  鉢 胴部 隆線上に爪形状の連続刺突 ヨコミガキ 白色粒子
浅黄橙色

10YR 8/3

にぶい黄橙色

10YR 7/2
通常

(単位cm)
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第‖5表 」-34号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼成 註  記 4Fil  考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 隆線脇に爪形状の連続刺突 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい橙色

5YR 6/4

によい赤掲色

5YR 5/4
通常

深 鉢 月1可 部
曲沈線

爪形状の連続刺突
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常

深  鉢 胴部
横位隆線

沈線
ヨコミガキ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

褐灰色

5YR 4/1
通常 Ⅲ区

深  鉢 月同部 隆線上に爪形状の連続刺突 ョコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 ‖l区

深  鉢 日縁 隆線上に爪形状の刻み ヨコミガキ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 口縁 日唇に連続す る刻み ョコナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

橙色

2 5YR 6/6
通常 Ⅲ 区

深  鉢 口縁 環状突起か ら曲隆線が派生 ヨコナ デ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/8
通1'

深 SI 胴部 環状突起。」、ちに刻み ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 一 括

深  鉢 胴部
突起、曲隆線 とそれに沿 う結節沈

線
ヨコナ デ 黒雲母多量

B音 赤灰色

2 5YR 3/1

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴 部
垂下する隆線

縦位沈線
黒雲母多量

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
垂下隆線、沈線

組文 LR
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6「
u色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢

"同

部
環状文

三叉文の沈刻
ヨコナデ 黒雲母

褐灰色

5YR 4/1

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 平行沈線 ヨコナ デ 果雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
地文縄文 LR
2条の鋸歯状沈線

タ テ ガ キ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 平行沈線による三角状の文様 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい橙色

5YR 6/3
通常 I区

深  鉢 月同部 沈線 ョコナ デ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 胴部 撚糸文 R ヨコナデ 黒雲 母
黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/6
軟 弱

深  鉢 日緑 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 1母

晴赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲 母
によい赤褐色

2 5YR 4/3

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 R ヨコナデ 黒雲 1寸

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 用同部 縄文 LR ヨコナデ 熟雲 |サ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通lI

深  鉢 胴部 無文部 ヨコミガキ 黒雲 母
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 一 括

深  鉢 胴部 無文部 ヨコナデ 角閃イi

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 一 括

深 鉢 胴部 無文部 ヨコナデ 角閃イf

によい赤褐色

5YR 4/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 一 括

深  鉢 胴部 無文部 ヨコミガキ
黒雲 ill

白色粒子

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
軟り]

(単位cm)
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第‖6表  」-34号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
小F図

番サ
器  積 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内 rll)

胎   上
色    調

焼成 11記 備   考
外  面 断 rl

深 鉢 月‖部 無文部
黒雲 |サ

|′ l色粒子

赤褐色

2.5YR 4/6

赤褐色

2.5YR 4/6
軟 弱

深  鉢 層同部 無文部 ヨコミガキ
黒雲 lサ

白色粒子

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

|り
17F● 褐色

2 5YR 5/6
軟 弱 ‖l区

深  鉢 月‖部 沈線による格子の文様 ヨコミガキ 角閃イi

にぶい椎色

7 5YR 7/3

にぶい橙色

7 5YR 7/3
良好

深  鉢 lllll部
隆線上に爪形の連続刺突

縄文 LR、 蛇行沈線
ヨコミガキ frl DIイ「

橙色

7 5YR 7/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

(単位cm)

(35) J-35号住居址

住居址  第193図

J-35号住居址は、 F-11グ リッドにおいて検出された。

本址は、南北3.2m・ 東西3.lmの 円形を呈し、床面積6.7m2を 測る。壁高は30cmほ どである。壁

溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、壁際に Pl～ P6が検出

された。 ピッ トの大 きさは、 Plが

24× 24× 50cm、 P2が 16× 12× 40cm、

P3が20× 18× 32cm、 P4が 28× 24×

38cm、 P5が 34× 30× 10cmを 測る。

住居覆土は、 3層 で、 I層はロー  ■

ム粒子 を含 まない黒褐色土層 (10

YR2/3)、 H層 はローム粒子を含ま

ない黒色土層 (10YR2/1)、 Ш層はロ

ーム粒子を大量に含む人為的埋土で  c

ある暗褐色土層 (10YR2/3)であっ

た。また、Ш層上面には焼土が認め

られ、Ⅲ層を埋めた後火が焚かれた

可能性がある。

遺物は、7の石皿や 8の深鉢がⅢ層

上面より出土した。Ⅲ層は人為的な

埋土であり、Ⅲ層を埋めた後石皿や

深鉢が廃棄されたものと考えられる。

24δ
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炉

炉は、検出されなかった。

遺 物  第1940195図 ・第117～ 119表

遺物は、石器では、石鏃未成品 (1)・ ピエス・エスキーユ (2～ 4)・ 磨石 (5・ 6)。 石皿 (7)

が出土 している。

土器は、 8の 口唇に 4単位の環状突起を配 し、日縁を楕円の隆線区画で連結 し、胴部に曲隆線

とそれに沿う沈線を配 した土器が出土 している。また、浅鉢は、小形で隆線を配 した 9、 日唇に

キザ ミをもち赤彩のなされた10の 2点が出土 している。

時 期

本住居址は、縄文時代中期中葉 (川 原田遺跡第 9期)に位置付けられよう。
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:3, 7=|:4)第194図  」-35号住居址出土石器(|～ 4=|:2, 5・ 6=|

2イ 7



疵成7颯旺範■

蠅f鶏《 鋏き■4紺ん

4輻響諦4蝙屯
248

第 195図  」-35号住居址出土土器 (|:4)



第‖7表  」-35号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  紙 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器 榊 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1

銀
品成

石
未 却嗜L出 イf 11 2 5 磨   イ 安 山岩

2
L'r1 .

r 7.+--a 黒略イ 11 6 磨  イ 安山岩 1788 欠llt

3
L'r1 .

黒略イ 7 7 安山岩 3,500 0 欠投

Ur7, .

r1 +-r 黒昭イf

(単位mm,g)

第‖8表  」-35号住居址出土遺物一覧表  <縄 文土器 >

図

サ

挿

番
器 お1 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   上
色 調

焼成 雷主 記 備   考
外  面 断  面

8 深  鉢 轍
～螂

日縁に 8単位の情円区画を設け、
内部に有節状線を沿わせる工抱三
叉文多用、曲隆線

ョコナデ 黒雲 母
赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

7

5

9 浅  鉢

日縁
∫

底部

ゆがんだT字状、三角状の隆帯に

有節沈線を沿わせる
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 2

浅  鉢 日緑

(38.4) 日唇に細い棒状]i具を押し付け、

刻み状とする

丁寧な

ヨコミガキ
白色風化粒子

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
イく良 外 l 内外面赤彩

11 深 鉢 日縁 爪形状の連続刺突文 ヨコナデ 白色粒子
にぶい栓色

7 5YR 7/4

にぶい橙色

75YR 7/4
通常

HI区

Ⅲ層

深  鉢 月同部 爪形状の連続刺突文 ヨコミガキ 白色粒子
晴赤褐色

2 5YR 3/2

赤褐色

2 5YR 4/6
通,I

1区

Ⅲ層

深  鉢 月同部
キャタピラ文

鋸歯状沈線
角閃石

橙色

5YR 6/6

社色

5YR 6/6
通常

I!X

IIIり南

深  鉢 胴部
刻みのある隆線

爪形状の連続刺突文
ヨコナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

Ⅲ区

l lll

深  鉢 胴部 沈線による格F]区画内に平行沈線 ヨコナデ 角閃石
桂色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

Ⅳ区

Ⅲ層

深  鉢 日辺 沈線 ヨヨナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通1杵

H区

I層

17 深  鉢 胴部
沈線による渦巻 き状の文様に爪形

状の連続刺突文
ヨコナデ

白色粒子

角閃石

灰褐色

7 5YR 4/2

灰褐色

7 5YR 4/1
通常

‖llX

I層

深  鉢 日 辺 押圧のある横位隆帯 ヨコナデ 黒雲 母
に』:い赤褐色

2 5YR 4/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

I区

I,商

深  鉢 日縁 j菫 続押圧のある横位隆帯 ヨコナデ 黒雲 |サ

褐灰色

5YR 4/1

り]赤褐色

2 5YR 5/6
通常

‖l区

I llLl

深  鉢 胴部
沈線

ttltt R L
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

H区

Ⅳ,研

深  鉢 月同11
沈線

縄文 LR
角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

橙色

2 5YR 6/6
通 常

区

層

深  鉢 胴 部 縦位沈線 黒雲 lサ

にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通11

H区

:ll層

深  鉢 1同 部 不揃 いな平行沈線 ヨコミ〃キ 黒雲母多」1
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

ⅢIズ

Ⅲ層

深  鉢 胴部
縦位隆線

縦位沈線
ョコナデ 黒里割サ多量

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

H区

1層

深 鉢
胴

下半
2条の平行沈線 ヨコナデ 黒雲 |サ 多lir

明赤褐色

2 5YR 5/6

り1赤 褐色

2 5YR 5/6
通11

Ⅲ区

1層

深  鉢 底部
垂下隆線

縦位沈線
黒雲 lサ

り]赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
題常

II I区

Ⅲ層

深  鉢 日縁 Illtt R L ヨコナデ
白色粒子

黒雲 lサ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通11

:111区

Ⅲ層

(1口嗜Lcm)
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第‖9表  」-35号住居址出土遺物一覧表 く縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調
焼成 註  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナ デ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
灰赤色

2.5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

‖I区

I層

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

Ⅲ区

I層

深  鉢 ]同部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 4/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

Ⅲ区

1層

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナ デ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

11区

Ⅲ層

深  鉢 日同部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
灰黄褐色

10YR 6/2

褐灰色

10YR 6/1
通常

Ⅲ区

Ⅲ層

製

盤

土

円

『
×
４．８

縄文 LR ヨコナ デ 角閃石
灰赤色

2 5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常

Ⅲ区

III層

(単位cm)

(36) J-36号住居址

住居址  第197図

J-36号住居址は、 F-14グ リッドにおいて検出された。

本址は、その南側を削平されているが、南北推定7.Om。 東西推定6.3mの 円形を呈 し、推定床

面積31.lm2を 測る。壁の残存高は、20

cmを 測る。壁溝は幅10～ 30cmの ものが

不明な削平部分 を除き全周する。床面

は貼 り床である。枝分かれする壁溝お

よび柱穴 P6・ P7・ P8の あ り方か ら、

本住居址は南側へ最高で lm程度の拡

張がなされたものと考えられる。

ピットは、11個 が検出された。この

うち P5° P10・ P llは 住居拡張前の柱

穴、 P6・ P7・ P8は住居拡張後の新た

な柱穴 と考えられる。 ピットの大きさ

は、Plが 68× 56× 46cm、 P2が 66× 60×

64cm、  P3が 70× 68× 48cm、 P4が 70×

54× 48cm、  P5が 70× 50× 50cm、 P6が

86× 70× 58cm、 P7が 66× 30× 54cm、 P8

250
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第197図  J-36号住居址 (|:80)

が62× 60× 60cm、  P9が82× 74× 46cm、  P10が 42× 36× 20cm、  PHが 64× 58× 18cmを 測る。

住居覆土は、 2層 で、 I層はローム粒子を多く含む褐色土層(10YR4/6)、 H層 はローム粒子を

大量に含む暗褐色土層 (10YR3/4)であった。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉  第196図

炉は、住居址の中央よりやや壁よりに存在 している。10個程度の安山岩礫がみられる方形の石

25ヱ



囲い炉で、130× 120cm深 さ30cmを 測る。

覆土は 3層 に分層された。 I層 は焼土・カーボンを若千含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 H層はカ

ーボンを若千含み焼土を多く含む暗赤褐色土層 (5 YR3/4)、 Ш層は明赤褐色焼土層 (5 YR5/8)

であった。

遺 物  第198～ 200図・第120～ 124表

遺物は、石器では、石錐 (1～ 3)・ ピエス・エスキーユ (4・ 5)・ スクレイパー (6・ 7)・

石匙 (8)・ 争J片 (9・ 10)。 打製石斧 (11・ 12)が出土している。

土器は、小破片のみであるが、縄文時代中期中葉 。後葉 (加 曽利E2式)の ものがみられ、後

者が本住居に伴うものと考えられる。

時 期

本住居址は、縄文中期後葉 (川 原田遺跡第12期 もしくは第13期)に位置付けられよう。
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第200図  」-36号住居址出土土器 (|:4)

第 120表  」-36号住居址出土遺物=覧表 <石器 0円盤 >
図
号

挿
番 ォ

=  
権rl 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

挿図
番号

器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

l 石   錐 黒曜石 5 石   匙 7

2 石   錐 黒曜石 9 争」  片
‐

黒曜石

3 石   錐 熟曜石 剥   片 硬質頁岩

4
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 9 11 打製石斧 39 7

5 エスキーユ
ガラス質
黒色安山岩

6
山本分析No14
人風山産

打製石 斧 安山岩

6
スクレイ

黒曜石 円  盤 土  製 8

7
スクレイ ホルン

(単位mm,g)
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第 121表  」-36号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼 成 離  記 備   考

外  面 断  面

深 鉢 胴部
平行沈線

円文
ヨコナデ 角閃石

によい賞橙色

10YR 7/3

黒褐色

10YR 3/1
通 常 I区

深  鉢 日縁 爪形状の連続刺突文 不明 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通 常 H区

深  鉢 日縁 条痕的な沈線 ヨコミガキ 白色粒子
赤褐色

2.5YR 4/6

l: j:|.,ihls&

5YR 5/3
通常 I区

深  鉢 胴部
縦位平行沈線

I.l文
ヨコナデ 角閃石

灰赤褐色

2 5YR 4/2

橙色

2 5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 B同部
密な縦位平行沈線 と逆ハの字状沈

線
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 7/4

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常 1区

深  鉢 胴部 縦位隆線 と結節沈線 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 一 括

深  鉢 口 辺 大い沈線 ヨヨナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 口 縁
沈線

日縁外部折 り返 し
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 一括

深  鉢 口縁 沈線 ョbナ デ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁 斜位・縦位沈線 ョコ十 デ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 7/4

にぶい黄橙色

10YR 7/4
通,1

深  鉢 口 辺 隆線上に唇状の刻み ヨコミガキ 角閃石
橙色

7 5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常 H区

深  鉢 層同部
隆線の貼 り付け

縦位沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

によい栓色

7 5YR 6/4
通常 P:

深  鉢 胴部
横位隆帯に唇状の刻み

横位沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

によい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 横位隆帯に唇状の刻み ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深 鉢 J同部
縦位沈線

円形刺突文
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/3

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 I同 部 沈線 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

深 鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 白色粒子
にぷい赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常 H区

鉢 胴 部
横位隆線

内外面赤色塗彩
ヨコミ//キ 角閃石

灰褐色

7 5YR 4/2

灰褐色

7 5YR 4/2
通 常 I区

深  鉢 層同部
横位隆線

縦位沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通,I H区

深  鉢 1同部
曲沈線

斜位平行沈線
ヨコミガキ 角閃石

によい赤褐色

5YR 5/3

によい橙色

7 5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 口辺 縦位平行沈線 ガ キ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 5/3

によい褐色

7 5YR 6/3
通常 I区

深  鉢 胴部
曲隆線 とそれに沿 う爪形状の連続

刺突
角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 胴部
渦巻 き状突起か らね しり状隆線カ

派生
ヨヨナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常 I区

深  鉢 用同部 2条の縦位沈線が入る垂下隆帯 ヨコナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 1同部
垂下隆線

逆U字状の連続刺突
ョコナ デ 角閃石

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい黄橙色

10YR 7/3
通常

(11位 cm)
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第 122表  」-36号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調

焼成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 口 縁

口唇頂上部の渦巻 き状の突起か ら
2条の隆線が派生
縄文 LR

ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2.5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
隆帯、沈線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母 多量

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/8
通常 H区

深  鉢 胴部
蛇行する隆帯とそれに沿う沈線

縄文LR
ヨコナ デ 黒雲母多量

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/8
通常 I区

深  鉢 胴部

隆線、沈線による方形区画内に縄
文 R
内外面赤彩

ヨコミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常 8

深  鉢 胴部
垂下隆線 とそれに沿 う沈線

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

にぶい褐色

7.5YR 6/3

橙色

5YR 6/8
通常 H区

製

盤

土

円

62

56
不整形 ヨコナデ 角閃石

暗赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通常

製

盤

上

円
胴部 眼鏡状把手 ョコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 I同 郡 沈線 ョコナ デ 角閃石
赤褐色

2.5YR 4/6

橙色

2.5YR 6/8
通常 H区

深 鉢 層同部 縦位平行沈線 ガ キ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
通常 I区

深  鉢 胴部 中央に沈線の入る幅広隆帯 ヨコミガキ 角閃石
にぶい褐色

7.5YR 5/3

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 I区

深  鉢 E同部 隆線 と沈線 ョョナ デ 黒雲母 多量
橙色

7.5YR 7/6

橙色

7 5YR 7/6
軟 弱 I区

深  鉢 胴部 沈線間を縄文 LRが埋め る ヨコナデ 黒雲母多量
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通 常 H区

深  鉢 胴部 縦位沈線の間 を縄文 LRが埋め る ヨコナデ 白色粒子
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通 常 I区

深  鉢 口 縁
曲隆線 と沈線

列点刺突
ヨコミガキ 黒雲母

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通 常 5

付

鉢

ム
ロ
深

底部
隆線による方形 。三角区画内を平

行沈線が埋め る
ヨコナデ 黒雲母多量

橙色

2.5YR 6/6

橙色

2.5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 胴部 太い隆線による区画内に沈線 ヨ コナ デ 黒雲母多量
にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 2条の横位隆線に環状隆線が付属 ョコナ デ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

黒褐色

7 5YR 3/1
通常

深 鉢 ]同部 縦位の沈線および隆線 ヨコナデ 角閃石
によい褐色

7 5YR 6/3

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常 H区

深  鉢 胴部 縦位の沈線および隆線 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 1

深  鉢 胴部 縦位沈線 ヨコミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 胴部 縦位隆線・沈線の間に列点刺突 不 明 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色
5YR 6/6

通常 H区

深  鉢 日同部
曲隆線 と沈線

列点刺突
ヨコナデ 黒雲母

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 把 手
橋状把手、両脇 を高め、中央にシ

グザ グの隆線が走 る
ヨコナ デ 黒雲母

橙色

2.5YR 6/6

橙色

2.5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 口 辺
11高の隆線による区画内に縦位沈

線 を充収
不 明 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

浅  鉢 口 縁
渦巻 き状隆線

斜位平行沈線
ヨコミガキ 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 7/4

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常 H区

(単位cm)
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第 123表  J-36号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図
lri・ 号

器  種 部位 法  量 器形および文様
調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註  記 備  考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
横位隆線

縄文 RL
ヨコミガキ 角閃石

橙色

7 5YR 7/6

によい橙色

7 5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 日同部
隆線による格円区画内に組文RL
を埋める

ョコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 口 縁
垂下隆線

Flltt L R
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 I区

深  鉢 口縁 Hlltt R L ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 層同部
垂下隆線

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 7/4
通常

深  鉢 B同部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

にぶい賞證色

10YR 7/3
通常 II区

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通|# I区

深  鉢 日同部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 I区

深 鉢 胴部 縄文 RL ヨヨナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通 常 I区

深  鉢 8同部 縄文 RL 不 明 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 Pl。

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 7/3

褐灰色

10YR 4/1
通常 H区

深  鉢 層同部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 H区

深  鉢
部

近

底

付
縄文 RL ヨコナデ 角閃石 多il

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 縄文 RL 不 明 角閃石
灰褐色
5YR 4/2

にぶい橙色
7 5YR 6/4

軟 弱 H区

深  鉢 胴部 Hlltt L R ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 」同部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 H区

深  鉢 口縁 口辺に微隆起文 ヨョナ デ 角閃石
l:irr.rhi0g
sYR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

深  鉢 日縁 日縁は内湾 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 口緑 日縁は内湾 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

にぶい賞橙色

10YR 7/3
通常 I区

深 鉢 口縁 幅広隆帯 ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 7

深  鉢 口縁 無文 IIl製 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深 鉢 胴部 無文 ヨコナデ 黒雲母
晴赤灰色

2 5YR 3/1

にぶい赤褐色

2 5YR 4/4
通常 I区

浅  鉢 層同部 無文 ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 7/4

にぶい賞橙色

loYR 7/3
通常 I区

深  鉢 胴部 無文 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤褐色

5YR 5/4

赤褐色

2 5YR 4/6
軟 53

(単位cm)
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第 124表  」-36号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色   調

焼成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 無文 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/4

暗赤褐色

5YR 3/4
通常 H区

深  鉢

部

近

底

付
無 文 ヨコナ デ 黒雲母 多jl

明赤褐色

5YR 5/6

色

ん

褐

５

嚇

５ＹＲ
軟弱 3

深  鉢 胴部 渦巻 き状沈線 ヨコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 7/6

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

(単位cm)

(37) J-37号住居址

住居址  第201図

J-37号住居址は、 F-14グ リッドにおいて検出された。

本址は、南北4.2m。 東西3.4mの 方形を呈 し、床面積11.lm2を 測る。壁高は20cmほ どである。

壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

Q

Ａ
一
　

　

シ

0              2m

862       高

◎ QP・  6

1鼈硫趣
PiB ““

汀DS

t馬  剛∂
駐 る円ぶ

|
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ピットは、18個 が検出された。その大部分は壁際に巡るものである。ただし、P19の みは住居中

央部に存在する。 ヒッ トの大 きさは、 Plが 30× 28× 10cm、 P2が 26× 22× 10cm、 P3が 30× 28cm、

P4が 12× 12cm、  P5が20× 20× 10cm、  P6が16× 16cm、  P7が14× 14cm、  P8が32× 32cm、  P9が28×

16cm、 P10が40× 18cm、 PHが 22× 16cm、 P12が 18× 12× 8cm、  P13が30× 26× 40cm、  P14が24× 16×

54cm、  P15が 18× 14cm、  P16が 14× 12× 6cm、  P17が26× 24× 14cm、  P18が 24× 22× 4cm、  P19が30×

24× 10cmを 濃1る 。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉

炉 と考えられるものは確認されなかった。ただし、住居中央部にあるP19は位置的にはよい位置

にあるが、焼土を含まないものである。

遺 物  第202・ 203図 ・第125～ 127表

遺物は、石器では、石匙 (1・ 2)と 微小余J離痕のある争J片がある。

土器は、前期初頭 とみられる羽状縄文を施 した深鉢の破片 (4～ 13)が認められる。また、14に

も縄文がみられるが、月台土が明らかに在地の土器 とは異なり、北白川下層式とみられる土器である。

時 期

本住居址は、縄文時代前期初頭 (川 原田遺跡第 3期)に位置付けられよう。

0               5om

2

第202図 J-37号住居址出土遺物

(|～ 3=|:2, 4=|:4)

第 125表  」-37号住居址出土遺物一覧表 <石器>

図
号

挿
番 器 紙 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 イ「  匙 チャー ト

イ 匙
ガラス質
黒色安山ギ:

3
徹小判離痕
のある剥りl

チャー ト

(単位mm,g)
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第203図  」-37号住居址出土土器 (|:4)

第 126表  」-37号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備  考
外  面 断  面

深  鉢 口縁

＆

一　
一

縄文 LRと RLに よる羽状構成

結束
ヨコナ デ

繊維含

風化岩片

橙色

5YR 6/6

褐灰色

5YR 4/1
通常

5

6

深  鉢 口縁
l.ltt L Rと RLに よる羽状構成

結束
ヨコナデ

繊維含

風化岩片

橙色

5YR 6/6

褐灰色

5YR 4/1
通常

2

3

同一個体

6 深  鉢 胴部
縄文 LRと RLに よる羽状構成
結束
菱形構成

ヨコナデ
繊維含

風化岩片

橙色
5YR 6/6

褐灰色
5YR 4/1

通常 5

7 深  鉢 胴部 縄文 LR 不明
繊維含

風化岩片

橙色

5YR 6/6

褐灰色

5YR 4/1
通常 7

同一個体

8 深  鉢 胴部 縄文 LR 不 明
繊維含

風化岩片
艶
５ＹＲ

褐灰色

5YR 4/1
通常

8

14

(単位cm)

2δθ



第 127表  」-37号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色    調

焼成 離  記 備   考

外  面 断  面

深 鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ
繊維含

風化岩片

橙色

5YR 6/6

褐灰色

5YR 4/1
通常 1区

深  鉢 ]同部 縄文 LR ヨコナデ
繊維含

風化岩片

橙色

5YR 6/6

褐灰色

5YR 4/1
通常

深  鉢 3同部 縄文 LR タテナデ
繊維含

風化岩片

橙色

5YR 6/6

褐灰色

5YR 4/1
通常

深  鉢 ,同部 Flltt L Rと RLに よる羽状構成 ヨコナデ
繊維含

風化岩片

にぶい赤褐色

5YR 5/3

褐灰色

5YR 4/1
通常 5

深  鉢 胴部 縄文 LRと RLに よる羽状構成 ヨコナデ
繊維含

風化岩片

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 ― 括

深  鉢 胴部 l.ltt R L、 薄手 ヨコナデ 白色粒子
灰黄色

25Y7/2
略灰黄色

25Y4/2
良好 4 北白川下層式

(単位cm)

(38) 」-38号住居址

住居址  第204図

J-38号住居址は、 I-14グ

リッドにおいて検出された。本

址はJ-22号住居址の内側に同

心円状にあり、 J-22号住居址

の拡張前の可能性が大きいと考

えられるが、とりあえず別呼称

をとつた。

本址は、南北3.8m。 東西4.0

mの円形住居で、床面積は推定

で11.8耐 を測る。壁の残存高は、

10cm前後を測る。壁溝は認めら

れない。

ピットは、 4個が検出された。

ピットの大 きさは、 Plが 30×

30× 50cm、  P2が 40× 30× 68

Cm、  P3が 52× 46× 20cm、  P4が

28× 28× 30cmを 測る。

住居覆土は 1層 のみで、 I層

はローム粒子を多量に含む人為

０‐ｍ・|¬ ■

第204図  」-38号住居址 (|:80)

26■



的埋土で暗褐色土層 (10YR3/4)であった。

遺物は、良好な出土状態のものはない。

炉

炉は検出されなかった。

遺 物  第205・ 206図 。第128～ 131表

遺物は、石器では、ピエス・エスキーユ (1)・ 石皿 (2)が出土 している。

土器は、縄文時代中期後葉の加曽利E2式の破片 (33な ど)がみられ、住居に伴 うものと考え

られる。

時 期

本住居址は、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第12期～第13期 )に位置付けられよう。

Q婢

齢

勒

第 128表  J-38号住居址出土遺物一覧表 <石器>
図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1
Ur^.

黒曜石 8 Ll

(単位mm,g)

豊 3

ル 8

場″2紆盆
‐ ~

鰊41爆躙亀憫考5総:札6鐵此飩札8

第205図  」-38号住居址出土遺物 (|=|:2, 2～ =|:4)



囀
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第206図  J-38号住居址出土土器 (|:4)
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第 129表  J-38号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 lrl 部位 法  T■■ 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 鯛

焼 成 註  記 備  考

外  面 断  面

2 深  鉢 胴部 横位・斜位沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

l: irv.i€e,
7.sYR 6/3

通常 Ⅱl区 早期 ?

3 深  鉢 月同部
横位ハの字状沈線

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

浅黄橙色

10YR 8/3

黒褐色

10YR 3/1
通常 Ⅳ区

深  鉢 胴部 縦位沈線 ョコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 I区

5 深  鉢 月同部
キャタピラ文

ベン先状刺突文
ヨヨナデ 黒雲母

明赤褐色
5YR 5/6

明赤褐色
5YR 5/6

通常

6 深  鉢 口縁 ベ ン先状刺突文 ヨコナデ 角閃石
黒褐色
5YR 3/1

灰褐色
5YR 5/2

通常 11区

7 深  鉢 胴部
横位蛇行隆線

刺突文、縦位沈線
ヨコナデ 角閃石

浅黄橙色

10YR 8/4

浅黄橙色

10YR 8/3
通常 一 括

8 深  鉢 日 縁 隆線による三叉区画 ヨコナ デ 黒雲 1漱

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

9 深  鉢 口 縁

口唇は交互の押圧で蛇行状の効果

を出す結節沈線
ヨコナデ 角閃石

黒褐色

5YR 3/1

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 IIFD部
刻みのある横位隆帯

曲隆線、沈線
ヨコナ デ 黒雲母

t: j:t\-,fil€O

sYR 4/3

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

深  鉢 月F91部 結節沈線 ョコナ デ 黒雲母
暗赤褐色
5YR 3/4

赤褐色
5YR 4/6

通常

深  鉢 胴部
刻みのある横位隆帯

弧状沈線
ョコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常 5

深  鉢 胴部
横位隆線

縦位沈線
ョコナ デ 黒雲母

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

深  鉢 月同部 横位隆線 ヨコナデ 角閃石
褐色

7 5YR 4/3

橙色

7 5YR 6/6
通常 一 括

深  鉢 胴部
垂下隆線に沈線が沿い、その間を

縄文 RLが埋め る
ョコナデ 角閃石

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
地文縄文

刺突文
不 明 黒雲母

明赤褐色
5YR 5/8

赤褐色

5YR 4/8
通常 H区

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナ デ 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 一括

(単位cm)
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第 130表  」-38号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
挿図

番号
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 縦位平行沈線 ヨヨナデ 角閃石
黒色

7 5YR 2/1

黒褐色

7 5YR 3/1
通常

深  鉢 胴部 逆 U字状沈線 ヨコナデ 角閃石
灰褐色

7.5YR 4/2

明褐色

7 5YR 5/8
通常 H区

深  鉢 層同部
2条の隆線

縦位平行沈線
ヨョナデ 黒雲母

明赤IIS色

5YR 5/8

明赤褐色
5YR 5/6

通常 !II区

深  鉢 胴部 斜位平行沈線 ヨヨナデ 角閃石
赤褐色

5YR 4/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常 H区

深  鉢 胴部 横位沈線 ヨコナデ 角閃石
橙色

7 5YR 6/6

にぶい橙色
7 5YR 6/4

通常 H区

深  鉢 胴部 平行沈線 ヨヨナデ 角閃石
褐色

7 5YR 4/3

によい賞橙色

10YR 6/4
通常 H区

深  鉢 胴部
隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

7 5YR 6/6

橙色

7.5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 胴部
隆帯

沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
通 常 H区

深 鉢 胴部 平行沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 7/3
通常 11区

深  鉢 胴部 平行沈線 不明 黒雲母
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通 常

深  鉢 胴部 縦位平行沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2.5YR 6/8
通常 III区

深  鉢 胴部
横位沈線間を連続平行刺突文が埋

める
ヨコナデ 白色粒子

浅黄橙色

7.5YR 8/4

浅黄橙色

7.5YR 8/4
通常 Ⅲ区

深  鉢 層同部
横位隆線

Ialtt L R
ヨコナデ 黒雲母

にぶい橙色

7 5YR 6/4

によい黄橙色

10YR 7/4
通常 一括

深  鉢 胴部
縦位隆帯

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色
5YR 6/6

通常 H区

深  鉢 ]同 部
縦位隆線

縄文RL
ヨヨナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/3

橙色

5YR 6/8
通常 一 括

深  鉢 口縁
隆線による S字状文

縄文 RL
ヨコナ デ 角閃石

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通 常 Ⅲ区

深  鉢 口隷
隆線と沈線による構円区画内に縄

文 RLを 埋める
ヨコナ デ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 一括

深  鉢 口 縁
隆線

沈線による方形区画内を縄文
ヨヨナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

7.5YR 7/4
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 Ⅳ区

｀

深  鉢 日同部 撚 糸文 L ヨコミ″キ 黒雲母
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2.5YR 6/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 R ヨヨナデ 角閃石
明赤褐色

2.5YR 5/6

によい橙色

5YR 7/4
通常 I区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 ― 括

深  鉢 胴部 縄文 ヨコナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部 縄文 LR ヨョナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常 Ⅳ 区

(単位cm)

2δイ



第 131表  」-38号住居址出土遺物一覧表 く縄文土器 >

図

号

挿

番
器 FFl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色   調

焼成 謝: 言こ 備   考

外  面 断  面

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 ― 括

深  鉢 胴部 羽状縄文 不 明 白色粒子 艶
５ＹＲ

橙色

5YR 6/6
通常 II区

(単位cm)

(39) J-39号住居址

住居址  第207図

J-35号住居llLは 、H-12グ リッドにおいて検出された。本址はJ-44号住居址の内側に同心

円状に重なり、 J-44号住居址の拡張前の可能性が考えられるが、とりあえず別呼称をとった。

また、 J-18号住居址に切られて存在する。

本址は、南北2.5m。 東西2.lmの 隅丸方形を呈し、床面積3.5m2を 測る。壁の残存高は20cmほ ど

である。壁溝は認められない。床面は貼り床である。

ピットは、5個検出され住居の主軸に沿ってPl～ P4が並ぶ。ピットの大きさは、Plが 10× 8×

4cm、  P2が 12× 10× 8 cm、  P3が 14× 14× 54cm、  P4が 8× 8× 16cm、  P5が 16× 16cmを 測る。

住居覆土は、 4層で、

I層 はローム粒子を含ま

な い 黒 褐 色 土 層 (10

YR2/2)、 Ⅱ層はローム

粒子を含む暗褐色土層

(10YR3/2)、 Ⅲ層は ロ

ーム粒子をよく含む暗褐

色土層(10YR3/3)、 Ⅳ層

はローム粒子を多量に含

む褐色土層 (10YR4/4)

であった。

遺物は、良好な出土状

態のものはみられない。

炉

炉は、検出されなかった。

◎P2

◎P3

P40。 8°
0

第207図  J-39号住居址 (|:80)
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第 132表  」-39号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   上
色 調

焼 成 it記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 :こ:縁
口唇部に 2個の突起

縄文
ヨコミガキ 繊 Ill含

に」(い黄橙色

10YR 6/4

黒褐色

10YR 3/1
良 好

‖IIX

II,M
1期 11l I(後 半 )

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコミガキ 繊維含
にぶい褐色

75YR 5/3
褐灰色

10YR 4/1
良好

3

6
関山 I(後 半 )

深  鉢 胴部

0段 多条の縄文 LRと RLに よる
羽状構成
多段ループ文

ヨコナ デ 繊維含
にぶい褐色

7 5YR 5/3

褐灰色

10YR 4/1
良好 関山 I(後 半 )

深  鉢 月同部

0段 多条のIlltt L Rと RLに よる
羽状構成
ループ文

ヨコナデ 繊維含
にぶい褐色

7 5YR 5/3

褐灰色

7 5YR 4/1
良好

5

6
llltt I(後 半 )

9 深  鉢 胴部

多段 ループ文
0段 多条による縄文 RL
コンパス文

ヨコナデ 繊維含
橙色

5YR 6/6

褐灰色

10YR 4/1
良 好 3 関山 I(後半 )

深  鉢 胴部
多段ループ文

0段 多条による縄文 RL
ヨコナデ 繊維含

橙色

7.5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
良好

Ⅳ区

Ⅳ層
関山 I(後 半 )

深  鉢 胴部
多段ループ文

縄文LR
ヨコナデ 繊維含

橙色

7 5YR 6/6

褐灰色
10YR 4/1

良好
Ⅳ区

H層
関山 I(後 半 )

(1口 小Lcm)

ハ

ーーー

‐――

＝

ψ

Ｖ

愈

雉

轟 第208図  J-39号 住居址出土遣物

(|～ 4=|:2,5～ ‖=|:4)

◇

1

Cm

ザ
:

麟
肝
亀

参
∫

９

ノ

８

∫

６

出
川
肝
＝
が

．

遺 物  第208図・第132・ 133表

遺物は、石器では、石鏃 (1)・ 石匙 (2)・ ピエス・エスキーユ (3)・ 石錐 (4)が出土 して

いる。

土器は、関山 I式がみられる。多段ループ文 (7～ 11)。 コンパス文 (5)な どを施す土器破片

が若千出土 している。

時 期

本住居址は、関山 I式期にあたる縄文前期中葉 (川 原田遺跡第 4期 )に位置付けられよう。
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第 133表  」-39号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器 [1 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

】 石   鏃 黒曜石 8 欠 lll 3
urx.

黒曜石

2 石   匙 黒曜石 つ まみ部 石   錐 鉄石英

(1に 1主 mm, g)

(40) 」-40号住居址

住居址  第210図

J-40号住居址は、E-12グ リッドにおいて検出された。

本址は、その床面が確認されたのみで、推定 6mほ どの径を有するものとみられるが、詳細は

わからない。

遺物は、良好な出土状態を示すものはない。

炉

炉は、確認できなかった。

遺 物  第209図 。第134表

土器は、 1の地文に縄文を施 し、 3条の垂下する沈線のみられる加曽利E2式の深鉢胴下半部

を図示 しえたのみである。

時 期

、縄文中期後葉 晰

    フ
田
Q

本住居址は

田遺跡第12期 もしくは第13期 )に位 ´́ ―、、
、
、
lkj「P

ヽ

｀
、 D17置生「けられよっ。

ン
ノ
   J恥 (、    C)  ノ14.ハ

｀、_  ´

`二

ぃ
J‐

、ヽ、_′(5PJ
ゴ7E

第 134表  J-40号住居址出土遺物一覧表

｀
、0 0 o ヽ

第210図  」-40号住居址位置図

<縄文土器 >

J‐49
第209図  」-40号住居址出土

土器 (|:4)

図

号

挿

番
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色    調
焼 成 能  記 備   考

外  面 断  面

1 深  鉢 底部 一　
一“

地文にFlltt L R

3条の縦位沈線
ヨコナデ 黒雲母

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 l

(単位cm)
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(41) J-41号住居址

住居址  第211図

J T41号住居址は、 I-14グ リッドにおいて検出された。本住居址は、 J-16・ 28・ 32・ 50号

住居址、およびD-188号土

坑 と重複するが新旧関係は

とらえられなかった。

本址は、長軸推定 4。 2m・

短軸3.4mの 不整楕円形 を

呈 し、推定床面積23.4m2を

測る。壁高は20cmほ どであ

る。壁溝は認められない。

床面は貼 り床である。ただ

し、住居の要件を満たして

いる音6分が少なく、あるい

は住居でない可能性 も残る。

ピットは、5個が検出され

た。ピッ トの大 きさは、Pl

が34× 28× 42cm、 P2が 42×

30× 60cm、 P3が 60× 46× 16

Cmヽ P4が 44× 40× 20cm、 P5

が40× 32× 14cmを 測る。

遺物の出土はみられなか

った。

炉

炉は認められなかった。

遺 物

遺物の出土はみられなか

った。

時 期

本址は、おそらく縄文中

期の遺構か と考えられる。

2δ∂

第211図  」-41号住居址 (|:80)



(42) J-42号住居址

住居址  第212図

J-42号住居址は、 F-12グ リッドにおいて検出された。本址はD-48号土坑 と重複するが新

旧関係はとらえられなかった。

本址は、南北3.6m。東西3.5mの 円形住居で、床面積は9.7m2を 測る。壁の残存高は、20cm前後

を測る。壁溝は認められない。ピットも、検出されなかった。あるいは住居でない可能性 も考え

られる。

住居覆土は 1層 のみで、 I層は

ローム粒子を多量に含む暗褐色土

層 (10YR3/4)であった。

遺物は、良好な出土状態のもの

はない。

炉

炉は検出されなかった。

遺 物  第213・ 214図 。第

135・ 136壕長

遺物は、石器では、石鏃 (1)・ ス

クレイパー (2)・ ピエス・エスキ

ーユ (3)。 石核 (4)。 景J片 (5)・

軽石製小皿 (6)が出土 している。

ヾ    LI

第212図  J-42号住居址 (|:80)

鰤‐9

(|～ 5=|:2, 6=|:3)

ハ ‖眈 翁―C亀 9明
~ 1に

  2 3

0                 5crn

5

第213図  」-42号住居址出土石器
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第 135表  」-42号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考
図
号

挿
番 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   鏃 黒畷石 6 14 4 石   核 黒曜石

2
スクレイ

黒曜石 剥   片 硬質頁岩

3
ピエス・
エスキーユ 黒曜石 9 小   皿 軽  石

(単位mm,g)

第 136表  」-42号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法 rr 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調
焼 成 註  記 備   考

外  面 断  面

7 深  鉢 :ll緑 爪形状の連続刺突文 ョコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/3

橙色

5YR 6/6
通常

8 深  鉢 月同部 隆線 ヨコナデ 黒雲母多量
黒褐色

5YR 2/1

橙色

5YR 6/6
通常

(単位cm)

土器は、半裁竹管の連続刺突を施した縄文

前期諸磯 a式の土器片 (9)、 縄文中期の破片

(8)がみられる。

時 期

本址は、遺物から時期判断は難しいが、プラ

ンからみて縄文中期のものと考えられよう。
第214図  」-42号住居址出土土器 (|:4)

(43) 」-43号住居址

住居址  第215図

J-43号住居址は、 J-13グ リッドにおいて検出された。

本址は、床面およびピットが検出されたのみで正確な構造が把握できないが、大きさは推定で

南北5.4m。 東西5.5m、 推定床面積22.7m2を 測 り、円形を呈するものと考えられる。

ピットは、14個 が検出され、ほIF円 形に並ぶ。ピットの大 きさは、Plが 46× 30× 30cm、 P2が 34×

32× 16cm、  P3が 70× 56× 62cm、  P4が 36× 32× 56cm、  P5が 38× 34× 36cm、  P6が 36× 36× 40cm、  P7

が24× 20× 32cm、  P8が28× 24× 50cm、  P9が38× 30× 12cm、  P10が 26× 24× 30cm、  PHが 40× 34×

16cm、  P12が32× 26× 32cm、  P13が 90× 68× 50cm、  P14が32× 24× 22cmを 測る。

遺物は、良好な出土状態のものはみられない。

炉

炉は、検出されなかった。

2η



遺 物  第216・ 217図 。第137・ 138表

遺物は、石器では、石錐 (1)・ ピエス・エスキーユ (2)。 打製石斧 (3・ 4)が出土 してい

る。

土器は、縄文中期の土器破片が若干出土 しているにすぎない (第 217図 5～ 10)。

時 期

本住居址は、細かな時期はわからないが、縄文中期の所産と考えられよう。
工

|
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第215図  」-43号住居址 (|:80)
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第216図  」-43号住居址出土石器 (102=|:2, 304=3:
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11:li)ノベ鱚皮
翅
44珍多札颯″8

鰊屁 10
第 137表  」-43号住居址出土遺物一覧表 <石器>

図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   錐 黒略石

2
ピエス・
エスキーユ

ガラス質
黒色安山岩

3 打製石斧 安山岩 4 78.5 基部欠 lll

打製石斧
ホルン

基部欠損

第217図  」-43号住居址出土土器 (l:4)                    (単 位mm,g)

第 138表  」-43号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

(44) 」-44号住居址

住居址  第218図

J-44号住居址は、H-12グ リッドにおいて検出された。 J-39号住居址 と同心円状に重複 し、

その拡張後が本住居址である可能性があるがとりあえず別呼称をとった。また、本住居址は J一

18号住居址に切 られて存在 している。

本llLは 、南北3.4m。 東西3.4mの 隅丸方形を呈 し、床面積8.9m2を 測る。壁高は10～ 30cmほ どで

ある。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、 Plが 1個認められたのみで、26× 24× 20cmを 測る。

遺物は、良好な出土状態を示す ものはない。

炉

炉は、確認できなかった。

22

図

号

挿

番
器  種 部位 法 lir 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色    調
焼成 註  記 備   考

外  面 断  面

5 深  鉢 l:1縁 環状突起 ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 Pl

6 深  鉢 胴部 沈線 不 明 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

7 5YR 7/6
通常

深  鉢 用同部 撚 糸文 L ョコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

橙色

7.5YR 7/6
通常

8 深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母 多量
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 Pl

9 深  鉢 1同部 無文 ヨコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/6

晴赤褐色

5YR 3/6
通常

浅  鉢 胴部
外面赤彩

内面不明
ヨコミガキ 角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

(単位cm)



Q引

口
|

遺  物   第 218

図 。第139表

遺物は、石鏃 (1)が

出土しているのみである。

時 期

J-39号住居址の拡

張後が本住居址である

可能性を考えた場合、本

住居址は J-39号 と同

時期の縄文前期関山 I

期 (り
|1原 田遺跡第 4期 )

に位置付けられよう。
―

み

- 1

第 139表  」-44号住居址出土遺物一覧表

(単位mm,g)

第218図  」-44号住居址 (|:80)・ 出土石器 (|:2)

(45) 」=45号住居址

住居址  第219図

J-45号住居址は、E-11グ リッドにおいて検出された。D-170号土坑 と重複するがその新旧

関係は明らかでない。

本址は、南北4.6m。 東西5.Omの 円形を呈 し、床面積16.6耐 を測る。壁の残存高は、20cm前後

を測る。壁溝は認められない。床面は貼 り床である。

ピットは、 9個が検出され、多くは壁際に不規則に配置されている。ピットの大 きさは、Plが

40× 30× 40cm、  P2が30× 30× 10cm、  P3が30× 28× 20cm、  P4が 36× 34× 12cm、  P5が 40× 34× 10

Cm、  P6が58× 40× 20cm、  P7が 30× 30× 16cm、  P3が28× 24cm、  P9が90× 82× 34cmを 測る。

住居覆土は、 1層 のみで、パ ミスを多く含みローム粒子を若千含む黒褐色土層 (10YR2/3)で

あった。

<石器 >
挿図
番号

器  Frl 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 」l 側   考

l 石  鏃 黒曜石 3



炉  第219図

炉は、住居址の中央よりやや寄った位置に存在する。炉縁石 3個がみられ、中央に11の小形深

鉢が据えてあった。本来は石囲いを伴 う炉 とも考えられる。掘 り込み部は径60～ 80cmの 円形を呈

し、深さ10cmを測る。

覆土は I層 で、焼土をわずかに含みカーボンを含まない黒褐色土層 (10YR3/2)である。

遺 物  第220・ 221図 。第140～ 142表

遺物は、出土 した石器には、石鏃未成品 (1・ 2)・ ピエス・エスキーユ (3・ 4)。 石錐 ?(5)・

凹石 (6)がある。

土器は、縄文中期後半のもので、ソーメン状の粘土紐を斜格子および縦位に密に貼 り付けた曽

利 H式の深鉢 (7)、 刻みのある隆帯 と横位沈線による方形区画の内に縦位の沈線を平行 して施 し

た深鉢 (8)、 加曽利E2段階の口縁部に連続する弧状の隆線を貼 り付け胴部に縄文 を施 した深鉢

(11)、 縄文を施 した台付甕の台部 (12)、 胴部に撚糸文を施 し刻みのある日縁の深鉢 (11)があ

る。

廿
〆
‐

lr A

Ｂ

一

Ｆ

一

2%

第219図  J-45号 住居址 (住居 =|:80,炉 =|:40)



時 期

本住居址は、川原田遺跡第12期に位置付けられよう。

o               5om

11

第220図  」-45号住居址出土遺物(|～ 5=|:2,
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第 140表  」-45号住居址出土遺物一覧表 <石器 >

挿図

番サ
器  li 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図

号

挿

番
器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1

鏃

品成

石

未
黒曜石 4

uax.
チャー ト

2
石  鏃

未 成 品

//ラ ス質

黒色安山岩

山本分析No15

八風山産
5 /1錐 ?

ガラス質
黒缶女山サ:

3
ピエス・

エスキーユ

ガラス質

黒色安山岩
2 6 ‖l  イ 安 山岩

(単位mm,g)

gr

尋仇鯰ガ1剰鱚“
躙tl誦112揚

.北

1硼
璃1躙 礼ζ贔 ′

“
釉

.屁

予ム盪

憫屁いノ靱」̀
41

2%

第221図  」-45号住居址出土土器 (|:4)



第 141表  J-45号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  級 部 位 法 11 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼 成 註  記 備   考

外 面 断  面

深  鉢 噌
～螂

普粘学F紐准房準孟赴類せ雑柱あ
爪形状文の連続刺突

ヨコナデ
白色粒子 を

多く含む

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常

Ⅳ区

Ⅲ区

深  鉢 聴
～脚

(153) 縦位の隆線で 4単位に区画 し、内

部 を平行沈線で埋め る
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/8

橙色

2 5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 口縁
頚部に

'菫

続 した刻み を施す

縄文 LR
ヨコミガキ 角閃石

橙色

5YR 7/6

褐灰色

5YR 6/1
良好

深  鉢 嘘
～邸

15.7
22.5
75

日縁には連続す る横 S字状隆帯

地文は縄文 RL
ヨコミガキ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4
通常 1

深  鉢 嘘
～脚

164 日唇は棒状工具によるオサエによ
って鋸歯状 となる
胴部撚糸文 L

ョコナデ 角閃石
赤褐色
5YR 4/8

橙色

5YR 6/6
通常 炉

炉胎土器

底部は抜けている

12 台付鉢 台部
90

4か所に円形の透か し

縄文 LR
ョコナデ 黒雲母

赤IIL色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

3、 4

24

深  鉢 用同部 爪形状の連続刺突文 ョコナデ 角閃石
Ei:r,.fi'fto
l0YR 7/3

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常 ― 括

深 SI 日縁
口唇に連続 した刻み

茅状突起、縄文 RL
ョコナデ 角閃石

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 l:l縁
日唇に連続 した刻み

茅状突起
ヨコナデ 角メ:石

橙色

5YR 6/6

黒褐色

5YR 2/1
通 1祐 ni区

深  鉢 111縁
瘤状の突起の両側に穿孔

沈線
ヨコミガキ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

l:i:'/rfiiE
7.sYR 6/4

良好 1

深  鉢 突起 沈線の入る耳状の突起 ョコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 胴部
結飾沈線

隆線
ョコナデ 黒雲 母

晴赤褐色

5YR 3/2

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい赤褐色

2.5YR 5/4
通常 一 括

深  鉢 月同部
刻みの入る垂下隆線

縦位沈線
ヨヨナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 l区

深  鉢 月同部 縦位沈線 ヨコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/4

にぶい赤褐色

5YR 4/4
通常

深  鉢 胴部
蛇行隆線

縦位沈線
ヨコナデ 黒雲 |サ 多量

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常

深  鉢 月同部 縦位平行沈線 ヨコナデ 黒雲 II
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常 Ⅳ区

深  鉢 胴部 斜位平行沈線 ョコナデ 黒星謝サ多jl
社色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通翡: I区

深  鉢 胴 部 撚 糸文 R ョコナ デ 黒雲 lじ

橙色

5YR 6/6

橙色
5YR 6/6

通 常

深  鉢 胴部 撚糸文 L タテミガキ 角閃石
橙色

5YR 7/6

橙色

5YR 7/6
通 常 9

深  鉢 胴部 撚糸文 L ョコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

り]赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 L が キ 角閃イ
l;itt.\m&
7.'YR 7/4

橙色

7 5YR 7/6
通常

深 鉢 胴部 撚糸文 R ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 R ョコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/2

明赤褐色

5YR 5/8
通,I

深  鉢 胴 部 撚糸文 L ョコナデ 角閃イf

l:i:l,diilio
5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
通lI

(単位cm)
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第 142表  」-45号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註  記 備   考
外  面 断  面

深 鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 H区

深  鉢
底部

付近
撚糸文 R ヨコミガキ 黒雲母

暗赤褐色

5YR 3/3

暗赤褐色

5YR 3/3
通常 H区

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/8

にぷい赤褐色

5YR 5/4
通常 111区

深  鉢 口 縁 波状頂部に刻み、胴部縄文 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/8

明赤褐色

5YR 5/8
通常 P:

深  鉢 口 縁 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 ‖l区

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
にぶい褐色
7 5YR 5/3

明赤褐色
5YR 5/6

通 常

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常 一括

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通 常 I区

深  鉢 胴部 縄文LR ヨコナデ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

深  鉢 胴部 縄文LR ヨヨナデ 黒雲母
に」(い 赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

深  鉢 口 縁 ヨコミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/8

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 I区

深  鉢 口 縁 ヨコナデ 黒雲母多量
橙色

7 5YR 6/6

灰褐色

7 5YR 5/2
通常 P:

深  鉢 日縁 ヨヨナデ 黒雲母
灰褐色

7_5YR 4/2

にぶい黄褐色
10YR 4/3

通常 ― 括

(単位cm)

(46) J-46号住居址

住居址  第222図

J-46号住居址は、H-11グ リッドにおいて検出された。平安時代のH-16号住居址にその東

半分 を切 られて存在 している。

本址は、南北4.Om。 東西推定で4.Omの 円形を呈 し、推定床面積12.4ぽ を測る。壁の残存高は、

20～ 30cmを 測る。壁溝は認められない。

ピットは、壁際に Pl～ P5が不規則な配置で認められた。ピットの大 きさは、 Plが 36× 32× 46

Cmヽ  P2が 38× 32× 32cm、  P3が24× 20× 10cm、  P4が24× 22cm、  P5が 70× 50× 20cmを 測る。

遺物は、炉に近い位置から3の深鉢が出土 している。

炉  第222図

炉は、平安の住居H-16に その半分 を破壊されるが、長さ60× 幅推定で40× 深さ10cmを 測る、

2露



長方形の石囲い炉である。

遺 物  第223・ 224図 。第143～ 145表

出土 した石器には、石匙 (1)。 打製石斧 (2)がある。

土器は、 3の刻みのある口縁をもち、胴部に縄文を施

し、曲隆線 と若芽状の突起をつけた深鉢が出土 している。

その他は小破片である。

時 期

本住居 l」「_は 、縄文中期中葉 (川 原田遺跡第11期)に位

置付けられよう。
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第222図  J-46号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)
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第 143表  」-46号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器 ふi 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

挿図
番号

器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 ゴ1 備   考

1 イ 匙
ガラス質
熟色安山ギ|

6 2 打製イf斧 安山ツ 1443

(lliイ立mm,g)

第 144表  」-46号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

llrl図

番号
器  紙 部位 法  景 器形および文様

ilB  整

(内面)

胎   J
色 調

焼成 謝i記 備   考
外  面 断 rll

3 深  鉢
鸞
～
螂

20 5 棒状]洪のオサエによる錯歯状日唇
曲隆線の先端に芽状突起
組文 LR

ョコナデ 黒雲 lサ 多lif
赤褐色

2 5YR 4/6

橙色

2 5YR 5/6
通常 上部

4 深  鉢 突起 突起部 ョコナ デ 黒雲 lサ

黒褐色

5YR 3/1

明赤褐色

5YR 5/8
通常 一 括

5 深  鉢 日 辺 刻みのある横位隆線 ヨコナデ 熟雲 lu
灰黄橙色

10YR 4/2

によい黄栓色

10YR 6/4
通

'I

H区

6 深  鉢 月‖部
刻みのある隆帯、隆線

沈線
ヨコナデ

黒雲 |サ

角閃石

灰褐色

75YR 4/2

橙色

5YR 6/6
通1=

深  鉢
.月‖部

曲隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 H区

8 深  鉢 用同部 沈線 ヨコナデ 熟雲 |サ

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 I区

9 深  鉢 月同部 沈線 ヨコナ デ 角閃イf

明赤褐色

5YR 5/6

灰褐色

5YR 5/2
通常

深  鉢 胴 部 刻みのある垂下降線 ヨコナデ 角閃イf

にぶい赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 6

11 深  鉢 胴部 隆線による三角区両内に斜位沈線 ヨコナデ 角閃7
にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 7/4
良 好 9

深  鉢 胴部 隆線による区画内に縦位平イi沈線 ヨコナデ 黒雲 |↓

に,fい橙色

5YR 7/4

にぶい栓色

5YR 7/4
良 好

深  鉢 胴部 平行沈線 ヨヨナデ 角閃イ
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
過常

深  鉢 月‖部 縦位平イi沈線 タテナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 月‖部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃イi

橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通fI 上部

深  鉢 Л同部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃イi

にぶい橙色

5YR 6/4

り1赤 褐色

2 5YR 5/6
通常 4

17 深  鉢 月‖部
撚糸文 L

横位沈線
ヨコナデ 黒雲 lサ

りl赤褐色

2 5YR 5/6

りl赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃イi

にぶい橙色
5YR 7/4

橙色
5YR 6/8

通1=

深  鉢 月同部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃イi

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 7/6
通常 H区

深  鉢 nl・l部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃イ「
黒褐色

5YR 2/1

檜色

5YR 6/6
通1:

深  鉢 月‖部 撚糸文 R ヨコナデ 角閃イi

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通11

深  鉢 胴 部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃イ|

にぶい褐色

75YR 5/3

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月‖部 撚糸文 R ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色
75YR 7/4

りl赤褐色
2 5YR 5/8

通11 H区

深  鉢 底部 撚糸文 R ヨコナデ 角閃イf

栓色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

(単位cm)
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第 145表  J-46号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

号

挿

番
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色   調

焼成 許  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 底部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 上部

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 I同 部 平行沈線 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

7 5YR 7/3
通常 H区

深 鉢 胴部
縄文 RL
蛇行沈線

ヨコナ デ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
軟 弱 」ュ部

深  鉢 I同 部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母 多量
黒褐色

5YR 2/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 I区

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコミガキ 角閃石
黒褐色

5YR 2/1

赤褐色

5YR 4/8
通常 H区

深  鉢 胴 部 縄文 ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

深  鉢 胴部 撚糸文 R ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常 H区

深  鉢 胴部 撚糸文 R ヨコナ デ 黒雲母
明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 I区

深  鉢 胴部 隆線による楕円区画内に縄文 RL ヨコナデ 黒雲 母
黒褐色

10YR 3/1

に■(い 黄橙色

10YR 6/4
通常 H区

(単位cm)

(47) J-47号住居址

住居址  第226図

J-47号住居址は、 E-12グ リッドにおいて検出された。その南側の一部をM-1号 溝状遺構

に切 られている。

本址は、南北推定6.Om。東西5.6mの 円形を呈 し、床面積21.lm2を 測る。壁の残存高は、10～ 50

cmを 測る。壁溝は西側で一部切れるが幅10～ 30cmの ものが住

居を巡る。床面は貼 り床である。

ピットは、壁からやや距離を置いて Pl～ P6・ P8が円形に

配され、壁溝からは P7・ P9が検出された。 ピットの大 きさ

は、 Plが60× 54× 50cm、  P2が40× 30× 48cm、  P3が44× 44×

40cm、  P4が 108× 78× 80cm、  P5が 46× 40× 22cm、  P6が 80×

36× 60cm、 P7が 44× 32× 52cm、 P8が 64× 46× 52cm、 P9が 32×

30× 20cmを 測る。

住居覆土は、2層 に分層された。I層 は5～ 50mmの軽石を多

く含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅱ層は50mm～拳大の大形軽石

を多量に含む黒褐色土層 (10YR2/2)であった。
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第226図  」-47号住居址 (|:80)

遺物は、遺存状態の良好なものはない。

炉  第225図

炉は、住居址のほぼ中央に存在している。扁平な安山岩礫を配した石囲い炉で、方形の片側が

ややすぼまる形状を呈し、80× 50cm深 さ10cmを 測る。
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覆土は 3層 に分層された。 I層 はカーボンを含み焼土を含まない黒褐色土層 (10YR2/3)、 H層

はカーボン・焼土を含まない構築土である暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅲ層はカーボン・焼土を含 ま

ない構築土である晴褐色土層 (10YR3/4)である。

遺 物  第227～ 233図 。第146～ 151表

遺物は、石器では、石鏃 (1)。 ピエス・エスキーユ (2～ 5)・ 石核 (6)。 黒曜石原石 (7・

8)・ スクレイパー (9～ 11)。 打製石斧 (12～ 15)。 軽石製の円盤 (16)が出土 している。

土器は、蔓草状の隆線 と沈線を器面に施 し台部に円形の穿孔のある小形台付深鉢 (17)、 地文の

縄文の上にU字状の隆線 2条 を貼 り付けた小形深鉢 (18)、 撚糸文 を施 した中期後葉の深鉢破片

(50～ 63)、 焼町土器の破片 (84～ 100)が 出土 してお り、中期中葉 と後葉の土器が混在 している。

ただし、住居の大 きさ、石囲い炉の方形の形態からみて、本住居に伴 うのは中期後葉の土器 と考

えられる。

このほか土偶 3点 も出土 している。 113は 日と眉の表現のある頭部、114は ヘソ部の表現のある

扁平な胴部、115は 片足部分である。

時 期

本住居址は、縄文時代中期後葉 (川 原田遺跡第11期 )に位置付けられよう。

′

第228図  」
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第229図  」-47号住居址出土遺物 (22～25=|:4, H3～ ‖5土偶=|:2)

第 146表  」-47号住居址出土遺物一覧表  <石 器・土製品 >
図
号

挿
番 器  in 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

図
号

挿
番 ?手  il 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 il 備   考

1 イf 鏃 黒略石 欠 損 ll
スクレイ

頁岩 H 打製石斧の「|力Π
二Iニ

2
urx.
r7.+-.a 黒 1磁 石 8 打製石斧 安 山岩 基部欠打1

3
ur^. 黒日‖矛f 8 打製石斧 安山岩 1080 基部欠打1

4 エスキーユ 黒 H磁 石 14 打 製石 斧 安山岩 1344 基部欠損

5
U:LA. ガラス質

黒色安山岩
9

山本分析No16
八風山産

15 打製石斧 安山岩 63 2 基部欠,1

6 石  核 熟嗜:イ i 円   盤 軽  石 1016

7 原  ″i 黒喘石 :11   イロ崎 頭部

8 原   石 黒 B盤 石 J二   1門 腰部

9
分 銅 型
スクレイノ`一 緑色片岩 三波川系 土   偶 足部

スクレイ ホルン 打 製石 斧の再加
二li

(単位mm,g)

2θδ
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第 147表  」-47号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >
挿図

番号
器  rtrl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 詰 記 備   考
外  面 断  面

付

鉢

ム
ロ
深

‐‥‐縁～螂

150
25 4
95

曲隆線の先端 に芽 状 の 突起 がつ
く。 それに沿 う沈線台部に 3個の
円形透か し

ヨコナデ 白色fil子
赤褐色

2 5YR 4/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

区

区

区

小 形

深 鉢

縁
～
部

口
　
胴

145 地文縄文 LR
刻みのある隆帯 2条によるU字状
文を3か所に配す

ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 6

小 形

深 鉢
胴部

108
交互に刻みのある隆帯 ナ デ 透明粒子

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 胴 部
筒状 突起 に刻 みの あ る隆帯 が結

ぶ。沈線
ヨコナ デ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

Ⅳ区H層

付

鉢

ム
ロ
深

台部
75

透か しなどな く、無文 ヨコナデ 白色粒子
にぶい橙色

2 5YR 6/3

橙色

2 5YR 6/6
通,I Ⅳ区 I層

深  鉢 日縁
環状突起

平行沈線
ヨコナデ 黒雲 1サ 多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 Ⅳ区

深  鉢 突起 環状突起 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通 常 Ⅳ区

深  鉢 突起 在節沈線のなされた鶏頭冠 ナ デ

白色粘」1を
用い、他 と
異なる

にぶい黄橙色

10YR 7/3

灰黄褐色

10YR 6/2
良好 一 括

ら

み
か
と

域
品

地
入
る

越
搬
れ

北

の
ら

深  鉢 にl縁
環状突起

甲高の隆帯
ヨコナデ 角駅1石

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 l:l縁 横位 。縦位沈線 ヨコミガキ 角閃石
橙色

5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 12

深  鉢 胴部 縦位沈線間に横位短沈線 ヨコナ デ 角閃石
橙色

2 5YR 6/6

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

区
層
部

Ｉ
Ｈ
上

深  鉢 胴 部
横位隆線

縦位平行沈線
ヨコナデ

黒芸 1母

角閃石

暗赤褐色

5YR 3/3

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

I区

I層

深  鉢 胴 部

横位隆線
縦位平行沈線
連続刺突文

ヨコナデ 角閃石
暗赤褐色

5YR 3/2

橙色

5YR 6/8
通 常

I区

I層

深  鉢 胴部
横位隆線

縦位平行沈線
ヨコナデ

角閃石

黒雲 母

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

75YR 7/4
通常

Ⅳ区

I層

深  鉢 胴部 縦位平行沈線 ヨコナ デ
角閃石

黒雲 母

明赤褐色

5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
通常

I区

I層

深  鉢 胴部
刻みの入る横位隆帯

縦位平行沈線
ヨコナデ

角閃石

黒雲 |サ

にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通常

I区

I層

深  鉢 胴部
刻みの入る隆帯

縦位平行沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

7 5YR 6/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常 Ⅲ区

(単位cm)
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挿図

番 サ
器 た1 部位 ツ: it 器形および文様

J・3  整

(内面)

胎  Ji
色 調

焼 成 誰  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 月1司 部
垂下隆線、斜位平行沈線

連続円形刺突
ヨヨナデ 角閃石

橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通lI

H区

壁泄

深 鉢 月H部
垂下降線、斜位平行沈線

蛇行沈線
ヨコナ デ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

深  鉢 胴部
隆ll■による方形区画内に沿い沈線

が巡り、中央を平行沈線が刻む
ヨコナ デ 黒雲 母多il

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常

区
層
部

Ⅳ
ｍ
下

深  鉢 胴部
隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲 母

によい赤褐色

2 5YR 4/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深 鉢 胴部 平行沈線 と沈線による刻み ョコナデ 黒雲 母
灰褐色

7 5YR 4/2

橙色
5YR 6/6

通常
ll区

H層

深 鉢 胴部
刻みのある横位隆線とそれに平行

する沈線
ヨコナ デ 角閃石

橙色

5YR 6/6

にぶい賞橙色

10YR 7/3
通常

区
層
部

Ｈ

Ｈ

上

深  鉢 胴部
刻みのある横位隆線 とそれに平行

す る沈線
ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/8

にぶい

“

橙色

5YR 7/3
通常

I区

l,層

深 鉢 胴部
刻みのある横位隆線とそれに平行

する沈線
ヨコナ デ 角閃石

黒褐色

5YR 3/】

橙色

5YR 6/6
通,1

区
層
部

Ｈ
Ｈ
下

鉢 頚部 横位にハの字状の沈線 を巡 らす ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常 I区

深  鉢 胴 部
爪形状の連続刺突文

平行沈線
ヨコナデ 角閃石

褐灰色

5YR 4/1

灰褐色

5YR 5/2
通常

Ⅳ区

H層

深  鉢 月lll部
隆帯による環状のモチーフ内に沈

lllを 施す
ョコナデ

黒雲 母

角閃石

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 胴部
隆帯による環状のモチーフ内に沈

線 を施す
ョコナ デ

黒雲 母

角閃石

黒褐色

5YR 3/1

橙色

5YR 6/6
通常

区
層
部

ｌ

Ⅲ
上

深 鉢 胴部
隆線による渦巻 き状 モチー フ内に

撚糸文 R
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい桂色

5YR 6/4
通常

区
層
部

ｌ

Ｈ

上

深 鉢 用同部
舌状の幅広隆帯に沈線が施 され る

内外面赤 色塗彩
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

I区

I層

深  鉢 l:1縁
隆線による波状 モチーフに沿って

連続刺突
ヨコナデ 黒雲母

灰褐色

5YR 4/2

褐灰色

5YR 4/1
通常

Ⅳ区

H lll

深  鉢 胴部
隆帯に沿ってベ ン先状の連続刺突

文
ョ コナ デ 角閃石

橙色

7 5YR 7/6

褐灰色

10YR 5/1
良好

II区

1層

深  鉢 日縁
横位隆線

撚糸文 L
ヨコナ デ 角閃石

にぶい褐色

7 5YR 6/3

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

II IX

l lll

1司 ―個体深  鉢 l:1辺
横位隆線

撚糸文 L
ョコナ デ 角閃石

灰褐色

5YR 4/2

にぶい赤褐色

5YR 5/3
通常

H区

l lll

深  鉢 頚部
横位隆線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃不

l: j:!.fi: &
7 .SYR 6/4

にぶい褐色
7 5YR 5/3

通 11
11区

I層

深  鉢 頚 部
横位隆線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい椎色

5YR 6/4
通常

II IX

I層
同一個体

接合

深  鉢 頚部
横位隆線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

H区

1,両

深  鉢 胴部
横位隆帯に刻み

撚糸文 L
ヨコミガキ 黒雲 lll

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

灰褐色

7 5YR 5/2
通 常

II IX

l層

深  鉢 胴部
横位沈線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 胴部
垂下隆帯、縦位沈線

撚糸文 L
ヨコナデ 角閃石

橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通 常 Ⅳ区

深  鉢 胴 部 撚糸文 L ヨコナデ 黒雲 lサ

にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

H区

南

(lliイ立cm)
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挿図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2.5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 ‖1区

深  鉢 D同部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

I区

I層

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 撚糸文 R ヨコナ デ 角閃石
にぶい橙色

5YR 6/3

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

Ⅲ区

H層

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 4/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

Ⅲ区

下底

深  鉢 胴部
縄文 LR
渦巻 き状隆帯
クサ リ状隆帯

ヨコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

2.5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 区

層

１０

Ⅲ

Ｈ

深  鉢 胴部
2条の横位隆線

縄文 RL
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

Ⅳ区

II層

深  鉢 胴部
横位隆線

縄文 LR
ヨコナ デ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

深  鉢 胴部
横位隆線

縄文 LR
ヨヨナデ 黒雲母

黒褐色

5YR 2/1

にぶい橙色

5YR 6/4
通 常 I区

深  鉢 目同部
横位隆線

I・ltt L R
ミガキ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

Ⅳ区

Jヒ

深  鉢 8同部 縄文 LR ヨコミガキ 角閃石
橙色

2 5YR 6/8

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

Ⅳ区

H層

深  鉢 B同部 縄文 LR ヨコミガキ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい橙色

5YR 6/4
通常

I区

I層

深  鉢 EFl部 縄文LR ヨコナデ 黒雲母
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

区
層
部

深  鉢 層同部 縄文 LR ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色 .

2 5YR 5/6
通常

Ⅲ区

H層

深  鉢 口縁
横位平行沈線

縄文 LR
ヨコナデ 角閃石

黒褐色

5YR 3/1

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 I区

深  鉢 口縁
芽状突起か ら曲隆線が派生

縄文 RL、 沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/6

によい橙色

5YR 5/6
通常

Ⅲ区

H層

深  鉢 層Fl部
芽状突起か ら曲隆線が派生

縄文 LR、 沈線
ヨヨナデ 黒雲母

灰褐色

5YR 4/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通 常

区
層
部

Ｉ
ｎ
上

深  鉢 胴部
曲隆線、沈線

縄文 LR
ョコナ デ 角閃石

灰褐色

5YR 4/2

によい赤褐色

5YR 5/4
通 常

Ⅲ区

H層

深  鉢 口縁
隆線

縄文 LR
ヨコミガキ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通 常

Ⅳ区

H層

深  鉢 口 縁

横位隆線
沈線による区画内を縄文 LRが埋
め る

ヨヨナデ 角閃石
によい赤褐色

2 5YR 4/3

にぶい赤褐色

2 5YR 5/3
良好

Ⅳ区

H層

深  鉢 日縁 沈線の入る渦巻 き状の幅広隆帯 ヨコナデ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 口縁 縦位隆線および沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅲ区

H層

深 鉢 胴部
曲隆線

沈線
ヨコナ デ 角閃石

灰褐色

5YR 4/2

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 I区

深  鉢 ]同 部
曲隆線

沈線
ヨコナデ 角閃石

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常 I区

(単位cm)
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挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調
焼成 離  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 月同部 曲隆線、沈線 ヨコナデ 黒雲母
t:if!.ihl€8
2.'YR 4/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 Ⅳ区

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ 黒雲母
暗赤灰色

2_5YR 3/1

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

I区

H層

深  鉢 胴部 沈線 ヨヨナデ 角閃石
によい赤褐色

2 5YR 5/4

橙色

2 5YR 6/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 沈線、隆線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常 l区

深  鉢 層同部 沈線、隆線 不 明 黒雲母
暗赤褐色

5YR 3/2

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

Ⅳ区

I層

深  鉢 胴部
垂下隆線

垂下沈線
ヨコナデ

黒雲母

角閃石

によい赤褐色

5YR 5/4

橙色

2 5YR 6/6
通常 一括

深  鉢 口縁

コイル状突起
隆線による区画内を平行沈線が埋
め る

ヨヨナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

1区

H層

深  鉢 日 縁 曲隆線、沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

区
層
部

Ｈ

Ｈ

上

深  鉢 胴部
環状突起

曲隆線、沈線
ヨコナ デ 黒雲母

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

Ⅲ区

H層

深  鉢 胴 部
環状突起

曲隆線、沈線
ョョナ デ 黒雲 母

l: ii!rm6
7.sYR 6/4

に」:い賞橙色

10YR 7/3
通 常 Ⅳ区

深  鉢 層同部
刻みのある三角状の突起

曲隆線、沈線
ヨヨナデ 黒雲母

明赤褐色

2.5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

H区

南

深  鉢 ‖同部 曲隆線、沈線 ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 Ⅳ区

深  鉢 胴部 曲隆線、沈線 ヨコナ デ 角閃石
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

区
層
部

Ｉ
Ｈ
上

深  鉢 胴部
H状の突起

平行沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部 曲隆線、沈線 ョコナデ 黒雲母多量
にぶい赤褐色

5YR 5/3

にぶい褐色

7 5YR 6/3
通常

Ⅲ区

H層

深  鉢 胴部 沈 線 ョコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 Ⅳ区

深  鉢 胴部
垂下隆線

横位平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

区
層
部

Ｉ
Ｈ
上

深  鉢 胴部
刻みのある隆帝

沈線
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい橙色

5YR 6/3

にぶい橙色

5YR 6/3
通常

Ⅳ区

H層

深  鉢 口織
刻みのある隆帯

隆線、沈線
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

H区

南

深  鉢 口 緻
曲隆線

平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

Fir!.#lg6
sYR s/4

橙色

5YR 6/6
通常

区
層
底

Ｉ
Ｈ
下

深  鉢 日縁 沈線による円形文 ョョナ デ 角閃石
黒褐色
7 5YR 3/1

にぶい褐色

7.5YR 6/3
通常

区
層
部

Ｉ
Ｈ
上

深  鉢 口縁 沈線による渦巻 き状文 ヨコナデ 黒雲母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅳ区

ピット

深  鉢 台部 縦位平行沈線 ヨコナ デ 黒雲母
にぶい橙色

7 5YR 6/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常

区
層
底

Ⅲ
Ｈ
下

深  鉢 台部
孔を有する

縄文LR
ヨヨナデ 黒雲母

にぶい橙色

7 5YR 7/4

橙色

5YR 6/6
通常

I区

H層

浅  鉢 胴部
外面赤色塗彩

内面赤彩有無不明
ヨコミガキ 黒雲母

明赤褐色

5YR 3/6

赤褐色

5YR 4/6
補修孔

(単位cm)

29θ



第 151表  」-47号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

図

サ

挿

番
器  種 部位 F2: :疑 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色    調

焼成 計  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 |‐ l縁
渦巻 き状突起

密に刻みの入る隆帯
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通 常

II I区

I層

同一個体

深  鉢 日 辺 密に刻みの人る隆帯 ヨコナデ 角閃イf

にぶい褐色

7 5YR 5/4

にぶい橙色

75YR 6/4
通1「

II IX

H lll

深  鉢 日縁

渦巻 き状突起
沈線
内外面赤色塗彩

ヨコミガキ 角閃イ
にぶい黄橙色

10YR 6/3

によい黄橙色

10YR 6/3
通常

深  鉢 「
1縁

波状の 日唇

爪形状の連続刺突による沈線
ョコナデ rrl閃 ィ

にぶい褐色

7 5YR 5/4

褐色

7 5YR 4/4
通常

1111X

H層

(単位cm)

(48) J-48号住居址

住居址  第234図

J-48号住居址は、D-12グ リッドにおいて検出された。本址は、その大部分が削平されてお

り、詳細はわからない。

本址は、円形 とみられるプランの一部 とピット、壁溝の一部が認められたのみである。床面は

貼 り床である。ピットは、Pl力つ6× 50× 42ch、 P2が 26× 20× 48cmを 測る。壁溝の幅は20cm前 後で

ある。

炉

炉は検出できなかった。

遺 物  第234・ 235図

遺物は、石器ではピエス

土器は、撚糸文を施 し

た加曽利E2段階の深鉢

破片 (8)がみられる。

時 期

本住居址は、加曽利 E

2段階の深鉢破片によれ

ば縄文中期後葉に位置付

けら才■よう。

Dが
1

。第152・ 153表

。エスキーユ (1)が出土 したのみである。

ヾ
ヾ     ヘ

   ン

80)

澳

澳

澳

澳
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第234図  」-48号住居址 (|:80)・ 出土石器 (|:2)



第235図  」-48号住居址出土土器 (|:4)

第 153表  」-48号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

第 152表  」-48号住居址出土

図
サ

挿
番 器  rTI 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 11 備   考

エスキーユ 黒喘イf

(単位mm,g)

(単位cm)

295

挿区l

番号
器  級 辛6ri7 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成 lL記 ‖む  考
外  面 断 面i

2 深  外 |~l縁

小突起

隆線
ヨコナデ 角閃イ

にぶい赤褐色

2 5YR 4/3

りl赤褐色

2 5YR 5/6
通常 一括

3 深  鉢 胴部
細降線

横位平行沈線
ヨコナデ 11星キ|サ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 一括

深  鉢 胴部
曲隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲 lll

明赤褐色

2 5YR 5/6

り]赤 褐 色

2 5YR 5/8
通 ,「 ― 括

5 深  鉢 胴部
曲隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲 1゛

椎色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通,「 一 括

6 深  鉢 ll・1訓 S

縦位沈線

斜位平行沈線
ガ キ 黒雲 母

にぶい赤褐色

7 5YR 5/3

橙色

5YR 6/6
通常 -11

深  鉢 |~1縁

地文撚糸文 R

隆帯による蛇イF文
ヨコナデ 黒雲 |サ

にぶい椎色

5YR 6/3

橙色

5YR 6/6
通常 一 括

8 深  鉢 頚湘S

地文撚糸文 R

頚部、横位隆帯
ヨコナデ 角閃イ

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

l

2

9 深  鉢 撚糸文 L ヨコナデ /rl閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/4

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常 一括

深  鉢 胴部
横位沈線、縄文 LR
縦位垂下沈線

タテミガキ 黒雲 lサ

にぶい橙色

75YR 7/4

橙色

5YR 6/6
通常 一括

深  鉢 縄文 RL ヨコナデ 黒雲 |サ

灰褐色

5YR 4/2

椎色

5YR 6/8
通

'「

一括

深  鉢 月1可部 縄文 RL ヨコナデ rrl閃ィf

灰褐色

5YR 4/2

橙色

5YR 6/8
通常 一 llr

深  鉢 月1可 部 縄文 LR ヨコナデ 角閃イf

にぶい投色

5YR 6/4

にぶ い褐 色

5YR 5/4
通常 一 括

深  鉢 日織
2条の横位隆線

蕨状降線、縦位平行沈線
ヨコナ デ 角閃イf

にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい投色

75YR 7/3
通常 -11



(49) J-49号住居址

住居址  第236図

J-49号住居址は、D-12グ リッドにおいて検出された。その南側はM-1号 溝状遺構に切 ら

れ、西側は斜面により崩落 している。 一

本址は、推定径3.6mほ どの円形を呈する。壁の残存高は、20cm前 後を測る。壁溝は認められな

い。床面は貼 り床である。 ピットは検出されなかった。

炉  第236図

炉は、住居址の中央よりやや寄った位置に存在する。一辺が抜け落ちるが 6個の安山岩礫から

なる石囲い炉である。大 きさは60× 40cm深 さ10cmを 測る。

遺 物  第237・ 238図 。第154・ 155表

遺物は、出土 した石器には、ピエス・エスキーユ (1)・

スクレイパー (2・ 3)。 片面に貫通 しない孔のある軽石製

の円盤 (4)がある。

土器は、焼町土器の小破片 (9)な どがわずかに出土 し

たのみである。

時 期

本住居L「_は 、縄文中期後葉 (川 原田遺跡第12期 もしくは

第13期)に位置付けられよう。

2鵞
q]ヽ

第 154表  」-49号住居址出土遺物一覧表

第236図  J-49号住居址 (|:80)

Cm

第237図  」-49号住居址出土石器

(|～ 3=|:2, 4=|:3)

<石器・円盤 >

―
一

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

l
ピエス・
エスキーュ 黒曜石

スクレイ ガラス質
黒色安山岩

スクレイ
頁岩 I 円  盤 軽  石

(単位mm,g)
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第 155表  」-49号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

lfl図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 粧  記 備   考
外  面 断  面

5 深  鉢 胴部 平行細沈線による弧状のモチーフ ヨコナデ
角閃石

繊維

浅黄橙色

10YR 8/4

黒褐色

10YR 3/1
通常 Ⅳ区 前期

6 深  鉢 胴部 羽状縄文 不 明 赤色粒子
橙色

5YR 6/8

橙色
5YR 7/8

通常 I区 前期

7 深  鉢 胴部 刻み をもつ隆帯が環状 を呈す ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2.5YR 5/8

にぶい橙色

75YR 6/4
通常 I区

8 深  鉢 B同部
撚糸文 R

刻みのある横位隆帯
ヨコミガキ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常 1区

9 深  鉢 口縁
眼鏡状突起

曲隆線
ヨヨナデ 黒雲母

暗赤褐色

5YR 3/2

に」(い 賞橙色

10YR 6/3
通常 2

深  鉢 日 辺
隆線による円形区画内に縦位平行

沈線
ヨヨナ デ 黒雲母

黒褐色

10YR 3/2

褐色

7.5YR 4/4
通常 I区

深  鉢 胴部
曲隆線

平行沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 7/6
通常 I区

深  鉢 胴部 曲隆線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色

7 5YR 7/6
通常 I区

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 黒雲母
明黄褐色

10YR 7/6

に■
=い

黄橙色

10YR 7/4
通常 l区

(単位cm)

屹ガ0生 瘍ィ
第238図  」-49号住居址出土土器 (|:4)

J-50号住居址

住居址  第239図

J-50号住居址は、 I-14グ リッドにおいて検出された。 J-41号住居址 と重複するがその新

旧関係はとらえられなかった。

本址は、南北2.8m。 東西2.5mの 円形を呈 し、推定床面積3.7m2を 測る。壁の残存高は、30～ 50

cmを 測る。壁溝は認められない。

ピットは、壁際に Pl～ P5が不規則な配置で認められた。このうちP2は 斜めにピットが開いて

いる。その大きさは、Plが 20× 14× 30cm、 P2が 32× 22× 50cm、 P3が 26× 26× 24cm、 P4が26× 20×

(50)
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第239図  」-50号住居址 (住居=1180,炉 =|:40)

第240図  」-50号住居址出土石器

(「 :3)    .

10Cm、  P5が 12× 12× 40cmを 測る。

住居覆土は、 5層に分層された。 I層 はローム粒子を若千含む暗褐色土層 (10YR3/3)、 H層 は

口,ム粒子をあまり含まない黒褐色土層 (10YR2/2)、 Ⅲ層はローム粒子を均一に多く含む埋土的

な褐色土層 (10YR4/4)、 Ⅳ層はロームをプロック状に含む埋土的な暗褐色土層 (10YR3/3)、 V

層はロームのプロック状堆積である暗褐色土層 (10YR3/3)であった。

遺物は、炉の脇から22の深鉢が出土している。

炉  第239図

炉は、20の阿玉台式の深鉢を用いた埋甕炉で、径25cm深 さ20cmを 測るし

覆土は、 2層に分層された。 I層 は焼土・カーボンをわずかに含み骨片のみられる黒褐色土層

(10YR2/3)、 H層は焼土・カーボンを含まない暗褐色土層 (10YR3/3)であった。

遺 物  第240～ 245図・1第 156～ 160表        '

出土した石器には、石器では、石鏃 (1・ 2)。 石鏃未成品 (3)。 石錐 (4・ 5)。 微小争J離痕

ns
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のある余J片 (6)。 加工痕のある景J片 (7)。 ピエス・エスキーユ (8～ 10)・ 石核 (11)・ 黒曜石

原石 (12・ 13)。 打製石斧 (14・ 15)。 磨石 (16・ 17)・ 凹石 (18)が出土 している。

土器は、阿玉台H式では炉に用いられた20の深鉢 と21の深鉢破片、地文に縄文を施 し垂下する

曲隆線 と環状の突起をつけた22の深鉢、撚糸文を器面全体に施 した23の深鉢、その他勝坂系の土

器破片 (38～ 46)な どが出土 している。         '

時 期

本住居址は、縄文中期中葉 (川 原田遺跡第 7期)に位置付けられよう。

第 156表  」-50号住居址出土遺物一覧表 <石器 >
図
号

挿
番 器  糧 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

挿図
番号

器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備  考

l 石   鏃 チャー ト 17 5 石   核 黒暇石

石  鏃 黒曜石 3 原  石 黒曜石 8

鏃
品成

石
米 黒曜石 4 原  石 黒曜石

興科分析NQ38295

浅間大窪沢産

石  錐 黒嘔石 7 8 欠端欠損 打製石斧 頁岩 I 73 7 基部欠損

5 石   錐

螂̈
8 欠端欠損 打製石斧 安 山岩 基部欠損

痕

片

離

剥

剥

る

小

あ

微

の

ガラス質
黒色安山岩

11 磨  石 安山岩 欠IIl

酔妍
工
る

加
あ

黒 曜石 17 磨   石 安山岩 欠 投

8
L'r1.
r7'+-a 黒曜石 17 凹   石 安山岩 1.383 6

9
ピエス・
エスキーユ 黒昭石 打製石斧 頁岩 I

ur^.
a7.+-a 黒喘石

(単位mm,g)

魏l翡此翻th4

錮

塀 雌
財 町1蒻 t2藝乾3m化茫化5ドと

予理

第243図  J-50号住居址出土土器 (|:4)

θθI
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第245図  」-50号住居址出土土器 (|:4)

第 157表  」-50号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 離  記 備   考

外  面 断  面

深  鉢 疇
～剛

25 8 4単位の突起
口緑に構円区画 を 8個配す櫛歯状
工具による 4列]の 列 `点

、沈線

ヨコミガキ 黒雲 Al多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
良好 炉 炉 胎 Jュ 器

深  鉢 口縁

日縁は隆線による構円区画内を爪
形状の連続刺突が埋め る
4本の平行沈線

ヨコナデ 角閃石多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 月同部
地文縄文 LR。 曲が りなが ら垂下
し、環状突起に結び、二者に分岐
して下 りる曲隆線

ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 6

深  鉢 噌
～脚

(216) わずかに外に折れ る平 日縁

撚糸文 L
ヨコナデ 黒雲 母多量

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 胴部
縄文 RL
平行・蛇行す る幅広沈線

ョコナ デ 黒雲母多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 26と 同一個体

深  鉢 底 部
縄文 RL
平行・蛇行す る幅広沈線

ヨコナ デ 黒雲 母多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 底 部 一　
一い

縄文 RL
平行・蛇行す る幅広沈線

ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色

5YR 5/6

橙色
5YR 6/6

通常
Ⅲ区

Ⅳ層
24と 同一個体

深  鉢 [1緑
地文Illtt R L

三角形の沈刻
ヨコナデ 黒雲 母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅲ区

I層

深  鉢 口縁 2条の横位結節沈線 ヨコミガキ 黒雲母 多量
褐色

7 5YR 4/3

褐色

7 5YR 4/3
通

'I

H区

深  鉢 日縁 隆線に沿って、爪形状の連続刺突 ョコナデ 黒雲 母多 l■i

にぶい褐色

7 5YR 5/4

によい黄證色

10YR 7/4
通常 2

深 鉢 口縁 日唇に沿って、八形状の連続刺突 ヨコナデ 黒雲母 多量
晴褐色

7 5YR 3/4

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通常

H区

肛I層

深  鉢 日 辺 隆線による横位流線形区画 ヨコナデ 黒雲 母多量
にぶい橙色

7 5YR 6/4

橙色
5YR 6/6

通 常
Ⅳ区

I層

深  鉢 胴部 2条の蛇行隆線 ヨコナデ 黒雲母 多量
橙色

5YR 6/6

l:i$.fi&6
l0YR 6/3

通常
I区

H層

(単位cm)

θθθ



第 158表  」-50号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 註 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部 爪形状の横位連続刺突 不 明 白色粒子
橙色

7 5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅳ区

H層

深  鉢 口縁 2条の横位結節沈線 ヨコナデ 黒雲母
によい黄橙色

10YR 7/4

橙色

5YR 6/6
通常

I区

H層

深  鉢 口緑
爪形状の連続刺突

ベン先状の連続刺突
ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 n区

深  鉢 口 辺
隆線による三角状の区画内に爪形

状の連続刺突
ヨコナデ 白色粒子

橙色

5YR 6/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常

Ⅲ区

I層

深  鉢 日 辺
隆線による区画内にベ ン先状の連

続刺突文
ヨヨナデ 黒雲母

明赤褐色

5YR 5/8

にぶい褐色

7 5YR 5/6
通常 I区

深  鉢 胴部
キャタピラ文
ベン先状の連続刺突文

ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/8
通常 H区

深  鉢 胴部
隆線、蛇行沈線

ベン先状の連続刺突文
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅲ区

Ⅲ層

深  鉢 月同部
縦位隆線、キャタピラ文

ベ ン先状刺突文
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

2 5YR 5/8

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

Ⅳ区

Ⅲ層

深  鉢 胴部 ベ ン先状の連続刺突 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 用同部 爪形状の連続刺突文 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
通常 H区

深  鉢 月同部 爪形状の連続刺突文 ヨコナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/8

明褐色

7 5YR 5/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 胴 部
横位隆帯

連続刺突文
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい褐色

7.5YR 5/3
通 常 ヨコナデ

深  鉢 胴部 爪形状の連続刺突文 ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

5YR 6/8
通 常

I区

Ⅲ層

深  鉢 胴部
隆線

キャタピラ文
ョコナデ 角閃石

明褐色

7 5YR 5/8

橙色

5YR 6/8
通 常

H区

I層

深  鉢 胴部
横位隆線、沈線

キャタピラ文
ヨコナデ 角閃石

褐色

7 5YR 4/3

橙色

5YR 6/8
通 常

I区

ⅡI区

深  鉢 用同部 三 叉文 の 沈刻 ヨコナデ
角閃石

黒雲母

橙色

7 5YR 6/6

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常 H区

深  鉢 胴部
隆線

爪形状の連続刺突文
不 明 角閃石

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

n区

H層

深  鉢 胴部
隆線

爪形状の連続刺突文
ョコナ デ 黒雲 母

橙色

5YR 6/8

にぶい褐色

7 5YR 5/4
通常

H区

1層

深  鉢 胴部
隆線による環状区画内にベ ン先状

刺突文
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/8

に』ルヽ賞橙色

10YR 6/4
通常 1区

深  鉢 胴部 連続刺突による蛇行する文様 ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通常

H区

I層

深  鉢 胴部
鋸歯状沈線

ぺ´先状の連続刺突
ヨコナデ 角閃石

赤褐色

5YR 4/6

褐色

7 5YR 4/3
通常

II区

H層

深  鉢 胴部 鋸歯状沈線 ヨコナ デ 角閃石
橙色

7 5YR 6/8

橙色

5YR 6/8
通常 I区

深  鉢 日縁
力!み のある隆帯によるハー ト状の

区画
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

5YR 5/6

にぶい褐色

7 5YR 5/4
良好

Ⅳ区

‖I層

深  鉢 口 縁 ベ ン先状の連続刺突 ヨヨナデ 黒雲 母
によい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

II区

H層

深  鉢 胴部 3条の垂下沈線に沿って連続刺突 ヨコナ デ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 7/8
通常

H区

Ⅲ層

(単位cm)

θθピ



第 159表  」-50号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼成 離  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 1同部
沈線による情円区画に沿って、爪

形状の連続刺突
タテナデ 角閃石

明赤褐色

5YR 5/6

橙色

5YR 6/8
通 常 II区

深  鉢 月同部 爪形状の連続刺突 ヨコナデ 角閃石
褐色

7 5YR 4/3

橙色

7 5YR 6/8
通常

I区

Ⅳ層

深  鉢 月同部 平行沈線 ヨヨナデ 角閃石
明赤褐色

2 5YR 5/8

桂色

5YR 6/8
通常

H区

Ⅱl層

深  鉢 日縁
地文縄文 LR
横位隆帯、横位沈線

ヨコナデ 黒撃母 多量
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常

Ⅳ区

Ⅲ層

深  鉢 口縁
横位隆線

横位沈線
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい黄褐色

10YR 5/3

黒褐色

10YR 3/2
通常 I活

深  鉢 月同部 口緻、隆帯 ヨコナデ 角閃石
橙色

7 5YR 6/6

橙色

7 5YR 6/6
通常

H区

‖I層

深  鉢 口辺
地文 Illtt L R

横位・縦位沈線
ヨコナ デ

角閃石

黒雲母

明赤褐色

5YR 5/6

橙色
5YR 6/8

通常
I区

H層

深  鉢 胴部
曲隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部
隆繰

斜位平行沈線
ヨコナデ 黒雲 1母

黄橙色

7 5YR 8/8

にぶい黄褐色

10YR 5/3
通常

Ⅳ区

H層

深  鉢 日同部
縦位隆線

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母 多量

橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 6/6
通常

深  鉢 日同部
縦位隆線

縦位沈線
ヨコナデ 黒雲母 多量

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 7/8
通常 I区

深  鉢 胴部
隆線

沈線、縄文
ヨコミガキ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/8
通常

Ⅲ区

I層

深  鉢 I同 部
縄文 LR
縦位沈線

ヨコナデ 熱雲母多量
明赤褐色

2 5YR 5/8

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 H区

深  鉢 口 縁 環状突起 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常 H区

深  鉢 胴部 隆線によるV字状 モチーフ ヨコミガキ 黒雲母
明赤褐色

2.5YR 5/6

明赤 褐 色

2 5YR 5/6
通常

‖l区

I層

深  鉢 日l・1部
環状突起

曲隆線、沈線
ョコナデ 黒雲母 多量

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 I区

深  鉢 胴部 環状突起 ヨヨナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

H区

I層

深  鉢 月同部
曲隆線

沈線
ヨコナデ 黒雲母

暗赤灰色

2 5YR 3/1

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

深  鉢 月同部
縄文、隆線

沈線
ヨコミガキ 黒雲母

橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/8

通常
Ⅳ区

I層

深  鉢 胴部
縄文RL、 隆線

蛇行沈線
ヨコナデ 黒雲母

橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

I区

H層

深  鉢 胴部
縄文 LR、 隆線

沈線
ヨヨナデ 角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

H区

I層

深  鉢 胴部
曲隆線

沈線
ヨコナ デ 黒雲 母

にぶい橙色

5YR 6/4

橙色

5YR 6/6
通 常 Ⅳ区

深  鉢 胴部
曲隆線、沈線

縄文LR
ヨヨナ デ 角閃石

赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常 H区

深  鉢 胴 部 沈線による格円区画内に縄文 LR ョコナ デ 黒雲 母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

橙色

2 5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 胴部
縄文 LR
蛇行沈線

ヨヨナデ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 4/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 Ⅲ区

(414Lcm)

θ05



第160表  」-50号住居址出土遺物=覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器 種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 計  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴 部
鋸歯状沈線

縄文 LR、 円形刺突
ヨコナデ 黒雲母

褐灰色

5YR 4/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常 Ⅳ区

深 鉢 8同部
縄文 LR
沈線

ヨコナデ 黒雲 母
橙色

2 5YR 6/6

橙色

2.5YR 6/6
通常 I区

深  鉢 胴部
縄文 RL
蛇行沈線

ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/8
通常

I区

III層

深  鉢 口縁
波状日縁

縄文 LR
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

橙色

5YR 6/6
通常

ⅡI区

H層
同一個体

深  鉢 口縁 波状 日縁 ヨコナデ 黒雲母
によい赤褐色

5YR 4/4

橙色

5YR 6/6
通 常

Ⅲ区

H層

深  鉢 胴部
沈線

縄文
不 明 黒雲母

にぶい橙色

7 5YR 7/4

橙色

5YR 7/6
軟 弱

I区

Ⅳ層

深  鉢 胴部 平行沈線 ヨコナデ 角閃石
橙色

5YR 6/8

橙色

5YR 7/6
通常

H区

Ⅲ層

深  鉢 胴部
平行沈線

格子状沈線
不 明 黒雲母

にぶい褐色

7 5YR 5/3

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

H区

I層

深  鉢 胴部
平行沈線

格子状沈線
ヨコナデ 黒雲母

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常

Ⅳ区

H層

深  鉢 胴部 格子状沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい橙色

5YR 7/4

にぶい橙色

5YR 7/4
通常

H区

H層

深  鉢 胴部
沈線

爪形状の連続刺突
ヨコナ デ 黒雲母

黒褐色

5YR 2/1

橙色

5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 胴部 無節の縄文 L ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

赤褐色

2 5YR 4/6
通常

I区

H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
赤褐色

2 5YR 4/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
黒褐色

5YR 3/1

橙色
5YR 6/6

通常 H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
明赤褐色

5YR 5/6

明赤褐色

5YR 5/6
通常 ― 括

深  鉢 胴部 Hlltt R L ヨコナデ 黒雲母
黒褐色

5YR 3/1

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

H区

II層

深 鉢 縄文 RL ヨコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/8
通常

Ⅳ区

Ⅲ層

深  鉢 胴部 縄文RL ヨコナデ 黒雲 iサ

明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 一 括

深  鉢
底部

付近
撚糸文 L ヨコナデ 角閃石

橙色

5YR 6/6

にぶい褐色

7 5YR 5/3
通常

H区

H層

製

盤

卸
×
『

縄文 RL ヨコナ デ 黒雲 母
橙色

5YR 6/6

橙色

5YR 6/6
通常

l区

H層

(単位cm)

(51) J-51号住居址

住居址  第246図

J-51号住居址は、K-9グ リッドにおいて検出された。その東側の一部は斜面により崩落し

てい る。

θθδ
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本址は、南北5.Om。 東西推定

で4.9mの 円形を呈 し、推定床面

積16.6maを 測る。壁の残存高は、

10～ 30cmを 測る。壁溝は認めら

れない。床面は貼 り床である。

ピットは、Pl・ P2に 対応 して

本来 4本の主柱穴があったもの

と考えられるが、東側の崩落に

よりその対応する柱穴は確認で

きなかった。 Plと P2の間は幅

20cm深 さ10cmの溝が結び、また

Plか ら東側に同様に溝が向か

う。ピッ トの大 きさは、 Plが 」-51号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)

θθ7

第246図



第 161表  」-51号住居址出土遺物一覧表 <石器 >

挿図
番号

器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考
図
号

挿
番 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

1 石   鏃 黒曜石 4 4
ljt-7..
r1+-f

ガラス質
黒色安山岩

6

2 石  鏃 チャー ト 欠損 5 打製石斧 ”石 欠損

石  匙 硬質頁岩 5 6 磨製石斧 蛇紋岩 先端欠損

(単位mm,g)

(

―ムlh m‖―
⇔

                                                                              3

1       ⇔

ハ
Ｈ
Ｈ
＝
ν
ｙ
　
４

園'r"' ffiffi
Mfr Wffiffi
-
9    Ⅲ

第247図 」-51号住居址出土石器 (|～ 4=|:2, 506=|:3)

52× 40× 30cm、  P2が 38× 38× 46cm、  P3が 52× 30× 50cm、  P4が 50× 30× 46cm、  P5が 32× 26× 50

Cmヽ  P6が 48× 40× 36cm、  P7が32× 22cmを 測る。

住居覆土は、 4層 に分層された。 I層 はローム粒子を含まない黒褐色土層 (10YR2/2)、 H層は

ロームをプロック状に含みかつローム粒子を均一に多く含む埋土的な暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ш

層はローム粒子を大量に含む埋土的な暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅳ層はローム粒子を多く含む褐色

土層 (10YR4/4)であった。

遺物は、 7の大形の深鉢が下半部を埋設 した状態で検出された。また、 8の大形深鉢の上半部

は炉胎土器 として埋設されていた。 11の 阿玉台式の破片 ら12の深鉢底部は西側の壁際より出土 し

ている。

炉  第246図

炉は、住居址のほぼ中央に存在 している。 8の大形深鉢の上半部を炉胎土器 として埋設 した埋

θ

“



甕炉で、その底にも土器片が敷いてある。径30cm深 さ25cmを 測る。

覆土は 4層 に分層された。 I層 は焼土粒子を若千含む黒色土層(10YR2/1)、 H層 は焼土を多量

に含む暗赤褐色土層 (5 YR3/3)、 Ⅲ層はカーボン・焼土を若千含みローム粒子をよく含む炉床の

構築土である暗褐色土層 (10YR3/3)、 Ⅳ層は焼土を若干含みローム粒子を含む構築土である黒褐

色土層 (10YR2/2)である。

遺 物  第247～ 252図・第161～ 164表

遺物は、石器では、石鏃 (1・ 2)。 石匙 (3)・ ピエス・エスキーユ (4)。 打製石斧 (5)・

磨製石斧 (6)が出土 している。

土器は、残 りのよいものが数点みられた。 7・ 809。 10は プレ焼町あるいは新巻類型とされ

る土器である。 7の大形深鉢は、素 口縁で頚部に文様帯の区分がなく、地文に縄文を施 し環状突

起を経由して垂下する曲隆線をつけたもので、赤褐色の胎土を呈するこの遺跡の多くの土器 と異

なり、自色の胎土が特徴的である。 8・ 9010も 地文に縄文を施すが、口縁部に環状突起がつき

頚部が隆線 もしくは沈線で区切 られ、胴部に沈線が施される点で 7と 異なる。 9では沈線により

多角形の文様が描かれ、中央に
`点

が打たれている。11は 阿玉台Ⅲ式土器である。

時 期

本住居址は、縄文中期中葉 (川 原田遺跡第 7期 もしくは第 8期)に位置付けられよう。

第248図  J-51号住居址出土土器 (|:4)

θθ9
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第249図  」-51号住居址出土土器 (|:4,展 開図 =|:8)
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第250図  」-51号住居址出土土器 (|:4,展 開図 =|:6)
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第252図  J-51号住居址出土土器 (|:4)

第 162表  」-51号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

〃
屁

跛化

挿図

番号
器  ltrl 部位 法 rl 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 噌
～邸

地文縄文 RL。 平 口縁曲隆線は、
日縁か ら頚部の環状突起に下 り、
胴部環状突起か ら二又に分岐

ヨコミガキ
白色粒子を多
く含み全体に
白っばい

にぶい黄橙色

10YR 7/4

明黄褐色

10YR 7/6
通常

胎土か ら非在

地糸土器か

深  鉢 嘘
～脚

40 0 地文縄文 RL。 日緑部 4単位 P

環状突起に結ぶ隆帯、刻みのある
曲隆帯

ヨコナデ 黒雲母 多量
明赤褐色

2 5YR 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常 炉 炉 胎土器

深  鉢 聴
～脚

隆

ヽ

曲
Ｒ

い
Ｌ

大

・

ら
Ｌ
画

か
Ｒ
区

起
文

の

突
縄
形

状

ｏ角

環
る
五

の
す
る

縁
下
よ

口
垂
に

状
が
線

波
線
沈

ョコナ デ 黒雲母 多量
暗赤褐色

2 5YR 3/6

赤褐色

2.5YR 4/8
通常

深  鉢 噌
～脚

地文縄文 LR、 波状 口縁
環状突起に結ぶ一部に刻みのある
曲隆線、それに沿 う有節沈線

ヨコナデ 黒雲母多量
暗赤褐色
2 5YR 3/6

赤褐色

2 5YR 4/8
通常

深  鉢 口緑

日縁 を甲高の隆帯 が精 円 に区画
し、連続す る爪形の刺突がそれに

'合

う
ヨコナデ 角閃石

赤褐色
2 5YR 4/8

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 底部
105

底部は無文 ヨコナデ
大粒の風化

粒子 を含む

赤褐色

2 5YR 4/8

明赤褐色

25YR 5/8
不良

深  鉢 底部
68

2、 3本が平行して、T字・蛇行

する文様を描 く沈線
ヨコナデ 角閃石

明赤褐色
2 5YR 5/6

橙色
2.5YR 6/6

通常 Ⅲ区

(単位cm)

θ′θ



第 163表  」-51号住居址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成 誰 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
一部が うイル状 となる隆帯による

楕円区画
ヨコミガキ 黒雲母 多量

明赤褐色

2 5YR′ 5/6

橙色

2 5YR 6/6
通常

深  鉢 胴部 爪形状の連続刺突文 ヨコナ デ 白色粒子
にぶい橙色

7 5YR 7/4

灰黄褐色

10YR 6/2
通常 H区

深  鉢 胴部 爪形状の連続刺突文 ヨコナデ 角閃石
にぶい黄橙色

10YR 7/2

褐灰色

7.5YR 4/1
通常 H区

深  鉢 口縁
隆帯による楕円区画に沿 う連続刺

突文、蛇行沈線
ョbナ デ 角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常 4

深  鉢 日 縁 ・

隆帯による格円区画に沿 う連続刺

突文、蛇行沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深  鉢 口 縁
隆線、結節沈線

爪形状の連続刺突による蛇行文
ヨコナデ 黒雲母 多量

によい赤褐色

5YR 5/4

にぶい赤褐色

5YR 5/4
通常

深  鉢 胴部
横位隆帯

横位沈線
ヨコナデ 白色粒子

にぶい褐色

7 5YR 6/3

橙色

5YR 7/6
通常

深  鉢 胴部
結節沈線、沈線

蛇行沈線
ヨコナデ 角閃石

にぶしヽ橙色

5YR 6/3

萌赤褐色
2 5YR 5/6

通 常

深  鉢 胴部
沈線による区画内を平行沈線、逆

ハの字状沈線が埋め る
ヨコナデ 黒雲母 多量

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/8
通常 H区

深  鉢 |コ 市讀 爪形状の連続刺突 ヨコナデ 黒雲母 多量
暗赤褐色

5YR 3/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通 常 H区

深  鉢 日 辺
隆線による楕円区画内に沿って結

節沈線
ヨコナデ 黒雲母多量

にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 口縁 隆線に沿って爪形状の連続刺突文 ヨコミガキ 角閃石
にぶい赤褐色

5YR 5/4

にぶい橙色

5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 口縁

渦巻 き状突起
蛇行隆線
結節沈線

ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色

2 5YR 5/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 1

深  鉢 月同部
地文縄文 RL
鋸歯状沈線

ヨコナデ 黒雲 母
明赤褐色

2 5YR 5/6

にぶい橙色

7 5YR 6/4
通 常

深  鉢 層同部 Illtt R L ヨコナデ 黒雲母
灰褐色

5YR 4/2

橙色

5YR 6/6
通常 Ⅲ区

深  鉢 胴部

地文縄文
沈線
隆線

ヨコナデ 黒雲母多量
によい赤褐色

2 5YR 5/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナデ
黒雲母

角閃石

灰赤色

2 5YR 4/2

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 Ⅲ区

深 鉢 胴部
地文縄文

平行沈線
ョコナ デ 角閃石

赤褐色

5YR 4/6

橙 色

5YR 6/6
通常 一括

深  鉢 口 縁
蛇行隆線

結節沈線
ョコナ デ 角閃石

灰褐色

5YR 4/2

明赤褐色

5YR 5/6
通常

深 鉢 口縁 縄文 RL ヨコナデ 黒雲 母
にぶい赤褐色

2.5YR 5/4

明赤褐色

2.5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 口 辺
横位隆帯

縄文 RL
ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色

2.5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 月同部
組文 RL
縦位沈線

ョコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/3

によい赤褐色

5YR 5/4
通常 H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
橙色
2 5YR 6/6

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
にぶい褐色

7 5YR 6/3

にぶい橙色

7.5YR 6/4
通常 H区

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨヨナデ 黒雲母
によい褐色

7 5YR 5/3

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 H区

(単位cm)

θIイ



第 164表  」-51号住居址出土遺物一覧表 く縄文土器 >

図

サ

挿

番
器 lFl 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土

色   調
焼成 註  記 備  考

外  面 断  面

深  鉢 胴部
縄文 RL
刻みによるクサ リ状の隆帯

ヨヨナデ 黒雲母
にぶい赤褐色

5YR 5/4

明赤褐色

2 5YR 5/6
通常 2

(単位cm)

(52) 」-52号住居址

住居址  第253図

J-52号住居址は、D-12グ リッドにおいて検出された。その西側半分は斜面により崩落 して

いる。

本址は、円形 とみられるプランの半分 とピット、壁溝の一部 と炉が認められたのみである。南

北の長さは推定で6.3mほ どを測る。床面は貼 り床である。壁溝の幅は30cm前後である。

ピットは、 4個が認められた。ただしP4の内部はいくつかの穴に分害1さ れる。その大 きさは、

Plが 48× 44cm、 P2が 74× 56× 12cm、 P3が 46× 32× 54cm、 P4が 174× 116× 50cmを 測る。遺物は良

好な出土状態のものはない。

炉  第253図

炉は、、住居址の中央よりや

や片側に寄 って存在 している。

70× 60cm深 さ10cmの掘 り込み

に安山岩礫 2個が配されてい

る。

覆土は 2層 に分層された。

I層 は焼土・カーボンを含む

黒褐色土層(5 YR3/1)、 H層

第253図  J-52号住居址 (住居=|:80,炉 =|:40)

θ15



は赤褐色焼土層 (5 YR4/6)である。

遺 物  第254図 。第165。 166表

遺物は、石器では八風山のガラス質黒色安山岩を用いた (後編山本の分析による)ス クレイパ

ー (1)が出土 したのみである。

土器は、地文に縄文を施 し沈線で区画される 7の深鉢破片など少数がみられるのみである。

時 期

本住居址は、縄文中期中葉に位置付けられよう。
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第 165表 」-52号住居址出土遺物一覧表 <石器>

第254図  」-52号住居址出土遺物

(|=|:3, 2～ =|:4)

第 166表 」-52号住居址出土遺物一覧表 く縄文土器 >

―

  

一

・

図
号

挿
番 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備   考

スクレイ ガラス質
黒色安山岩

(単位mm,g)

挿図

番号
器  種 部 位 法  量 器形および文様

調  整

(内 面 )

胎   土
色 調

焼 成 註  記 備   考
外  面 断  面

2 深  鉢 胴部 隆線による情円区画内に平行沈線 ヨコミガキ 角閃石
灰褐色
5YR 4/2

橙色
5YR 6/6

通常

3 深  鉢 胴部 U字・渦巻 き・平行沈線 ヨコナデ 角閃石
にぶい橙色
2 5YR 6/4

橙色
5YR 6/6

通常 一括

深  鉢 胴部 垂下隆線、縦位平行沈線 不 明 黒雲母 多量
にぶい橙色
5YR 6/4

明赤褐色
25YR 5/6 通常 ― 括

5 深  鉢 日緑 環状突起 ナ デ 角閃石
にぶい橙色
2 5YR 6/4

によい赤褐色
5YR 5/3

通 常 一 括

6 深  鉢 胴部 幅広隆帯、沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色
5YR 4/3

にぶい黄橙色
loYR 7/3

通常 一 括

7 深  鉢 胴部
縦位・横位沈線

円形刺突文、縄文 RL
ヨコナデ 黒雲母

にぶい赤褐色
2 5YR 5/4

橙色
25YR 6/6 通常 PI

同一個体8 深  鉢 1同 部
沈線

縄文 RL
ヨコナ デ 黒雲 母

明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6

通 常

9 深  鉢 胴部
沈線

縄文 RL ヨコナ デ 黒雲母 艶
５ＹＲ

にぶい褐色
7 5YR 6/3

通常 Pl

(単位cm)

θヱδ



(|) F-2号 掘立柱建物址

第255・ 256・ 331図 。第167表

川原田遺跡では 2基の掘立柱建物 t■が検出された。 うちF-1号 掘立柱建物址は平安時代のも

のと考えられ、縄文時代 とみられるものは本 F-2号 掘立柱建物址 1基のみである。本址はH一

13グ リッドに位置する。

⑥

0

Ｄ
一

第255図  F-2号 掘立桂建物址 (|:80)

θ17



F-2号掘立柱建物址は、 1問 ×1間、大 きさ2.7× 2.Om、 面積5.4m2を 測る。主柱穴はPl

～ P4、 これに P5° P6が付随する。ピットの大きさは、 Plが 90× 60cm深 さ45cm・ P2が 60× 45× 50

Cm・ P3が 75× 70× 25cnl・ P4が 80× 80× 40cm o P5が 90× 80× 15cm・ P6が 105× 80× 30cmを 測 る。

P5か らは、1の深鉢の破片が

出土 している。 1の深鉢は、

地文に縄文 を施 し、口唇部を

平行沈線で頚部を横位の隆線

で区画 した土器で、日縁部に

は環状突起に連結 して曲隆線

がみられるほか、 2本の平行

沈線による波状文などがみら

れる。この土器は、従来プレ

焼町 もしくは新巻類型 と呼称

される土器である。また本柱

穴からは、第331図 49の黒曜石

原石が出土 している。

本遺構の性格についてであ

るが、 1基 しか存在 していな

い点・住居の分布 しない広場

的空間に位置する点からして

公共的な建物であった可能性

がある。

時期については、出土 した

土器から、縄文時代中期中葉

(川 原田遺跡第 7期 もしくは

第 8期)の所産 とみることが

できよう。

第 167表  F-2

第256図  F-2号 掘立柱建物址出土土器 (|:4)
号掘立桂建物址出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番号 =ふ

  ifl 部 位 法  量 器形および文様
調  整

(内面 )

胎   土
色   調

焼成 誰 記 備   考
外  面 断  面

1 深  鉢 嘘
～螂

(330) 地文縄文 LR
曲隆線、環状突起

ヨコナデ 黒雲 母多量
明赤褐色
2 5YR 5/8

橙色

2 5YR 6/6
通常

(単位cm)

θ18



( | )

第257～ 300図 。第168～ 194表

川原田遺跡において土坑は195基が検出された。その遺構は第257～ 274図 。第169～ 177表、遺物

は第275～ 300図 。第178～ 194表に示 した。

時期別の内訳は、縄文前期 2基・縄文中期18基・縄文中期 ?(中期の可能性が高いもの)57基・

平安22基 。中世19基 。時期不明 (縄文・平安 。中世のいずれかの可能性が考えられるもの)77基

となっている。平安の土坑は平安の住居周辺にみられ、グリッド4～ 10列 にかけて分布する。中

世のものもグリッド4～ 10列 にかけて分布するが、これは土坑というより隅丸方形の竪穴状遺構

といいうるものである。

縄文時代のものとみられる土坑は、縄文の住居が濃密に分布するグリッドの10～ 14列 にかけて

主に分布している。土坑の性格は不明なものがほとんどであるが、いくつかその機能が推定でき

るものがあるので3、 れておく。

坑土

第 168表 土坑の所産期

縄文前期

(2基 )

D-165 D-172

縄文中期

(18基 )

D-51 D-52 D-65 D-66 D-73 D-77 D-84 D-91 D-96 D-102 D-115 D-117 D-140

D-142 D-147 D-185 D-186 D-187

縄文中期 ?

(57基 )

D-48 D-49

D-98 D-99

D-141 D-143

D-169 D-170

D-183 D-184

D-50 D-53

D-100 D-101

D144 D-145

D-171 D173

D-188 D-189

D-54 D-55 D-56

D-103 D-104 D-105

D-146 D-149 D-150

D-174 D-175 D-176

D-191

D-57 D-83 D-83 D-90 D-95 D-97

D-108 D109 D-11l D-116 D-123 D-133

D-152 D-153 D-164 D-166 D-167 D-168

D-177 D-178 D-179 D-180 D-181 D-182

平  安

(22基 )

D-l D-2 D-3 D-7 D-10 D-14 D-15 D-16 D-20 D-25 D-26 D-33 D-38

D-40 D-43 D-46 D-58 D-62 D-63 D-70 D-71 D-72

中  世

(19基 )

D-4 D-5 D-17 D-19 D-21 D-131 D-154 D-155 D-156 D-157 D-158 D-159 D-160

D-161 D-162 D-163 D-192 D-193 D-194

不  明

(77基 )

D-6 D-8

D-30 D-31

D-59 D-60

D-81 D-82

D-113 D-114

D-130 D132

D-22 D-23

D-39 D-41

D-74 D-75

D-93 D-94

D-124 D125

D-139 D-148

D-24 D-27

D-42 D-44

D-76 D-78

D-106 D-107

D-126 D-127

D-151 D-190

D-28 D-29

D-45 D-47

D-79 D-80

D-110 D-112

D-128‐ D-129

D-195

D-9 D-1l D-12

D-32 D-34 D-35

D-61 D-64 D-67

D-85 D-86 D-87

D-118 D-119 D-120

D-134 D135 D-136

D-13 D-18

D-36 D-37

D-68 D-69

D-88 D-92

D-121 D-122

D-137 D138

θ19



陥 し穴 D-100 土坑底面には 2つの小 ピットがある。陥し穴 とみられるものは、これ 1基の

みしか認められなかった。

ゴミ穴 D-84 袋状の土坑で、内部からは多量の焼土・縄文中期土器片 とともに、多量の ト

チノキの果皮の炭化 した破片が検出された。ただしそれは果皮のみで、可食

部の実は含まれていなかった (後編、自然科学分析報告参照のこと)。 した

がって、この土坑は貯蔵穴 というより、土器片 とともに トチノミの残滓が廃

棄され、燃やされた廃棄のための穴 と考えられる。

ちなみにその炭化物の14c年
代は、4660± 110yBPと 5020± 170yBPの 年代が

得 られてお り、縄文中期 という出土土器 とほぼ矛盾 しない。

貯蔵穴 D-115 袋状の土坑で、底面には完形の小形土器322がみられた。種子などは検出さ

れなかったが、貯蔵穴の可能性がある土坑である。

炉 穴 D-65 石囲い炉のみられるもので、 2基が認められた。

D-142

なお、縄文時代の土坑において、良好な土器資料がみられるものにD-52・ D-73・ D-77・

D-84・ D-91・ D-96・ D-102・ D-115・ D-117・ D-165・ D-186が ある。

320



餞

D-3

Q
C

D-7'薇易易瘍蒻蒻錮

か

E               F

D-9

錢
D-12

-10Q D―
|

|

一

([])―

||

蒻
-13D―

坑 (|:80)第257図  土

熙魏%ol物蒻%%%蒻診
~

D-8

錢
D-11

32■



D-15

D-22

明
D-25

第258図  土  坑 (|:80)

D-16

鶉
D-23

一
　

　

　

一

Ｌ

Ｄ
・
．

　

　

‐

灯
濶
逹

舅
判
巡
閾
巡

|

Ｑ

Ｑ

322



釉
D-26

燿  釧
D-27 D-28

Ｑ

　

ヽ

／

〇

ノ

ヽ

餞

I L餞 ―
|~|

D-30 D-31

\
,z/i\ . ., I

-34          )_35D               E

l》ゴ涅 |
|

5  /

●c―
|

|

D-38

D-35

第259図  土  坑 (|:80)

323



|   ヽ

餞

~

D-41

靱
D-42

錢
D-45

D-49

第260図  土  坑 (|:80)

~    
Ⅲ   ―

颯
D-47

l ④ l

324

蒻湯%%浙談  D-50



l ④
l

D-53
D巧 1

け

/

錢 D-60

D-56

澪
瑾
燒

０
　
／

ヽ

（

④

第261図 土  坑 (|:80)

325



④
|

ヽ

′|_H

D-63'a滸瘍瘍瓶閻錮
l④|

｀

(〔
]ラ

)

|    |

D-66

D-64

釉
D-67

326

第262図  土  坑 (|:80)



D-77 
鰊謬艤魏鏃蒻絋瓶艤魃謬

＼

＼

＼

邊

|    |

颯
D-83

第263図  土  坑 (|:80)

D-81

颯

D―
・85



抒:Qタ
|      _

D-86  
杉疹蒻蒻蒻瑯%

澪

瑾

シ

一

灯
祠
巡

●

　

´
写
瓢
巡

D-88

.愉
軋 淵

D-89

-◎|

魏
D-94

7   m讚 瘍嘲瘍鍼鯰
l_90

Q

明
D-92

|

魏艤鏃尚%鍼蟷
|

D-93

Dメ
ミンQ
ヨ

④

／‐（〔〕ヽ
‐

／

⑮

胚

|

101

鶉

328

鏃魏鏃%%吻颯  D-95

第264図  土  坑 (



|   |

錢
D-103 _            D-lo6

D-lo5

第265図  土  坑 (|:80)

329



ヽ Q
ヘ

も
ヽ

D-107

( 2
|

D-108′謬瘍%貯鍼艤
下

_

巡
|

|

D―
              〃〃談鰊鰊鰊・109

1

D-112

袢 愉 |∠∠ ⑥

‐

・
絋一

―

　

　

　

一Ｄ

|

|¬  D-114 い          Ψ′

第 266図  土



D-1九嘴
′C

/●

9＼

0、 蒻
B D-119▲     旦 ヽヽミミ         リ ~■ ■

′

颯         |
i i D-118

NI  ■ ∩ |    l⑤  Q_ |

|_ '  _      一
     

一

D― 126

⑥

颯
第267図  土  坑 (|:80)

331



D-131
D-132=

涅
邁

筵
一

6 ●

|

D-134

:~シ

多″%%多彩多多彩%多多多蟷
       多瘍勿%多多彩%%多多

D-137        D-138

1④    l∩  l

③



④
　
　
・

‐行

/QI
判

邁

祗

巡

D-150

第269図 土  坑 (|:80)

333



涅
澳
濾
邁

|

白辟瘍蒻鏃琥鰊 D-153

慇
慇

爬

邁

|「

334



ゎ④ 7
＼
ヽ

ユ

ヽ

D-1640D-165

D-168

|

D-16:1167

Q
|    |

―

(奮 3)一
|    |

D-170

由

巡

魏
D-173

坑 (|:80)

335



|

D-174・ D-175         _

恣 |  10 _    鶉 鉤 淵

澪
邁
澳

D-177

蒻
D-178

―

         
―

     |

D-182

D-179

D-180

錢
D-183

６７

　

　

　

‐―

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―

Ｄ ・ ‐

D-184

D-185

第272図  土  坑 (|:80)

|

6鬱颯尚赳麒

336



101

蒻
D-189

/

た に  判ミ′      YI
C                    D

A

M D-19o

D-192

θθ7



C                D

E                     F

338

第274図 土  坑 (|:80)



♯

７

一
一
一
一

　

　

　

一
一一一

蝙

　

一
一

一
一

″

‥‥‥‥

ｌ

‥‥‥‥‥‥‥

５

　

一
一一
一

Ｄ
・ ‐

　

一一

Ｄ
・ ５

［
　

　

　

　

　

　

［　

　

　

一一̈̈

軋
硼
Ｂ
Ｃ

一一

丞″鑽 ″ 轟尊亀I

凸♯鮨‖

}、β)罐撃難ノ

施
I督明 〃

339

第275図  土坑出土遺物 (土器 |:4,石 器=|:2, ●石器=|:3)
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第 169表 川原田遺跡土坑一覧表 <|>

llt構

番号

規模 (cm)

形  態 覆 土 遺  物 時 期 そ の 他

長 幅 深

情円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子をよく含む

H層 ・暗褐色土層(10YR 3/4)ロ ームをプロック状に含む

Ⅲ層・褐色土層(10YR 4/6)砂礫層

土師甕 2片

縄文 3片

打斧 1・ 剥片 3

平安

隅丸方形 I層・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子は含まない

H層 ・晴褐色土層(10YR 3/3)ロ ーム粒子を大量に含む(埋土 ?)

土師不 6片

土師甕 7片

縄文 2片

剥片 3

平安

円 形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子をよく含む

H層 ・褐色土層(10YR 4/4)ロ ームのプロック状推積

土師甕 1片

鉄金具 1

平安

方 形 記載な し Ill文 1片 中世 D-6と 重複、
新 旧不明

220 不整円形 I層 ・黒褐色土層 (10YR 3/2)ロ ーム粒子が全体 に混入す る。埋土

か ?

H層 ・暗褐色土層 (10YR 3/3)ロ ーム粒子が全体に多量に混入す る。

埋土か ?

‖I層・褐色土層 (10YR 4/4)ロ ームがプロンク状に混入する。埋土か ?

土師 6片

内耳鍋 8片

縄文 3片

剥片 1

中世

円 形 記載 な し 縄文 3片 不 明 D-4と 重複、
新旧不明

隅丸方形 I層・ローム粒子をよく含む黒褐色土層 (埋土 ?)(10YR 2/3)

H層・ロームをプロック状に含む暗褐色土層(10YR 3/4)

土師不 1片

縄文 3片

砥石 1 剥片 l

平安

D-8 不整楕円 I層・ローム粒子をよく含む黒褐色土層 (埋土 ?)(10YR 2/2)

H層・ロームをプロック状に含む暗褐色土層(10YR 3/4)

縄文 1片
剥片 1

不 明

D-9 不整円 I層・ローム粒子を多く含む黒褐色土層(10YR 2/3)お そらく埋土

であろう

H層・ロームをプロッタ状に含む暗褐色土層(10YR 3/4)

スクレイパー l 不 明

D-10 円形 I層 ・ローム粒子をよく含む黒色土層(10YR 2/1)

H層 ・ローム粒子を大量に含む黒褐色土層(10YR 3/2)

Ⅱl層 ・ローム粒子を大大量に含む褐色土層(10YR 4/4)

Ⅳ層・ローム粒子を大量に含む黒褐色土層(10YR 3/2)

V層 ・ローム粒子を大大大量に含む褐色土層(10YR 4/6)

I層 ～V層 まで、いずれも埋土と考えられる。

土師甕 2片

縄文 2片

平安

D-11 円形 I層・ローム粒子をよく含む黒褐色土層(10YR 2/3)

H層・ロームをプロック状に含む暗褐色土層(10YR 3/4)

不 明

D-12 円形 I層 。ローム粒子 をよ く含む褐色土層 (埋土 ?)(10YR 4/4) 不 明

D-13 円 形 I層・ ローム粒子 をよく含む褐色土層 (埋土 ?)(10YR 4/4) 不 明

D-14 円 形 I層・ ローム粒子 を多量に含む埋土暗褐色土層 (10YR 3/3)

H層・ ロームをプロック状に含む暗褐色土層 (10YR 3/4)

土師不 1片

土師甕 1片

l.ltt l片 ・砕片 1

平安

中央に4ヽ ビッ ト

D-15 155 隅丸方形 I層 ・ローム粒子を含まない黒褐色土層 (埋土 ?)(10YR 2/3)

H層 ・ロームをプロッタ状に含む晴褐色土層 (埋土 ?)(10YR 3/3)

土師杯 2片

土師甕 2片

縄文 2片

平安

D-16 円形 I層・ローム小プロックを含む晴褐色土層 (埋土 ?)(10YR 3/3) 土師甕 3片

縄文 1片

平安

D-17 円 形 I層・ ローム粒子 を若千含む黒色土層 (埋土 ?)(10YR 1 7/1) 内耳鍋 1片

縄文 1片

中世

D-18 不整楕円 I層・ローム粒子を含む黒色土層(10YR 2/1)

H層・ローム粒子をよく含むにぶい賞褐色土層(10YR 4/3)

縄文 6片

打斧 1 石鏃 l

剥片 l

不 明

D-19 方形 I層・わずかにローム粒子を含み4ヽ砂利を多く含む黒褐色土層(10YR 2/3)

(埋土はどうか不明)

須窓甕 1片

縄文 1片 打斧 1

中世 方形に石囲いが

なされる

θ65



第 170表 川原田遺跡土坑一覧表 <2>

遺構

番号

規模 (cln)

形  態 覆 土 遺   物 時  期 そ の 他
長 幅 深

D-20 円形 I層・ローム粒子が大量に混じる褐色土層(10YR 4/6)(埋 上) 土師不 1,キ

土師甕 3片

縄文10片 剥片 1

石鏃未成品 1

平安

D-21と 重複

D21 隅丸方形 記載 なし 上 師甕 3片

磁 器 1片

石鏃 1

=11世

D-20と 重複

D-22 隅丸方形 I層 ・ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/4)(埋 土)

H層 。ローム粒子を大量に含む褐色土層(10YR 4/6)(埋 土)

Hl層 ・ローム粒子を多11に 含む暗褐色土層(10YR 3/3)(埋 土)

Ⅳ層・二次堆積黄褐色ローム層(10YR 5/6)

縄文 3片 不 明

D-23 円形 記載 な し D-10と 重複

D-24 150 楕円形 記載 なし 縄文数十片

石鏃未成品 1

石錐 1 ピエス 2

剥片等24点

D-25 円形 I層 ・大量のローム粒子によって構成される褐色土層(10YR 4/6)

H層 ・二次堆積黄褐色ローム層(10YR 5/8)

土師甕 3,1 平安

D-26 橋円形 I層 ・ローム粒子を多量に含む埋土にぶい黄褐色土層(10YR 4/3)

H層 。大tirの ローム粒子で構成される褐色土層(10YR 4/6)

土師不 l片

縄文 3片

平安

D-27 円 形 I層 。ローム粒子をよく含む暗褐色土層 (埋土 ?)(10YR 3/4)

H層 ・ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/4)

D-28 円 形 記載 な し 縄文 6片 4く 明

D-29 円 形 I層・カーボンをよく含み、ローム粒子が若千入る黒褐色土層 (10YR 3/2)

(埋土 ?)

H層 ・大11の ローム粒子によって構成 され る褐色土層 (10YR 4/6)

縄文 2片

剥片 2

石棒 ?1

D-30 円形 記載 なし 縄文 8片 不 明

D-31 不整円形 記lmcな し 土師不 1片

D-32 情円形 記載 なし 不 明 小ピットが付属

する

D-33 「Ч形 記載な し 土師甕 l片

縄文 4片

平安

D-34 円 形 記載 なし 縄文 9リキ
安山岩礫が入 る

D-35 楕円形 I層 ・ロームがプロック状に入る晴褐色(10YR 3/3)

H層 ・ロームが大ilに 入る暗褐色土層(10YR 3/4)

不 明

D-36 I::]形 記載な し 縄文 4, 不 明 小ピットが付属

する

D-37 円 形 I層 ・ ローム粒子 を若干含む暗褐色上lll(10YR 3/3)埋 土 ?

H層 ・大flの ローム粒子 を含む黄褐色土層 (10YR 5/6)

判片 3 不 明

D-38 格rJ形 記載 なし 上師不20片

土師甕22片

灰釉陶器 l片

須恵器 1片

lla安

D-39 172 不整構円 I層 。ローム粒子を若干含む黒色土層(10YR 2/1)

H層 。ローム粒子をよく含む黒褐色上層(10YR 3/2)

Ⅲ層・ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/4)

縄文 10,1

石鏃 1

押1,12

D-40と 重複

D-40 不整楕円 I層・ ローム粒子 を多量に含む褐色JlllV(10YR 4/4) 」1師 不 6片

」1師 甕 1片

縄文 3片

剥片 2

|!′
安

D-39と 重複

θδδ



第 171表 川原田遺跡土坑一覧表 <3>

遺構

番号

札模 (cm)

形  態 覆 遺   物 時  期 そ の 他

長 幅 深

D-41 不整構円 I層 ・ ローム粒子 を含む黒褐色Jl層 (10YR 2/3)(埋 土 ?)

H層 ・二次堆積黄褐色ローム層 (10YR 5/6)

7く 明

D-42 不整桁円 I lll・ ローム粒子を多く含む暗褐色土層(10YR 3/3)

H層 。ロームをプロック状に多量に含む褐色土層(10YR 4/6)

D-43 楕円形 I層 。ロームを小プロック状に若干含む黒褐色土層(10YR 2/3)

(埋土 ?)

H層 ・ ローム粒子 を少量含む晴褐色土層 (10YR 3/4)(埋 土 ?)

Ⅲ層・ローム粒子 を多量に含む褐色土層 (10YR 4/4)

土師ネ20片

土師甕70片

縄文 10片

打斧 1 剥片 1点

平安

D-44 円形 I層 ・ローム粒子を多く含む褐色土層(10YR 4/6)

H層 。二次堆積黄褐色ローム層(10YR 5/8)

剥片 1点 不 明

D-45 円形 I層 ・ローム粒子を大量に含む黄褐色土層(10YR 5/8)

H層 ・二次堆積明黄褐色ローム層(10YR 6/8)

不明

D-46 隅丸方形 I層 ・若千の黒色Jlを 含むローム褐色土層(10YR 4/6)

H層 ・ローム粒子を多量に含む黒褐色土層(10YR 2/3)

II層 ・若干の黒色上を含むローム褐色土層(10YR 4/6)

Ⅳ層・ローム粒子を多量に含む黒褐色土層(10YR 2/3)

V層 ・若干の黒色土を含むローム褐色土層(10YR 4/6)

いずれも埋土と考えられる。

土師不 1片

土師甕 4片

縄文12片

剥片 1点

平安

D-47 不整円形 I層 ・ローム粒子 を多量に含む黄褐色土層 (10YR 5/8)(埋 土 ?)

H層 ・ローム粒子 を大量に含む明黄褐色土層 (10YR 6/8)(埋 土 ?)

Ⅲ層・二次堆積明黄褐色ローム層 (10YR 6/6)

縄文 3片 不 明

D-48 構円形 I層 ・ローム粒子をよく含む暗褐色土層(10YR 3/3) 組文中期? J-42と IEE複

D-49 200 精円形 I層 ・ロームをプロック状に多量に含む褐色土層(10YR 4/4) スクレイパー 1

剥片 1

縄文中期?

D-50 円 形 記載 なし 組文 6片 縄文中期?

J-39・ 44と 重複

D-51 構「]形 記載な し 縄文18片 石鏃 1

凹石 1 打斧 l

ピエス 1 剥片 2

縄文中舟

D-52 円 形 I層 ・ローム粒子・カーボンを含む晴褐色土層(10YR 3/4)(埋 土) 縄文 5個体 86片

打斧 1 剥片 2

I・l文中期

D-53 円 形 記載な し 縄文 4片 石核 1 縄文中期?

D-54 220 楕円形 記載な し 縄文13片 剥片 2 縄文中期?

D-55 構円形 I層 ・ローム粒子を含む褐色土層(10YR 4/4) 土師甕 4片 縄文中期?

D-56 楕 円形 I層 。ローム粒子 を含む褐色土層 (10YR 4/4) 縄文中期?

D-57 格 円形 I層 ・ローム粒子をよく含む晴褐色土層(10YR 3/4)

H層 ・ローム粒子を大量に含む褐色土層(10YR 4/6)

縄文 1片

剥片 1

縄文中期?

D-58 不整構円 I層 ・ローム粒子 をやや 多 く含む褐色土層 (10YR 4/4)

H層 ・ロームプロックを少量含む暗褐色土層 (10YR 3/3)

Ⅲ層・ローム粒子 を含む褐色土層 (10YR 4/6)

土師ネ 6片

土師甕 8片

平安

D-59 125 楕円形 I層 ・ローム粒子が少量混入する暗褐色土層(10YR 3/4)

H層 ・ロームプロックが混入する褐色土層(10YR 4/6)

土師不 1片

縄文 l片

D-60 楕円形 記載 な し 縄文10片 不 明

D-61 不整構円 I層 ・ロームをプロック状に少l■L含む暗褐色土層(10YR 3/4)

H層 ・ローム粒子をよく含む褐色土層(10YR 4/4)

縄文 6片 不 明

D-62 権円形 I層 ・ローム粒子を大量に含む暗褐色土層(10YR 5/6)

H層 ・ローム粒子を多量に含む黒褐色土層(10YR 2/2)

Ⅲ層・ローム粒子を大量に含む褐色土層(10YR 4/4)

Ⅳ層・ロームをプロッタ状に含む黒色土層(10YR 2/1)

V層 ・ローム粒子を多量に含む暗褐色土層(10YR 3/3)

I層 ～Ⅲ層は埋土か ?

土師不 4片

縄文10片

剥片 l

平安
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第 172表 川原田遺跡土坑一覧表 <4>

遺構

番号

規模 (m)
形  態 覆 遺   物 時  期 そ の 他

長 幅 深

D-63 不整格円 I層 ・ローム粒子を含む暗褐色土層(10YR 3/4)

H層 ・ロームプロックを含む黄褐色土層(10YR 5/8)

土師不 l片

土師甕 2片

縄文 6片

平安

D-64 構円形 I層 。ローム粒子をよく含むにぶい黄褐色土層(10YR 4/3)

H層 ・ロームを多量に含む黄褐色土層(10YR 5/6)

不 明 上部に安山岩礫

あり

D-65 構円形 I層 ・ローム粒子を若千含み、焼土・炭化材をわずかに含む褐色土層

(10YR 4/4)

H層・ローム粒子を多量に含む黄褐色土層(10YR 5/6)

縄文 3片 蠅文中期 安山岩礫あ り

屋外の石囲い炉

か ?

D-66 構円形 I層 。ローム粒子を若干含み、焼土をよく含む褐色土層(10YR 4/4)

H層・焼土を多量に含む明赤褐色土層(2 5YR 5/6)

Ⅲ層・ローム粒子を多量に含み、焼土をわずかに含む褐色土層

(10YR 4/6)

縄文 13片

石牛,+3

縄文中期

D-67 円形 記載 なし 安山岩礫あ り

D-68 円形 記載 なし 不 明

D-69 不整楕円 記載 なし 縄文12片 不 明

D-70 円形 記載なし 縄文 3片

石鏃 1

磨製石斧 1

平安
D-71・ D-72
と重複

D-71 不整円形 記載 なし 土師甕 1片 平安 D-70・ D-72
と重複

D-72 不整円形 記載 なし 上師甕 1片

須恵甕 1片

縄文 1片  剥片 1

平安
D-70・ D-71
と重複

D-73 情円形 I層 ・ローム粒子はあまり含まない黒褐色土層(10YR 2/3)

H層 ・ローム粒子を多量に含む暗褐色土層(10YR 3/3)(埋 土か ?)

Fll文 1個体 35片 縄文中期

D-74 円形 記載 なし 剥片 2 不明 M-10を切る

D-75 不整楕円 I層 ・パ ミスを含み、ローム粒子は含まない暗褐色土層(10YR 3/3)

II層 ・パ ミス、スコリアを多く含む黒褐色土層(10YR 2/3)

Ⅲ層・ロームをプロック状に含む褐色土層(10YR 4/4)

不 明

D-76 構 |ヨ 形 1層・カーボンを多量に含む黒褐色土層(10YR 2/3)

H層 。ローム粒子を含む褐色土層(10YR 4/4)(埋 土)

縄文 1個体  4片
スクレイパー 1

剥片 4

不 明

D-77 円形 I層 ・ローム粒子をよく含む暗褐色土層(10YR 3/4)

H層 ・ローム粒子は含まず、若千のパ ミスを含む黒褐色土層

(10YR 3/2)

Ⅲ層 。ローム粒子は含まず、若干のパ ミスを含む黒褐色土層

(10YR 3/2)

Ⅳ層・ローム粒子を多量に含む暗褐色土層(10YR 3/4)(埋 土 ?)

V層 。ローム粒子を大量に含む褐色土層(10YR 4/4)(埋 土 ?)

縄文 1個体  17片

剥片 1

縄文中期

底面に礫が密集

する

D-78 290 楕円形 I層・ロームを多量に含む暗褐色土層(10YR 3/3)(埋 土)

H層 ・ロームに黒色土が若干混じる黄褐色土層(10YR 5/6)(埋 土)

縄文 7片 不 明

D-79 情円形 I層 ・ローム粒子を若干含む褐色土層(10YR 4/4)

H層 。ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/6)

剥片 3 不 明
D-82と FrI複

D-80 円形 I層・ローム粒子を多く含む褐色土層(10YR 4/6)(埋 土 ?)

H層・ローム粒子を大量に含む黄褐色土層(10YR 5/6)(埋 土 ?)

縄文 3,1

剥片 1

D-81 le円形 層

層

ローム粒子を若干含む暗褐色土層(10YR 3/3)

ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/4)

縄文

磨 り石 1

不 明

D-82 情円形 記載を し 不 明 D-79と 重複

D-83 円 形 I層・パ ミスを若千含む褐色土層 (10YR 4/4)

H層 。ローム粒子を大量に含む暗褐色土層 (10YR 5/4)

縄文 2個体  10片

スクレイパー 1

剥片 2

縄文中期?

θδ∂



第 173表 川原田遺跡土坑一覧表 <5>

遺構

番号

規模 (cm)

形  態 覆 遺  物 時  期 そ の 他

長 幅 深

D-84 円 形 I層・カーボンを多Jlに 含み、焼土をプロック状に含む黒褐色Jl層

(10YR 2/2)

H層・明赤褐色焼土層(5YR 4/6)

HI層 ・カーボンの黒色JillLl(10YR 1 7/1)

Ⅳ層・ローム粒子、カーボンを含む暗褐色土層(10YR 3/3)(埋 土)

縄文 2個体 120片

打斧 1

スクレイパー 1

ピエス 1

剥 片 2

縄文中期 断面フラスコ状。

l lllよ り上器片

多数出土Ⅲ層に

は組子がざっし

りとつまる

D-85 円 形 記載 な し 縄文 3り i 安山岩礫あ り

D-86 円 形 1層 ・ ローム粒子を含む黒褐色Jilll(10YR 3/2) 組文 5リキ

剥片 1

安山岩礫 4個が

入る

D-87 桁円形 I層 。ローム粒子を若干含む黒褐色上層(10YR 2/3)

H層 ・ローム粒子を多量に含む晴褐色土層(10YR 3/4)

Ⅲ層・ローム粒子を大Jilに 含む褐色土層(10YR 4/6)

縄文 5片

スクレイパー l

剥片 1

縄文中期?

D-88 隅丸方形 I lll・ ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/4)

H層 。ローム粒子を大11に 含む褐色土層(10YR 4/6)

縄文 8片

石鏃 1 剥片 4

石や夕十1

D-89 情円形 I層 ・ローム粒子・カーボンを若千含む黒褐色土層(10YR 3/2)

H層 ・ローム粒子を多ilに 含む褐色土層(10YR 4/6)

「ll文 11片

iml片 3

中央に礫の集中

がみられる

D-90 格円形 I層 ・ローム粒子は含まない暗褐色土層(10YR 3/3)

H層 ・ロームをプロック状に含む褐色土
'ヨ

(10YR 4/6)

D-91 円形 I層 ・ロームをプロック状に含む黒褐色土層(10YR 2/2)

H'“ 。ロームをプロック状に含む黒褐色土llV(10YR 4/4)

Ⅲ層・ローム粒子を多11に 含む灰黄褐色土層(10YR 4/2)

縄文 2個体  8片
剥り十 1

D-92 円形 I層 ・ロームをプロック状に少量含む黒褐色土層(10YR 3/1)

H lll・ ロームを大」1に 含むにぶい黄褐色Jl層 (10YR 4/3)

縄文 3り |

制片 l

D-93 不整円形 I層 ・ローム粒子を若干含む黒色土層(10YR 2/1)

H層 ・ロームを大量に含む黄褐色土層(10YR 4/3)

縄文 1片

D-94 円 形 記載 なし 才r斧 1

D-95 構円形 記載 なし 」―Hと 重複

D-96 不整桁円 記 lmiな し 縄文 1個体

石鏃未成品 2

スタレイパー 1

制片 4 砕片 3

縄文中期

D-97・ 98と 重

複

D-97 情円形 記載なし 縄文 5片 打斧 1

剥り1‐ 2

縄文中期? D-96・ 98・ 99と

菫複

D-98 情円形 記載なし 縄文中期? D-96・ 97・ 99と

重複

D-99 情円形 記載 なし 組文 3片 縄文中期? D-97・ 98と 重

複

D-100 情円形 l lll・ ロームをよ く含む黒褐色土層 (10YR 3/2)

H層 ・ ロームを若千含む黒色JlllV(10YR 2/1)

II層 ・ ロームを多」1に 含む晴褐色土l14(10YR 3/3)

Ⅳ層・ ロームをプロッタ状に大ilに 含むにぶい賞褐色土層

(10YR 4/3)

V層 ・ロームを多flに 含む暗褐色土lll(10YR 3/3)

Ⅵ層・口,ム をプロック状に含む黄褐色上層(10YR 5/6)

Ⅶ層・ロームを若干含む黒色土層(10YR 2/1)

組文 3片

原石 l

縄文中期?

陥 し穴

D-101 235 不整円形 I層 ・ローム粒子 を若干含む晴褐色土層 (10YR 3/3)

H lll・ ロームをプロック状に 多量に含む褐色土層 (10YR 4/4)

‖l層 ・ローム粒子・カーボンをわずかに含む黒褐色土層 (10YR 2/3)

Ⅳ層・ ロームをプロック状によ く含む褐色土層 (10YR 4/6)

V lll・ ロームをプロック状に 多」1に 含む責褐色土lll(10YR 5/6)

I.l文 91,1

打斧 1

剥片 15

蠅文中期?

D-102 不整情円 記載なし 縄文 1個体 33片

剥片 1

組文中期

D-103 不整円形 記載なし 縄文中期?
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第 174表 川原田遺跡土坑一覧表 <6>

遺構

番号

規模 (cm)

形  態 覆 土 遺   物 時  期 そ の 他
長 幅 深

D-104 不整円形 I層 ・にぶい黄褐色上層(10YR 4/3)ロ ーム粒子をよく含む

II層 ・褐色土層(10YR 4/4)ロ ーム粒子を多量に含む

Ⅲ層・黄褐色土層(10YR 5/6)ロ ーム粒子を大量に含む

縄文 1片

剥片 1

縄文中期?

D-105 不整楕円 I層 ・黒褐色土層(10YR 3/2)ロ ーム粒子を多量に含む

H層 ・褐色土層(10YR 4/6)ロ ーム粒子を大量に含む

縄文中期?

D-106 不整円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 3/2)ロ ーム粒子・カーボンを若千含む

H層・褐色土層(10YR 4/4)ロ ームをプロック状によく含む

縄文 7片

使用痕ある剥片 1

剥片 1

不 明

D-107 不整円形 I層・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子を若干含む

H層・褐色土層(10YR 4/4)ロ ームをプロック状によく含む

不 明

D-108 不整円形 記載な し 縄文中期?

D-109 円 形 記載な し 縄文14片

ピエス 1 剥片 1

縄文中期?

D-110 隅丸方形 記載 なし 縄文 3片 不 明

D lll 不整円形 I層 ・暗褐色土層(10YR 3/4)ロ ーム粒子を大量に含む(埋土)

H層 ・黒褐色土層(10YR 3/2)ロ ーム粒子を若千含む

縄文47片

剥片 4

縄文中期?

D l12 300 円 形 I層 ・褐色土層(10YR 4/4)ロ ーム粒子を若千含む 剥片 2 不 明

D-113 不整楕円 記載 なし 不 明 D-14と 重複

D-114 楕円形 記載 なし 不 明 D-13と 重複

D l15 情円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子・カーボンを若干含む

H層 ・褐色土層(10YR 4/4)ロ ームをプロック状に多量に含む

Ⅲ層・黒褐色土層(10YR 2/2)ロ ームをプロック状によく含み、焼土

・カーボンを若千含む

Ⅳ層・黄褐色土層(10YR 5/6)ロ ームを大量に含む (埋土)

縄文 1個体 30片 縄文中期

断面フラスコ状

D-116 円形 記載 なし 縄文 2片 縄文中期?

D-117 不整円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子を若干含む

H層 。暗褐色土層(10YR 3/4)ロ ーム粒子を多量に含む

Ⅲ層・黒褐色土層(10YR 3/2)ロ ーム粒子を若干含む

縄文 2個体 H片
剥片 1

縄文中期

D-118 円形 記載 な し 不 明

D― 119 不整円形 記載な し 不 明

D-120 惰円形 I層 (10YR 3/6)ロ ームをプロック状に含む(埋土か P) 縄文 1片 不 明

D-121 不整精円 記載 な し 不 明

D-122 円 形 I層 ・ ロームを若干含む黒褐色土層 (10YR 2/2)

H層 ・ ロームをよ く含む暗褐色土層 (10YR 3/3)

Ⅲ層・ ロームを大量に含む褐色土層 (10YR 4/6)

縄文 l片 不 明

D-123 円形 I層 ・黒色土層(10YR 2/1)ロ ーム粒子を若干含む

H層 。暗褐色土層(10YR 3/3)ロ ーム粒子をよく含む

縄文93片  打斧 】

剥片 4 砕片 3

縄文中期?

D-124 楕円形 I層 ・黒色土層(10YR 2/2)ロ ーム粒子をまったく含まなし

H層 ・黄褐色土層(10YR 5/6)ロ ーム粒子を大量に含む

縄文10片 不 明
安山岩礫が入る

D125 構円形 記載 なし 縄文 3片 不 明

D-126 情円形 記載 なし 縄文 3片 不 明 上部に巨礫が被

さる

D-127 円形 記載 なし 不明

D-128 円 形 記載 な し

D-129 円形 記載な し 不明

D-130 円 形 記載な し 側片 不 明 中央に小 ピッ ト

θη



第 175表 川原田遺跡土坑一覧表 <7>

遺構

番号

規模 (cm)

形  態 覆 土 遺   物 時  期 そ の 他

長 幅 深

D131 隅丸方形 I層 ・黒褐色土層(10YR 3/2)ロ ーム粒子を多量に含む 縄文 6片

D-132 長情円形 I層 ・若干のローム粒子を含む黒褐色土層(10YR 2/3)

H層 ・ローム粒子を多量に含む、パミス若千含む暗褐色土層(10YR 3/4)

lal片 1

中央に小 ビッ ト

D-133 方 形 記載 なし 打斧 1 縄文中期?

D-134 円 形 I層 ・ローム粒子、パ ミスわずかに含む黒褐色土層(10YR 3/2)

H層 ・ローム粒子、パ ミス多量に含む褐色土層(10YR 4/4)

不 明

D-135 精円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子を若干含む

H層 ・褐色土層(10YR 4/6)ロ ームをプロック状に含む

縄文10片

D-136 格円形 I層・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子を若千含む

H層 ・褐色土層(10YR 4/6)ロ ームをプロック状に含む
縄文 1片 不 明

D-137 構円形 I層 ・ローム粒子をよく含む黒褐色土層(10YR 2/1)

H層 ・二次堆積ローム褐色土層(10YR 4/4)

D-138 不整構円 I層 。若干のローム粒子を含む黒褐色土層(10YR 2/2)

H層 ・ローム粒子を多量に含む褐色土層(10YR 4/4)

不 明

D-139 桁円形 I lll・ ローム粒子 を多量に含む暗褐色土層 (10YR 3/4) 剥片 1 不 明

D-140 円 形 I lll・ 黒褐色土層 (10YR 2/3)ロ ーム粒子・カーボン・骨片を若千含む 縄文 8片

ス タレイパー 1

ピエス 1 瀾l片 1

l・l文中婦
上部に礫が被さ

る

D-141 橋円形 記載 なし 蠅文中期 7 J-4と rI複

D-142 不整構円 I層 ・暗褐色土層(10YR 3/3)カ ーボンを若千含む

H層 ・褐色土層(10YR 4/6)ロ ーム粒子を大量に含む

Ⅲ層・晴褐色土層(10YR 3/4)焼 土・カーボンを若干含む

Ⅳ層・褐色土層(10YR 4/4)ロ ーム粒子を含む(埋土か 2)

縄文42片

打斧 1

スクレイパー 1

ピエス2 剥片15

縄文中舟
中央に深さ60cm

を計る石囲いピ

ットあり

D-143 円形 記載 な し 縄文 6片 縄文中期? D-144と 重複

D-144 楕円形 記載 な し 縄文15片 打斧 1

石錐 1 剥片 3

縄文中期7

D-143と 重複

D-145 円形 記載な し 縄文 2片

スクレイパー l

剥片 4

縄文中期?

D-146 格円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/2)ロ ームを若干含む

H層 ・晴褐色」1層 (10YR 3/3)ロ ームをよく含む

Ⅲ層・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ームを多量に含む

縄文中期?

D147 不整円形 I層・黒色土層(10YR 2/1)ロ ームをプロッタ状に含む

H層 ・暗褐色土層(10YR 3/3)ロ ームをプロック状に大量に含む

縄文 1個体 45,キ

剥片 2片

縄文中婚

D-148 335 不整楕円 I層 ・暗褐色土層

H層 ・黒褐色土層

Ⅲ層・黒褐色土層

Ⅳ層・黄褐色」1層

OYR 3/3)ロ ーム粒子は含まない

OYR 2/3)ロ ーム粒子は含まない

OYR 2/2)ロ ームをプロック状に含む

OYR 5/6)ロ ームをプロック状に大ilに 含む

縄文205'キ

土偶 1

石鏃 1 ピエス 1

瀾]片 25

風倒木痕 P

D-149 構円形 記載 なし 縄文95

打斧 2 ピエス 1

剥片 8

縄文中期

D-150 不整楕円 記載 なし 縄文中期?

D-151 楕 円形 I層 ・黒褐色土層(10YR 2/2)ロ ーム粒子をわずかに含む

H層 ・晴褐色土層(10YR 3/4)ロ ーム粒子を多量に含む

縄文 1片

石錐 1 剥片 1

」-24と 重複

D-152 円形 記載 なし 縄文中期? J-24と 重複

D-153 桁円形 I lll・ 黒色土lll(10YR 2/1)ロ ーム粒子は含まない

H層 ・黒褐色土層(10YR 2/2)ロ ーム粒子をよく含む

Ⅲ層 。暗褐色土層(10YR 3/3)ロ ームをプロック状に含む

縄文 3り 1

剥片 1

綱文中期?

θη



第 176表 川原田遺跡土坑一覧表 <8>
遺構

番号

規模 (cm)

形  態 覆 | 遺   物 時  jUl そ の 他
長 幅 深

D-154 隅丸方形 記載 なし :ll師 lrN l,

上 rlp甕 1,

内耳鍋 3リ

D-155 隅丸方形 記 laiな し 鉄製 ITi 2■

北朱銭 4枚

打斧 1 耳飾 り 1

D-156 隅丸方形 記載 なし

D-157 隅丸方形 記載な し

D-158 隅丸方形 記載 なし Jl師 甕 1り 1

古銭 1枚

縄文 2片

D-159 隅丸方形 記載 なし

D-160 隅丸方形 記載 なし 縄文10片

判片 3片

:l:世

D-161 隅丸方形 記載 なし Jl師甕 l片

鉄製品 1■

組文 9片

D-162 情円形 記載 なし 縄文 4り 1

磨石 l

ll:世

D-163 情円形 記載な し :|]世

D-164 円形 記載 なし 縄文80片

スタレイパー l

判片 12

縄文中期?

D-165 情円形 記載 なし Hll文 1個体 5,1 縄文前期

D-166 権円形 記載なし 縄文 6片 剥片 1 縄文中期P

D-167 楕円形 記載 なし 縄文中期

'

D-168 桁円形 記載 なし 縄文 5片 縄文中期?

D-169 格円形 I層 。暗褐色土層(10YR 3/3)ロ ームXiE子 をよく含む(埋土か 2)

H層 ・褐色土層(10YR 4/4)ロ ーム粒子を多量に含む(埋土か 7)

Ⅲ層・褐色Jl層 (10YR 4/6)ロ ームをプロック状に大量に含む

Ⅳ層・暗褐色土lll(10YR 3/3)ロ ーム粒子をよく含む

縄文 7り 1

打斧 1

蜘l片 2

縄文中期,

D-170 円 形 I lll・ 黒褐色土層(10YR 2/2)ロ ーム粒子は含まない

H層 ・晴褐色土層(10YR 3/3)ロ ーム粒子をよく含む

縄文 2り 1

剥片 1

縄文中期? 中央上面に安 山

岩礫の集中がみ

られる

D-171 情円形 記載なし 縄文 9,1 縄文中期?

D-172 情円形 記載 なし 7f製耳飾 り 1

剥片 2

縄文前期

D-173 格円形 記載 な し 剥片 3 縄文中期?

D-174 円形 記載 なし 縄文 6,1 剥片 l 縄文中期P

D175 情円形 記載 なし 縄文 5片

黒曜石原イ「 1

剥片 5

縄文中期?

D-176 格円形 I層 ・晴褐色土層(10YR 3/4)ロ ームfir子 はあまり含まなヽ 縄文 7片

スクレイパー 1

剥片 3

縄文中期? 中央に礫の集積

がみ られる (踏

み込 まれてつ ま

った感 じ)

D-177 楕円形 記載な し 縄文 6片

石鏃未成品 l

ビエス 1

制片 7

縄文中期?

隣接 して石囲し

炉がみ られ る

θη



第 177表 川原田遺跡土坑一覧表 <9>

選構

番サ

規模 (cm)

形 態 覆 J 遺   物 時  期 そ の 他

長 幅 深

情円形 l lll・ 黒褐色土層(10YR 2/2)ロ ーム粒子を若干含む 縄文中期

D-178 円 形 記載 なし 縄文中期?

D-179 160 楕円形 記載 なし 縄文 1片

石鏃 1 剥片 1

縄文中期7

D-180 円形 記載 なし 縄文 7片

石錐 1 剥片 1

熟喘イf原石 l

縄文中期?

D-181 桁円形 記載な し 縄文 4'1

剥ハ 5

縄文中期

'

D-182 円 形 記載 なし 縄文 5り l 縄文中期?

D-183 楠円形 記載 なし 縄文中期?

D-184 円 形 記載 な し 縄文 7片 縄文中期P 南壁際に ビッ ト

あ り。上面に礫

が被さる

D-185 構円形 I層・黒褐色土層(10YR 2/3)ロ ーム粒子・骨片を若干含む

H層 ・黒褐色土層(10YR 2/3)カ ーボンを多量に含む

Ⅲ層・晴褐色土層(10YR 3/4)ロ ームを多11に 含み、カーボンを若干含む

縄文 92,1

剥片 5

縄文中期

D-186 |1円 形 記載 なし Fll文 1個体 2片 縄文中期

D-187 165 格円形 記載なし 縄文 7片

憫l夕ll
縄文中期

D-188 260 格円形 記 161な し 縄文 7片

剥片 l

縄文中期,

J-41と 重複

D-189 格円形 1層・黒色土層(10YR 2/1)ロ ーム粒子はあまり含まず、カーボンを

若千含む

組文 19片

剥片 1

縄文中期7

D-190 記載なし 4く 明

D-191 不整楕円 記載 なし 縄文 3片

磨石 1

縄文中期?

D-192 隅丸方形 l層・ ロームを若干含む暗褐色土層 (10YR 3/4)埋Jl

H層・明赤褐色焼土層 (5YR 5/8)

Ⅲ層・灰褐色灰層 (10YR 4/1)

Ⅳ層・灰 を均―に含む黒褐色土層 (10YR 2/3)

V層 ・ローム粒子 をよ く含む暗褐色土層 (10YR 5/6)埋土

V層 が埋め られた後、その くばみにおいて火が焚かれてⅣ・‖l・ H

層が堆積 し、その上に 1層 が埋め られた もの と考 えられる。

土師甕 2片

縄文 8片

磨石 1

|:1■

D-193 隅九方形 I層 ・ロームを若千含む黒色土層(10YR 2/1) 上師
jr・

1り 1

土師甕 10'1

内耳鍋 4,1

組文 10片

利唾イ11

D-194 隅丸方形 I層 ・ロームを大 ticに 含む暗褐色土層 (10YR 3/4)埋土 土師高台不 2片

土師壺 6片

縄文12片

D-195 楕 円形 I層 ・暗褐色Jilll(10YR 3/4)ロ ームをプロッタ状に含む

H層 ・褐色Jl層 (10YR 4/6)漸 移層的なローム層堆積

Ⅲlll・ 黄褐色土層 (10YR 5/6)ロ ームlll(一 次雄薇 P)

原石 l

自然の落ち込み

の可能性あり

θ簿



第 178表 土坑出土遺物一覧表 <縄文土器 >
挿図

番号
ォゃ  irl 部 位 減: it 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼 成 出: 記 備   考
外  面 断  面

3 深  鉢 用同部 半隆起線 ナ デ frl閃イ「 暗赤褐色
5YR 3/6

にぶい賞褐色
10YR 5/3 通常

D-1

4 深  鉢 胴部 沈線、隆線 ヨコナ デ 角閃イi

橙色
5YR 6/8

り:黄褐色
10YR 6/6 通常 D-1

5 深  鉢 胴部 無文 ヨコナ デ 風化岩り1

橙色
5YR 6/6

にぶい栓色
7 5YR 7/4 通常 D-1

6 深  鉢 月同部 無文 風化岩片
にぶい橙色
75YR 6/4

にぶい黄橙色
10YR 7/4 通 常 D-2

7 深  鉢 月同部 Hll文 ヨコナデ [1色粒子
にぶい橙色
7 5YR 6/4

にぶい褐色
7 5YR 5/3 通fI D-2

深  鉢 胴部 無文 ヨコナ デ 角閃イf
橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-4 11期

深  鉢 胴部 隆線、横位沈線 ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色
5YR 5/6

明赤褐色
5YR 5/6 通 常 D-6

深  鉢 胴部 縄文 LR ナ デ 角閃石
橙色
7 5YR 6/6

にぶい褐色
7 5YR 5/3 通常 D-6 中期

深  鉢 日縁 縄文 LR ヨコミガキ 黒雲 母
明赤褐色
2 5YR 5/6

色
５郡

５ＹＲ
明

２ 良好 D-5 |:期

深  鉢 胴部 縄文 LR ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色
2_5YR 5/6

によい赤褐色
5YR 5/4 通1許 D-5

深  鉢 胴部
縄文 LR
横位隆線

ナ デ 白色粒子
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-5 |:期

深  鉢 胴部
縄文 RL
横位沈線

角閃石
にぶい赤褐色
5YR 4/3

橙色
7.5YR 6/6 通常 D-7 中期

深  鉢 胴部 無文 角閃71
にぶい橙色
7 5YR 7/3

にぶい責橙色
10YR 7/4 通常 D-7

深 鉢 胴部
隆線 と半隆起線による矢羽根状の
構成

ヨコナデ 角閃石 赤褐色
2 5YR 4/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-8 中期

深  鉢 胴部 無 文 角閃石
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-14 中期

深  鉢 月同吉

`

沈線
にぶい賞橙色
10YR 7/3

にぶい黄橙色
10YR 7/4 通常 D-15 中期

深  鉢 胴部 無文 ヨコナ デ 角閃石
橙色
7 5YR 7/6

にぶい黄橙色
10YR 7/4 良好 D-15 中期

深  鉢 胴部 組文 RL ナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい橙色
7.5YR 6/4 通常 D-16 中期

深  鉢 底部 無文 ナ デ 角閃石
橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-16 中期

深  鉢 胴部 刻みのある隆帯 角閃石
橙色
5YR 6/6

橙色
7 5YR 6/6 通常 D-17 中期

深  鉢 ::1縁 隆線 ナ デ 黒雲母 多量
にぶい赤褐色
2 5YR 4/4

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-18 中期

深  鉢 日 辺 i菫 続す る刺突文 ヨコミガキ 角閃石
にぶい黄橙色
10YR 6/3

にぶい黄褐色
10YR 5/3 通常 D-18 中期

深  鉢 胴部
横位隆帯
撚糸文 L

ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色
5YR 4/3

にぶい橙色
2 5YR 6/4 通常 D-18 中期

深  鉢 BFI部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい橙色
7 5YR 6/4 通常 D-18 中期

深  鉢 胴 部 撚糸文 L ナ デ 角閃7
にぶい赤褐色
2 5YR 5/4

明赤褐色
2 5YR 5/6 通 常 D-18 中期

浅  鉢 日 辺 無文 ナ デ 角閃石 範
５ＹＲ

灰黄褐色
10YR 4/2 通常 D-18 中 期

深  鉢 胴部 縦位沈線 白色粒子
橙色
2 5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-19 |:期

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナ デ 黒雲母
によい橙色
5YR 6/4

灰褐色
5YR 5/2 通 常 D-20 中期

深  鉢 胴部 縦位の集合細沈線 ヨコナ デ 黒雲母
にぶい褐色
7 5YR 5/3

によい褐色
7 5YR 6/3 通常 D-20 中期

深  鉢 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色
5YR 5/3

にぶい赤褐色
2 5YR 5/4 通常 D-20 中期

深  鉢 胴 部 縄文 RL ヨヨナ デ 角閃石
にぶい橙色
7 5YR 6/4

にぶい橙色
5YR 7/4 通常 D-20 中 期

深  鉢 胴部 沈線 タテナデ 角閃石
桂色
7 5YR 7/6

にぶい橙色
7 5YR 7/4 通常 D-21 中期

深  鉢 日 縁 沈線 ヨコナ デ 黒雲母
にぶい赤褐色
5YR 4/3

にぶい赤褐色
5YR 5/4 通常 D-24 中期

深  鉢 月同部 沈線による三角状の構成 ヨコミガキ 角閃石
灰黄褐色
10YR 5/2

灰黄褐色
10YR 5/2 良好 D-24 中期

深  鉢 胴部 隆 線 ヨコナデ 角閃石
灰褐色
5YR 4/2

にぶい橙色
5YR 6/3 通 常 D-24 中期

(単位cm)

θ″



第 179表 土坑出土遺物一覧表 <縄文土器 >

挿図

番 け
′津  力[ 吉l14i/ 湿: :it 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   J
色 調

焼成 離 :こ 御   考
外  面 断  面

深  鉢 ll・l部 平行沈線 rrl閃ィi

にぶい褐色
7 5YR 6/3

にぶい楡色
5YR 6/4 通常 D-24

深  鉢 胴部
沈線
縄文 R 角閃イf

にぶい橙色
5YR 6/4

橙色
5YR 6/6 通常 D-24

深  鉢 月‖部 縄文 L 角閃イi

にぶい赤褐色
2 5YR 5/4

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-24

深  鉢 月‖部 撚糸文 L 角閃イi

明赤褐色
2 5YR 5/6

橙色
2 5YR 6/6 通11 D-24

深  鉢 月‖部 縦位条痕 ナ デ 角閃石
にぶい褐色
7 5YR 5/3

にぶい黄橙色
10YR 6/3 通常 D-22

深  鉢 沈線 白色Xlt子
明赤褐色
5YR 5/6

にぶい黄橙色
10YR 6/4 通常 D-22 11期

深  鉢 無文 ヨコミガキ 角閃石
明黄褐色
10YR 7/6

にぶい黄橙色
10YR 7/4 通常 D-22 11期

深  鉢 胴部 無文 角隊1イ i
にぶい黄橙色
10YR 7/3

に
=ル

■ヽ椎色
10YR 7/2 通常 D-26

深  鉢 底 部 無 文 黒雲 |サ

I月 赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-26

深  鉢 胴部 隆帯、沈線 角閃イi

にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい糧色
7 5YR 6/4 通常 D-28 卜期

深  鉢 日縁 棒状]i具の押l」 による日lti状 の刻み ヨコナデ 角閃イi

にぶい赤褐色
2:5YR 5/4

にぶい赤褐色
2 5YR 5/4 通常 D-29 中期

深  鉢 沈線 ョコナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい赤褐色
5YR 5/4 通常 D-30 11期

深  鉢 底部 無文 ヨコナデ 黒雲 |サ
橙色
5YR 6/6

にぶい黄褐色
10YR 5/3 通常 D-30

深  鉢 胴部 無文 ョョナ デ 角閃石
にぶい赤褐色
2 5YR 5/4

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-30

深 鉢 日縁 隆線 ョコナデ 角閃イi

にぶい橙色
7 5YR 6/4

にぶい橙色
7 5YR 6/4 通常 D-33

深  鉢 :‐ :縁 沈 線 ヨコナデ 角閃イi

明赤褐色
2 5YR 5/6

り]赤 褐色
2 5YR 5/6 通常 D-33

深  鉢 胴部 組文RL ヨコナデ 角閃石 多量
橙色
5YR 6/6

にぶい■證色
10YR 7/4 通,I D-33 |[期

深  鉢 「
1縁 無文 ョコナ デ 白色llt子

浅黄橙色
10YR 8/4

にぶい黄糧色
10YR 7/4 通

'I

D-33

深  鉢
刻みのある縦位隆帯
沈線

黒雲 |サ 多■
にぶい赤褐色
5YR 5/3

にぶい杜色
5YR 6/4 通常 D-34

深  鉢 層‖部 縄文 RL 母
石

雲
閃

熟
角

|り]赤褐色
2 5YR 5/6

に,,ヽ賞俺色
10YR 7/4 iLrl常 D-34

深  鉢 用同部 組文 RL 熟雲 Iサ

角閃石
構色
7 5YR 7/6

椎色
7 5YR 7/6 通常 D-34

深 鉢 l・l部 縄文 RL ヨコナ デ 黒雲 |サ 多量
橙色
5YR 6/6

にぶい楡色
7 5YR 7/4 通常 D-34

深 鉢 底部 無 文 ナ デ 黒雲 |サ 多量
橙色
2 5YR 6/6

にぶい椎色
5YR 6/4 通常 D-34

深 鉢 :‐ l縁 縄文 LR ナ デ 角閃イi

橙色
7 5YR 7/6

に,■ 賞ヽ栓色
10YR 7/4 通常 D-39

深 鉢 l‐l縁 1イi沈線 ナ デ 角閃イi

にぶい橙色
7 5YR 6/4

に」ヽ 賞ヽ橙色
10YR 6/4 通fI D-39

深  鉢 底部 無文 ヨコナデ rrl閃石 にぶい賞橙色
10YR 7/4

に1い■橙色
10YR 6/4 通11 D-39

深  鉢 l‐l縁 無 文 ヨコ ミガキ 角閃イi

橙色
7 5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-39

深  鉢 突 起 環状 突起 ヨコナ デ 角閃イi

にぶい赤褐色
2 5YR 5/4

にぶい赤褐色
2 5YR 5/4 通 常 D-40

深  鉢 層同部 蛇イiす る隆線 ヨコナ デ 角閃イi

り1赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-40

深  鉢 突起 環状突起 ヨコナデ 角閃石
橙色
2 5YR 6/6

椎色
2 5YR 6/6 通常 D-43

深  鉢 底 部 網代底 ナ デ 角閃石
りl赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい黄橙色
10YR 6/4 通常 D-43

深  鉢 用‖部 交差す る沈線 ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-43

深  鉢 用同部 縄文 ヨコナデ 角閃イi

橙色
7 5YR 7/6

にぶい黄俺色
10YR 7/4 通常 D-43

深  鉢 月‖部
無節の縄文
Irt位 隆帯

風化ツ:り 1

投色
7 5YR 6/6

投色
7 5YR 6/6 通常 D-46

深  鉢 胴部 隆線に沿うj菫 続刺突文 ヨコナデ 黒雲 |サ
橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-46

(単位cm)
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lll図

番号
器 種 部 位 法 Fir 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   土
色 調

焼 成 .・「 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 胴部
沈Flt

縄文 LR ヨコナデ 黒雲 Iサ
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-46

深 鉢 日縁 無文 ヨヨナデ 黒雲 母
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2.5YR 5/6 通11 D-46 中期

深 鉢 胴部 無文 角閃石
にぶい黄燈色
10YR 7/4

にぶい賞證色
10YR 7/4 通常 D-47 中期

深  鉢 胴部
沈線
連点刺突

ヨコナ デ 黒雲母
橙色
5YR 6/6

にぶい褐色
7 5YR 5/4 通常 D-50 中期

深  鉢 日縁 沈線 透明粒子
にぶい黄燈色
10YR 7/3

灰黄褐色
10YR 6/2 通常 D-50 中期

深  鉢 胴部
沈線
撚糸文 ?

ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい橙色
5YR 6/3 通常 D-50 中期

深  鉢 胴部 中大の縦位集合沈線 ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色
2 5YR 5/6

桂色
5YR 6/6 通1= D-51 中期

深  鉢
縄文 RL
蕨状の沈線

ヨコナデ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部 縄文 RL 4く 明 白色粒子
にぶい橙色
5YR 7/4

にぶい橙色
5YR 7/3 通常 D-52 中期

深  鉢 日縁
2条の横 S字状隆線
縄文RL、 平行沈線

ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-52 中期

106a 鉢 日 縁
縦位平行沈線で器面 を埋め る
蕨状の隆帯

ヨヨナデ 黒雲母 多量
にぶい赤褐色
5YR 5/4

橙色
7 5YR 7/6 通常 D-52 中期

107と 同一個体

深  鉢
縄文 RL
縦位平行沈線、蛇行沈線

ヨコナ デ 角閃石
橙色
2.5YR 6/6

にぶい橙色
2 5YR 6/4 通常 D-52

鉢 口縁
縦位平行沈線で器面を埋める
蕨状の隆帯

ョコナ デ 黒雲母 多量
明赤褐色
2 5YR 5/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-52 同一個体

深  鉢 口 縁
縄文 RL
横 S字状隆帯

ヨコミガキ 角閃石
糧色
7.5YR 6/6

にぶい橙色
7 5YR 6/4 通常 D-52 同一 fAJ体

深  鉢 日縁 情円区画内に縦位平行沈線 ョコナ デ 白色粒子
にぷい■橙色
10YR 7/4

明黄褐色
10YR 7/6 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部 横位隆線 ナ デ 黒雲母 多Jl
によい赤褐色
5YR 5/3

によい黄橙色
10YR 6/4 通常 D-52 中期

深  鉢 突起 蝶羽状の装飾突起 ナ デ 黒雲母 多量
橙色
7 5YR 6/6

にぶい橙色
7.5YR 6/4 通常 D-52 中期

深  鉢 層同部
縦位隆線
縦位沈線

ヨコナデ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい栓色
7 5YR 6/4 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部
平行沈線間に連続す る棒状 ]二具の

押圧
ナ デ 角閃石

にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部 縦横の平行沈線 ヨ コナ デ 角閃石
にぶい橙色
7 5YR 7/4

にぶい橙色
7 5YR 7/4 通 常 D-52 中期

深  鉢 胴部 縦横の平行沈線 ヨヨナデ 黒雲母
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-52 中期

深  鉢 胴 部 平行沈線 ヨコナデ 角閃石
によい黄橙色
10YR 7/2

にぶい黄橙色
10YR 7/2 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部 平行沈線 ヨコナデ 角閃石
色
５細

５ＹＲ
明

２
にぶい赤褐色
2 5YR 4/4 通常 D-52 中期

深  鉢 層同部 平行沈線 ヨコナデ 角閃石
橙色
2 5YR 6/6

橙色
2 5YR 6/6 通常 D-52 中期

深  鉢 層同部
Faltt R L

沈線
丁寧なナデ 黒雲母

にぶい橙色
5YR 6/4

灰褐色
5YR 5/2 通 常 D-52 中期

深  鉢 胴部
縄文 RL
沈線

不明 黒雲母
明赤褐色
5YR 5/6

明赤褐色
5YR 5/6 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-52 中期

122 深  鉢 胴部 縄文 RL 丁寧なヨヨナデ 角閃石
橙色
2.5YR 6/6

灰黄褐色
10YR 4/2 通常 D-52 中期

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコミガキ 白色粒子
橙色
7 5YR 6/6

橙色
7 5YR 6/6 通常 D-52 中期

深  鉢 胴 部 縄文 RL ヨコナ デ 角閃石
にぶい赤褐色
5YR 5/4

橙色
5YR 6/6 通常 D-52 中期

浅鉢 P 胴部 表面 タテ ミ″キ ヨコミガキ 角閃石
橙色
5YR 6/6

褐灰色
10YR 4/1 通常 D-52 中期

深  鉢 口 緻 無文 ヨコナデ 黒雲母 多量
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい賞橙色
10YR 6/4 通常 D-52 中期

深  鉢 口縁 沈線 ヨヨナデ 黒雲母多量
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい黄橙色
10YR 6/4 通常 D-52 中期

深  鉢

"同

部 縄文 LR
沈線

ヨコナデ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい黄橙色
10YR 6/4 通常 D-53

深  鉢 口 縁
刻みのある縦位隆帯
有節沈線

ヨョナ デ 黒雲母多量
にぶい橙色
5YR 6/4

橙色
7 5YR 6/6 Zく 良 D-54 中期

(単位cm)
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小「レl

番け
器 お1 部位 il: :il 器形および文様

調  整

(内 lri)

胎  :li
色 調

焼成 営主 記 備   考
外  面 断  Inl

深  鉢 月‖部
横位隆線
縄文 LR ヨコナデ 黒雲 lサ 多量

り1赤 褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 良 好 D-54

深  鉢 用‖部 無文 ヨコナデ 11雲 |サ射l製
明赤褐色
5YR 5/6

にぶい赤褐色
5YR 5/4 不 良 D-54

深  鉢 突起 渦巻 き状突起 ヨコミガキ 白色粒子
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-60

深  鉢 用‖湘S 組文 LR ヨコミガキ 角閃イi
橙色
7 5YR 6/6

によい賞栓色
10YR 7/4 通常 D-60

深  鉢 用‖部 無文 ヨコナデ 白色粒子
にぶい■證色
10YR 7/4

にぶい椎色
7.5YR 7/4 通常 D-60

深  鉢 nl・l部
縄文 RL
曲降線 P、 沈線

ヨヨナデ 黒雲 |サ 多量
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい権色
5YR 6/4 通常 D-59

深  鉢 層‖部
IILtt R L

縦位隆線、縦位沈Fll
ヨコナデ 角閃石

にぶい賞椎色
10YR 7/4

にぶい賞橙色
10YR 7/4 通常 D-63

深  鉢 !l縁 横位沈線、横位隆線交 llの 刺突に

よる蛇行効果
ヨコミガキ 角閃石

透明粒子
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい賞橙色
10YR 6/4 良 好 D-65

深  鉢 ll織
ヘ ソ状突起
連続刺突文

ヨコナデ 黒雲 |サ 多Ill
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 良 好 D-65

深  鉢 日縁
隆帯によるrij円 lX口i内 に縦位平行
沈線

ヨコナ デ 角閃イf
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい赤褐色
5YR 5/4 通11 D-62

深  鉢 月‖部
太い横位降線
縦位平行沈線

ヨコナデ 白色粒子
l:.i:vt&&
5YR 6/4

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-62

深  鉢 胴 部
太い横位降線
縦位平イi沈線

ヨヨナデ 白色粒子
にぶい賞橙色
10YR 7/4

によい賞橙色
10YR 7/4 通,I D-62 中期

深  鉢 月‖部 太い沈線 ヨコナ デ 角閃イF
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶ い褐 色
7 5YR 5/3 イく良 D-62

深  鉢 月‖部 縦位 隆 線 、縦 位 沈線 ヨコナデ 角閃イ
l: j:v.ftft,
sYR 6/4

i:.i:v.fti&
sYR 6/4 Zく 良 D-62

深  鉢 月‖部 斜行す る平行沈線 ョコナ デ 角閃イf

にぶい褐色
7 5YR 5/4

にぶい褐色
7 5YR 5/4 通常 D-62

深  鉢 3bl部 蛇行沈線 ヨコナデ 白色lll子
にぶい糧色
5YR 6/4

橙色
5YR 6/6 通lI D-62

深  鉢 「 1キよ 横位隆線
縄文 RL ヨヨナデ 角閃イf

橙色
2 5YR 6/6

にぶい黄栓色
10YR 6/3 通常 D-62

深  鉢 月‖部 無文 ヨコナデ 白色粒子
杜色
7 5YR 6/6

にぶい栓色
7 5YR 6/4 通常 D-62

深  鉢
部
近

底
付 無 文 ヨコナデ 白色粒子

桂色
7 5YR 6/6

にぶい賞椎色
10YR 7/4 通常 D-62

深  鉢
り
突

「
刺
鑽

り
形
汁

Ｍ
円
の

の
る
兼

訛
す
卒

一
続
の

和
述

ハ

ヨコナデ 黒雲 |サ 多11
楡色
7 5YR 6/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 迪 常 D-66

深  鉢 l^:縁
横位隆線
交Iの刺突による蛇行文

ヨヨナデ 〔1色粒子 純
５ＹＲ

純
５ＹＲ

通常 D-66

深  外 l~1縁

ね
付

りの加 えられた粘±11の lllり ヨコナデ 黒雲 |サ 多址
にぶい赤褐色
5YR 5/4

赤褐色
2 5YR 4/6 通 常 D-66

深  鉢 l‐1縁
撚糸文 L
横位隆線

ヨコミガキ 由色llt子
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい赤褐色
5YR 5/4 通 ,「 D-66

深  鉢 月‖部 縄文 LR ヨコナデ 角閃イ
明赤褐色
2 5YR 5/6

りI赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-66

深  鉢 月‖部
tFD歯状]l共 により連続する弧状文
を描 く

ヨコナデ 角閃イ
にぶい俺色
5YR 6/4

にぶい投色
5YR 7/3 通常 D-69

深  鉢 月‖部 Illtt L R ヨコナデ rl色粒fr 杜色
2 5YR 6/6

にぶい構色
7 5YR 7/3 通常 D-69

深  鉢 EFl部 縄文 LR ヨコナデ |'1色粒fF 灰赤色
2 5YR 4/2

杜色
2 5YR 6/6 通常 D-69

深  鉢 無 文 角閃イ
樅色
2 5YR 6/6

橙色
2 5YR 6/6

や
良

や
不 D-69

深  鉢 月‖部 縦位平行沈線 角閃イ「
にぶい橙色
5YR 6/4

にぶい赤褐色
2 5YR 4/3 舶常 D-70

深  鉢 無 文 ヨコナデ 角閃イ「
橋色
2 5YR 6/6

にぶい褐色
7 5YR 5/4 通常 D-70

深  鉢 月Fl部 深い平行沈線 角閃イf
にぶい赤褐色
2 5YR 4/4

にぶい栓色
7 5YR 6/4 通常 D-72

深  鉢 縦横の平行沈線 角閃イ
にぶい杜色
7.5YR 7/4

椅色
2 5YR 6/6 通常 D-72

深  鉢 用‖部 縄 文 角閃イ
にぶい賞権色
10YR 7/3

に í:い拭楡色
10YR 7/4 IErl常 D-72

深  鉢
編み込み状隆帯
斜の力lみ の人る隆'‖ヤ

ヨコナデ ∫‖雲 |サ 多11
り1赤褐色
5YR 5/8

桁色
5YR 6/6 通常 D-73 と同一 出占

深  鉢 把手
編み込み状隆lF
斜の刻みの人る隆イ‖

ョコナデ 角閃石
にぶい橙色
5YR 7/4

にぶい椎色
5YR 7/4 逝1「 D-73

(」11位cm)
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挿図

番号
器  種 部位 法  量 器形および文様

調  整

(内面 )

胎   」
色 調

焼 成 許 記 備   考
外  面 断  面

深  鉢 |こ:縁 横 S字状隆線 丁寧なヨコナデ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-73 11期

172 深  鉢 層同部
縄文 LR、 横位隆線
縦位沈線

ヨコナ デ 黒雲 母
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい栓色
75YR 6/4 通 常 D-73 |'期

深  鉢 月同部 刻みのある隆帯 ヨコナデ 風化岩片
粗製

にぶい橙色
7 5YR 6/4

にぶい褐色
7 5YR 5/4 Zく 良 D-73 Ⅲ期

深  鉢 月同部 縦位平行沈線 ヨコナデ 黒雲母
にぶい赤褐色
2 5YR 4/4

にぶい赤褐色
5YR 5/4 通常 D-73 11期

深  鉢 月同部 縄文 LR ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい橙色
5YR 6/4 通 常 D-73

"期

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
赤褐色
2 5YR 4/6

赤褐色
2 5YR 4/6 通常 D-73 中期

深  鉢 胴部 撚糸文 L ヨコナデ 角閃石
にぶい赤褐色
2 5YR 4/4

にぶい赤褐色
2 5YR 4/4 通常 D-73 中期

深  鉢 胴 部 laltt L R ヨヨナデ 角閃石 前
５ＹＲ

橙色
5YR 7/6 通常 D-73

深  鉢 月同部 蛇行す る粘土紐の貼 り付け Zく 明 角閃石
橙色
5YR 7/6

浅黄橙色
7 5YR 8/4 通常 D-77 中期

深  鉢 胴部 縦位隆線 とそれに沿 う沈線 ヨコナデ 角閃石
橙色
2 5YR 7/6

橙色
2 5YR 7/6 通常 D-77 〕11期

深  鉢 胴部 縦位沈lFa ヨコナデ 角閃石
橙色
7 5YR 6/6

橙色
7 5YR 6/6 通 常 D-77 中期

深  鉢 月同部 沈線 ョコナデ 角閃石
にぶい赤褐色
5YR 5/3

橙色
2 5YR 6/6 通常 D-77 中期

深  鉢 月同部 撚糸文 L 不 明 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-78 中期

深  鉢 底部 無文 ヨコナデ 角閃石
色

５郡
５ＹＲ
明

２
明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-76 中期

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 角閃石
明褐色
7 5YR 5/6

明褐色
7 5YR 5/6 通 常 D-80 中期

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナ デ 角閃石
赤褐色
2 5YR 4/6

赤褐色
2 5YR 4/6 通 常 D-81 中期

深  鉢 胴部 縄文 RL ヨコナデ 黒雲母
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい赤褐色
5YR 4/3 通常 D-81 中期

深  鉢 胴部
隆線、環状突起
有節沈線

ヨコミガキ 黒雲 母
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-83 中期

深  鉢 底部
ツ
突

締

釉
刺
棟

の
状

の

形
先

状

円
ン
形

情
ぺ
爪

■す 4単位
ヨコナデ 角閃石

橙色
2.5YR 6/6

橙色
2 5YR 6/6 通常 D-83 中期

深  鉢 底部 垂下隆線、横位平行沈線 丁寧なヨコナデ 角閃石
橙色
2 5YR 6/8

にぶい橙色
7 5YR 7/4 通常 D-83 中期

深  鉢 胴部 沈線 ヨコナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-83 中期

深  鉢 胴部 隆 線 ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色
5YR 6/4

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-83 中期

深  鉢 日縁
幅広隆帯
有節沈線

ヨコミガキ 黒雲母
明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-83 中期

深  鉢 胴部
線
文

沈
縄

ョコナ デ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

灰褐色
5YR 4/2 通常 D-83 中期

深  鉢 胴 部
平行沈線
縄文 RL ヨコナデ 黒雲 母

にぶい赤褐色
5YR 5/4

にぶい赤褐色
5YR 5/4 通常 D-83 中期

深  鉢 胴部
平行沈線
横位隆線

ョ コナ デ 黒雲母
橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-83 中期

深 鉢 口 縁 口唇にベ ン先状の連続刺突 ヨコミガキ 角閃石
にぶい橙色
5YR 6/4

灰褐色
7.5YR 4/2 通常 D-83 中期

深  鉢 ]同 部
平行沈線
爪形状の連続刺突文

ヨコミガキ 角閃石
明赤褐色
2 5YR 5/6

によい橙色
5YR 6/3 通常 D-84 中期

深鉢 P 胴部 円形のモチーフ ヨコミガキ 白色粒子
黒褐色
5YR 2/1

黒褐色
5YR 2/1 通常 D-84 中期

203 深 鉢 胴部 刻みのある隆線 ヨコナデ 白色粒子
明赤褐色
2 5YR 5/6

にぶい橙色
5YR 7/4 通常 D-84 中期

深  鉢 胴 部 刻みのある隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤褐色
2 5YR 4/3

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-84 中期

深  鉢 胴部
幅広隆帯
平行沈線

不 明
角閃石
黒雲母

橙色
5YR 6/6

橙色
5YR 6/6 通常 D-84 中期

深  鉢 胴部
刻みのある隆帯
沈線

ヨコミガキ 白色粒子
赤褐色
2 5YR 4/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-84 中期

深  鉢 月同部
刻みのある隆帯
撚糸文 L

ヨコミガキ 白色粒子
にぶい赤褐色
2 5YR 4/4

にぶい橙色
5YR 6/4 通常 D-84 中期

深  鉢 月同部
刻みのある隆帯
縄文 LR ヨコミガキ 角閃石

明赤褐色
2 5YR 5/6

明赤褐色
2 5YR 5/6 通常 D-84 中期

(単位cm)

θ零


